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イラスト／白井鋭利







　　　　　〝――目覚めよアウエイク。〟







　誰だれかの声が聞こえたような気がして、目を開けた。

　暗い。夜なのか。でも真っ暗じゃない。灯りがある。火。頭上だ。火がついている。蝋ろう燭そくらしい。小さな蝋燭が壁に据えつけられている。一つじゃない。蝋燭は間隔をあけていくつも、ずっと向こうまで並んでいる。どこだ、ここ。

　なんだか息苦しい。壁をさわってみると、硬くてごつごつしている。こんなもの、壁でも何でもない。ただの岩じゃないか。どうりで預けていた背中が痛いわけだ。おしりも痛いし。もしかして、洞どう窟くつとか、そんな感じ？　洞・窟・？　なんで洞窟なんかに……？

　蝋燭はけっこう上のほうにある。立ちあがって手をのばせば届くかもしれない。そのくらいの高さだ。おかげで足下も、手元さえ、ほとんど見えない。

　だけど気配がする。耳を澄ますと、息づかいのような音が微かすかに聞こえる。人間、なのか。違ったらどうしよう。やばいかも。でも、なんとなく人間っぽい。

「もしかして、誰かいる……？」

　おそるおそる言ってみたら、すぐに「あ、うん」と返事があった。男の声だ。「……います」と答えたのは女だろう。別の男の声が「ああ」と短く応じた。「……やっぱり」と誰かが言った。「何人いるんだ？」「数えてみる？」「……ていうか、どこなの、ここ」「さあ……」「わかるやつ、いねえのかよ」「どうなってんの？」「何だよ、これ」

　まったくだ。何なんだよ、これ。なんでこんな場所に。な・ん・で・？　いつから？

　かきむしるように胸を押さえる。わからない。自分はいつからここにいるのか。どうしてここに。考えると、頭の中で何かが引っかかりそうになる。だけどその何かがふっと消えてしまう。わからない。まったく。さっぱりわからない。

「じっとしてたってしょうがない」と誰かが言った。男だ。ハスキーな、低い声だった。

　小石を踏みしめるような音が聞こえた。男は立ちあがったみたいだ。

「どっか、行くの……？」と女の声が尋ねた。

「壁伝いに」と男が答えた。「灯りの方向に進んでみる」

　男の声音はやけに落ちついている。怖くないのか。なぜ動揺していないのだろう。男は二つ先の蝋燭の下にいる。ずいぶん上背があるらしい。蝋燭の光に照らされて、頭がちょっとだけ見える。髪が黒くない。銀色……？

「あたしも行く」と女が言った。「……俺も行こっかな」と誰かが。男の声だ。「ま、ま、待てって、じゃあオレも！」と他ほかの男が言った。

「逆の方向にも」とまた別の誰かが言った。少し高い声だが、これもたぶん男だ。「進めそうだよ。蝋燭はないけど」

　銀髪の男が「そっちに行きたいんだったら、好きにしろ」と言い捨てて歩きだした。皆、銀髪の男についてゆくみたいだ。だったら、自分も行かないと。慌てて立ちあがる。ひとりぼっちになりたくない。

　岩壁に手をついて、こわごわと足を進める。

　地面は滑らかじゃない。いくらかでこぼこしているが、わりと歩きやすい。

　前にも、後ろにも誰かがいる。誰かはわからないけど。声の感じからすると、そんなに年のいった人はいないようだ。少なくとも、知りあいはいない――と思う。知・り・あ・い・？　知りあい。友だち。何だろう。妙だ。一人も思い浮かばない。いや、正確には、浮かびかけた顔をたぐりよせようとすると、すっと消えてしまう。わからない。

　友だちだけじゃない、家族さえも。

　まるで覚えていないというよりも、覚えていたはずなのに、忘れてしまう。

「……考えないほうがいい、のかな」

「何か……」と後ろから声がした。きっと若い女の子だ。「……何か、言いました？」

「いや、べつに、なんでも――」

　ない……のか？　本当に？　なんでもない？　どこが？

　頭を振る。いつの間にか立ち止まってしまっていた。歩こう。歩かないと。考えないほうがいい。思いだそうとすればするほど、どんどんわからなくなる。そんな気がする。

　蝋燭の列はつづく。いつ果てるとも知れない。

　もうどれくらい歩いただろう。かなり歩いたのか。そうでもないのか。どちらともつかない。距離や時間の感覚が麻ま痺ひしている。
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「何かある」と前のほうで誰かが言った。「明るい。……ランプ？」

　銀髪の男が「鉄格子だ」と言うと、別の男が「で、出口じゃねえの……!?」と声をうわずらせた。

　途端に足どりが軽くなった。暗くてもわかる。全員、先を急いでいる。

　見えてきた。蝋燭よりもずっと明るい。たしかにランプだ。壁に掛けてあるのか。ランプの灯りが鉄格子らしきものを照らしている。

　銀髪の男が鉄格子に手をかけた。男は髪が銀色のうえに、ギャングみたいな身なりをしている。ギャングに激しく揺さぶられると、鉄格子が動いた。「開くぞ」

　ギャングは鉄格子を手前に引いた。軋きしむ音を立てて、鉄格子の扉が開く。

「おお……！」と何人かが一斉に叫んだ。ギャングの後ろで、派手な格好をした女が「出られるの!?」と言った。

　ギャングは扉の向こうへと進んだ。「――階段だ。上に行ける」

　扉の先は狭苦しくて黴かび臭くさい通路になっていた。その先に石の階段があった。灯あかりはない。でも、上から光が射さしこんでくる。

　一列になって、階段を一段ずつ上っていった。

　階段の上にはまた鉄格子が嵌はめられていた。今度は開かないようだ。ギャングが鉄格子を掌で何度も叩たたいた。「誰かいねえのか！　ここを開けろ！」

　獣の吼ほえ声みたいな、ものすごい怒鳴り声だった。派手女も「ねえ、いないの、誰か、開けて！」と声を張りあげた。二人の後ろから、髪がくりくりしている男も「おーい、開けてくれ！　おーい！」と大きな声を出した。それから間もなくだった。

　ギャングが鉄格子から手を離して少し下がった。誰かきたらしい。派手女も、くりくり髪も口をつぐんだ。鍵かぎを開けるような音がした。鉄格子の扉が開いて、「出ろ」と誰かが言った。どうやら扉を解錠して開けた男の声らしい。

　階段を上がると、そこは石造りの部屋だった。窓はないものの、ランプのおかげで明るい。上ってきた階段の他に、上階への階段もあった。

　全体的に古くさくて、現代っぽくない。扉を開けた男の出いで立たちも変だ。だって、男が身につけているものは服じゃない。金属製の、あれは――鎧よろい？　それから、兜かぶとと呼びたくなるような形のヘルメットを被かぶっている。腰に提げている物体は、ただの棒じゃなさそうだ。もしかして、剣……とか？　鎧兜に剣なんて、何時代？　時代の問題でもないか。

　鎧の男が、壁に据えつけられている黒っぽい器具を引っぱった。

　壁が、床が、わずかに振動して、重い音が響く。壁が動いた。

　開く。壁の一部が、ゆっくりと。

　沈みこんで、穴があいた。縦長の、四角い穴が。

　鎧の男はまた「出ろ」とだけ言って、穴の外に向かって顎あごをしゃくってみせた。

　ギャングがまず外に出て、派手女がつづいた。引きずられるように皆、ぞろぞろと穴の外に足を踏みだした。――外・。今度は本当に、外だ。

　夜明け前か、黄昏たそがれどきか、そのどちらかだろう。

　薄明るい空がどこまでも広がっている。

　小高い丘の上だ。

　振り返ると、高い塔がそそり立っていた。自分たちはさっきまでこの塔の中にいたのだ。あるいは、塔の下にいた、と言うべきだろうか。

　人数をかぞえてみると、ギャング、くりくり髪、それから自分をふくめて男が八人、女は派手女以下四人。ぜんぶで十二人いる。

　暗いのではっきりとは見えない。それでも体格やだいたいの服装、髪型、大まかな顔だちくらいはわかる。やっぱり、見覚えのある者は一人もいない。

「街かな、あれは」と誰かが言った。さらさら髪のすらっとした男だ。丘の向こうを指さしている。

　そっちのほうに目をやると、建物がひしめいていた。

　街。たしかにそう見える。きっと街だ。ただ、その街は高い塀――いや、塀なんてちゃちなものじゃない、高くて頑丈そうな壁に囲まれている。

「街というか」と黒縁の眼鏡をかけている細身の男が言った。「まるで城みたいだ」

「城……」と呟つぶやいた自分の声が、なぜだか他人の声みたいに聞こえた。

「……あの」と、すぐ後ろにいる小柄な女の子がおずおずと尋ねてきた。「……ここって、どこなんでしょうか」

「や、おれに訊きかれても」

「……そう、なんですね。あの、だ、誰か……知りませんか？　ここが、どこか……」

　誰も、何も言わない。わざと女の子を困らせようとしているか、何か理由があって隠しているのでなければ、全員、心当たりがないということだ。

　くりくり髪が、くりくりした髪を引っかきまわしながら「マジかよ……」と言った。

「そうだ！」と、ボーダーのカットソーを着ているいかにもチャラそうな男が手を打ちあわせた。「あいつに訊けばよくね!?　ほら、あの鎧とか着ちゃってる系のあいつにさ！」

　皆の視線が塔の出入口に集中した。その直後だった。

　出入口が狭まってゆく。

　下から壁がせりあがってきて、ふさがりつつある。

「ちょちょ、待っ――」チャラ男が慌てふためいて駆けだした。間に合わなかった。出入口はすぐになくなって、外壁と見分けがつかなくなった。チャラ男が「おいおいそれはないでしょ、ちょっとちょっとやめてくれよおーい……」とか言いながらあちこちさわったり叩いたりしているが、何も起こらない。やがてチャラ男はへたりこんでしまった。

「困ったなあ」と長い髪を二つに束ねてお下げにしている女の子が言った。イントネーションが少し変で、こま・ったなあ、じゃなくて、こ・まったな・あ、という感じだった。

「……ほんとだよ」くりくり髪がしゃがみこんでうなだれた。「マジで……マジで……」

「と、そこに、絶好のタイミングでえ……！」

　だしぬけに甲高い女の声が響き渡った――って、誰だれ……？

　女は四人。派手女と、お下げの女の子、小柄で気弱そうな女の子、あとは彼女よりもっとちっちゃい、百五十センチなさそうな女の子だ。甲高い声は、派手女の声とも、お下げの子の声とも、気弱そうな子の声とも違った。たぶん、ちっちゃい子の声でもない。

「現れちゃうんですねえ、参上しちゃうんですよねえ、どこだーっ!?　ここだーっ！」

「どこだよ!?」とチャラ男が立ちあがって叫んだ。

「慌てなーい、騒がなーい、なおかつ気を抜かなーい、毛も抜かなぁーい」

　どうやら塔の裏手にひそんでいたらしい。「ちゃらららららーん、ちゃらららららーんららーん」とかなんとか歌いながら、塔の側面から一人の女が顔を出した。あの髪型は俗に言うツインテールというやつだろうか。

「どーもー。元気ですかー。ようこそグリムガルへー。案内人をつとめさせていただく、ひよむーですよー。初めましてー。よろしくね？　きゃぴーっ」

　丸刈りの男が「むかつくしゃべり方だ」と言って奥歯をごりごり噛かみあわせた。

「きゃっ」ひよむーはいったん顔を引っこめて、またすぐに出した。「怖いですねえ。おっかないですねえ。そぉーんな怒らないでくださいよー。ね？　ね？　ね？　ね？」

　丸刈り男は舌打ちをした。「だったら怒らせるんじゃねえ」

「わっかりましたぁーっ！」ひよむーは、ぴょん、と塔の脇わきに飛びだすと、敬礼のような仕し種ぐさをしてみせた。「ひよむー、これからは気をつけるでありますっ！　ちゃーんと気をつけるでありますよー？　これでよいです？　よいですよね？　きょへっ」

「……わざとやってんだろ、てめえ」

「あ、ばれちゃいましたぁ？　あ、あっ、怒らないでっ、殴らないで、蹴らないでっ、ひよむー、痛いの嫌いっ、基本的にはやさしくしてほしーのっ。ていうか、そろそろ話を進めてもよいです？　仕事しちゃっても？」

「早くしろ」とギャングが低い声で言った。丸刈り男と違って、あからさまに腹を立てているようには見えない。でも、かなり威圧的な声音だった。

「じゃ」ひよむーはにっこり笑った。「仕事しちゃいますね？」

　空が刻一刻と白んでいる。ちょっと前よりもだいぶ明るい。

　日暮れじゃなくて朝だ。

　夜が明けようとしている。

「とりあえず、ついてきてくださーい。置いてきますよー」

　ひよむーはツインテールを揺らして歩きだした。見れば、塔から丘の下へと向かう道がある。踏みかためられた黒い土が剥むきだしになっている道の両側は草むらだ。丘を覆う草むらのあちこちに大きな白い石がちりばめられている。ものすごい数だ。多すぎるし、整然と並んでいるように見えなくもない。まるで並・べ・ら・れ・て・い・る・かのように。

「なあ、あれって……」くりくり髪が白い石を指さした。「ひょっとして、墓……？」

　ぞっとした。

　言われてみれば、石には何か文字のようなものが刻まれている。石の前に花が供えられていたりもする。墓地。もしかして、この丘は墓地なのか。

　先頭を行くひよむーが振り向かずに「ふっふふふー」と笑った。「どうですかねー。まあ、今のところは気にしない、気にしなぁーい。みなさんにはまだ早いですよん。まだ早いとよいですよねー。うっふふふふ……」

　丸刈り男がまた舌打ちをして土を蹴けった。だいぶ頭にきているみたいだが、一応、ひよむーについてゆくつもりのようだ。ギャングはとっくに歩きはじめているし、黒縁眼鏡と派手女、ちっちゃい子もあとに従っている。チャラ男が「おぁっ、お、俺も俺も、俺ちゃんも……！」と叫びながらギャングたちを追いかけようとして、すっ転んだ。

　どうやら行くしかないみたいだ。でも、ひよむーは自分たちをどこへ連れてゆく気なのだろう。ここはどこなのか。

　ため息をついて空を仰いだ。「――あ……」と声がもれた。何だ、あれ。

　けっこう低い位置にある。太陽じゃないはずだ。星にしてはあまりにも大きすぎるし、そもそも欠けている。半月と三日月の中間くらいの形だ。ということは、もしかして月なのか。だけど月にしてはおかしい。

「……赤い」

　まばたきをして見なおした。何度見てもルビーみたいに赤い。

　後ろで気弱そうな女の子が「はっ」と息をのんだ。振り返ると、彼女も赤い月を見つめていた。

「あぁ」お下げの女の子も気づいたようだ。目をぱちぱちさせて、ほわっと笑った。「お月さん、赤いやん。めっちゃきれい」

　さらさら髪の男が暁の空に浮かぶ赤い月を見上げて、呆ぼう然ぜんとした表情で立ちつくしている。くりくり髪が「おわぁ……」と目を見開き、やたらと身体からだが大きくて見るからにおっとりしていそうな男が低く唸うなった。

　ここがどこかはわからない。自分はどこから、どうやってここにきたのか。それもわからない。思いだせない。でもただ一つ、これだけは確かだ。

　ここじゃないどこかの月は赤くなかった。

　月が赤いなんて、おかしい。
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　石造の建物が並んでいる地区もあれば、木造建築ばかりの地区もある。石畳の道は曲がりくねっていて、見通しがよくない。太い道の脇には細い水路が設けられている。流れる水はほとんど濁っていない。たまに悪臭、おそらく汚物の臭においを感じることもあるが、歩いているうちに気にならなくなる。

　ひよむーは十二人の男女を丘の向こうの街の中へと導いた。彼女が言うには、ここはオルタナという名の街らしい。街だけに人が住んでいて、まだ早朝のはずだが、決して少なくない数の住人とおぼしき男女とすれ違った。住人たちは、誰も彼も物珍しそうに十二人をじろじろ見た。でもそれはこっちも同じだった。だって皆、格好が変なのだ。どう変かというと、総じて十二人の服装よりも簡素で、飾り気がなくて、みすぼらしい。

「ここってさ」とチャラ男が言った。「あれかな？　外国なんかね……？」

「あー……」くりくり髪が何か答えようとして、首をひねった。「……外国？　国？　そういえば、オレって何なに人じんだっけ？　あれ？　おっかしいな、思いだせねーんだけど……てか、住所とかもわかんねーし。あれ？」

「気づいてなかったのか」とギャングが低い声で言った。「俺はもう、せいぜい名前くらいしか覚えてない」

　も・う・～覚・え・て・な・い・、という言い方が引っかかった。それだとたぶん、ただ覚・え・て・い・な・い・というのとは意味合いが違うはずだ。ギャングも、ある記憶をたぐりよせようとすると消えてしまう、あの感覚に襲われたのかもしれない。

「名前……」くりくり髪は自分の胸をとんとんと叩たたいた。「オレの名前は……ランタ。あとは……うーん。わっかんねー。うっわ。マジかよ。記憶消失じゃん……」

「それを言うなら」思わずツッコむ体勢に入ってしまって、ちょっと後悔した。だけどここでやめるわけにもいかない。「記憶喪失だろ……」

「おまえさ……」くりくり髪はため息をついた。「ツッコむならもっとこう、あるだろ？　適切な勢いっつーか。中途半端な感じでこられると、ボケたこっちとしても微妙じゃん？　場も白けるしさ。まあいいけど。今回は大目に見るけど。んで、おまえは？」

「大目に見られるんだ……」そもそもあれはボケだったのか。ひどいボケだ。どうも釈然としないが――名前。自分の名前は。「……おれは、ハルヒロ。かな？」

　くりくり髪＝ランタはわざとらしくずっこけた。「――かな？　っておまえ、自分の名前もわかんねーのかよ！　いや、名前くらいしかわからんぞって話をしてるわけだけど」

　こいつ、かなりうざいな……と思いながら、ハルヒロはひよむーの後ろを歩いているギャングに目をやった。あいつは何て名前なんだろう。なんとなく訊いておきたい。でも、おっかなくて訊けない。その代わりというわけじゃないが、すぐそばにいるさらさら髪のすらっとした男に「きみは……？」と尋ねてみた。

「ああ」さらさら髪は微笑ほほえんでくれた。やたらと爽さわやかな男だ。「俺はマナト。ハルヒロ、でいいのかな。呼び捨てにしても？」

「あ、うん、いいよ。じゃ、おれも、マナトって呼んじゃってもいい？」

「かまわないよ、もちろん」

　マナトに笑いかけられると、ついこっちも笑顔になってしまう。見るからにいいやつそうだし、信用できそうだ。

　ランタはうざい。ギャングは怖くて、丸刈りも強こわ面もてだ。派手女は住む世界が違う印象だし、いかにも頭がよさそうな黒縁眼鏡もなんだか声をかけづらい。お下げの子、気弱そうな子、ちっちゃい子、この女子三人はどうだろう。気弱そうな子とは少しだけ話したし、今も近くにいる。とりあえず名前だけは教えてもらおうか。だけどいざ、あらたまって口をきくとなると、若干緊張する。ハルヒロは一つ咳せき払ばらいをした。「あ、あの」

「……は、はいっ……？」

「い、いやべつに、えーとたいしたあの、あれじゃないんだけど……」

「俺ちゃーん！　キッカワどぅえーすっ！」とチャラ男がいきなり珍妙なポーズをとって大声を出した。「イェイェーイ！　男子はあとまわしで、まずは女性陣！　ここらで一発、自己紹介決めちゃわなーい!?」

　お下げの子が首を横に振った。「決めちゃわない」

「うっそーん！」チャラ男＝キッカワは一撃であえなく撃沈された。ちょっぴりざまあみろと思わないでもなかった。でも、キッカワのおかげで勢いがついた。

「えっと」ハルヒロはできるだけさらっと訊きいてしまうことにした。「名前は？　知ってると、呼びやすいと思うし。まあ、知らないよりは」

「あっ……」気弱そうな子はうつむいて、前髪をぐいぐい引っぱった。顔を隠そうとしているのか。目も鼻も口も控えめではあるが、けっこうかわいらしい顔だちをしているし、隠す必要なんてなさそうなのに。「……あたし、は……シホルです。それが名前、なんですけど。一応。すみません……」

「や、謝らなくても」

「ごめんなさい、癖で。ごめんなさい、気をつけます……」

　シホルは生まれたての子鹿みたいに震えている。大丈夫なのか、この子。見ていて心配になる。庇ひ護ご欲をそそられるというか。

「きみ、おっきいね」とマナトがおっとりしていそうな巨漢に訊いている。「身長、どれくらいあるの？」

「え」巨漢はぼんやりとまばたきをした。「身長、は、百六十……」

「百六十ぅ!?」とランタが口を挟んだ。「それ、公称百七十センチオーバーのオレよっか小せえぞ!?」

「……間違えた。百八十、六？　とか。たしか。あ。名前は、モグゾー。たぶん」

「オレに今すぐ十センチよこせ、モグゾー！」ランタはモグゾーを小突きながら無茶なことを言う。「おまえから十センチもらったら、オレは百七十八！　おまえは百七十六！　逆転！　めでたい！　だろ!?」

「あげれたら……」

「ていうか」ハルヒロはまたランタにツッコミを入れてしまいそうになっている自分を呪のろうしかなかった。「百七十オーバーじゃなくて、本当は百六十八なんだ、身長」

「うっせーよ！　悪ぃーかっ！　おまえだって、見たとこオレと同じくらいだろ！」

「おれはぎりぎり百七十あるけど」

「やなヤツだな、おまえ！　たかが二センチの差で人を差別する極悪人だな！」

「……ほんとうざい、こいつ」

「ああ!?　よく聞こえなかったけど、何か言ったか!?　言ったな!?　言ったよな！」

「言ってない、言ってない。本当に何も言ってないから」

「嘘うそこけ！　この嘘つき変態鬼畜野郎！　オレの地獄耳を舐なめるんじゃねえ！　おまえはこう言った！　この天パ野郎、地獄に落ちろってな！」

「いや、それはマジで言ってないし」

「オレのことを天パと！　それだけは言っちゃならねー禁止ワードだぞ、コナクソッ！」

「だから言ってないって。人の話、聞けよ……」

「聞いてるっつーの！　聞きすぎて地獄耳にタコできるくらい聞いてるっつーの！　とにかく、このオレを天パ呼ばわりしたら許さねえ！　処刑だ、処刑！　覚えとけ！」

「天パ」とギャングが言って振り返った。「やかましい。黙れ」

「……はい」と天パことランタは小さくなった。「……すみません。黙ります」

　ハルヒロは肩をすくめた。「許さないんじゃなかったのかよ」

「アホ」ランタは小声で言った。「オレは時と場所と人を的確にチョイスする男だぜ。人はオレをマスターチョイスと呼ぶ。選択王に、オレはなる！」

「勝手になれば……」

「オレは！　洗うほうの洗濯じゃねえ選択の王！　選択王に！　なってみせる……！」

「天パ」ギャングが足を止めてふたたび振り向いた。「黙れ」

「ひぃっ！」ランタは素早くジャンピング土下座をかました。「ごごめんちゃい……！」

「……選択王よりさ」ハルヒロはランタを見おろした。「土下座王を目指したら？」

「それか！」ランタは顔を上げて指を鳴らした。「――って、それか、じゃねーよ！　土下座王とか、かっこわるすぎだろ！　いくらオレの土下座スキルが高いとしても！」

「天パ」ギャングの声には殺気すらこもっていた。「三度目だ」

「ひぃぃぃっ！」ランタはまた土下座して、額を石畳にこすりつけた。「ご、ご、ごめんなさいもうしません許してくださいお願いしますぅぅうぅぅぅぅぅううぅぅぅ……！」

　こいつはもうとっくに土下座王の域に達しているとハルヒロは思ったが、口には出さなかった。言ったらまたああだこうだ言い返してきて、めんどくさいことになりそうだ。以後はひよむーがとある石造二階建ての前で立ち止まるまで、黙々と歩いた。

　その建物には白地に赤い三日月の旗が掲げられていて、看板も出ていた。看板には、オレタノ刀竟車義男兵口レソトムーノ、と書いてあるが、何か変だ。よく見ると、文字の一部が薄れるか、剥はがれるかしているらしい。

「じゃーん！」とひよむーが看板を手で示した。「よーやく到着しましたですねえ。こ、こ、がっ！　かの有名なオルタナ辺境軍義勇兵団レッドムーンの事務所ですよん！」

　ハルヒロは「レッドムーン……」と呟つぶやいて、看板を見なおした。なるほど。欠けている部分を足せば、たしかにオル・タナ・辺・境・軍・義勇・兵団・レッ・ド・ムーン・になる。

「ささ、中に入って入って！」

　ひよむーにうながされて建物に入ると、そこは酒を飲む店のホールみたいな広い部屋で、テーブルと椅い子すが置いてあり、奥にカウンターが設しつらえられていた。カウンターの向こうに男が一人、腕組みをして立っている。あとはハルヒロたちとひよむーだけだ。

「そいじゃ、ひよむーはこのへんで！」ひよむーはカウンターの男に一礼した。「毎度のことですけど、皆さんに説明等々、どうかお願いしますね、ブリちゃん！」

　ブリちゃんと呼ばれた男は「はいよ」と軽く応じて、腕を組んだままひらひらと手を振ってみせた。手と一緒に、なぜか腰もくねくね動いている。

「失礼しまーす！　ばいばーい！」

　ひよむーが出ていってドアを閉めると、室内に妙な緊張感が立ちこめた。ハルヒロたちをじっと観察しているブリちゃんのせいだろうか。きっとそうだ。だって、見るからにブリちゃんはあやしい。あやしすぎる。

　ブリちゃんは腰をかがめてカウンターに両肘ひじをつき、組みあわせた両手の上に顎あごをのせた。その顎が割れている。それはまあいい。だけどあの髪の色はやばい。緑色なのだ。それから、口紅か何か塗っているのか、唇が黒い。長くて量の多いバサバサ睫まつ毛げに囲まれた瞳ひとみは水色で、色はすごくきれいなのだが、それが余計に恐ろしい。頬ほお紅べにもつけているし。化粧が濃いのだ。

　どこからどう見ても、ブリちゃんは男なのに。

「ふーん……」ブリちゃんは何度かうなずいて「いいわ」と上体を起こした。「こちらへいらっしゃい、子猫ちゃんたち。歓迎するわ。アタシはブリトニー。当オルタナ辺境軍義勇兵団レッドムーン事務所の所長兼ホストよ。所長って呼んでもいいけど、ブリちゃんでもオッケー。ただしその場合は、親愛の情をたっぷりこめて呼ぶのよ？　いい？」

「所長」ギャングはつかつかとカウンターに歩みよって、首をかたむけた。「質問に答えろ。ここがオルタナって街だってことはわかった。だが、辺境軍だの義勇兵団だのってのは何だ。なんで俺はここにいる。おまえはそれを知ってるのか」

「威勢がいいわねえ」ブリちゃんは愉快そうにふくみ笑いをした。「アタシ、嫌いじゃないわよ、あんたみたいな子。名前は？」

「レンジだ。俺はおまえみたいなオカマ野郎は好きじゃない」

「そお……」

　ブリちゃんが何をしたのか、一瞬、ハルヒロにはわからなかった。速いだけじゃない、動作が滑らかで、あまりにも自然すぎた。

「レンジ。いいこと教えてあげる」気がつくとブリちゃんは、レンジの喉のど元もとにナイフの切っ先を突きつけて、うっとりと目を細めていた。「アタシをオカマ呼ばわりして長生きできたやつは一人もいない。あんたは察しがよさそうだし、アタシが言ってることの意味はわかるはずよ。それともまだ突っぱってみる？」

　レンジは「そうだな」と言うなり――ハルヒロは息をのんだ。レンジはなんと、ナイフの刃を素手でつかんだ。掌や指で刃をがっちりと固定してはいるが、親指の付け根あたりから血が流れだしている。「べつに長生きしたいわけじゃないが、脅されて従うのは性に合わない。殺やれるものなら殺ってみろよ、オカマ所長」

「そのうちね」ブリちゃんは黒い唇をぺろりと舐めて、レンジの頬ほおをさっと撫なでた。「ばっちりやったげる。何度でも。アタシのこと、忘れられなくしてあげちゃう」

「……おい」とランタがハルヒロに耳打ちした。「あのや・る・って、やるはやるでも違うほうのやるだぞ、おそらく」

「どうゆうやるなん？」とお下げの子がきょとんとした顔でランタに訊いた。

「えっ、いや、そりゃあなんつーかこう、本来、入れるべきじゃねー出てくる場所に入れまっしょい的な……ようするに、なんつーの？　なあ、ハルヒロ？」

「おれに話を振るなよ。自分で言いだしたことなんだから、自分で責任とれって」

「冷てーな、おまえ……人情味欠乏症だな……人間的に絶対零度だな……」

「ま、まあ！」チャラ男キッカワがレンジとブリちゃんの間に割って入った。「初対面なわけだし！　行き違いはツキモノってことで！　ここは一つ穏便に！　明るく仲よくやっちゃわない？　ね？　ね？　俺ちゃんの顔に免じて！」

「おまえの顔？」レンジはキッカワをねめつけると、鼻で笑ってナイフから手を離した。

　ブリちゃんもナイフを引っこめて、刃についた血を布でぬぐった。「どうやら向こう見ずが何人かいるみたいねえ。男が八人で女が四人。ちょっと女が少ないけど、アタシ的にはそっちのほうがいいし、もともと男のほうが戦力になる率が高いから問題ないわ」

　マナトがわずかに眉まゆをひそめた。「戦力？」

「そう」ブリちゃんはにっこり笑った。はっきり言って、なかなかきもい。「戦力よ」

「ここは義勇兵団事務所……」マナトは目を伏せた。「――ってことは、俺たちは義勇兵とかってやつに？」

「あらあ」ブリちゃんはパチパチと手を打った。「あんたも見所がありそうねえ。そのとおり。あんたたちはこれから義勇兵になるのよ。選択の余地はあるけどね？」

「マスターチョイス」ハルヒロはランタの背中を叩たたいてやった。「おまえの出番だろ」

「お、おうっ!?　そ、そうだよな!?　そう……なのか……？」

「あんたたちは選ぶことができる」ブリちゃんは人差し指を立てて、ひょいひょいと動かしてみせた。「アタシのオファーを受うけ容いれるか、断るか。オファーの内容は、アタシたちオルタナ辺境軍義勇兵団レッドムーンに加わること。といっても、最初は見習い義勇兵として、一人前の義勇兵を目指してもらうことになるけどね」

「義勇兵って……」と派手女がおっかない顔をして言った。「いったい何するの？」

「戦うのよ」ブリちゃんは、いやねえ、とでも言いたげに手をぱたりと振った。「この辺境には、アタシたち人間と敵対してる種族や、モンスターって呼ばれてる怪物どもがたくさん、たぁっくさんいるの。辺境軍の任務は、やつらを駆逐して辺境を制圧すること。でも正直、そんなにたやすい仕事じゃないわ。実際、辺境軍はこのオルタナと前線基地を維持するので手一杯なのよ。そこでアタシたち義勇兵団にお鉢が回ってくるってわけ」

「つまり」黒縁眼鏡が右手の中指で眼鏡の位置を直した。「正規軍が街を守っている間に、義勇兵団が打って出て、敵対種族やモンスターを討伐する。そういうこと？」

「簡単に言えば、そう」ブリちゃんは両手を花みたいな形に開いてみせた。かわいいことをやっているつもりなのかもしれないが、わりと不気味だ。「もっともね？　辺境軍本隊だって、守備一辺倒ってわけじゃないのよ。遠征して敵対種族の拠点を攻撃することもあるわ。ただ、規模が大きな軍事行動には自おのずと制約があるの。補給だの何だの、考えて用意しなきゃいけないことがたっぷりあるしね。その点、義勇兵は違う」

　キッカワはふんふんふんふん過剰なまでにうなずいた。「どう違うんすかね？」

「アタシたち義勇兵は」ブリちゃんは合掌して指の先をうねうねさせた。「神出鬼没、縦横無尽に敵地に潜入し、視察して、攪かく乱らんし、敵対勢力の弱体化を図る。本隊に協力することはあっても、組織だった作戦行動をとることはめったにないわ。単独か、まあ三人から六人くらいの小団パーテイを組んでる義勇兵が多いかしらね。とにかく各自が己の才覚、独自の判断で情報を収集し、敵を叩く。これがアタシたち義勇兵団レッドムーンの仕事よ」

「で？」レンジは右手を開いて、握った。血は滴っていない。もう止まったのか。「そのオファーとやらを断ったらどうなる」

「どうにもならないわよ？」ブリちゃんは首をかたむけて腰をくねらせた。おどけているのか。おどけつつ、脅かしているのかもしれない。かなり怖いし。「言ったでしょう。あんたたちには選択の余地がある。選べるの。義勇兵団に加わりたくないなら、今すぐここから出ていって、二度と戻ってこなくていいわ」

「へえ……」ランタはくりくり髪を引っかきまわした。「だったら、オレはやめとっかな。なんかよくわかんねーけど、オレってほら、基本的に平和主義者だし？」

「そっ。じゃ、さよなら。元気でね」

「おう！　ブリちゃんも達者でな！」ランタは踵きびすを返し、事務所から出ていきかけて足を止めた。「……つーか、でも、ここ出たあとオレ、どうすりゃいいんだ？」

「そこまでは責任持てないわよぉ」ブリちゃんはへらへら笑った。「義勇兵団うちに入らないなら、あとはご自由に。見習い義勇兵になるなら、銀貨十枚、一人につき十シルバーずつあげるから、当面は暮らせると思うけどね」

「銀貨……」マナトが軽く目を瞠みはって、自分のポケットを探った。「……そうか。お金」

　ハルヒロもズボンの腰ポケットと尻しりポケットをさわった。何も入っていない。手ぶらなのか。もちろん無一文だ。

「バ、バイトでも……」ランタは顔を引きつらせてうなだれた。「探す……とかしか、ねーのかな、とりあえず……」

「都合よく見つかればいいけどねえ」ブリちゃんは大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。「義勇兵以外の仕事だって、けっこう大変よぉ？　もしうまく誰だれかに雇ってもらえたとしても、雀すずめの涙みたいなお給料できつい雑用とか親方や主人の身のまわりの世話からスタートっていうのが相場だしねえ」

「かーっ」キッカワは自分の側頭部をぱーんと叩いた。「世知辛がらいっすねーっ。まいったな、こりゃ。もしかして、やるっきゃない的な流れ的な？」

「言ったはずよ？　流れも何も、やるかやらないか決めるのは――」ブリちゃんは一同を順々に指さしていった。「あ、ん、た、た、ち」

　レンジは大きく息をついた。「具体的に、まず何をすればいい」

「あーら、レンジ。アタシをがっかりさせないで？　聞いてなかった？　各自が己の才覚、独自の判断で情報を収集し、敵を叩く。これが義勇兵の流儀よ」

「見習い義勇兵としてまず何をするかも、自分で調べて考えろってことか」

「そゆこと」ブリちゃんはうなずいて、カウンターの上に何か並べはじめた。赤っぽい色をした硬貨のようなものと、小さな革袋だ。その組み合わせがぜんぶで十二セットある。ブリちゃんは三日月が浮き彫りにされている硬貨のようなものを一枚つまみあげた。「これは見習い義勇兵身分証明章、通称・見習い章。そのまんま、見習い義勇兵としての身分を証明するものだから、もらったらなくさないように。まあ、持っててもたいしていいことはないんだけどね。でも銀貨二十枚、二十シルバーでアタシから団章を買って、晴れて一人前の義勇兵になったら、それなりの特典があるわ」

「ちょっと待て」丸刈りが不穏な声を出した。「金で身分を買わせるのかよ」

「そうよ。それがどうかした？」

「気にくわねえ」

「そんなこと言ったって、お金がないとご飯も食べられないし、着るものだって手に入らない、何もできないんだから、しょうがないじゃない。いやなら野垂れ死ねば？」

　レンジはちょっとだけ笑ったようだ。「地獄の沙さ汰たも金次第か」

「ジゴク……？」ブリちゃんは首をひねった。「ま、そんなとこね。ともあれ、何をすればいいのかも自分で調べろって言っといてなんだけど、団章を買って義勇兵になるのが、第一の目標ってことになるんじゃないかしら」

「いいだろう」レンジは見習い章と革袋を手にとった。「義勇兵だか何だか知らないが、なってやる。話はそれからだ」

　レンジにつづいて丸刈りが見習い章と革袋をつかんだ。少し遅れて派手女、マナト、黒縁眼鏡。キッカワは「ほいじゃ俺ちゃんもいただきーっす」と言いながら、革袋を二個とろうとしてブリちゃんに「こらァッ！」と手を叩かれた。

　どうやらやるしかないみたいだ。でも何のために？　よくわからないが、金をもらうため、ひいては生きるため、だろうか。だとしたら、しょうがない。しかたないとは思うのだが、なんだか気持ち悪い。

　シホルとお下げの子、ちっちゃい子も、ためらっているみたいだ。あとはランタと、巨漢のモグゾーも。

　ブリちゃんが水色の瞳ひとみをこっちに向けた。「あんたたちはどうするの？」

「……なんっかなあ」ぶつぶつ言いながらも、ランタはカウンターへと向かった。「嵌められてるっぽくて微妙にヤな感じだけどよ……」

「んー」お下げの子がランタのあとを追った。「なせばなるるん、なさねばなぬぬんってゆうしなあ……」

「いや」ハルヒロは首を振った。「なるるんとかなぬぬんとかは言わないと思うよ……」

「ほ？」お下げの子は見習い章と革袋に手をのばしながら振り向いた。「そやったっけ。ユメ、なるるんとなぬぬんでずっと覚えてたんけど」

「それ間違いだから。正しくは、なせばなる、なさねばならぬ、だよ」

「そっかあ。でも、なるるんとなぬぬんのほうがかわいいと思わん？　かわいいのはやっぱり重要やって、ユメは思うねやんかあ」

「……かわいさはたしかに、そっちのほうが数段上だけどね」

　ユメという名前らしいお下げの子は、心底嬉うれしそうにほにゃあと笑った。「そやろお」

　そんなことをやっている間に、ちっちゃい子も見習い章と革袋をとっていた。残りはモグゾーとシホルとハルヒロだけだ。なんとなくどん尻にはなりたくなくて、ハルヒロも見習い章と革袋を引っつかんだ。革袋を開けて小さな銀貨が入っているのを確かめていると、モグゾーがゆったりした動作で見習い章と革袋を手にとった。最後はシホルだった。

「おめでとう」ブリちゃんがわざとらしい笑みを浮かべて手を叩いた。「これであんたたちは今から見習い義勇兵よ。しっかりがんばって、さっさと一人前になってちょうだいね。義勇兵になったあとだったら、アタシも多少は相談に乗ってあげないこともないわ」

　――と、突然、「おい」、鈍い音、「がっ」というような声が立てつづけにして、気がついたら丸刈りが床に尻しり餅もちをついていた。一瞬の出来事だったので見ていなかったが、もしかしてレンジが丸刈りを殴りつけたのか。殴った？　なんでそんなことを？

「立て」とレンジが無表情で言った。「――てめえ！」と叫んで立ちあがろうとした丸刈りを、レンジはすかさず蹴け飛とばして床に這はいつくばらせた。

「どうした、立てよ」

「……何のつもりだ、この野郎」

「おまえ、俺を最初に見たとき思っただろう。こいつは自分より強いか弱いかって。答えを教えてやる。立て」

「くっそ……！」

　丸刈りが跳び起きたところをレンジは狙ねらう。傍観者のハルヒロだってそれくらいわかるのだから、よければいい。いや、丸刈りはかわそうとしているのだ。でも、レンジは丸刈りが身をかわした先に動いて、殴る。蹴る。耳をつかんで引っぱる。たまらず悲鳴をあげた丸刈りの鳩尾みぞおちに、レンジの膝ひざがめりこむ。一発じゃない。何発も連続で。それからレンジは、丸刈りの頭を両手で挟むようにつかんだ。頭を思いきり振りかぶって、頭突きをお見舞いする。ものすごい音がした。丸刈りは崩れ落ちるように膝をついた。

「……そうとうな石頭だな、おまえ」レンジは指先で額をさすった。赤くなって、少し血がにじんでいる。「名前を教えろ」

　丸刈りは床に手をつかないで膝を押さえている。四よつん這ばいになってたまるものかとこらえているのかもしれない。「……ロンだ。強えな、てめえ」

「おまえもだいぶ頑丈だ。俺についてこい、ロン」

「ああ。しばらくはついてってやる」

「それでいい。あとは――」レンジは事務所内を見まわして、マナトに目をとめた。

　マナトはレンジの視線を受け止めて、かすかに両目をすぼめた。

　レンジはすぐにマナトから目をそらし、黒縁眼鏡を見た。「おまえは戦力になりそうだ。俺と一緒にこい」

　黒縁眼鏡は腕組みをしてまばたきをした。そして眼鏡の位置を右手の中指で直してから、顎あごを引くように首を縦に振った。「いいよ。僕はアダチ。よろしく、レンジ」

　レンジは唇の片端をつりあげて応こたえると、ハルヒロに目を向けた。

　え？　もしかして、おれも……？

　驚いたし、ちょっと胸が躍った。だって、レンジは見るからに腕っ節が強そうで、丸刈りロンを簡単に打ち負かしてしまう程度には実際、強い。行動力もある。頭の回転も速そうだ。おっかなくてつきあいづらそうだが、それさえなんとかできれば間違いなく頼もしい。連れていってもらえたら、この先きっと楽だろう。

　そんな気持ちがなかったとは言えない。あった。だけどすぐに萎しぼんでしまった。肝心のレンジが別のほうを見たからだ。スルーされた。

「そこのチビ」

「……ぁぃっ？」

　十二人の中でもっともちっちゃい女の子は、声も小さかった。

　レンジは「こい」と手招きした。チビちゃんはボーッとしているのか。ふらふらと近づいていって、レンジを見上げた。レンジはチビちゃんの頭を撫なでた。

「おまえは役に立ちそうだ。ついてこい」

　チビちゃんは「……ぁぃ」とうなずいた。顔が真っ赤だ。ゆでだこみたいになっている。顔だちよりも、仕し種ぐさとか存在感とか、マスコットみたいに愛らしい。でも、役に立ちそうか。どうなのだろう。というか、ハルヒロはチビちゃんよりも役立たずだとレンジは判断したのか。それってなんか――悔しいっていうか、せつないっていうか。

「行くぞ」レンジが顎をしゃくって事務所の出口を示した。ロン、アダチ、チビちゃんとレンジの四人が歩きだそうとしたら、派手女が「待って！」と声をあげた。「あたしも連れてって！」

　レンジは短くため息をついた。「使えないやつはいらない」

「何でもするから！」派手女はレンジにすがりついた。「あたし、サッサ。お願い。どんなことでも、あたし、やるから」

「どんなことでも、か」レンジはサッサを突き放した。「忘れるなよ、その言葉」

「うん。忘れない」

「それと、俺に勝手にさわるな」

「……わかった」

「よし。おまえもこい」

「ありがと、レンジ！」

　サッサがドアを開けて、レンジたちがぞろぞろと出てゆく。サッサは最後だった。ドアが閉まって、まるで敗残者か落選者みたいな七人が取り残された。

「……ひゃぁーっ！」キッカワが顔をしかめて頭を掻かいた。「俺ちゃんもチーム・レンジに入れてもらいたかったなぁ。レンジ＆ロンでたぶん喧けん嘩か無敵っしょ。アダチは頭よさそうだしチビちゃんかわいいしサッサ美人だしウハウハだし。うあぁーいいなぁー。でもまあ言ってもしょうがないよね。俺ちゃん情報収集行ってきまーっす。グッバーイ！」

「あっ……」という間に、キッカワも事務所をあとにした。ハルヒロはなんとなくシホルと顔を見あわせた。シホルはうつむいてしまった。

「じゃあ、俺も」マナトが出口のほうへと向かった。「ここにいたって何もわからないし、外に出ていろいろ見てくるよ。みんな、またあとで」

「うん、また――」ハルヒロは手を振って見送りながら、マナトについていったほうがいいんじゃないかと思っていた。マナトはレンジと違ってとっつきづらくない。性格がよさそうだし、おそらく頼りになる。だけどランタはいいとしても、シホルとユメはどうするつもりなのだろう。モグゾーもいる。そうだ。

　みんなで一緒に行けば解決じゃないか。――と思いついたときにはもう、マナトの姿は事務所になかった。でも、まだ遅くないはずだ。

「あのさ、ここにいてもほんとにしょうがないし、全員でマナトを追いかけ――」

　ハルヒロがそこまで言ったところで、ドアが開いた。マナトが戻ってきてくれたのかもしれない。そう思ったが、違った。事務所に入ってきたのは別の男だった。皮革製らしい上下を着て、羽根飾りの付いた帽子を被かぶり、弓矢を背に負っている。ハルヒロたちよりもいくつか年上だろう。男は狐きつねみたいな目をしていて、口くち許もとがゆがんでいる。

「こんちはっす、所長」
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「あら」ブリちゃんが男のほうに顔を向けた。「クズオカっちじゃない。どうしたの？　アタシに何か用？」

「いや、そうじゃなくて」クズオカと呼ばれた男はハルヒロたちを一いち瞥べつした。「新入りがきたって話を聞きつけたんで、ちょっと」

「耳が早いわねえ。でも今回は十二人で、ここにはもうその五人しか残ってないわよ」

「何だ。それじゃあ、あぶれ者かあ」

　ランタが表情をこわばらせた。「……あぶれ者で悪かったな」

「悪ぃーに決まってんだろ？」クズオカはランタを睨にらみつけてから、ハルヒロたち四人を品定めするような目つきでざっと見た。「……ふーん。ま、足りないのは前衛だし、そこのでかいやつ、おまえでいいや」

　モグゾーは自分を指さした。「……ぼく？」

「そうだよ。おまえだよ。でかいやつって言ったら、どう考えてもおまえだろ。俺たちのパーティに入れてやるからさ。あれこれ教えてやるし。金だって少しなら貸してやる。めちゃくちゃいい話だろ。わかったら、こいよ」

「う、うん……」

「モグゾー、行くのかよ!?」ランタはモグゾーの左腕をつかんだ。「やめとけって！　そいつ、あからさまに陰険そうだぞ！」

「あ、うん……」

「いいからこい！」クズオカが右腕を引っぱった。「見習いが義勇兵のパーティに入れてもらえるなんて、それだけでありがたい話だろ！　あと俺は陰険じゃねえ！」

「う、う、うん……」

「モグゾー、騙だまされんな！　陰険なやつが自分は陰険だって言うわけねえんだ！」

「あ、あ、う……い、痛……いん、だけど……」

「おっ」ランタは手を離した。「ごめんごめん、あ――」

「よっし、今だ！」クズオカが猛然とモグゾーを引きずってゆく。

　シホルが肩を落とした。「……行っちゃった」

「これで……」ユメが一、二、三と数をかぞえながら、ハルヒロ、ランタ、シホル、そして自分を順番ずつ指さした。「四人かあ」

「あんたたち」ブリちゃんはあくびを噛かみ殺した。「いつまでそこにいるつもりなのよ。アタシだって仕事があってわりと忙しいし、何もしないで突っ立ってるだけなら、いいかげん追いだすわよ？」

　ランタが負け犬のような目でハルヒロたちを見た。「……出るか」

　ハルヒロもたぶん、ランタに負けず劣らず情けない顔をしていると思う。「うん……」
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　義勇兵団レッドムーン事務所を出たはいいものの、いったいどうすればいいのか。情報を集めるといっても、ハルヒロたちはこのオルタナという街のことを何も知らない。知りあいもいないから、伝つ手てもない。レンジたちも、キッカワも、マナトも、それからクズオカとモグゾーも、近くにはいないようだ。もうどこかへ行ってしまったらしい。

　お手上げだ。

　ハルヒロとランタ、シホル、ユメの四人は、しばらく事務所の前で呆ぼう然ぜんとしていた。

「……どう、しましょう？」

　第一声を発したのはシホルだった。なんで訊きくんだよ、こっちが訊きたいよ。ハルヒロはそう思わなくもなかったが、相手は女の子だし、そんな言い方もできない。

　とりあえず、「どう……しようか」と訊き返してみたら、三秒後にシホルが「どう……しましょう」と返してきた。

「おまえらなあ」ランタがわざとらしくため息をついた。「もうちょっとねーの？　なんつーか、主体性？　みたいなの。どうしようとか言ってる場合じゃなくね？」

「そう言うおまえはどうなんだよ……」

「オレはちゃんと考えてるっつーの。これからどうしようかなーって」

　ユメがくすくす笑った。「おんなじやんかあ」

「まーな」ランタはいたずら小僧みたいに鼻の下をこすった。「そうとも言うな」

　正直、やばい、とハルヒロは思わずにいられなかった。あぶれ者、とクズオカに言われたが、まさしくそのとおりかもしれない。何も決められない、行動できない四人だけが残されて、力をあわせてなんとかしようとするでもない、ただなんとなくここにいる。ひょっとして、これって最悪のパターンなんじゃ……。

　ランタが「いいよなあ、モグゾー……」と、ハルヒロも内心ちょっと思っていないでもないことを言った。「クズオカはクズっぽいけどよぉ。経験者っつーの？　いろいろわかってるっぽいやつのパーティに入れてもらえたら、とりあえずは安心じゃん。楽ちんかもしれないわけじゃん。つーか、なんでモグゾーなんだよ。そこはオレを選べよ。オレのほうが絶対使えるって。マジで……マジで……」

「そうなんかなあ」とユメがほわほわした口調で言ったので、ハルヒロも「そうとは思えないよなあ」と軽く同調してみた。

「おまえらな……」ランタはハルヒロとユメをビッと指さした。「おまえらはオレの実力を知らねーからそんなことが言えるんだよ！　言っとくけどな、オレは実力者だぜ！　乳飲み子のころから隠れた実力者って呼ばれて有名だったんだからな！」

「有名だったんなら、ぜんぜん隠れてないだろ」

「細けーこと気にしてんじゃねーよ。疲れるぞ？」

「おまえの相手してるせいで、もう微妙に疲れてきてるよ……」

「体力ねーなー。ハルヒロ、おまえはマジ使えねーなー。ダメだなー。ダメダメだなー」

「天パしか取り柄がないランタには言われたくないんだけど」

「天パって言うな！」

「取り柄だって言っただろ。天パはおまえの唯一のいいとこだろ。天パだけは」

「そ、そうかあ？　いいかな、天パ？　なんかどうも納得いかねーんだけど……？」

「ユメ、髪、まっすぐやんかあ。そしたら、髪くるくるってなってる子ぉがうらやましいから、ランタいいなあって思うよ」

「そ、そお？　オレの天パって、そんなにいい感じ？　マジで？」

「うん。髪くるくるやったら、頭もくるくるぱーっぽくて、ちょっとかわいいしなあ」

「え、かわいい？　いや、どうなんだろな？　男が女にかわいいとか言われるのって、まあ悪い気はしねーけど――って、頭くるくるぱーって馬ば鹿かっぽいってことかーっ！」

「……っ」と息を吸いこむような音がした。

　見ると、シホルが肩を震わせて、両手で顔を覆っている。

　ランタが「うぇっ……!?」と目を剥むいた。ユメもシホルに視線を向けてまばたきしている。ハルヒロも当然びっくりしていた。な、泣いてる……？

「ど、どうした……の？」ハルヒロはシホルの背中に手をふれようとして、途中でやめた。さわるのはまずいか。女の子だし。

「……な、なんでも……」シホルは明らかにしゃくりあげている。「なんでも……ない、です……少し、不安になっただけで……」

「あー……」

　考えてみればそうだよなあ、とハルヒロは思う。こんな状況でくだらないことをくっちゃべっているハルヒロたちのほうがおかしくて、泣きだしたシホルはむしろ、まともなのかもしれない。

「よし、よし」とユメがシホルの背中を撫なではじめた。「いーこいーこ。だいじょぶだいじょぶ。どのへんがだいじょぶなんか、ユメにはようわからんけどもなあ」

　ランタは渋面をつくった。「フォローになってねーぞ、それ……」

「や、けどさ……」ハルヒロは首筋を掻かいた。「さすがに何かしないとまずいっぽいよね。黙ってても、あれだし。何だろ。たとえば、ほら、クズオカって人みたいな義勇兵は他ほかにもいるだろうから、探してつかまえて話を聞く……とか？」

「じゃー頼んだ！」ランタはハルヒロの肩を叩たたいた。「ズバーッと見つけて、話でも何でも聞いてきてくれ！　うん、ハルヒロ！　おまえにぜんぶ任せた！」

「……すがすがしいほどの人任せっぷりだな」

「いっそ爽さわやかだろ？」

「すげーむかつくよ」

「はっきり言って、おまえごときにむかつかれたところで、オレは痛くも痒かゆくもない！」

「最低かっ」

「うっせーんだよ。言い出しっぺなんだから、おまえがやれ。そういうもんだろ、物事ってのはだいたい。あ、わかった、じゃー手分けしようぜ。ハルヒロ、おまえは義勇兵を探しだして情報をゲットする係な。シホルは落ちこみ係で、ユメはシホルの慰め係。オレはここでおまえの帰りを待っててやる係っつーことで！」

「ランタ、おまえ、そこまで何もしたくないのかよ……」

「どうしてもっつーならしてやってもいいけど、楽しいこと以外はヤだ」

「楽しいとか……それどころじゃないよね？」

「一番大事なことだろ。オレは人生をエンジョイしたい派なんだよ。エンジョイできねー人生なんてオレの人生じゃねーんだよ。おまえはどうなんだよ、ハルヒロ。人生エンジョイできねー派か？　眠たそうな目ぇーしやがって」

「この目は生まれつきだし！」ハルヒロはランタに食ってかかろうとして、深いため息をついた。「……いいよもう。行ってくる。探してくるから、義勇兵」

「やっとその気になったか。つーか、だったら最初からやれよ。めんどくせーやつだな」

　殴ろうかな、とも思ったが、やめておいた。こんなやつを殴ったら自分の手が、魂が汚れる。殴るだけの価値もない男だ。

　ハルヒロはシホルとユメに「ちょっと行ってくるから、ここで待ってて」と声をかけて、事務所前をあとにした。でも、まったく本当にどこへ行けばいいのか。

　太陽の方向がおおよそ東だろうから、あっちが北でこっちが南、西はあっちだ。

　北のほうにかなり高い、塔のような城のような建物がそびえている。あの建物は目印になりそうだし、とりあえず見に行ってみようか。そんな思いつきから北に向かうことにしてみたが、ハルヒロは観光しているわけじゃない。いいのか、これで。

　きっとレンジたちはうまくやっているだろう。マナトもたぶん、なんとかしてしまっていると思う。よすぎるくらい調子がいいキッカワあたりは、今ごろ誰彼だれかれかまわず声をかけていそうだ。モグゾー、クズオカに騙されてなきゃいいけど。騙されてさえいなければ、案外、一番順調なスタートを切っているかもしれない。

「……人に訊いてみるしかないかな」

　誰だっていい。そのへんを歩いている男女に、まず――何を尋ねれば？　義勇兵。そうだ。義勇兵について教えてもらう。義勇兵はどこにいるのか。

　決心して、通行人を物色する。年齢性別は問わない。気さくそうな人。大半の通りがかりと目が合う。皆、ハルヒロを見ているのだ。めずらしいのか。めずらしいのだろう。服装があからさまに違うし。

　どれもこれも、あまり友好的な眼まな差ざしじゃない。異物を見るような目というか。そんな気がするだけだろうか。勘繰りすぎか。

「……けど、ハードル高いって。それとも、おれが臆病チキンすぎ……？」

　勇気よ出ろ、出てくれ、と念じながら、ハルヒロは見知らぬ街並みを歩いた。

　まあ、そのうち何かの拍子にスイッチが入って、すみませーん、みたいにいけるんじゃないかという考えも頭の隅になくはない。早くそうなってくれるといいんだけど。なってくれる前に、ついちゃったし。

　塵ゴミ一つ落ちていない広場の向こうに、あの高い建物がそそり立っている。どうやら石造らしい。周りの建物が平屋か二階、せいぜい三階建てくらいだから、余計にそう見えるのかもしれないが、やっぱりずいぶん高い。堅けん牢ろうそうだし、窓や門などに細かくきれいな装飾が施されていて、とても立派だ。広場の各所や門の前に、鎧よろい兜を身につけて槍やりと盾を持った衛兵らしき男たちが配置されている。厳重に警備されているみたいだから、あの建物には偉い人が住んでいたりするのかもしれない。たとえば、市長とか。

　広場のど真ん中でぼんやりと建物を見上げていたら、衛兵が鎧だの何だのをガシャガシャ鳴らしながら近づいてきた。「そこで何をしている。天望楼に何か用でもあるのか」

「え？　テンボーロー？　あ、いや、べつに用は……」

「ならば立ち去れ。辺境伯閣下の平安を乱す者としてしょっぴかれたくはなかろう」

「しょ、しょっぴかれたくは……ないっすね。たしかに。はい。ごめんなさい」

　ハルヒロは足早に広場を出た。よくわからないが、辺境伯閣下とかいうのがあの天望楼とやらに住んでいる人の名前――ではないか、おそらく肩書きだ。初めて情報らしい情報を入手したような気がする。あんな目立つ建物に住んでいるくらいだから、この街の住民なら誰でも知っていそうな情報ではあるけど。

「オルタナ。辺境伯。閣下。天望楼。辺境……辺境軍。義勇兵団。義勇兵、か……」

　覚えた単語を小声で呟つぶやきながらさらに北へ向かうと、行く手が妙に賑にぎわっていた。何だろう。店か。通りの両側に屋台や露店がびっしりと立ちならんでいる。まだ準備中の店もあるようだが、半分以上の店は営業しているみたいだ。店先には食べ物やら衣類やら雑貨やら、種々雑多な品物が大量に並べられていて、行き来する人々を呼び止めようと威勢のいい声がさかんに飛び交っている。

「市場、みたいな……？」

　ハルヒロは誘われるように市場の中へと足を踏み入れた。活気がすごい。品物についている値札には１Ｃとか３Ｃとか12Ｃとか書かれていて、読めることは読めるが何のことやらさっぱりだ。「にいちゃん！　買ってけ！」だの「お兄さん、寄ってって！」だのと声をかけられるたびに、つい無視したり、逃げてしまったりする自分の気の弱さが憎らしい。でも、間もなくやたらといい匂においが漂ってきて、テンションが上がった。

「肉……」

　よだれが出てきた。肉だ。あの屋台、肉を串くし刺ざしにして焼いている。あっちの屋台では大きな鍋なべでスープか何かを煮こんでいるし、別の屋台にはパンらしいものが山と積まれていた。パンに何かを挟んで売っている店もあった。向こうの店には饅まん頭じゆうみたいなものが並んでいる。この湯気。煙。香り。たまらない。ハルヒロは腹を押さえた。胃のあたりがせつない。どうして今まで気づかなかったのか。かなり腹が減っている。

「や……でも、シホルとかユメが待ってるし。ランタはどうでもいいけど、おれだけ食うっていうのも、なんか……だけど、腹が減っては戦はできないっていうし……実際、食べないともう歩けないっていうか、歩きたくないっていうか……すみません！」

　矢も楯たてもたまらず、ハルヒロは串焼き肉の屋台に突撃した。もどかしい手つきで革袋から小さな銀貨を一枚とりだす。これで買えるのか。足りるのだろうか。足りなかったら、そのときはそのときだ。

「こ、これで一本、もらえますか!?」

「ええ!?」肉を焼いていた太鼓腹の男は、目を丸くした。「ぎ、銀貨一枚って、そんなにいらないよ！　うちの串肉は一本四カパー、ほら、ここに書いてあるだろ。まからないけど、それ以上はもらわないってのが、串肉ドーリーのやり方なんだからさ！」

「四カパー……」ハルヒロは銀貨を見つめた。「――って？　えっと……この銀貨じゃ買えないってことですか？」

「だから、銀貨一枚が一シルバーだろ？　一シルバーは百カパーだから、串肉二十五本分ってことだね。でも、そんなに食べないだろうし、まだ昼前だから手て許もとに五十カパーくらいしかないしさ。お釣りは出せないし」

「あ、そのカパーっていうのは……？」

「銅貨に決まってるだろ」太鼓腹の男は、見習い章に似ている、でも一回りか二回り小さい硬貨を見せてくれた。「これだよ。まさか、知らないわけじゃないだろ？　だけどあんた、変な格好してるね。あっ、もしかして義勇兵かい？」

「え、や、義勇兵……じゃなくて、見習いなんですけど。なったばっかりっていうか」

「ああそう。そうなんだ。義勇兵はだいたい変わってるもんなあ。何？　銅貨は一枚も持ってないの？　銀貨はあるのに？」

「ない……ですね。一シルバーが百カパー……」ということはハルヒロが今、持っているのは十シルバーで、千カパーに相当するわけか。串肉二百五十本分。串肉は一本でなんとか一食分になりそうな大きさだ。ということは二百五十食。一日三食で八十日分以上だから、かなり食いつなげる。「……なっといてよかった。見習い義勇兵」

「銅貨も知らないってことは」太鼓腹の男は口をひん曲げて、鼻から息を吐いた。「当然、ヨロズ預かり商会も知らないだろうな。行ってみたらどうだい。あそこなら両替してくれるし、手数料はとられるけど、金を預かってもらえるよ」

「ヨロズ、預かり商会……」

「場所はね、この市場を南、天望楼側から出て、一本、二本、三本目を左に曲がってすぐのところだよ。看板が出てるから、まあわかると思うけどね」
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　ヨロズ預かり商会。たしかにその倉みたいな石造の重厚な建物にはそういう看板が出ていた。なんと、金で文字が浮き彫りにされているという少し悪趣味な豪華さだ。

　迷わずにたどりつくことができたので、ちょっと気分がいい。問題は空腹なことだ。ここで両替してもらって、早く串肉ドーリーにとって返し、串肉を貪むさぼり食わないと死んでしまう。

　正面の玄関をくぐるとホールになっていて、石段の先にカウンターがあった。カウンターの前には短い列ができている。列の最後尾について待っていると、間もなく「次！」と呼ばれてハルヒロの順番になった。

　カウンターの向こうには巨大な革張りの椅い子すがあって、椅子の大きさとは裏腹に十歳かそこらの少女がちょこんと、それでいて、でーんと座っている。紅白に金を配したド派手な衣を身にまとい、金縁の片眼鏡をかけたうえに金の煙管きせるまで持っていて、やたらと態度がでかい。

「んー」少女は煙管を口にくわえてスパーッと一服しながら、ハルヒロの顔をじろじろと眺めた。「見ない顔だな。初めてか？」

「……はい」と返事をすると、なんだかみじめな気持ちになった。こんな小さな女の子に、はい、なんて。ハルヒロは咳せき払ばらいをした。「初めて、で……だけど？」

「見るからに見習い義勇兵という感じだな。そうか。新入りか」少女は椅子の上で立てた膝ひざをぴしゃりと打った。「私はヨロズ。四代目ヨロズだ。ヨロズの常として、姓名、顔風体、預金残高から取引履歴まで、ヨロズに記憶できないことはない。とはいえ、帳簿は一応つけることにしている。人はヨロズほど物覚えがよくないからな。というわけでさっそく、君を帳簿に登録しよう。君、名は何という？」

「あ……おれは、ハルヒロ」

「なるほど」ヨロズは身を乗りだしてカウンターの上に置いてあった帳簿を開き、羽根ペンで何か書いた。「――よし。これで今から、君と当ヨロズ預かり商会は取引可能だ」

　帳簿をのぞきこむと、まっさらにかぎりなく近いページに、流麗な字体で、ハルヒロ、と記されていた。目線を上げると、ヨロズの顔が至近距離にあった。背は小さいようだが、十歳ということはなさそうだ。もう少し上かもしれない。奇妙な身なりを度外視してよく見ると、目鼻立ちがくっきりしていて、青い瞳ひとみは精巧な硝がら子す細工みたいだし、薄紅色の唇はぷるっとしている。そうとうな美少女だ。

「何だ」ヨロズは口を尖とがらせて、ぷいっと横を向いた。「……ヨロズの顔をそんなにまじまじと見るものじゃない。この無礼者め」

「あ、ごめん」

「言っておくが」ヨロズは煙管をハルヒロの鼻先に突きつけた。「四代目ヨロズは若かりしとも完全無欠のヨロズだ。舐なめたらえらい目に遭うのだからな。肝に銘じておけ。あと、ハルヒロ、君のことは無礼者としてばっちり記憶した」

「……それはできれば忘れてほしいんだけど」

「無理だ。ヨロズはヨロズだから忘れない。もし忘れるようになってしまったら、ヨロズは次のヨロズにヨロズの座を譲り渡さないといけないのだ。それがヨロズの掟おきてだ」

「なんか……厳しいんだね、ヨロズって」ハルヒロはホールを見まわした。たまたまなのか、客は今、ハルヒロだけだ。従業員らしき者の姿もない。「……この預かり商会って、ひょっとしてきみが一人でやってるの？」

「そんなわけがなかろう。ヨロズは当商会の象徴にして会長にして頭取だ。金や荷物の運搬、各種鑑定、倉の管理などのために、大勢の番頭、手代、丁稚たちが当商会で働いている。君は当商会の営業内容を承知しているか？」

「ええと、金を預かってもらったり、両替してもらったりできるって」

「金だけではない。当商会では物品を預かることもできる。預かり料は金の場合、預かり金の百分の一、物品の場合は、鑑定評価額の五十分の一だ」

「百分の一……」銅貨百枚預けたら一枚とられる、ということか。「……地味に高い？」

「そう思うのならば」ヨロズは煙管をくわえて一吸いした。「預けなければいい。当商会は一向に困らないぞ。ヨロズに言わせてもらえば、君のような見習い義勇兵はとくに、当商会のありがたみをだんだんと理解するようになるはずだがな。で、今日は当商会に何用があってきたのだ、無礼者」

「無礼者って……」もしかして、この先ずっと無礼者呼ばわりされつづけるのだろうか。ハルヒロは革袋から銀貨を一枚、いや、二枚出した。「これを銅貨に両替してもらいたくて、きたんだけど」

「ふむ。ちなみに両替はすばらしいことに無料で、銀貨二枚だと銅貨二百枚になるが、ずいぶんかさばるということは理解しているか、無礼者」

「あ」ハルヒロは串肉ドーリーの太鼓腹が見せてくれた銅貨を思いだした。かなり小振りな硬貨だったが、二百枚ともなるとけっこうな重量だろう。「……そっか。金をたくさん持ち歩くのもそれなりに厄介なんだ。だから預かり料を払って預ける人もいるのか」

「まあ、そういうことだ。なお、ヨロズは一カパーの百分の一まで瞬時に計算可能だから、銅貨一枚預かったとすれば百分の一カパーが預かり料となる。これはヨロズが記憶して、帳簿にも記載され、累積一カパーを超えた時点で預かり金から差し引かせてもらう。九十九カパーずつ小分けに預けるといった無駄な真ま似ねはしないことだぞ」

「ようするに、ずるはできないってことだろ。わかったよ」ハルヒロはカウンターの上に銀貨を一枚だけ置いた。「じゃ、両替は銀貨一枚で」

「よかろう」ヨロズがカウンターに置いてあった鐘を煙管で叩たたくと、奥の扉から銀ピカの衣を着た少年が出てきた。ヨロズは少年のほうを見もせずに指を動かして何かサインを出した。すると少年は無言で一礼して扉の向こうへと引き返し、間もなく黒い盆を手に戻ってきた。盆の上には銅貨が載っている。少年は盆をカウンターに置いて下がった。

「銅貨百枚、百カパー也なり。受けとるがいい、無礼者」

「だからその無礼者っていうの、やめてくれないかな……」ハルヒロはぶつくさ言いながら銅貨を手にとって革袋に詰めた。銅貨は小指の先くらいの大きさだが、百枚もあると革袋がぱんぱんになった。「……わりと重いし。これだと、ポケットに入らないかも」

　ヨロズは、ふふん、と鼻を鳴らした。「さっそくいくらか預かってやってもよいのだぞ。君は無礼者だが、顧客は大切にするのが当商会のモットーなのだ」

「いいよ、とりあえずは。持って歩けばいいし。ちょっと邪魔だけど」

「そうか」ヨロズは煙管をくわえて一吸いした。「ならば必要な際にまたくるがよい、無礼者。当商会は年中無休、営業時間は朝七時から夜七時まで、いつなりと何なりと、この四代目ヨロズが当窓口にて用命を承ってやるのでな」

「いつなりと？　昼休みとかは？」

「そんなものはない。七時から七時までヨロズはここにいる。これもヨロズの掟なのだ」

「……ご苦労さま」

　しっかりしてるけど小さいのに大変だなと思いながらヨロズ預かり商会を出ると、腹の虫が鳴った。肉だ。串肉が待っている。ハルヒロは大急ぎで市場の串肉ドーリーに戻り、うまそうな匂いを胸一杯に吸いこんでから焼きたての串肉を一本買った。我慢できなくてその場で口に入れると、香ばしさとあふれる肉汁の刺激が脳天を直撃した。

「う、ま……っ！」

　夢中で一本平らげて、もう一本買うか買うまいか真剣に悩んだが、苦心惨憺して自制した。ランタはどうでもいいが、シホルとユメに教えてやってあとでまた一緒にこよう。ハルヒロは上機嫌で市場を通り抜けて、はっとした。

「やばっ。串肉とか食ってる場合じゃないし。情報収集しなきゃだめなのに……」

　あたりを見まわすと、花園通りと書かれたアーチ状の看板が出ている通りが目に入った。そっちのほうから白っぽい格好をした若い男が歩いてくる。男は金属製の鎧よろいの上にマントを羽織り、盾を背にくくりつけて腰には剣らしきものを帯びているものの、天望楼の衛兵とは雰囲気が違う。なんとなく、だが――もしかして、義勇兵なんじゃないかとハルヒロは思った。

　胸を押さえて、ふう、と息を吐く。よし、と気合いを入れて「あの！」と声をかけると、男は立ち止まってハルヒロのほうに顔を向けた。「何か？」

「ええと、あの、すみません、間違ってたらごめんなさい、義勇兵……の人ですか？」

「そうですが」男は目をぱちぱちさせてから、相好を崩した。「ああ。ひょっとして、きみは見習い義勇兵？」

「あ、そ、そうです！　さっきなったばっかりで！　なんていうか、右も左もわからないみたいなそんな感じで、それで……」

「最初は誰でも同じですよ。迷いながらでも一歩一歩、着実に進んでゆけば、道はおのずと見えてくるものです」

「そんなもの……なんですかね。いやあ、でも、かなり先行き不安っていうか……」

「わかります」男はやさしげな顔をうなずかせた。「ですが、今の経験が必ずあとあと生きてきますよ。闇やみの中を手探りで進めない者は、どのみちどこにもたどりつけません」

「そう……なんですか？　や、だけど、なんていうか、できたら、その……」

「僕はオリオンのシノハラといいます」

「あ、おれはハルヒロです」

「ハルヒロくん。僕らオリオンはよくシェリーの酒場という店にいます。何かあれば訪ねてきてください」

「え？　あ……はい、しぇ、しぇりーの酒場、ですか？　お、おりおん……？」

「はい。幸運を祈っています、ハルヒロくん。それでは、また」

　シノハラはにこやかに爽さわやかな気配だけを残して行ってしまった。

「……情報収集、失敗？」

　ハルヒロはうなだれた。引き止めて食い下がるべきだったか。でも、やわらかく、それでいてはっきりと拒絶されているような雰囲気だった。そんなふうには見えなかったが、じつは意地の悪い男なのか。それとも、先輩としての教育的指導みたいな？

「酒場、か……」

　ハルヒロは空を仰いで、まばゆい太陽に目を細めた。よくわからないが、まだ酒場という時間じゃないような気がする。やむをえず花園通りを歩いて、義勇兵らしい者の姿を探してみた。何人か行き会ったが、目があうと睨にらみつけられたり、あからさまにおっかない面相だったり、見るからに荒くれ者風だったりして、とても声なんてかけられない。

「もういやになってきた……」

　花壇があって宿屋らしい大きめの建物が並ぶ花園通りを抜けたところで、ハルヒロは道端にしゃがみこんだ。そのまましばらくじっとしていた。

　こんなふうにしていたら、誰か気にして話しかけてくれるんじゃないか。そんな魂胆はなかった。いや、本当はちょっぴりあった。

「……おれ、考えが甘いのかな」

　でも、しょうがなくね？　だって、ここがどこかもわかんねーし。名前くらいしか覚えてないとか、意味わかんねーし。突然、見習い義勇兵とかになっちゃってさ。何だよそれみたいな。ぐずぐずしてたら、要領のいいやつらはさっさとどっか行っちゃうし。残ったやつらは頼りになんねーし。自分も頼りねーし。それなのに、なりゆきで情報収集とか一人でやる羽目になっちゃってさ。さっぱりうまくいかねーし。

「そりゃいじけるって……」

　いじけて何が悪い。自暴自棄になってもおかしくない。そうだ。串くし肉にくを食べよう。一人で食べられるだけ食べてやろう。串肉だけじゃなくて、市場には他ほかにもいっぱいおいしそうなものがあった。片っ端から食ってやる。夜になったら酒場に行こう。どこかに女の人が酌をしてくれるような店だってあるかもしれない。酒でも何でも飲んでやる。遊ぼう。有り金が尽きるまで遊びまくってやる。

「しないけど」

　ハルヒロは立ちあがった。なかなか前向きにはなれそうにないが、やけっぱちになるのも意外と難しそうだ。

　逆方向から花園通りを通り抜けて、市場のほうへと引き返した。

　さてどうしよう。いったん事務所前に戻るか。ほとんど成果はないが、あれからけっこう時間が経たった。みんなきっと腹を空かせているはずだ。何か食べるとしたら、ヨロズ預かり商会に連れていって両替させないといけない。

　だけど考えてみれば、ヨロズの件も有用な情報だ。シノハラとも出会った。飯を食ってから全員でシェリーの酒場を探すという手もある。

　だいたい、ハルヒロが一人で頑張らなければいけないわけでもないだろう。そうだ。そうだよ。みんな当事者なんだから。

　というわけで、勇んで事務所前に帰ることにしたのだが、妙だ。天望楼の位置からして方向は間違っていないはずなのに、どの角を何回曲がっても事務所が見えてこない。

「……迷子になった、とか？」

　認めたくない。でも認めるしかなさそうだ。しょうがない。ハルヒロは天望楼めがけて進んだ。広場に出たら、慎重に道を確認する。最初に広場まできた道はたしか、あれだ。あの道を行けば、ちゃんと事務所前に戻ることができる――と思う。たぶん。

「いや、ていうか、ほんとにあの道でよかったっけ……？　あっちか？　違うか。違うのかな。どうだったっけ。わ、わかんなくなってきた。やばい……」

「ハルヒロ！」

「へ？」

　誰かに名前を呼ばれるなんて想像だにしていなかったので、わりと仰天した。

　声の主は後光がさしているように見えた。もちろん錯覚だが、手をあげて急ぎ足で近づいてくる彼の笑顔は冗談抜きでまぶしかった。

「マナト……！」ハルヒロはマナトに駆けよった。「マナト！　おれ、事務所に戻ろうとして戻れなくてさ！　地獄で仏って、たぶんこのことだよ！」

「大おお袈げ裟さすぎ」マナトは周囲に視線を巡らせた。「ハルヒロ、一人？　他は？」

「あー。ランタとシホルとユメが、事務所の前にいる……はず。シホルが泣きだしちゃってさ。それで、おれが一人で情報収集してくるから待ってて、みたいな流れになって」

「そういうことか。じゃあ、いろいろわかって、みんなのところに帰る途中？」

「まあ……」ハルヒロは首筋を掻かいた。見み栄えを張りたい気持ちも少しはある。だけど嘘うそをついてもすぐばれそうだし、意味がないだろう。「わかったってほどわかってないんだけど。何だろ。ヨロズ預かり商会のことくらい……？」

「ヨロズ、預かり商会？　それ、俺は知らないな」

「嘘？　マジ？　金を預かったりとか両替とかしてくれるとこなんだけど。なんか、それなりに重要っぽいよ。あ、あと、市場にうまい串肉屋が……いや、これはいいか」

「市場は俺もちらっとだけ見たけど、串肉屋なんてあるんだ。そんなにうまいんだったら、食べてみたいな」

「教えるよ、店の場所。ばっちり覚えてるから。……事務所までの道は忘れたけど」

「じゃあ、一緒に行こうか」マナトはあたりまえのようにさらっと言った。「俺もちょうど今、一回事務所に戻ってみるつもりだったから」

「えっ……」ハルヒロは思わず絶句した。

　たしかにマナトは「みんな、またあとで」と言い置いて事務所から出ていった。あれは、でも、普通の挨あい拶さつか社交辞令みたいなものだろう。ハルヒロはそう受け止めていた。違ったのか。マナトは本当に、情報を集めたら事務所に戻るつもりでいたのか。

　胸の奥のほうがじんわりと熱くなった。

　マナトが「ん？」とかすかに首をかしげた。「どうかした？」

「ど、どうもしないけど!?」ハルヒロはマナトの背中を叩いた。「い、行こう。事務所。ランタはどうでもいいけど、きっとシホルとユメは心細がってると思うし」

「うん」マナトがうなずいて歩きだした。そのあとをついてゆきながら、ハルヒロはあらためてマナトと再会できてよかったと思った。

　マナトが微み塵じんも迷うそぶりを見せずにすたすたと行く道は、ハルヒロがこっちだろうと見当をつけていた道と違う。

　ハルヒロは帰り道をちゃんと覚えていなかったのだ。
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　それからいろいろなことがあって、ハルヒロは西町と呼ばれる地域の一角に一人きりでたたずんでいた。

「ここでいいはずなんだけど……」

　西町は貧しい人たちが住んでいる、いわゆるスラム街らしい。実際、建物はどれも古びているか、壊れているか、崩れかけているか、ひどく粗末だ。行き会う人々はたいていみすぼらしい。正直、あまり一人では歩きたくない場所だ。なんでこ・こ・を・選・ん・で・し・ま・っ・た・のか。やめればよかった。でも決めてしまったので、もう遅い。

　ハルヒロは石造の建物と木造の建物が複雑に入り組んで合体しているような建物の周りを一回りしようとしたが、不可能だった。狭い路地に入りこんでも、石や木の壁に遮られて、建物の横手や裏手に回ることがどうしてもできないのだ。

　ただ、そんなことをしていたら、ある路地の先で極端に背の低い扉に出くわした。錆さびついた鉄の扉で、掌に鍵かぎ穴あながついた紋章のようなものが中央に彫りこまれている。あやしい。これが出入口なのか。

「す、すみませーん」

　呼びかけてみたが無反応だったので、ノックしてみた。手が痛かった。一応、把とつ手てを握って、回そうとしたり押したり引いたりしてみる。びくともしない。

「違うのかな。何だよ……」

　呟つぶやいて踵きびすを返そうとしたら、路地に「用件は」という低い声が響いた。どこから？　わからない。路地にはハルヒロしかいないし、扉も閉まったままだ。だけど幻聴じゃないと思う。声は間違いなく聞こえた。

「え、ええと……ギ・ル・ド・に入れてもらいたいなーって」

「入れ」という声と同時に、扉がギシャンと音を立てた。もしかして、解錠されたのだろうか。扉の把手に手をかけると、回った。引っぱってみる。かなり重いが、開く。

　開け放った扉の向こうは、狭苦しくて埃ほこりくさい通路だった。通路の両側は棚になっていて、縄とか、何かの金具だとか、歯車だとか、わけのわからないものがびっしりと並べられている。おっかなびっくり扉を閉めると、奥のほうが明るい。光源は壁掛けランプで、通路はそこから曲がっていた。しかも、さらに幅が狭まっている。

　身体からだを斜めにしてなんとか通路を進んでゆくと、やっと部屋に出た。薄暗くて、広さもよくわからない。机が置いてあって、その上に女が腰かけ、脚を組んでいた。手でナイフをもてあそんでいる。髪が長い。顔が半分隠れるほどの長さだが、肌はそれほど積極的に隠すつもりがないみたいだ。女は腕も、胸元も、腿ももも、大胆に露出している。

「我が盗賊ギルドに入りたいとか？」

「……は、はい」ハルヒロはつい生なま唾つばをのみこんでしまった。あまりじっくり見ないほうがいいだろうか。念のため、目をそらした。「その……つもりなんですけど」

「見たところ、あんた見習い義勇兵だね。今日は二人目だな」

「え？　二人目？」

「ま、それはどうでもいい。あんたがうちに入るなら、七日間の手・習・い・はどうせ一人で受けてもらうしね。マンツーマンさ。あたしがあんたの担当ってことになる。光栄だろ？」

「え、や、まあ……」ハルヒロは上目遣いで女を見た。胸や脚を凝視するのはどうかと思うので、顔を眺める。何歳くらいだろう。たぶんそんなに若くはない。三十歳とか、それくらいだろうか。十六歳のハルヒロにとっては、こう言ってはなんだがけっこう年増だ。でも美人だ。やばいくらいのすごい色気だ。「……こ、光栄、です。はい」

「不満なら、他の者に任せたっていいんだけどね」

「い、いえ！　お願いします、是非！」

「ただ、言っとくけど」女はナイフを机に突き刺して、唇をぺろりと舐なめた。「あたしは厳しいよ？　ついてこられなかったら、お仕置きだからね？」

「……お手柔らかに、お願いします」

　女はふくみ笑いをして、髪をかきあげた。「盗賊ギルドの掟おきては知ってるかい？」

　辺境と呼ばれるこの地には、ギルドというものがある。

　ギルドとは、言ってみれば同業者組合だ。鍛か冶じとか、大工とか、石工とか、調理師とか。果ては戦士、魔法使い、神官に聖騎士、狩人かりゆうど、暗黒騎士、そして盗賊のギルドなんていうものも存在する。

　ギルドは同業者の互助会であり、権利を保護するための団体で、互いに技術を研けん鑽さんするための組織でもあるのだという。

　この地である仕事に従事するには、そのギルドに入らないといけない。ギルドに入らないで勝手に仕事をしたりすると、必ずギルドが横よこ槍やりを入れてくる。みんなそれがわかっているから、ギルドに所属していない者には誰だれも仕事を依頼したりしない。

　掛け持ち不可みたいだし、なんだか窮屈な話だが、ギルドは後進の育成にも力を入れている。ギルドに入れば、その道のいろはを教えてもらえるのだ。もっと言えば、ギルドに入らないかぎり、その職業に関する技術を習得することはできない。

　もちろん、ただで入れてもらえるわけじゃない。

　それに、入ったら入ったで、定められた規則、掟を守らないと処罰される。

　――というのは、ちなみにぜんぶマナトの受け売りだ。

　盗賊ギルドのめずらしい掟についても、マナトが教えてくれた。それもあって、ハルヒロは数あるギルドの中からこのギルドを選んだのだ。

「とくになし――ですよね。たしか」

「そのとおり」女はナイフを机から引き抜いて、くるっと回した。「ま、盗賊の仁義ってやつはあるけどね。他人の縄張りでは仕事をしないとか、身内を相手に仕事をしないとか。義勇兵に適用するとしたら、パーティに盗賊は一人だけ、盗賊や義勇兵から盗まないってとこかな。このへんはおいおい教えるよ。あんたが盗賊になるなら、ね」

「なりたい……と、思ってますけど」

「気持ちだけじゃね」女はこっちに向かって掌をさしだした。「わかってるとは思うけど、先立つものがないとさ」

　ギルドには、た・だ・で・入・れ・て・も・ら・え・る・わ・け・じ・ゃ・な・い・。

　ハルヒロはポケットに無理やり詰めこんでいた革袋をとりだして、口の紐ひもをゆるめた。マナトが言うには、この点はどのギルドも同じで、しかも申しあわせたように額まで一致しているらしい。加入した者は七日間の初心者講習的なものを受けさせられ、職業の基礎をみっちり学ばされるところも全ギルド共通のようだ。

　ハルヒロは革袋から銀貨をつまみだす。一枚、二枚、三枚――しかし、高い……ような気がする。しょうがないのかもしれないけど。何の知識も技能スキルも持たないで、義勇兵になんかなれるわけがないって話だし。たしかにそうだろうなと思えなくもないし。それにしたって、安くはない。四枚、五枚、六枚、七枚……銀貨八枚。

　八シルバーは八百カパーだ。四カパーの串くし肉にくを二百本食べられる。本当に払ってしまっていいのか。払うしかない。マナトの話を聞いて、みんなで相談して決めたことだ。今ごろ全員、それぞれギルドに加わっているはずなのだ。

　深呼吸をしてから、思いきって女の掌の上に八枚の銀貨を載せた。

　女は銀貨をぎゅっと握りしめて、艶えん然ぜんと笑った。「たしかに。あとで一応、誓いを立ててもらうけど、うちのギルドは自由、放ほう埒らつ、自己責任がモットーだからね。これであんたは我が盗賊ギルドの一員だよ。あっさりしたものだろ？」

「……ですね。ていうか、おれ、まだ名乗ってもいないような」

「盗賊には盗賊としての通り名ってのがあってね。本名はどうでもいい。今のあんたはただの新顔ニユーフエースさ。七日間の手習いが終わったら、助言者メンターのあたしがあんたにふさわしい通り名をつけてやるよ。見栄えのする通り名が欲しければ、せいぜい頑張ることだね」

「え、と……先生？　でいいんですかね、呼び方は」

「あら」女は身を乗りだしてきて、ハルヒロの顎あごをつまんだ。

　すごい……胸がとてつもないことになってます。

　ハルヒロはあやうく前まえ屈かがみになるしかない状態に陥るところだった。

「先生なんて呼んでくれるの？　悪くないね、それ」女は、にぃ、と笑ってハルヒロの顎の下を指先で撫なでた。「――あたしはバルバラ。楽しい七日間になりそうだね」
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　実際、楽しい七日間だったのかどうかは、とても人には言えない。

　自由を標ひよう榜ぼうする盗賊ギルドは脱退も自由だ。八シルバー払えば再加入も簡単に認められるが、助言者メンターの資格を持たない者は盗賊作法や奇襲戦法、喧けん嘩か殺法といったギルドの秘技を他人に明かしてはいけない。手習いの内容についても原則、口外禁止だ。

　だから言えない。

　助言者メンターが授けてくれる盗賊としての通り名も、盗・賊・界・の中だけで通用する名前だ。一・般・人・に教える必要はない。まあ、教えたくもないけど。

「……年寄り猫オールドキヤツトだし。おれの通り名」

　バルバラ先生曰いわく、年老いた猫みたいに眠そうな目をしているから、らしい。

　言われてみれば少し似ているかもしれないが、ちょっとひどいと思う。どうせなら、たとえばパンサーとかジャガーとかウルフとかホークとか、もっとかっこいい通り名がよかった。正直、オールドキャット以外だったら何でもよかったような気さえする。

　とにかく七日間に及ぶ泊まり込み食事付きの手習いを終えて、ハルヒロはいっぱしの盗賊になった――というわけでは決してない。

　ハルヒロはバルバラ先生に盗賊の仁義や盗賊の哲学、盗賊作法の初歩である鍵開けピツキング、喧嘩殺法の基本中の基本である手打スラツプ、奇襲戦法の大切さなどを叩たたきこまれた。

　でも、まだ身になってはいない。実践することで、それらの技術はだんだんとハルヒロのものになってゆくのだ。また今後、さらに新しい技能スキルを習得するためには、ギルドを訪れて助言者メンターに習わないといけない。そのときは当然、先立つものが必要だし、やっぱり泊まり込みで数日間の教習を受けることになる。

　言ってみれば今のハルヒロは、鍵開けピツキングや手打スラツプといったスキルを覚えはしたものの、熟練度がきわめて低くてうまくは使えない状態なのだ。

　手習い修了のお祝いとして、古着の盗賊マント、使い古しのダガーと、同じく使い古しの盗賊道具、それから中古の盗賊靴を贈られて、それらを身につけてはいる。おかげで多少は盗賊っぽく見えるかもしれないが、盗賊らしい働きはたぶんまだできない。

　バルバラ先生に厳しく躾しつけられて、盗賊の道は甘くない、けっこう厳しそうだと思い知らされた、駆けだしも駆けだしのなりかけ盗賊。それが現時点のハルヒロだ。

「こんなんでいいのかね……」

　オールドキャットはため息混じりに待ちあわせの場所へと向かった。

　まだ昼前なので、市場はさほど混こんでいない。串肉ドーリーの前にも客が二人いるだけだ。一人は皮革製らしい鎧よろいを身につけてロングソードを帯びたくりくり髪の男で、もう一人は弓と矢筒を背に負い、大振りの剣けん鉈なたを腰に吊つるしている。こっちはお下げ髪の女だ。

「ランタ、ユメ！」

「お？」とランタが振り返って、同じようにハルヒロのほうに顔を向けたユメは串肉をはぐはぐしていた。「ほふぇ？」

　ユメのほわっとした表情はもちろんのこと、ランタのくりくり髪さえもやけに懐かしく思えた。考えてみれば、手習いは地味にきつかったりもしたし。バルバラ先生はいつもセクシーだったが、ドＳ寄りのＳで容赦がないところもあった。夜、盗賊ギルド内にある通称独房の硬い床の上で薄汚れた毛布にくるまって眠る前によく、きっとみんなつらい思いとかしてるんだろうなと想像したものだ。だからおれも頑張ろう、とまでは思わなかったが、ちょっとした慰めにはなった。いやほんと、これでもじつはけっこうやばかったんだって。もう無理とか限界とか脱走しようとか、何回も思ったし。バルバラ先生が怖いから、逃げるのやめたんだけど。

「ランタ……！　ユメ……！」

　ハルヒロは走っていって、二人とハイタッチしようとした。ランタは「おお!?」と手を合わせてくれたが、ユメは何がなんだかさっぱりというようなぽわぽわ顔で、ハルヒロの手はあえなく空振りした。おれ、はしゃぎすぎ？　若干気まずい。まあ、いっか。

　ハルヒロは軽く咳せき払ばらいをした。「――よっ。元気？　他ほかのみんなは？」

「とりあえずそこそこ元気だけどな」ランタはあたりを見まわした。「オレら以外は、まだきてないんじゃね？」

「ひへはいはあ」ユメはそう答えてから口の中に入っていた串肉をのみくだし、こほんこほんと咳せきこんだ。「……うぅ」

　ハルヒロはユメの顔をのぞきこんだ。「だ、大丈夫？　ユメ」

「うん。なんとかだいじょぶ。そやけど、ちょっぴり苦しかったなあ」

「食べ物が口に入ってるときにしゃべるのはあんまりよくないし、食べるときはもっと落ちついたほうがいいよ」

「なんでかわからないんけど、ユメ、食べてるときいっつも慌ててしまうねやんかあ」

「そうなんだ……」

「お師匠にも、何回もゆわれた。ユメゆっくり食べないといかんよって。いかんよとはゆってなかったかなあ。お師匠、ゆっくり食べなさいってゆうとったかも」

「おまえさ」ランタがいぶかしそうな横目でユメを見た。「そんなので弓矢とか使えんのかよ。わかんねーけど、狩人とかってめっちゃ不向きなんじゃねーの、おまえには」

「弓術はなあ」ユメは首をかしげて、片方のほっぺたをふくらました。「ユメはあかんかもしれんなあってお師匠にゆわれた。いっくら練習しても、へたくそやったしなあ」

「狩人で弓矢使えねーってそれ、お話にならねーだろ。イメージ的になんとなく……」

「でもユメ、狼おおかみ犬けんが欲しいから、狩人がいい」

「狼おおかみ犬けんか」ハルヒロは首筋を掻かいた。経験を積んだ狩人は、狼おおかみ犬けんを飼い慣らして意を通じあわせることができるらしい。ただの犬じゃなくて狼おおかみ犬けんというところがポイントだ。ハルヒロもロマンを感じなくもないから、ユメの気持ちは少しわかる。

「盗賊に、使えねー狩人かよ」ランタは、ケッ、と吐き捨てた。「先が思いやられるぜ、まったく」

「……天パには言われたくないんだけど」

「天パ言うな！」

「……あの」

「ヒィッ……!?」ランタが跳びあがりながら振り向いた。

　見れば、ランタの後ろに、黒っぽい三角帽子を被かぶって同じ色の衣を着た小柄な女の子が立っている。帽子の鍔つばが大きいし、手に持っている杖つえによりかかるようにしてうつむいているので、顔は見えない。でも、ハルヒロはそれが誰だかすぐわかった。「シホル？」

　女の子は無言でこっくりうなずいた。やっぱりシホルだ。

「つーか……」ランタは目を瞠みはって胸を押さえている。「び、びびらせんじゃねーよ。いきなり背後からとか。おまえ、魔法使いになったんだろ。むしろ、盗賊っぽいぞ」

「……ご、ごめんなさい。き、気づいてもらえなかったから……どうやって声をかけたらいいか、わからなくて、それで……」

「声なんて普通にかけりゃいいだろーが。おいとか、おっすとか、ハーイとか」

「……ごめんなさい。普通にできなくて、ごめんなさい……」

「いちいち謝んなよ！　オレが悪者みたいじゃねーかっ！」

「微妙に悪者だろ」ハルヒロはランタとシホルの間にすっと割りこんだ。「どっちかっていうと。そんな怒るようなことでもないし」

「善人ぶってんじゃねーぞ、ハルヒロ。おまえ、シホルが隠れ巨乳だからってな」

「え？　隠れ……？」ハルヒロは思わずシホルの胸のあたりに視線をそそいでしまった。

「っ……」シホルが素早く腕で胸を押さえたので、真偽の程はわからないが――何やってんだよ、おれ。見ちゃだめだろ。顔が熱い。ハルヒロは頭を下げた。「……ごめん」

「いえ……」

「隠したってなあ！」ランタはズバッとシホルを指さした。「オレの目はごまかせねーぞ。寄せてあげたニセチチとかだって、たいてい見破れるからな！」

　ハルヒロはランタを白い眼めで見た。「……何なんだよ、そのスキル」

「スキルじゃねえ！　これは天がオレに与えた才能だ！」

「あぁー……」ユメが自分の胸を、つん、つん、とつついた。「シホル、おっぱいおっきいんかあ。いいなあ。ユメ、ちっぱいやねんかあ。それで痩やせてるんやったらいいんけど、けっこうぷにってて、ちっぱいやねん。それってなんか悲しいやんかあ」

「……あたしは、あの……」シホルは自分自身を消し去ろうとしているかのような勢いで身を縮めた。「……ただ、ふ、ふとってるだけ、だから」

「そうなんかなあ。シホルは太ってるふうには見えんけどなあ」

「そ、それは……き、着やせ、するだけで……」

「ははーん」ランタが鼻で笑った。「シホル。おまえ、女子に嫌われるタイプだろ」

「えっ…………」

「べつに太ってねーのに自分は太ってるとかいうやつって、女同士の中でいっちばん嫌われるからな！」

「……あ、あたしは、そんな……」シホルは肩を震わせはじめた。「……ほ、ほんとに、ふとってる、し」

「うぉ……？」ランタは鼻白んだ。「いや、ちょっ、なっ、泣くことなくね？」

「……な、泣いてない、です」

「泣いてんだろーがっ！　明らかに涙ぐんでるだろ！　ほらぁっ！」

「シホル、シホル」ユメがシホルを抱きよせた。「だいじょぶやからなあ。ユメはシホルのこと、嫌いとか思ってないから。ユメ、まだシホルのこと、よく知らんけどなあ」

　ハルヒロは苦笑いした。「それって微妙にフォローになってないよ、ユメ」

「ほ？　そうなんかあ？　でも、気持ちいいなあ、シホルのからだ。ほっそいように見えるけど、さわったらぷにゅぷにゅしてんねやんかあ」

「……あ、あまりさわらないで。は、恥ずかしいから……」

「お、おまえら……！」ランタの鼻息が荒い。荒すぎる。「眼福だぞコノヤロウ！　公衆の面前でなあ！　いいのかおい！　もっとやれ！」

「ずいぶん盛りあがってるね」と、別の声が割りこんできた。

　ハルヒロは声の方向に目をやった。「マナト！」

　マナトは青いラインが入ったフード付きの服を着ていた。手にはまっすぐな棒を持っている。ショートスタッフだ。

「俺が最後かな」マナトは笑みを浮かべて全員を見まわした。「俺が神官で、ハルヒロが盗賊、ユメさんが狩人かりゆうどで、シホルさんが魔法使い。それから、ランタくんが戦士。五人そろったね」

「おまえさ」ランタが顔をしかめた。「その、くんとかさんとか付けんのやめろよ。なんかまだるっこしいだろ。つーか、ハルヒロにはつけてねーじゃん」

「じゃあ、ランタ」

「呼び捨てにされたらされたでむかつくな！　オレのことはランタ様と呼べ！」

「はは。いやだよ、そんなの」

「朗らかに笑いながらサラーッと拒否るんじゃねえ！」

「ユメのことも、ユメでいいよお」

「……あ。あたしも、できたら、シホルで」

「そう？　だったら、そうさせてもらおうかな。ユメ。シホル」

　ユメが「はぁーい」と手をあげてみせた。シホルも小声で何か返事をしたが、よく聞こえなかった。かなり照れているみたいだ。

「マナト」ハルヒロが右手を振りかぶると、マナトはショートスタッフを左手で持ちなおして右手をあげた。掌と掌がぶつかる。いい音がした。ハルヒロはマナトの肩の近くを腕で軽く小突いた。「お疲れ、マナト。神官のは――何だっけ、規定修練？　だっけ？」

「うん。盗賊ギルドの手習いはどうだった？」

「え？　や、余裕、余裕」とっさに強がってしまったが、顔が引きつってしまい、すぐに嘘うそなんかつくのはやめようと思いなおした。「……嘘。わりときつかったかも。先生がやばくてさ。美人なんだけど、めちゃくちゃおっかなくて」

「美人だったんだ？　いいな。俺なんか修師マスターがごつい男の人で、厳しいし、声もでかいし、耳が痛くなってひどかった」

「耳痛いって、マナト、どんだけ怒鳴られたんだよ」
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「覚えてない。俺ってもしかして、怒られるために生まれてきたんじゃないかって錯覚するくらい、ずっと怒られてた」

　ハルヒロもバルバラ先生にそうとう叱しかられて、だいぶへこんだ。自信を失う以前に、少しも自信を持つことができなかった。マナトも似たような目に遭ったのか。ギルドに入ったばかりのころは、誰だれだって同じなのかもしれない。だとしたら、ハルヒロだってそんなに落ちこむことはない。悲観しなくてもいいのかもしれない。

　ちょっと安心した。マナトのおかげだ。ギルドに関する情報を仕入れてきてくれたのもマナトだし、どのギルドに入るか決めるときもマナトがみんなに助言してくれた。マナトがいなかったら、どうなっていただろう。考えたくもない。

「――そろそろころあいか？」と、ランタがため息をついて表情をあらためた。「じつは、おまえらに言わなきゃならねーことがある。重大発表だ」

「え……？」ハルヒロは眉まゆをひそめた。「何？」

　ユメが「なんやろ？」と目をぱちくりさせて、シホルもおそるおそるといった感じでランタを見た。マナトはランタの身体からだを――というか、どうやら装備をチェックしているようだ。何か変なところでもあるのか。ランタは古びたロングソードを腰に帯びていて、硬そうな革の鎧よろいを身につけている。まあなんとなく戦士っぽい格好だけど。

「あれ？」マナトは眉まゆ根ねを寄せて目を伏せた。「戦士ってたしか、鎖――」

「発表します！」ランタはのけぞるようにして胸を張った。「オレ、戦士になるってみんなには言ったけど、やめた！　戦士はなんか違う気がして、オレの才能は別次元、異次元で開花しそうな気がビンビンしたんで、戦士ギルドには入りませんでしたーっ！」

「なっ……」マナトは何か言いかけて声を失った。顔色がよくない。それはそうだろう。

　だって、マナトが聞き集めてきた情報によれば、戦士と神官はパーティの要なのだ。

　最前線で敵を一手に引き受けて獅し子し奮ふん迅じんの働きをする戦士と、仲間の傷を癒いやす治療者ヒーラーの神官は、どんなパーティにも最低限一人ずつ必要らしい。それでマナトがまず神官を選び、戦士はハルヒロかランタということになって、かっこよさそうだからという理由でランタが立候補した。あくまで、ランタ自らやりたい、やると言いだして、その結果、ハルヒロは盗賊ギルドに入ることにしたのだ。

「ん？」ランタはけろっとしている。こいつらなんで変な顔してんの、とでも思っていそうな態度だ。「どうした？　もっと驚けよ。スーパーなサプライズだろ」

「……驚くっていうか」ハルヒロはこめかみのあたりを指で揉もんだ。「呆あきれてるよ。何、勝手に違うギルドに入ってんだよ……」

「だからフィーリングだって。勘だよ、勘。山勘。第六感。オレの中の神がオレに囁ささやいたわけ。戦士はやめとけって。そうじゃねーだろって。おまえはもっとでかい男だって」

「それで」マナトはさっきよりも平静を取り戻したみたいだ。それでもまだ、顔がやや引きつっている。「ランタは、どこのギルドに？」

「見ろよ！」ランタは髑どく髏ろっぽいというか髑髏そのままの首飾りを突きだした。そして、鎧の胸を指さしてみせる。そこにも髑髏の紋章が焼きつけられていた。「死を司つかさどりし暗黒神スカルヘル様に栄えあれ！　オレはドレッドナイトになってやったぜ！」

　ユメが下唇に人差し指をあてた。「とれんでぃーらいと？」

「違ぇーよ！」ランタは唾つばを飛ばして叫んだ。「ドレッドナイト！　暗黒騎士だっ！　名前からしてかっけーだろ！　戦士とは段違いですごそうじゃねーか！」

「……もしかして」とシホルがおそるおそる言った。「……かっこいいから、ただそれだけの理由で、暗黒騎士に……？」

「ただそれだけって、おまえ……」ランタはこれ見よがしに歎たん息そくしてみせた。「かっこよさ以上に重大な理由があるかぁ？　ねーだろ？　あるわけなくね？　どう考えたって」

　殴ったほうがいいんじゃないかな、こいつ、とハルヒロは思った。殴らないけど。殴ったってしょうがないし。もう手遅れだし。「……暗黒騎士ってさ、たしか唯一、一回なったら辞められないんだよな。ギルド抜けようとしたら、追っ手が掛かるとか」

「まーな。汝なんじ、スカルヘルに抱かれるまで二心抱くべからずって掟おきてがあるからな。わかるか、この意味？　スカルヘルに抱かれるっつーのは、ようするに死ぬってことな」

「何ができんの、暗黒騎士って」

「悪霊デイモンを呼びだせる！」ランタは拳こぶしを握りしめて――下ろした。「今は、できねーけど。光明神ルミアリスの力が強い日中は、まだちょっとな」

「夜だけなんだ……」

「今は、だぞ！　悪徳ヴアイスを積み重ねることで、悪霊デイモンはパワーアップするんだよ」

「で、その悪霊デイモンって、何ができんの」

「囁いて教えてくれる！　近くに敵がいると。あと、たまに悪霊デイモンジョークが炸さく裂れつする！」

「えー……」

「えーじゃねーよ！　暗黒騎士！　ドレッドナイト！　オレにぴったりだろうが！」

「たしかに」マナトが半笑いでうなずいた。「ぴったりだよ、ランタには」

「だろ？」ランタは誇らしげだ。皮肉が通じないらしい。

　なんて幸せなやつだ。本人はそれでいいのかもしれないが、周りにとってはぜんぜんよくない。それとも、ランタをあてにしていたハルヒロたちが馬ば鹿かだったのか。そうかも。

　ハルヒロは肩を落とした。「……だろ、じゃないって……」
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　とにかくもう、こうなってしまったからにはしょうがない。ハルヒロが盗賊ギルドを抜けて戦士ギルドに入りなおすという方法も考えられなくはないが、現実的には不可能だ。みんなに七日間待ってもらうわけにはいかないし、それに――金がない。

　見習い義勇兵になると十シルバーもらえる。でも、そのうち八シルバーはギルドに入るために使わざるをえないので、見習いが自由に使える金は結局、二シルバーしかない。

　自由にといったって、七日間の泊まり込み食事付き初心者講習が終われば、毎日生活費がかかる。食費は贅ぜい沢たくをしなければ一日十カパーもあればなんとかなりそうだが、野宿したくなかったら宿をとらないといけない。宿の相場はまだちゃんと調べていないが、一部屋を一日借りるのに四十カパーとか五十カパーとか、どうやらそれくらいは普通にかかりそうだ。

　つまり、節約のために野宿したとしても、一日十カパーはかかる。二シルバーは二百カパーだから、二十日しか食いつなげないのだ。

　ハルヒロたちは金を稼がないといけない。二十シルバーでブリちゃんから団章を買い、れっきとした義勇兵になる前に、生き抜くことをまず考えないといけない。

　どうやって金を稼ぐのか。

　仕事をするのだ。

　見習いとはいえ義勇兵としての仕事をするために、ハルヒロたちは北門からオルタナを出た。出てすぐの道脇わきの草むらに、汚らしい鎖帷子くさりかたびらを着こんだ巨漢が座りこんでいた。

「……モグゾー？」

　ハルヒロが呼びかけると、巨漢はもっそりとこっちを向いて目をぱちくりさせた。口をもごもごさせて何か言おうとしているみたいだが、言葉にならないようだ。ハルヒロはマナトと顔を見あわせた。

「あれえ？」ユメが綿雲が浮かぶ空を斜めに見上げた。「モグゾーくんは、クズヤマに連れてかれてしまったんちゃうかったっけかなあ」

　ハルヒロは「……クズヤマじゃなくてクズオカね」と軽く訂正してから、モグゾーに歩みよった。「どうした、モグゾー？　こんなとこで。ていうか、一人？」

　モグゾーは眉をハの字にして、ゆっくりとうなずいた。

「わーかった」ランタが指を鳴らそうとしたのだろうが、音がしなかった。「クズオカに捨てられたんだろ。パーティに入れたはいいけど、とろくさくて使えねーからやっぱおまえいらねーわとか言われたりして」

「ランタ……」ハルヒロは注意しようとして、やめた。ランタには何を言っても無駄だ。

「……お金」モグゾーはうなだれた。「……ぜんぶ、とられちゃった。いろいろ教えてやったんだから、よこせって言われて……」

「ひどい……」とシホルが呟つぶやいた。

「な？　こうなるんだって」ランタが得意げに、ふん、と鼻を鳴らした。「だからオレはあのとき行くなって止めたんだよ。所しよ詮せん、クズオカだからな。やることなすことクズに決まってんだよ」

「おまえの言動もわりとクズっぽいけどな……」

「うっせーぞ、ハルヒロ！　オレのどこがクズなんだよ！　具体例をあげてみろ！」

「いいの？　ええと、じゃあね、まずは――」

「やめろ！　つーか、おまえはいちいち人のクズポイント心のメモ帳に書きとめてやがんのか！　クズだな！　クズの所業だな！　おまえこそ正真正銘のクズだ！」

「うわー……クズにクズクズ言われると、すっげーテンション下がるわ……」

「モグゾーくんは」マナトがしゃがんでモグゾーの肩に手をかけた。「戦士ギルドには入ったんだよね？」

　見れば、モグゾーは鎖帷子を着ているだけじゃない、革の手袋を嵌はめて革のブーツを履いているし、鞘さやに収められたバスタードソードを背中に斜め掛けしている。どれも中古品だろうが、戦士以外の何物でもなさそうな出いで立たちだ。身体が大きいだけに、けっこう似合っている。

「戦士、には……」モグゾーはちらっとマナトを見た。「一応なった、けど……」

「あ、そっか」ハルヒロは手を打った。「どっかのクズのせいで、おれたちのパーティには戦士がいないし――」

「クズのせいってことは、おまえのせいってことだよな、ハルヒロ？」

　ハルヒロはランタを無視して、シホルとユメに目をやった。「二人はどう思う？」

「あ……」シホルはこくっと首肯した。「あたしは、いいんじゃないかと」

「何があ？」ユメはわかっていないようだ。

「だからさ、戦士がいないだろ、おれらには。で、モグゾーは戦士で、なんていうか、フリー？　なわけだから、ちょうどいいっていう言い方もどうかと思うけど」

　ユメは感心したように「ほー」と言って、モグゾーの顔をのぞきこんだ。「モグゾー、ユメたちのパーティ入るかい？」

「……いいの？　ぼくが、入っても」

「俺は入ってほしい」マナトはモグゾーに笑いかけた。「もちろん、モグゾーくんがよければ、だけど」

　ハルヒロはランタを横目でうかがった。文句をつけるとしたらこいつだ。意外だった。ランタはじゃれつくみたいに後ろからモグゾーの首に腕を絡めた。「しょうがねーなぁ！　面倒みてやっから、オレの盾になれよ、モグゾー！　死ぬ気でな！」

「……ああ、そういうことね」

「何だ、ハルヒロ？　オレは変なことなんか一個も言ってねーぞ？　戦士の役目は、最前線で獅子奮迅の働きをすること、だろ？　一番前で敵の矢面に立つってことじゃねーか。鎖帷子とかの硬くて防御力が高ぇー金属鎧よろいで身を固めるのはそのためなんだからな」

「ランタの言うとおりだ」マナトが真剣な表情でモグゾーを見つめた。「脅すわけじゃないけど、戦士はきっと誰だれよりも大変だと思う。だけど、みんなで精一杯サポートするし、もし何かあっても俺が光魔法ですぐに治すから、そこは安心して」

「う、うん……ぼく、頑張る。だけど……」モグゾーは腹をさすった。「お金が……」

「必要なぶんは俺が貸すよ。当面はなんとかなるんじゃないかな。稼げれば、そこも心配しなくてよくなるかもしれないし」

「言っとくけどな！」ランタは満面に笑みをたたえてモグゾーの頭をわしゃわしゃ撫なでまくった。「オレは一銭も貸さねえ。金は借りても返さねーし貸さねー主義だからな！」

「ほんっと」ハルヒロはむしろ引いた。「ナチュラルに最低だな、おまえって……」

　ランタは「ちっちっちっ」と舌を鳴らしながら人差し指を振ってみせた。「ハルヒロ」

「何だよ」

「マイナスにマイナスかけてみろよ。プラスになるだろ」

「だから何？」

「それがオレだ！」

「意味がわかんねーよ……」

「バァーカ。オレが戦士じゃなくて暗黒騎士になっただろ？　そうしたら戦士モグゾーがパーティにインしただろ？　完かん璧ぺきだろ？　何もかもオレのおかげだろ？」

「うらやましいな」マナトが笑った。「そんなふうに、ぜんぶいい方向に考えられるのって。やろうと思ってできることじゃないし、一つの才能だよ」

「だろぉっ!?　さっすがマナト！　オレが見こんだだけのことはあるぜ。それにひきかえ、ハルヒロのクズ野郎ときたら……」

「もういいや……」言い返したいが、疲れるだけだ。ハルヒロはモグゾーに向かって手をさしだした。「行こう、モグゾー。稼ぎに！」

「……う、うん」モグゾーはハルヒロの手を握った。

　ハルヒロはモグゾーの手を「ふんっ……！」と引っぱって立たせようとしたが、びくともしない。「……や、モグゾー、自力で立ってくれないと、おれにはちょっと……」

　モグゾーは「お、ご、ごめん」と言いながら、もっそりと立ちあがった。

　大丈夫かな、と少しだけ思った。
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　オルタナの南には、天てん竜りゆう山脈という名のものすごく高くて険しい大山脈がそびえ立っている。グリムガルと称されている大地は天竜山脈によって分断されていて、南のあっち側は本土、北のこっち側が辺境と呼ばれているらしい。

　もっとも、あくまで人間が辺境と呼んでいるだけだ。さらに言えば、本土とオルタナとその周辺を領有しているアラバキア王国という国が、天竜山脈の北を辺境扱いしている。

　ちなみに、今から百五十年くらい前まで、辺境は辺境じゃなかったのだという。どういうことかというと、人間族の国がたくさんあった。人間以外の種族もいたが、人間族のほうが優勢だったらしい。

　でも、不死の王ノーライフキングとかいう恐ろしい魔力の持ち主が現れてから、状況は一変した。

　不死の王ノーライフキングは、不死族アンデツドという新たな種族を生みだしてこれを率い、勢力をのばしただけじゃない。武力と魔力に加えて政治にも長たけていたのか、各種族の主立った者に王を名乗らせて諸王連合を結成。人間族に戦いを挑んだのだ。人間族はあっさり敗れて、滅びるか天竜山脈の南へと逃れるかした。

　その後、不死の王ノーライフキングは諸王に推挙されて皇帝の座に就き、不死の帝国が成立。ちょっとややこしいのだが、不死のはずの皇帝不死の王ノーライフキングが百年前になぜか崩御してしまうまで、辺境に人間の居場所はほとんどなかった。

　皇帝という絶大な求心力を失い、不死の帝国は分裂した。その隙すきにアラバキア王国が城じよう塞さい都市オルタナを建設して、今に至る――というのは、当然ぜんぶ、マナトの受け売りなんだけど。

　オルタナ周辺は、天竜山脈へと向かう南方面には農地と牧場、村落が点在していて、北方面は原野や森林だ。

「――それでなあ」狩人かりゆうどのユメが雑草をさわりながらいろいろ説明してくれている。「鹿しかとかな、狐きつねとかな、いるわけやんかあ。春やからな、熊くまもたまぁーに出たりするんやって。あとなあ、チモっていうな、まーるくて、ふわわっとしてて、ぽちっとした目が二つあって、尻尾しつぽがひょろっとのびててなあ、耳と手と脚はちいちゃくて、ぽいんぽいん跳ねて歩く生き物がいてなあ、わりかしいい獲物みたい。それからなあ、穴あな鼠ねずみっていうなあ、猫くらいおっきくて、毛がむっちゃ硬い鼠がいてなあ、すっごい凶暴なんやて」

「ほーう……」ランタは手で庇ひさしを作ってきょろきょろした。「見た感じ、どっこにも、なんっにもいそうにねーけどな？」

　ユメは「うぅ」と唸うなって顔をしかめた。「ギルドのお師匠と基本実習で外に出たときはちらちら見かけて、お師匠が弓矢でぴゅーってしとめてくれたりしたんやけどなあ」

「やっぱり、ああいう」マナトが右前方の森を指さした。「木が生えてるところのほうが、何かひそんでそうじゃない？」

「あー」ハルヒロはうなずいた。「かもね。たとえば自分が獣だったらとか考えたら、身を隠せる背の高い草とか木とかがない原っぱにいるのは、なんか不安だし」

　ランタが「フッ」と笑った。「さてはオレに恐れをなしてやがるな……？」

「じゃあ、獲物がいないのはおまえのせいだな、ランタ」

「黙れ、ハルヒロ！　オレのおかげと言え！　格調高く、オレのお陰様でとッ！」

「うるさいって。そんな大声出したら、獲物がいても逃げちゃうだろ」

「オレ様のお陰様でなぁっ！」

「もうやだ、こいつ……話通じないし……」

「あの……」と、ずっと黙りこくっていたシホルが、久しぶりに口を開いた。「あたしたち、動物を、ころ――やっつけるの？」

　みんな一斉に足を止めた。

　言われてみれば、義勇兵の仕事は敵対種族やモンスターを倒すことで、動物を狩って食料や売れそうな物を手に入れることじゃない。

「ユメはなあ……」ユメは顔をしかめて、言いづらそうに言った。「動物の命をありがたくいただく方法とか、お師匠に教えてもらったんけどなあ。でも、ユメは動物好きやし、ほんとは殺したりとかそんなしたくないねん。かわいいし、かわいそうやしなあ」

　ランタは、ケッ、と吐き捨てた。「甘ぇーこと言ってんじゃねーよ。どっかのお嬢様か、てめーらは。どうせ生き物はみんなくたばって、スカルヘル様に抱かれることになるんだからな。オレらが生きるために殺されるやつがいたって、何の不思議もねーんだよ」

「そうしたらなあ」ユメが突然、弓を構えて矢をつがえた。鏃やじりの先はランタのほうに向けられている。「ユメたちが生きるために、ランタが殺されてもいいってことやんなあ」

「ばっ！」ランタは飛びのいた。「ば、ばば、ばばば、馬ば鹿かなこと言ってんじゃねーぞ、このちっぱい女！　オ、オレを殺したって何の足しにもなんねーだろ!?　なんねーよ!?　マジでなんねーから！　ほんとだって！　や、やめてくださいっ!?」

「少なくとも、ユメの気はすむねやんかあ。ちっぱいとかゆわれたし」

「お、おまっ、おまえが自分で言ったんだろ!?　ちっぱいだって！」

「自分ではゆっても、ひとにはゆわれたくないねんもん。とくに男の子にゆわれたらなあ、傷つくやんか」

「ご、ご、ごめんなさいっ！　あ、謝る！　謝るから！　このとおり！」ランタはジャンピング土下座を決めた。「――な！　悪かった！　許して！　頼む！　ユメさんはちっぱいじゃないです！　きょ、巨乳です！　爆乳！　もはや奇乳レベルの！」

「おまえさ……」ハルヒロはランタを見おろすというより見下した。「まったく反省してないだろ」

「し、してるって！　どこが!?　どこが反省してないって!?　どういう根拠で!?」

　ユメはため息をついて矢を矢筒に戻し、弓を下ろした。「……矢が汚れる」

「フーッ」ランタは起きあがって汗をふく仕し種ぐさをした。「まあ？　どのみち？　撃っても当たりゃしなかったと思うけどな？　一応な？　念のためな？　おい？　ユメ、剣けん鉈なたはやめろ。ぬ、抜くな！　しゃれになんねーから！　それでズバッとやられたら痛ぇーから！　死ぬから！　マジで死んじまうから！」

「獲物のことだけどね」とマナトがちょっとだけ苦笑しながら言った。「オルタナの近くにも、泥ゴブリンとかグールとか、見習い義勇兵でも相手できそうなやつがいるらしいよ。俺も聞いただけだから、よく知らないんだけど」

「ゴブリン、グール……」ハルヒロは首をひねった。聞き覚えがあるような気がしたのだ。気のせいかもしれないが、なんとなく人型の生き物なのだろうと思った。

「……それじゃあ」シホルが彼女にしては力強く言った。「その、泥ポプリと、クールというのを、基本的には狙ねらうことにしない？」

　ハルヒロが控えめに「泥ゴブリンとグールね……」とツッコミを入れると、シホルは顔を真っ赤にして縮こまってしまった。

「まあ、いいんじゃねーの」とランタが適当っぽく同意した。ユメは「そっちのほうがずっといいなあ」と嬉うれしそうだ。モグゾーも「う、うん」とうなずいた。

「とりあえず、森かな」

　神官マナトが先頭に立って、ハルヒロたちは近くの森へと向かった。

　森は容赦なく森らしい森だった。名前も知らない広葉樹が、それから下草が生い茂っていて、獣道すら見あたらない。硬い地面は少なくて、妙にふかふかしていたり、少しぐにゅぐにゅしていたりする。足場がよくなくて、けっこう歩きづらい。

　鳥の声が聞こえる。風が吹くと、葉擦れの音が鳴り渡る。

「泥んこプリンとグル」ユメがぽつりと呟つぶやいた。「ひょっとしたら、水場とかによくいたりするかもなあ」

　ハルヒロは一応、義務を果たすように「泥ゴブリンとグールね……」とツッコミを入れておいた。「水場か。何だろ。沼とか、泉みたいな？　あと、沢とか」

「探してみようか」すっかりマナトが先導する役になってしまっているが、ここは森だし本当はユメあたりがやるべきのような気もする。まあいいけど。いいのかな。いいか。

　でも、水場はなかなか見つからなかった。虫以外の生き物にも出くわさない。鳥はよく鳴いているが、いったいどこにいるのか。

　ランタが大おお袈げ裟さに、ごくり、と喉のどを鳴らして唾つばをのみこんだ。「……こう見えて、死の森だったりするんじゃねーのか、ここ」

「きっとランタのせいやんなあ」ユメがほっぺたをふくらませてランタを睨にらんだ。ちっぱい事件で、完全にランタを嫌いになったらしい。「ランタがうるさいから、生き物がみいんな逃げてしまってるんと思うねやんかあ」

「オレは静かにしてるだろっ！　しばらくの間、ひとっこともしゃべってなかったぞ!?」

「そこにいるだけで、存在がうるさいねんもん」

「ご挨あい拶さつだな！　おまえなんか、そこにいるだけでちっぱいじゃねーか！」

「……むぅぅ」

「あ、悪かった。今のはすまん。つい口が滑って、身も蓋ふたもない真実を。いでっ」ランタはいきなり跳びあがった。「――のぁ!?　な、何だ!?　お、おわぉっ!?」

「え？」ハルヒロはまばたきをした。ランタがダンスでも踊るように脚を上げたり下げたりしている。足あし許もとに何かいて、そいつがランタの脚にしがみつこうとしたり、ガリッと引っかいたりしているのだ。大きさは猫くらい。身体からだが針みたいな毛に覆われている。

「穴鼠」とユメが言って、あたりを見まわした。「たしか、穴鼠は群れで獲物を襲うはずやから、まだそのへんにいるかも」

　シホルが「きゃっ」と悲鳴をあげてモグゾーに体当たりをした。いや、体当たりしたわけじゃなくて、何かから逃げようとしてモグゾーにぶつかってしまったらしい。

「いる……！」マナトがショートスタッフを振りまわした。「――くっ！　素早い！」

「つーか！」ランタはまだあとずさりながら踊っている。「お、おまえらオレを助けろ！　まずオレを助けるのが先決だろ!?　た、助けてーッ！　誰だれかぁーッ！」

「戦えよ、暗黒騎士！」ハルヒロはダガーを抜いた。だけど何匹いるのかわからない穴鼠たちは地面を高速で走りまわっている。盗賊ギルドで教えてもらった喧けん嘩か殺法は人間や人間に似た身体つきの種族と戦うことを想定した戦闘術だし、正直どうすればいいのか見当もつかない。とりあえず穴鼠めがけてダガーを振りおろしてみたが、案の定かすりもしなかった。「ていうか動物、速っ……！」

「ふんあーっ！」モグゾーがバスタードソードを両手持ちして振りかぶった。そっちのほうにはランタがいる。「ひいっ！」と横っ跳びしたランタが今の今までいた場所に、モグゾーのバスタードソードが炸さく裂れつした。地面だ。バスタードソードは地面をぶっ叩たたいて、土を撒まき散らした。でも、それだけだった。

「モ、モグゾーてめえ！　オレを殺す気かっ！」ランタはようやくロングソードを抜いた。ただ抜いただけで、相変わらず穴鼠から逃げまわっている。「クソ！　クソ、クソ！　仲間には殺されかけるし、まだ狙われてるし、ろくなもんじゃねえ……！」

　ダガーじゃ無理か。ハルヒロは穴鼠を蹴けろうとしたが、さっとかわされた。「モグゾーはおまえを助けようとしたんだろ！　感謝しろよ！」

「ぜんっぜん助かってねーだろうが！」ランタは勢いよく踏みきってロングソードを振りおろした。「――うおおりゃあ憎悪斬ヘイトレツドォォ……ッ！　なッ――オレの暗黒闘法が!?　当たらねえだと……!?」

「スキルを無駄遣いするなって！」ハルヒロは一匹の穴鼠に狙いを定めた。追いかける。だめか。木の裏に逃げこまれた。「ああ、もう……！」

「マリク・エム・パルク」シホルが杖つえの先でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えた。魔法の光弾マジツクミサイルだ。杖の先端から拳こぶし大の光弾が飛びだして――どういうわけかランタの後頭部に命中した。

「ぐへっ!?」

「えっ!?」シホルは目を開けた。どうやら目をつぶって光弾を発射したらしい。そのせいで見当違いの方向に飛んでいったのだ。「……ご、ごめんなさい！　あたし……」

「てめえ！　殺す！　つーか、揉もませろ……！」ランタは後頭部をさすりながらシホルに襲いかかろうとした。すかさずマナトがショートスタッフでランタに足払いをかける。ランタはつんのめって転がった。「――どあぁはっ!?」

「何やってるんだ！」マナトはランタを叱しかりつけながら、穴鼠を叩こうとした。少なくともハルヒロの目には巧みなショートスタッフ捌さばきのように見えるのに、それでも穴鼠をとらえることはできない。

「ちょ、ちょっとでもなあ！」ユメも剣鉈をぶんぶん振っている。そのせいなのか、ユメには穴鼠が寄りつかない。「ちょっとでもダメージ与えたらなあ！　動物の場合やったらたいてい逃げてしまうからって、お師匠ゆうてたから、みんな頑張って！」

「ふんなーっ！」モグゾーがバスタードソードで木をぶん殴ったら、たくさんの葉っぱと虫がズササササッと落ちてきた。モグゾーは葉っぱと虫まみれになって「うおーっ!?」と吼ほえた。

「こんなんじゃあ……！」ハルヒロは意を決して地面に片膝ひざをつき、姿勢を低くした。逃げずに、動かないで、穴あな鼠ねずみを待ち構える。正面。くる。穴鼠が。ハルヒロはあえて左腕を前に出した。こい。食いつけ。噛かみついてみろ。やばい。猫くらいの大きさしかないのに、むちゃくちゃ怖い。ていうか、速いって。でも我慢だ。我慢――していたら右脛すねに激痛が走った。「いづぅぅああぁっ……!?」

　別の穴鼠が後ろから迫ってきて、ハルヒロの右脛に噛みついたのだ。とっさに振りほどこうとしたら、前からきた穴鼠に左腕を囓かじられた。「――あいだぁぁっ……！」

「ハルヒロ……！」マナトが駆けよってきて、ショートスタッフを鋭く振りおろす。「動くな……！」

　ぎゃあぁんっ、という鳴き声が響いて、右脛と左腕がふっと楽になった。

　穴鼠たちが逃げてゆく。ものすごいスピードだ。みるみるうちにマナトのショートスタッフで一撃された穴鼠さえも駆け去って、影も形もなくなった。

「大丈夫か、ハルヒロ」マナトがハルヒロの前に膝をついて傷の具合を調べてくれた。

「あ、うん、まあ……」たいした怪け我がじゃない。ズボンの裾すそと上着の袖そでをまくると、穴鼠にガブッと噛まれたところには、たぶん牙きばの形だろう、小さな穴があいてるけど。血もちらっと出てるけど。これくらいなら、まあ。若干は痛いけど。

「治しておこう」マナトは右手の五本の指を額にあててから、中指で眉み間けんを押さえて六芒を示す仕種をした。「光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒し手キユア」

　マナトの掌から光が発せられた。あたたかな光がまたたく間にハルヒロの傷をふさいでゆく。右脛の傷は三秒、左腕の傷も三秒くらいで治療は終わった。

「すげー……」ハルヒロは傷があったところをさわってみた。血はついているが、それ以外に痕こん跡せきらしきものはなくて、痛くも痒かゆくもない。「ありがと、マナト。結局、穴鼠を追い払ってくれたのもマナトだし」

「ハルヒロが囮おとりになってくれたおかげだよ」

「いや、ほんとは自分の左腕を囮にして、おれが自分でなんとかするつもりだったんだけどさ……」

「うん……でも、それはほら、結果よければすべてよしっていうし」

「これっぽっちもよくねーよ！」ランタがだだっ子みたいに地べたに座って脚をばたばたさせた。「どこがいーんだよ！　いきなり変なのに襲われて！　追っ払っただけで、一文にもなってねーだろ。つーか、オレも怪我したっつーの。痛ぇーよ！　早く治せよ！」

「ああ、ごめん」マナトは急いでランタのほうへと向かった。
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「ランタには謝ることないって……」ハルヒロは呟きながらあたりを見まわした。バスタードソードの振りすぎで疲れたのか、モグゾーはへたりこんでいる。身を隠すように大きな木に寄り添っているシホルは、光弾を誤爆したことがこたえているのかもしれない。ユメだけは元気そうにきょろきょろしていて、ハルヒロと目があうと、にかぁ、と笑ってみせた。ハルヒロも思わず笑い返してしまったが、笑いあっている場合じゃないような気もする。そうでもないか。どうなんだろ。

「……たしかに、追い払っただけなんだよな」ハルヒロはため息をついた。「もしかして、森、やばい？　おれらには、まだ早かったりして……？」

「うしっ！　ふっかーつ……ッ！」治療が終わったらしいランタが、跳び起きて腕をぐるぐる回した。「よしよし、おまえら、さっさと行くぞ！」

「……い、行く？」モグゾーが目をしばたたかせた。「ど、どこ？」

「アホか！　泥ゴブかグールを探すに決まってんだろ？　あんなわけのわかんねーアナグルマーだか何だかに引っかきまわされるだけ引っかきまわされて、はいそれで終わりなんて冗談じゃねえ！　このまま引き下がれるかよ！」

「そうだな……」マナトはちょっと考えこんでから、うなずいた。「俺もランタの言うとおりだと思う。リスクはありそうだけど、穴鼠って肉食獣なんだろ？」

「穴鼠はなあ」とユメが答えた。「雑食かも。でも、さっきみたいに群れで狩りとかして、たまに人間も襲われたりするねんて」

「まあ、おれら、実際に襲われたしね……」

「雑食なんだ」マナトは目を伏せて顎あごをさわった。「とにかく、ああやって狩りをする生き物が棲すんでるってことは、この森には獲物がいるんじゃない？」

「あったりまえじゃねーか」ランタは、ふん、と鼻を鳴らした。「今ごろ気づいたのかよ、マナト。オレはずっと前からそう思ってたぜ。ああやって狩りをする生き物が棲んでるってことは、この森には獲物がいるんじゃねーかってな」

　ハルヒロはランタを横目で見た。「……おまえ、マナトが言ったこと、そのままなぞってるだけだろ」

「うっせーんだよ、眠たそうな目ぇーしやがって！　このねむねむ小僧！」

「この目は生まれつきで、べつに眠たいわけじゃないって前にも言ったよな!?」

「ハルヒロ」マナトは微笑ほほえみさえ浮かべている。「基本的に、ランタの言うことは流したほうがいいよ」

「おいぃぃぃぃぃぃぃ！」ランタがマナトを指さした。「さらっとひどいこと言ってんじゃねーぞ！　さてはおまえ、いい人っぽいふりしてるけどじつは腹黒系野郎だな!?」

　マナトは「どうかな」と受け流して、一つ息をついた。「それじゃあ、とくに反対意見がなければ、もうちょっとこの森で頑張ってみよう」

　異論は誰からも出なかった。ハルヒロたちは穴鼠に気をつけながら、さらに森を探索することにした。

　日が傾くまで森の中をうろついて、鹿しかを一頭だけ見かけた。ユメが弓矢で狙ねらったが、当たらなくて逃げられた。

　鳥の姿を何度か目にした。

　穴鼠の群れにもう一度襲われて、どうにか撃退した。

　それだけだった。

　暗くなったらしゃれにならないので、ハルヒロたちは足どりも重く森をあとにした。

「……どーするよ」とランタがどんよりした声で言った。さすがに元気がない。

「どうするも何も」ハルヒロはため息をこらえるのに必死だった。今ため息をついてしまったら、何かが切れてしまいそうだ。「……戻るしかないだろ。オルタナに」

「骨折りボーイのくたびれ冒険やったなあ」とユメが呟つぶやいた。

　ハルヒロはそっと「誰だれだよ、骨折りボーイって……」とツッコミを入れてみたが、ここに骨折りボーイが四人もいることに気づいて、ため息を抑えきれなくなった。

「で、でもっ」シホルが何か言いかけて、力尽きたように頭こうべを垂れた。「……や、やっぱり、なんでもない、です」

　ぐう、と誰かの腹が鳴った。モグゾーだった。「……おなか、すいた」

「帰ったら」マナトがみんなを見まわした。「まず市場かどこかでごはんを食べよう。安く泊まれるところは知ってるんだ。西町の近くにある義勇兵の宿舎なんだけど。ここは団章を持ってればただで泊まれて、見習いはお金をとられる。ただ、格安なんだ。男部屋と女部屋を一つずつ借りるだけなら、全員で二十カパーですむ」

　ランタが、ケッ、と吐き捨てた。「野宿したほうがいいんじゃねーのか。銅貨一枚も稼げなかったんだからよ」

「いや、それは最後の手段にしたほうがいい」マナトはきっぱりと言った。「宿舎には、共用だけど沐もく浴よく部屋とかトイレとかもあるみたいだ。そういうのがあるのとないのとじゃ大違いだろ。とくに女の子は」

　シホルが杖つえを握りしめて何度も無言でうなずき、ユメも「そやなあ」と同意した。

　ランタは「便所だの風ふ呂ろだのなんて、なくたって死にゃしねーっての」とかぶつぶつ言っているが、その手の設備がなかったらなかったで、一番苛いら々いらして文句をつけそうだ。

「おれはマナトの意見に賛成」ハルヒロが手をあげるとシホル、ユメ、それからモグゾーも挙手した。ランタは舌打ちをしてみせたものの、それ以上反対することはなかった。

　見習い義勇兵としての実質的な一日目は、こうして何一つえるものがないまま静かに暮れていった。
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　ユメが太い木に身を寄せてしゃがんでいる。ハルヒロは足音を忍ばせてユメに近づき、ちょい、と肩をつついた。ユメは振り返って、開きかけた口を自分の手でふさいだ。

「どう？」とハルヒロが小声で尋ねると、ユメはうなずいて手と指を動かしてみせる。何かサインを出しているのかもしれない。でも、まったく意味不明だ。解読するのも難しそうなので、ハルヒロは木の陰から身を乗りだしてみた。

　いる。

　見習い義勇兵としての実質的な二日目の昼下がり。

　昨日と同じ森の中で、ハルヒロたちはとうとう小さな泉らしきものを見つけた。そこにやつがいたのだ。

　そいつは人間の子供くらいの背丈で、痩やせている。肌は黄色っぽいが、泥を被かぶったように汚らしくてシワシワだ。ちょぼちょぼ生えている髪の毛は海草みたいで、耳が尖とがっている。こっちに背を向けているから、顔は見えない。服はどうも着ていないようだ。首に紐ひもをぶら下げている。

　泥ゴブリンだ。

　やつは四よつん這ばいになって、泉の水を飲んでいるらしい。じゅるる、じゅるる、という不快な音が聞こえる。

　ハルヒロは音を立てないように深呼吸をして後ろを見た。マナト、ランタ、シホル、モグゾーの四人が、少し離れた場所の木々からちょっとだけ顔を出して、こっちをうかがっている。ハルヒロが大きくうなずいてみせると、みんなうなずき返した。

　ようやく見つけた獲物だ。やろう。やるんだ。やるしかない。合図は？　とくに決めていなかった。どうすればみんなに伝わるだろうか。ハルヒロはとりあえず右手を高々とあげてみた。やばい。緊張してきた。というか、さっきからかなり緊張している。いいか。やっちゃえ。そうだ。やっちゃおう。

　ハルヒロが右手を振りおろすと、ランタが我先に駆けだして「うおおおおらああああああぁぁ！」と叫んだ。馬ば鹿かだろ、とハルヒロは思わずにいられない。見ると、泥ゴブリンがびくっとこっちを振り向いたところだった。

「に、逃げる……!?」

「えいっ」とユメが矢を射た。矢は外れた。泥ゴブリンは向かって右方向に逃げようとしていたのだが、そのすぐ先の地面に矢が突き刺さった。泥ゴブリンは「ギヒィッ」と驚いて、明らかに怯ひるんだ。

「ナイス、ユメ！」ハルヒロはダガーを鞘さやから抜いて駆けだした。何だよ、おれが一番乗りじゃん。なんか盗賊っぽくないが、やるしかない。逃がしたくないし。

　泥ゴブリン。泥ゴブ。つぶらな目をしている。でも、醜い。生まれてから一度も入浴したことがない老婆みたいな、そんな顔をしている。歯とか黒ずんでるし。舌は紫色っぽいし。首にさげた紐以外、何も身につけてないし。まあ全裸だし。ぶらぶらしてるし。

　泥ゴブはハルヒロを見て「ギギャアァッ！」とわめいた。よくわからないが、向かってくる。マジか。やる気なのかよ。こっち六人だぞ。知らないからな。手。手だ。手首を狙え。ハルヒロは泥ゴブの左手首めがけて斬きりつけた。「手打スラツプ……！」

「ギッ!?」泥ゴブはぴょんと斜め後ろに飛びのいて、泉に嵌はまった。外した？　いや、泥ゴブの左手首が薄く切り裂かれていて、赤黒い血が流れている。かすりはしたみたいだ。だけど傷は浅い。泥ゴブは水を撥はねあげて泉から飛びだし、ハルヒロに躍りかかってくる。くる？　くるのかよ？　嘘うそ？　くんなって、アホ。「――ううぅっ！」

　ハルヒロはとっさに左に倒れこんで、泥ゴブの突進をなんとかよけた。

「憎悪斬ヘイトレツドォォッ……！」ランタが勢いよく踏みこんでロングソードを振りおろしたが、どう見たって雑すぎる。当然のように空振りした。「――ぬぁにぃ!?　うおっ……」

　泥ゴブが「ギャアイッ！」とランタに飛とび蹴げりをぶちかまして吹っ飛ばした。尻しり餅もちをついたランタに泥ゴブが覆いかぶさろうとする。間一髪だった。マナトが「っ！」とショートスタッフを突きだして、泥ゴブの肩を一撃した。泥ゴブは「ヒギャッ」と鳴いて、ぴょんぴょん跳び離れてゆく。

「マ、マリク・エ――」シホルが杖でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えようとしたら、ランタが「また目ぇつぶってんだろ、おまえ！」と怒鳴った。シホルは「ひっ」と身を縮めた。「……ご、ごめんなさいっ！」

「モグゾー、泥ゴブの正面に！」マナトがきびきびと指示を飛ばす。「他ほかのみんなで取り囲むんだ！　逃がさないように！」

「うもーっ！」モグゾーがどたどた走ってきて、泥ゴブにバスタードソードの切っ先を突きつけた。ランタは「しょ、しょうがねーな！」とかなんとか言いながら立ちあがって、泥ゴブの右側面に移動する。マナトは左側面。ハルヒロと剣鉈を抜いたユメは泥ゴブの後ろに陣どった。シホルは目をばっちり見開いて、遠くから杖の先を泥ゴブに向けている。泥ゴブはあたりを見まわしたり、前後左右にステップを踏んだり、ギャアギャア声をあげたりして、逃げたいのに逃げられないといった感じか。マナトの目もく論ろ見みどおりだ。

「モグゾー！」ランタはロングソードで泥ゴブを突こうとしている。「がんがんプレッシャーかけろ、プレッシャーだ！　プレッシャーッ！」

「ぬもーっ！」モグゾーは雄叫びをあげてバスタードソードを振る。振る。振る。泥ゴブはよける。ひょいひょいよける泥ゴブを、ランタが「おら！」とロングソードで突こうとする。泥ゴブは枯れ枝を拾って「ギャイッ！」とランタめがけて投げつけた。

「うおっ!?」ランタは一歩下がって、かろうじてロングソードの根元で枯れ枝を叩たたき落とした。包囲網が崩れる。泥ゴブはそこから逃げようとしたのかもしれないが、すかさずマナトがショートスタッフを一いつ閃せんさせた。泥ゴブは肩口をぶん殴られて「ブギャッ」と悲鳴をもらす。でも、瞬時にマナトに向きなおって、「アアアァァアアアァァァァァァアアアアァァアアアァァァァァァ！」とすさまじい声で叫んだ。正直、ハルヒロはびびった。マナトでさえも腰が引けたように見えた。

　だって、怖かったのだ。泥ゴブは必死だ。殺されたくない。殺されてたまるか。殺やられる前に殺ってやる。殺す。殺す。殺す。最低でも道連れにしてやる。泥ゴブはそんな覚悟をみなぎらせていた。

「お、おまえら！」ランタは唇を何度も舐なめた。「怖おじ気けづいてんじゃねーぞ！　殺るか殺られるかなんだからな！　オ、オレはこいつぶっ殺して、悪徳ヴアイスを積んでやる……！」

「慎重に……！」と言いながらマナトが踏みこんで、ショートスタッフで泥ゴブをぶっ叩いた。頭をガツンとやられて流血したのに、泥ゴブはそれがどうかしたのかと言わんばかりに「フーッ！」とマナトを睨にらんで両腕を振りまわす。

「泥ゴブちん、けっこうタフガイなんやなあ……」とユメが少しだけ声を震わせて呟いた。まったくだよとハルヒロは思った。頭から血が出るほど殴られても平気だなんて。

「ふぃん！　ふぃんっ！」モグゾーがバスタードソードを二度、三度振ると、泥ゴブは下がった。下がると、必然的にハルヒロとユメに近づくことになる。

「や、やらなあ！　ハルくん！」とユメに言われて、いつからハルくんになったんだよと思わなくもなかったが、たしかにやらなきゃいけない。とにかく「うおおお！」とダガーで泥ゴブを突こうとしたら、泥ゴブがこっちを向いた。「アアアアァァァァァッ！」

「うっ……」ハルヒロはあとずさりしそうになり、なんとか我慢してめちゃくちゃにダガーを振る、振った、当たった。ストッという感じの手て応ごたえだった。泥ゴブの右腕だ。肘ひじと手首の間。ハルヒロは「うあっ」とダガーを引いた。カカシみたいな練習用の的以外を斬きったのはこれが初めてだ。なんか気持ち悪い。

「ウギャアギャア！　ギャア！　ウギャアギャアッ！」泥ゴブは血を撒まき散らし、その場でぐるぐる回りながら、ハルヒロたちを威嚇する。

　六対一だ。ハルヒロたちは泥ゴブを囲んでいるわけだから、どこからでも攻撃できるのに、誰も手を出そうとしない。

　みんなの息が荒い。重い剣を扱っているモグゾーをのぞけば、そんなに動いたわけじゃないのに。

「……何だこれ」ハルヒロは呼吸を整えようとしている。だけどうまくいかない。何だこれ。泥ゴブが強いのか。それとも、おれたちが弱い？　弱すぎる？　こんなんでやってけるのかよ。無理だろ。普通に考えたら絶対、無理。向いてないって。戦うのとか、おれには向いてないよ。おっかないし。こんなのありえねーって。おれ、なんでこんなことやってんの。やめたほうがよくない？　でも、やめてどうするんだよ。どうなる？

「命のやりとりだから……！」とマナトが叫んだ。「これは命のやりとりなんだ！　俺たちも、相手も――泥ゴブリンだって、真剣なんだ！　これ以上ないくらいの真剣勝負なんだ！　簡単なわけ、ない！　誰だれだって、どんな生き物だって、死にたくないだろ！」

「マリク・エム・パルク……！」シホルが杖の先から光弾を発射した。光弾はモグゾーとマナトの間を飛んでいって、泥ゴブの顔面を直撃した。「――ゴブォッ……!?」

「今だ！」マナトが号令をかけながら泥ゴブを一撃した。ランタが「うらぁっ！」と振りおろしたロングソードは、泥ゴブの右肩にめりこんだ。「――か、硬っ！　骨か!?」「ふんなあぁ……っ！」モグゾーが思いきりバスタードソードを振りかぶって、泥ゴブの脳天にぶちこんだ。すごい威力だった。頭が半分か、三分の一くらいは砕けて潰つぶれた。

　やった。

　泥ゴブが崩れ落ちて、ランタが「――っし！」と拳こぶしを振りあげた。

　ハルヒロはため息をついた。その途中で息をのんだ。

　泥ゴブが起きあがったのだ。しかも、わりと素早い身のこなしだった。

「……うそやん」ユメが呆ぼう然ぜんと言った。きっと何かの間違いだとハルヒロも思った。でも、間違いじゃなさそうだ。

　泥ゴブは走りだした。たぶん逃げるつもりだ。マナトが「なっ……!?」と呆あつ気けにとられたような顔をしながらも、ショートスタッフで足払いをかけた。驚いたことに、泥ゴブはこれをジャンプしてよけた。そして、ハルヒロのほうに突っこんでくる。ハルヒロの脇わきを駆け抜けるつもりか。「……さすがにそれは！」

　ハルヒロは泥ゴブリンの右脚に足を引っかけた。今度はよけられなかったみたいで、泥ゴブは転倒した。

「ふおおっ！」モグゾーがバスタードソードを泥ゴブに叩きつけようとしたら、ランタが割りこんできた。「――どけ、モグゾー！　とどめはオレが刺す……！」

　ハルヒロは思わず目をそむけた。なんだかいやな音がして、ランタが「ウワハハハハハハハッ！」と大笑いした。「スカルヘル様！　見てくださいましたか!?　悪徳ヴアイスを積むには、暗黒騎士の手で生ある者の命を奪って、その肉体の一部をあとでギルドの祭壇に捧げなきゃならねーからな！　耳はでっけーし爪つめとかでいいか――って、おおぅっ!?」

「えっ……」ハルヒロはランタのほうを見て、仰天した。

　泥ゴブが動いている。這はって、どこかへ行こうとしている。

「……ひぅっ」シホルが泣きそうになっている。

「死にたないんやなあ……」ユメはしみじみと言って合掌した。「なむなむなむ……」

「いや……」ハルヒロはちょっと迷ってからツッコんだ。「まだ死んでないし……」

「息の根を」マナトがショートスタッフを振りあげた。「止めてやらないと。……苦しみが長引くだけだ」

　見たくなかったが、ちゃんと見届けないといけないような気がした。

　マナトは泥ゴブに痛撃を加えて、もう息をしていないことを確かめると、目をつぶって六芒を示す仕し種ぐさをした。泥ゴブに何か言葉をかけるのかと思ったが、マナトは何も言わなかった。自分のしたことに言い訳をしたくないのかもしれない。

「あぁーっ！」ランタがマナトを指さした。「マ、マナト、て、て、てめえ……！　刺したな、とどめ！　オレがやんねーと、悪徳ヴアイスが積めねーって言ったじゃねーか……！」

「あ」マナトは引きつった笑みを浮かべて、頭を掻かいた。「ごめん、つい」

「ごめんちゃいじゃねーよ！」

「ごめんちゃいじゃなくて、俺は、ごめん、つい、って言ったんだけどね」

「どっちでもいい、んなことは！　やりなおしだ、やりなおし！　どうやって!?　できねーじゃん！　うぉぉぉぉぉオレの……オレの記念すべき初悪徳ヴアイスがぁぁぁぁぁ……」ランタは四よつん這ばいになって地面をガツガツ殴りつけた。「……まあ、いいか」

　ハルヒロはまばたきをした。「い、いいんだ……？」

「終わっちまったことはしょうがねーからな」ランタは立ちあがって、泥ゴブのそばでしゃがんだ。「……うへ。けっこうグロいな。戦利品は――これか？　首につけてる紐ひもに、なんかぶらさがってんぞ。何だ、これ？」

「どれ？」ハルヒロはランタの隣にしゃがんだ。泥ゴブそのものはできるだけ見ないようにして、首紐を凝視する。たしかに細い首紐に何かが通してあった。一つは動物の牙きばか何かに穴をあけたもの。それからもう一つは、かなり汚れているが――硬貨か。「……これ、銀貨じゃない？　穴あいちゃってるけど」

「おほっ！」ランタは首紐を引っぱろうとして、すぐに手を引っこめた。「……ハルヒロ、おまえがとれ。汚ぇーし」

「いいけどさ……」ハルヒロはダガーで首紐を切って、牙と硬貨を抜きとった。やっぱり銀貨みたいだ。まあ、穴があいてるんだけど。「売れ……るのかな？　ていうか、よく穴あけたな。地味に大変そう」

「何はともあれ」マナトがハルヒロの肩に手を置いた。「初勝利だね」

　ランタはそっくりかえるくらい胸を張った。「すべてオレ様のお陰様だな！」

「そやなあ」とユメが冷たい声音で言った。

　チッ、とランタは舌打ちをして、ユメを睨んだ。「……まだ根に持ってやがるのかよ、ちっぱいのくせして、しつけーやつだな」

「おっぱいの大きさとしつこさは関係ないねやんかあ！」

「関係ねーんだったら、とっとと忘れろ！　水に流しちまえ！　言っとくけどな、粘着気質が貧乳を招きよせるって古今東西決まってんだよ！」

「ひんぬーゆわんといて！　ちっぱいやったら、まだかわいいんやからっ！」

「貧乳貧乳貧乳貧乳貧乳さーんイラッシャーイ貧乳さーんサヨナラァ貧乳ゥゥゥゥ」

「むっかぁぁっ」ユメは顔を真っ赤にしてほっぺたをぱんぱんにふくらまし、弓に矢をつがえてランタに狙ねらいをつけた。「撃つ！　この矢は外れん気がする！　撃つ！」

「や、やめっ、おまっ、だっ、ご、ごめんなさいっ!?」ランタは身を翻してくるっと回って土下座した。スピニング土下座だ。「も、もうしません!?　ので!?　ゆ、許せ！」

「なんで許せって命令形なん!?　そこは許してくださいユメ様お願いしますやんかあ！」

「ユ、ユメ様！　ごめんなさい許してください頼みます何でもしますお願いします！」

「しゃあないなあ」ユメは、まだほっぺたこそふくらんでいるが、存外あっさり弓ゆ弦づるをゆるめ、顎あごをしゃくって泉を示した。「そしたら、飛びこんで」

「へっ……？」

「泉にダーイヴして。そしたら、今日のところは勘弁してあげる」

「ばっ、おまっ、そんな、だ、誰がっ」

　ユメはまた弓弦を引き絞った。「それやったら、いいよ。ユメは撃つだけやんかあ」

「……ダ、ダイヴします」

「がんばれ」ハルヒロがランタの肩を叩いてやると、マナトも笑顔で「気をつけてね」と声をかけた。

「言われんでも気をつけるっつーの！」ランタが泉の縁で飛びこみ準備の体勢に入った瞬間、シホルが「……いい気味」と呟つぶやいたのを、ハルヒロは聞き逃さなかった。ランタはその直後に「せーのっ！」とダイヴしたので、たぶん聞こえなかっただろう。

「か、風邪、ひくよ」とモグゾーが言った。
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　オルタナの市場の近くに様々な物品を買いとる店が何軒か散らばっているのだが、穴あき銀貨はどこの店でも三十カパーがせいぜいだった。穴があいているだけなのに三割の価値しかないというのはどうも納得がいかなかったものの、嬉うれしいことに牙のほうは意外や意外、一シルバーの値がついた。

　なんでもこのグリムガルの辺境には、森林狼おおかみまたの名を灰色狼、それから、白しろ神がみのエルリヒの眷けん属ぞくである白はく狼ろう、そして、エルリヒと敵対している黒くろ神がみのライギルの眷属である黒こく狼ろうという三種類の狼がいる。あの牙は黒こく狼ろうのものだったらしい。黒こく狼ろうの牙には呪じゆ術じゆつ的な力が宿っていると信じられていて、魔ま除よけの材料になったりするのだという。

　そんなわけで、今日の儲もうけは一シルバーと三十カパー。二十カパーは今夜の宿泊費にして、あとの一シルバー十カパーを六人で山分けすると一人あたり十八カパー、余った二カパーは次回稼ぎを分けるときに足すことにしてマナトに預けた。

　市場の屋台でおのおの食事をとって、西町近くのおんぼろ義勇兵宿舎にたどりつくと、なんとなく帰ってきたような心地がした。団章があれば無料で利用できるのに、義勇兵宿舎はがらがらだ。男四人がまず土間に石を敷いただけの沐もく浴よく部屋で頭と身体からだを洗い、女部屋のユメとシホルに「風ふ呂ろ、あいたよ」と伝えてから男部屋に戻った。そのころにはもうハルヒロはわりと眠くて、すぐに干し草のベッドで横になって目をつぶった。

　義勇兵宿舎には四人部屋と六人部屋があって、何人で泊まろうと見習い義勇兵なら一部屋一泊十カパーだ。なぜ四人部屋と六人部屋が同じ料金なのかというと、たぶん部屋の大きさが同じだからで、六人部屋のほうがベッドの数が多いぶん窮屈だ。六人部屋はベッドも小さい。四人部屋のベッドでもコンパクトだから、身長百七十センチのハルヒロはともかく、百八十六あるモグゾーだと六人部屋のベッドには身体が収まらないだろう。

　干し草が敷きつめられた二段ベッドが二つ。あとは、壁掛けランプが一つ。義勇兵宿舎の四人部屋の設備はこれでぜんぶだ。寝る以外のことはできないし、するつもりにもなれない。明日も早いし、ほんとにもう寝ちゃおうかな。

　隣のベッドがミシッと音を立てた。モグゾーが身を横たえたらしい。隣のベッドは下の段がモグゾーで、上の段がランタだ。ハルヒロは上の段で、下の段にはマナトが寝ることになっている。「……マナト？　起きてる？」

「ああ、起きてるよ。どうかした？」

「や、べつに――」話したいことも、ないわけじゃない。たとえば、一日十八カパーってどうなのかな、とか。

　ブリちゃんにもらった十シルバーは、初日に串肉を食べて四カパー、盗賊ギルドに入るために八シルバー使って、その時点での残りが一シルバー九十六カパー。手習いが終わってから、昨日は宿代に四カパー、食費に十カパー使い、稼ぎはゼロ。今日は食費に十二カパー費やして、十八カパー稼いだ。現時点での持ち金は一シルバーと八十八カパーだ。ちなみに、持って歩くのが大変なので、ヨロズ預かり商会に六十カパー預けてある。預かり料の分は目減りすることになるだろう。

　ハルヒロはまだいいが、モグゾーはやばい。昨日の宿代は他ほかの五人で割り勘することにした。でも、食費はマナトに借りたはずだ。今日もけっこう食べていた。何しろ身体が大きいし。モグゾーはたぶん、マイナスだ。借金生活を送っている。

　ハルヒロだって、いつそうなることか。いや、今のところは、仲間に借りられるモグゾー以外が所持金マイナスに陥ることはないだろう。誰も金を貸してくれなければ、ゼロが底だ。無一文。すっからかん。もしそうなったら――どうすればいいんだろ。

　もっと稼がないとまずいよな。宿代と食費で一日十五カパーくらいだから、その倍は欲しい。倍？　倍でいいのかな。義勇兵宿舎は古くて汚い。穴の底に糞ふん尿にようがたまっているトイレなんか気持ち悪くてしょうがないし、沐浴部屋だって、今は寒くないからいいが、季節が変わったらひどいことになりそうだ。干し草のベッドも寝心地が悪い。せめて毛布か何かあれば。もっとましな宿に泊まりたい。下着の替えも持っていないから、沐浴のときに洗って、寝るときは、つまり今もノーパンで、夜の間に乾かしている。ハルヒロもマナトもランタも髭ひげが薄いほうだが、モグゾーはうっすらと無精髭がこびりついているし、髭剃そりくらいあるといい。剃かみ刀そりか、小さなナイフか。それだって買わないとだめだ。

　こんな稼ぎじゃやばいよな。ていうかさ、たまたま泥ゴブが黒こく狼ろうの牙を持ってて、あれが一シルバーで売れて、むしろ運がよかったんだよな。てことは、何？　今日の稼ぎは悪くなかったってこと？　いいほうだった？

　明日また泥ゴブを見つけることができて、首尾よくしとめられたとしても、穴あき銀貨程度しか持っていないかもしれない。穴あき銀貨は三十カパー。六人で分けたら一人五カパー。野宿したとしても、赤字だ。

　考えると、やばいよな。――言いたかったが、やめておいた。口に出すと放置できない問題になって、何か手を打たないといけなくなりそうで。

　とりあえず今日は悪くなかったわけだし、未来のことなんて誰だれにもわからないから、明日はもっといいことがあるかもしれない。だから、いいか。とりあえず、今は。

「なんでもない」とハルヒロが言うと、マナトは「そう」と返事をした。「――なら、いいんだけど」

「よっし！」ランタがいきなりベッドの上段から飛び降りた。「ちょっと行ってくる！」

「え」ハルヒロは身体を起こした。「行くってランタ、どこ行くんだよ」

「昨日は大目に見てやったけどな」ランタは、ヘッ、と妙に苦み走った表情を浮かべてみせた。「今日はそうもいかねえ。やることやっとかねーと、男がすたるしな」

「は……？　意味がわからないんだけど」

「鈍いやつだな。なんでわかんねーんだよ。決まってんだろ。風呂だよ、フッ、ロッ」

「風呂が、何？」

「今、女どもが入ってんだろ？　真っ裸になってヘアーだのボディーだのを洗ってるわけじゃねーか。だとしたら、だ。オレがやるべきことは一つだろ……？」

「お、おまっ、まさっ、の、のぞっ」

「ウフフフフッ。ランタ、行きまーす！」

「ちょっ、だめだって、そんな！」ハルヒロはベッドから下りてランタを追いかけた。でも、こういうときのランタはえらくすばしっこい。つかまえることができずに沐浴部屋の前まできてしまった。

　沐浴部屋は外にある。宿舎とくっついてはいるが、構造的には離れなので、沐浴小屋と呼んだほうが実態に即しているかもしれない。ランタは身をかがめて、その小屋の出入口の扉に耳をくっつけていた。

「おま――」ハルヒロが呼びかけようとしたら、ランタは血相を変えて人差し指を唇にあててみせた。すごい殺気だ。気け圧おされて、ハルヒロはつい黙ってしまった。いやいや、気圧されてどうする。ハルヒロは足音を忍ばせて近づいてゆき、ランタに「……だめだろ、これは」と耳打ちした。「いくらなんでも、人としてやっちゃだめなことだって」

（知ったこっちゃねえ）とランタは声を出さずに口を動かした。（たとえ人間失格でもいい。目的を達するためにそれが必要なら、オレは鬼にでも修羅にでもなってやるぜ）

（鬼とか修羅とか大おお袈げ裟さだろ……自重しろってだけの話なんだから……）

（ジチョー？）ランタは肩をすくめてみせた。（そんな言葉は知らねーな。少なくとも、オレの辞書には載ってねえよ。うほっ）

（……な、何だよ？）

　ランタは扉を指さした。（聞こえるぜえ。あいつらの声がなあ。うへへへへへ）

　ハルヒロは思わず扉に耳を寄せそうになって、すんでのところで自制した。いけない。気にはなるが、そんなことをしたらランタと同類になってしまう。

（ぐっはっはっはっ）ランタは無声で高笑いして、ハルヒロをぎょろっと見た。（我慢するんじゃねーよ、ハルヒロ。おまえはもうとっくに己の本能に負けてんだよ。そうじゃなかったら、無理やりオレを引っぱってくか、大声出すかしてるだろ）

（うっ……）痛いところを突かれた。ハルヒロは胸を押さえてあたりを見まわす。声をもらしてしまいそうになった。暗がりの中に誰かいる。二人だ。こっちにくる。誰だ。

（やあ）と手をあげてみせたのは――マナト。その後ろの巨漢はモグゾーだ。

　ランタも虚を衝つかれたのか、目を瞠みはっている。（……お、おまえら）

「やっ――」ハルヒロが声を出そうとしたら、マナトが人差し指を唇にあてた。まさか、マナトまで。そういうことなのか。それでいいのか。視線で問うと、マナトは静かにうなずいてみせた。そして、モグゾーも。ハルヒロは（ふっ……）と声を出さずに笑った。

　負けたよ。

　おれの、おれたちの本能に、乾杯。

　正直、気になるしね？　見ないけどね？　のぞくまではしないけどね？　小屋には背が届かない高いところに何も嵌はめられていない窓があって、そこから灯りがもれて、湯気が立っていたりして、なんだか誘われているような感じもするけど、まあ高くて届かないしね？　肩車してもらったり誰かを台にしたりすれば、可能性はあるけどね？　そこまでしようとは思ってないしね？　しないよ？　しないって。するわけないって。

　ハルヒロたちは身を寄せあって扉に耳をくっつけた。聞こえる。かすかに。いや、聴力に神経を集中しろ。もっと聞こえるはずだ。そうだ。聞こえる。はっきりと。

「……それにつけてもなあ」これはユメの声か。

「……な、な、何？」こっちはシホルだ。

「……やっぱりおっきいなあ」

「……え、え？　えっ？　な、何がっ……？」

「……シホルのおっぱい、おっきいわあ。あと、形がかわいいなあ」

「……か、かわいい……っ？」というシホルの言葉は、必然か偶然か、ハルヒロの気持ちを代弁していた。いやたぶん、ハルヒロだけじゃないだろう。ランタもマナトもモグゾーも、きっと同じことを思っているはずだ。大きくて形がかわいいって、いったいどんなのだよ!?　まったく想像がつかないんだけど……!?

「……うん、かわいいなあ。ちょっとさわってみてもいい？」

「……え、そ、それは、あっ、だ、だめっ、くっ、ひゃあっ……」

「……ふわあ、すっごいさわり心地よさそうやなあと思ってたら、ほんとにすごいわあ」

「……ちょ、やっ、あっ、ふっ、にゃあ……」

「……にゃあって、なんかあれやんかあ、にゃんこみたいやなあ、シホル」

「……お、お願い、ユ、ユメ、そんなに、さ、さわら、ないで、っっっ……」

「……たゆーんたゆーんして、たっぷんたっぷんしてるもんなあ」

「……そ、そんなっ、い、言わないで、は、恥ずかしい、からっ……」

「……ユメもこんなふうやったら、楽しそう。ユメはこんなやもん」

「……あ、あたしは、ユメ、かわいいと、思う、けど……」

「……えええ。そんなことないわあ。ユメのどこがかわいいん？」

「……そ、その、なんていうか、あたしみたいに太ってないのに、やわらかそうで……」

「……シホルは太ってないと思うけどなあ。ユメのほうがぷにっぷにしてるし」

「……その、やわらかそうなところが、お、おいしそう、で」

「……おいしそうって、シホル、変なことゆうなあ。ユメ、食べ物じゃないよ」

「……ああああ、えええと、そ、それはわかっていて、ただ、あの、比ひ喩ゆっていうか」

「……ためしにちょっと食べてみる？　ほれ」

「……え、で、でも……」

「……かぷってしてみてもいいよ。このへんとか、少ぉーしだけやったら」

（な、なんでやねん……!?）ハルヒロは扉から耳を離して頭を振った。だめだ、だめだ、だめだ。な、な、な、何やってるんだよ、ユメとシホル。どうなっちゃってるんだよ。やばいよ。想像図がとんでもないことになってるよ。女の子同士ってあんな感じ？　わからない。わかるはずもない。見れば、マナトもモグゾーも、ランタまでも、扉から距離をとっている。だよな。そうだよ。刺激が強すぎるし、謎なぞめいている。謎が謎を呼んで頭の中がぐちゃぐちゃだ。ハルヒロはマナトと目を見あわせて、帰ろう、おれたちの部屋へ、と合図を送ろうとした。でも、マナトがどこか別のほうに視線を向けた。つられてそっちを見ると、ランタが夜空を仰いでいた。いや、違う。夜空なんかじゃない。

　窓だ。ランタは飢えた狼おおかみみたいな目つきで窓をじっと睨にらみつけている。すっくと立ちあがった。窓の下へ。手をのばす。背のびをする。届かない。ランタはこっちを向いた。修羅の面相だ。（……おまえらは見たくねーのか？　マジでそれでいいのか？　このチャンスを逃していいのかよ？　後悔しねーって言いきれるか？　ああ？　どうなんだ？）

（そ、それは……）ハルヒロは歯を食いしばった。（それは……）

（後悔は、するかもしれない）マナトは率直だった。（絶対にしないとは断言できない。だけど、これ以上踏みこんで、どうする？　どうなると思う？）

　ランタは眉まゆをひそめて口をへの字に曲げた。（どうなる、だと……？）

（考えてみて。今でも俺たちはエキサイトしてる。これ以上はまずいよ。取り返しのつかない状態になって、それで、俺たちは部屋に戻る……俺たちの部屋に。男四人の部屋に。そんなの、俺は耐えられない。今ならまだ、引き返せる）

　ハルヒロは打ち震えた。さすがマナトだ。いかにもそれはまずい、というか、悲惨だ。今なら、ここまでなら、いい思い出として胸にしまっておける――ような気がする。きっとできる。できるはずだ。おそらく、できるんじゃないかな。

　ここが瀬戸際なのだ。踏み越えてしまったら、後戻りできない。できれば、全員で戻りたい。あいつは越えたのに、自分は。あのときああしていたら。あとからそう思ってしまうような展開はさけたい。

（戻ろう）ハルヒロはランタの腕をつかんだ。強引にでも連れてゆくつもりだった。伏兵は意外なところにいた。

　モグゾーがやおら立ちあがって、窓の下に移動したかと思うと、上半身を倒して壁に手をついた。台。台に？　台になろうっていうのか？　モグゾーはハルヒロたちのほうに顔を向けて、親指を立ててみせた。（――みんな、のって。ぼくは、いいから）

　ハルヒロはランタを見た。それから、マナトを見た。二人とも雷に打たれたような顔をしていた。無理だ、とハルヒロは思った。モグゾーの覚悟は重い。重すぎる。振りはらうことができるだろうか。できない。無理に決まっている。振りはらえるはずがない。

　やるしか、ない。

　ハルヒロはマナトとうなずきあった。どっちが先に行くか。この際、自分はあとでいい、最後でもいい、とハルヒロは思った。一番手はまあ、言い出しっぺだし、ランタか。

　そのランタは、泣いていた。本当にだらだらと涙を流している。涙だけじゃない、鼻水まで。ランタは涙も鼻水もふかずにモグゾーの背中を叩たたいた。「……ったくよおっ、泣かせんじゃねえよ、おまえってやつは……ッ！」

　ハルヒロは「ぉぃ……」と言って、次の瞬間、踵を返して駆けだした。マナトはハルヒロの前を走っている。さすがマナトだ。速い。

「なんでランタの声がするん……!?」と沐もく浴よく部屋の中からユメが叫んだ。

「やべっ！」ランタも逃げだした。「ち、違うからな！　オ、オレじゃねーって！　モ、モグゾーだ、モグゾー！　オレは何も見てねえっ！　聞いてねえっ！」

「ふもーっ!?」モグゾーが派手に転んで、シホルが「きゃああぁぁ」と悲鳴をあげた。

「ランタのあんぽんたん！」ユメは内側の壁を蹴けりつけたようだ。「きもい！　すけべ！　変態！　どっかに行ってしまって、もう二度と永遠に帰ってくるなあぁぁ……！」
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　ユメとシホルには包み隠さず罪を告白し、平身低頭して謝った。

　ハルヒロとマナトとモグゾーの三人は。

　ランタは「見られたわけでもねーのにガタガタ騒ぐんじゃねえ！」と開きなおって顰ひん蹙しゆくを買った。それどころか、ユメとシホルは徹底的にランタを無視するようになった。

　でもべつに、それでチームワークが悪くなってしまい、そのせいで――というわけでは必ずしもないと思う。たぶん、あまり関係ない。

　次の日も、その次の日も、そのまた次の日も、ハルヒロたちはろくすっぽ稼げなかった。ろくすっぽというか、ありていに言えば収入はゼロに近かった。というか、はっきり言ってしまうと、ゼロだった。

　仲間に財布の中身を尋ねる気にはちょっとなれないので、ハルヒロは自分以外の懐具合を把握していない。自分のことだけはもちろん、きっちりわかっている。

　この三日の収支は、十四カパーの赤字、十三カパーの赤字、十二カパーの赤字で、赤字はしめて三十九カパー。一カパーに満たない預かり料を考慮に入れなければ、ハルヒロの全財産は一シルバーと四十九カパーになった。

　何か生活用品的なものを市場で仕入れようとか、下着くらいは買おうとか、そういった腹案は消し飛んだ。もちろん、義勇兵宿舎よりいいところに泊まりたいなんて、そんなだいそれた夢は見るのもおこがましい。食費を毎日一カパーずつ削っていって、どこまで抑えられるか。それが目下の、最大の関心事だ。

　三日連続収入ゼロのショックが大きくて、半端じゃなく大きすぎて、宿舎に戻って沐浴して以来、誰だれも口を開いていない。全員、ベッドで横になっている。もう眠っているのかもしれない。いや、それはないか。この状況ですやすや眠れるほど図太い神経の持ち主はさすがにいないだろう。と思ったら、ランタが鼾いびきをかいている。すげーよ。呆あきれるのを通り越して、ハルヒロはむしろ感心した。まあ、おれもね。寝ちゃったほうがいいのかな。あれこれ考えたってね。明日はいいことあるかもしれないわけだし。今日はもう終わった。どうにもならない。大事なのは、明日だ。明日どうするか。気合いを入れて、獲物を探す。一カパーでもいいから稼ぐ。一カパーじゃだめか。だめだよな。いっぱい稼ぐ。できるだけ、いっぱい。金がなくなるまでに、なんとか。

　寝返りを打ったら、下の段で起きあがる気配がした。

「……マナト？」

「うん」

「起きた？　まだ夜っていうか、夜はこれからだけど。トイレとか？」

「いや」マナトはベッドから下りたみたいだ。「ちょっと出てくる。こんなことわざわざ言うのもなんだけど、ちゃんと戻ってくるから心配しないで」

「え。出てくるって……こんな時間に？」

「夜はまだ、これからだよ」マナトは少しだけ笑った。「行ってくる。疲れてるだろ。先に寝てて」

「あ、うん」とうなずいてから、一人で行かせないほうがいいんじゃないかとハルヒロは思った。そのときにはもう、マナトは部屋をあとにしていた。気がかりで、まだ寝ていなかったモグゾーとああでもないこうでもないと話をしたりしたが、そのわりにいつの間にか眠ってしまった。目が覚めると、マナトは帰ってきていて、しかもハルヒロより先に起きていた。

「おはよう、ハルヒロ。今日は別の場所に行ってみたいんだ。どうかな？」

　マナトは昨夜、花園通りの義勇兵が集まるシェリーの酒場に行って、義勇兵たちから情報を仕入れてきたらしい。その際、酒を奢おごったり、無理やり飲まされたりもしたようだ。マナトはくわしく明かさなかったが、それなりに金がかかっただろう。

「おれも連れてってくれればよかったのに」と言ってみたら、マナトに「ハルヒロ、酒は飲めるの？」と訊きかれた。

「どうだろ」ハルヒロは首をひねった。「飲んだことあるかな。ないかも」

「俺はね」マナトはいたずらっぽく笑った。「どうも嫌いじゃないみたいなんだ。だから、飲みたかったっていうのも、少しあったのかもしれない」

　森はもうたくさんだという雰囲気になっていたから、みんなマナトの提案をすんなりと受うけ容いれた。

　オルタナの北西約四キロ。歩いて一時間少々のところに、その街はあった。

　いや、かつて街だった場所というべきだろうか。少なくとも今は誰も、人っ子一人住んでいない。人・間・は・、誰・も・。

　市街を囲んでいた防壁は八割方崩れている。建物の崩壊率は半分以上、六割か七割くらいだろうか。瓦が礫れきだらけで、あちこちに雑草が生い茂り、朽ちかけた剣だの槍やりだのが転がっていたり、地面に突き刺さっていたりする。恐ろしいことに、骸がい骨こつもそこらじゅうにある。犬とも猫ともつかない生き物が壊れかけた塀や屋根の上を歩いているが、こっちに気づくとすぐに逃げてしまう。鴉からすがひっきりなしに鳴いている。鳴き声のほうに目を向けると、大きな建物の残ざん骸がいが数十羽、それ以上の鴉の止まり木になっている。

　昔、このダムローはアラバキア王国第二の都市だったらしい。オルタナなんかよりずっと巨大な街だったのだ。でも、不死の王ノーライフキング率いる諸王連合軍に攻め滅ぼされて、不死族アンデツドの領地となった。今は違う。不死の帝国分裂後、王がいなくて奴隷扱いされていたゴブリン族が反乱を起こし、不死族アンデツドを追いだしてこの街を我が物とした。

　現在のダムローはゴブリンの根城だ。ただ、旧市街と呼ばれるダムローの南東部は、このとおり、整備されることもなく荒れ果てている。

　そうかといって、ダムロー旧市街にゴブリンがいないわけじゃない。いる。

「――一匹、だけ……かな？」

　ハルヒロは体重をかけたら倒れそうな塀に隠れて、天井と、壁が一枚ない家屋の中をうかがっている。盗賊だから、という理由ですっかり偵察役が定着しつつあるが、ハルヒロはまだ忍び歩きスニーキングや窃盗作法バーグラリーのスキルを習得していないので、じつは鍵開けピツキングができるだけの一般人にすぎない。おれにこんなことやらせてて、大丈夫なのかな。

　前に森でしとめた泥ゴブリンはゴブリンの一種らしい。たしかに、あのゴブリンは泥ゴブリンに似ている。でも、肌が黄緑色で、汚れてはいない。衣服だって身につけているし、棍こん棒ぼうか何かを腰につけている。肩に斜め掛けしているバッグがゴブリン袋だろう。泥ゴブリンは大事なものをくくりつけた紐ひもを首に巻いていたが、ゴブリンはああやってバッグを持っている。その中に貴重品を入れて、常に持ち歩く習性があるのだという。

　ゴブリンは床に腰を下ろして背を壁にもたれさせ、生意気にも腕を組んでいる。うつむいて、目をつぶっているようだ。まだ午前中なのに、うたた寝しているのか。どうもそうらしい。ハルヒロは急いで、それでいて物音を立てないように気をつけて、みんなが待機している場所まで戻った。

「ゴブ一匹。寝てるっぽい」

「よし、やろう」マナトが表情を引き締めてうなずいた。「モグゾーは鎖帷子くさりかたびらを着てるから、どうしても音が出ちゃうよね。だから、まずは俺とハルヒロ、ランタが近づく。モグゾーとユメ、シホルはその後ろから距離を詰めてきて。ゴブリンを起こさないで接近できたら、俺たち三人が一気に息の根を止める。起こしちゃったら、ユメは弓矢で、シホルは魔法で遠くから狙ねらって。モグゾーは急いで前に。真っ向勝負になったら、前と同じフォーメーションで。逃がさないように、全員で囲もう」

　みんなただちにうなずき返した。何しろ三日も稼いでいないから、ランタでさえ真剣そのものだ。

　マナトを先頭に、ハルヒロ、ランタが出発する。家屋まではあっという間だったが、そこからが手間取った。家屋の中は瓦礫だらけで、何か変なものを踏んだらまずい。何度か音を立ててしまったし、思ったより時間がかかった。それでもなんとかあと二歩か三歩でゴブリンに武器が届きそうなところまできた。

　モグゾーたちは家屋のすぐ外にいる。マナトはハルヒロとランタを順々に見た。ランタが自分を指さしてみせる。ランタに任せていいのかなとハルヒロは思ったが、マナトは手を軽く振って、やれ、と合図した。ランタは、ふーう、と息を吐いてゴブリンに歩みよる。振りかぶらずに、ロングソードをゴブリンの胸に突き入れた。

　ゴブリンは「グッ」と呻うめいて目を開けた。ハルヒロたちに気づいて、それから自分が何をされたのか理解したらしい。ゴブリンはわめきながらランタの顔めがけて手をのばした。及び腰になったランタを、マナトが「だめだ！」と一喝する。同時にショートスタッフを繰りだして、ゴブリンの腕を、そして頭を、殴る、殴る、突く、突く。

「クッソ……！」ランタがロングソードを押しこんで、ねじった。

　ハルヒロは何もできないでいる。近づいたら、かえってマナトとランタの邪魔になりそうだ。ゴブリンは依然として身み悶もだえ、罵ののしり言葉のようなものを発しているものの、だんだん弱ってきた。泥ゴブリンでもあんなに苦労したのに、寝込みを襲うとこんなものなのか。やがてぴくりともしなくなった。

「……やったか？」ランタは肩で息をしながらゴブリンの顔をのぞきこんだ。なんとなく、ゴブリンが復活してガッとランタの鼻を食いちぎるところを想像してしまったが、そんなことは起こらなかった。マナトが目をつぶって六芒を示す仕し種ぐさをした。どうやら終わったみたいだ。

　モグゾーとユメ、シホルが家屋の中に入ってきた。ランタがゴブリンの胸に足をかけてロングソードを引き抜きながら、「爪つめか何か剥はいどかねーと。悪徳ヴアイス、悪徳ヴアイス……」とかなんとか呟つぶやいている。マナトが丁寧な手つきでゴブリンが肩に掛けていたゴブリン袋を外した。開けて、中身を出してみせる。ハルヒロは目を剥むいた。「……銀貨だ！」

　ゴブリンは人間の硬貨が好きなのだろうか。しかも、泥ゴブリンと違って、穴をあけていない。そのままの銀貨が四枚もある。四シルバー。それから、硝がら子すみたいに透きとおった石が一つ。あとは骨。何の生き物かはわからないが、指かどこかの細い骨だ。

「おぉぉぉ」ユメが目をまん丸くした。「すごいなあ。最高記録やんかあ。てゆっても、まだ二回目やけどなあ」

「……四シルバー」シホルは目をしばしばさせている。何を言えばいいのかわからない、といった様子だ。モグゾーも「むおー……」と言ったきり、口をつぐんでいる。

　マナトは空を仰いで一つため息をついてから「まだだ」と首を振った。「これを継続しないと。今回はたまたま簡単だったけど、毎回こんなふうにはいかない。気を抜かないで、次の獲物を探そう」

「おまえなあ」ランタがマナトの背中を叩たたいた。「硬いこと言うなって！　せっかく大勝利したんだからよ。オレ様のお陰様で！　こういうときは歓喜したっていいだろ？」

　マナトは一瞬、眉まゆをひそめかけたが、すぐに笑顔をつくった。「そうだね。喜ぶのはかまわないと思うよ。ランタはうまくやってくれたし」

「だろぉ？　なあ？　オレってすげーだろ？　とくによ、ゴブに剣をぶっ刺したまま、非情に酷薄な笑みをたたえるオレなんて、そうとう暗黒騎士っぽかったよな？」

　ハルヒロは「いや」と手を左右に振ってみせた。「普通に必死だっただろ、ランタ」

「アホ！　余裕ぶちかましまくってたっつーの！　どこに目ぇつけてんだよ、おまえ！　あ、そこか！　そこにあったか！　やたらと眠そうな目だから気がつかなかったわ！」

「もういいよ、そのネタは。いちいち反応しないから。悪いけど」

「反応しろよ！　そこは反応しとけよ！　なんか寂しいだろうがっ！」

　みんなでひとしきり笑った。そのあとはマナトの言うとおり、気を引き締めて次の標的を探し歩いた。ダムロー旧市街での一日目は順調だった。これまでの日々を考えると順調すぎて怖いくらいだった。

　ハルヒロたちは夕方までに最初の居眠りゴブリンをふくめて都合四匹のゴブリンをしとめ、四つのゴブリン袋から銀貨を合計八枚、透明な石、黒い石、赤っぽい石、骨と牙きばをいくつか、鍵かぎのようなもの、小さな歯車、何かの金具を手に入れた。買取商で売り払うと、銀貨以外はあわせて二シルバー四十五カパーになった。六人で分けると、一人頭一シルバー七十四カパーで、一カパー余る。その日の宿代と食費で十五カパーかかったから、ハルヒロの総資産は三シルバー八カパーになった。明日も調子がよかったら、下着とナイフを買おうと心に決めた。

　あくる日は、でも、前日ほどかんばしくはなかった。ゴブリン五匹の集団を見つけて、ランタだけは突撃を主張したが、多数決で戦いをさけることにした。不意を衝つかないと一匹でも苦労するのだから二匹でもリスキーだし、五匹なんてもってのほかだ。やめて正解だったとハルヒロは思う。ただ、その後も二匹以下のゴブリンにはお目にかかれず、そろそろ帰ろうという段になってようやく一匹のゴブリンとばったり出くわし、遭遇戦になった。結果、この日の収入は銀貨一枚。たった一シルバー。そんなふうに考えたら罰が当たるだろう。赤字だったかもしれないのに、一シルバーも稼げた。ハルヒロはそう受け止めることにした。下着とナイフはもっと儲もうかってからでいい。

　ダムロー旧市街の三日目は、ゴブリンを探しながら簡単な地図を作ってみることにした。まあ、マナトの発案なんだけど。ちなみに、地図作成のための小さな帳面と鉛筆もマナトが調達した。地形を把握して、どこにゴブリンがいたのかメモしておけば、必ず役立つはずだ。というのも、マナトが言ったことなんだけど。

　ともあれ、順繰りに地図を作りながら旧市街を歩きまわるのはけっこう楽しかった。今度はあっちに行ってみようとか、こっちはまだ行っていないから行こうとか、目的も自然とできた。道も覚えた。地図に書きこんでいない場所に足を踏み入れるときは動どう悸きがしたし、記載済みの場所ではいくらか安心できた。この日はゴブリンを三匹しとめて、戦利品を売ると一人あたり七十二カパーになった。

　それで調子に乗ったわけじゃない。浮かれるほどの稼ぎでもないし。

　ただ、ユメとシホルが買い物をしたいと言いだして、ハルヒロも市場を見て回った。見ているうちに、うっかり綿布の下着を見つけてしまった。頑張って値切ったのだが、古着らしいのに二十五カパーもした。荷物ができたので、必要に迫られてやむをえず背負い袋も買った。こっちは手て頃ごろな中古品がわりとたくさんあって、麻製の頑丈そうなものが三十カパーで手に入った。下着に比べるとかなり買い得感があった。

　義勇兵宿舎に戻ってから、自分はあれを買ったとか、どこの店でいくらだったとか、次はあれが欲しいだとか、みんなで話した。やたらと盛りあがって、なかなか寝つけなかった。さっきまでべらべらしゃべっていたランタがいきなり寝息を立てはじめて、間もなくモグゾーの鼾いびきが聞こえてきた。ハルヒロも眠ろうとした。疲れているし、眠気だって催しているのに、なぜだか意識が深いところまで落ちてゆこうとしない。

「マナト」と声をかけてみたら、思ったとおりマナトは寝ていなくて、すぐに「うん」と返事があった。呼びかけてみたはいいものの、べつに何か話したいことがあったわけじゃない。いや、話すことはいくらでもあるはずだ。急には浮かばないけど。ずっと黙っているのもおかしい。何か言わないと。

　ハルヒロは焦ったあげくに「ありがとな」とこぼしてしまい、恥ずかしくなった。

「なんだよ、突然」マナトは笑った。「感謝してるのは、こっちのほうだよ」

「え？　マナトが感謝……？　なんで？」

「みんな、仲間でいてくれてる。ありがたいよ。なんか、こうやってあらためて言うと嘘うそっぽく聞こえるかもしれないけど、俺は本当にそう思ってる」

「や、嘘だとかは思わないけど、でも――」ハルヒロは右頬ほおの裏側を軽く噛かんだ。「なんていうか、おれらは世話になりっぱなしだからさ。マナトいなかったら、ほんとかなりやばかったし。下手したら、生きてなかったかもしれないし」

「それはお互い様だよ。ハルヒロたちがいなかったら、俺だってどうなってたかわからない。どう考えても、一人じゃとても生きてけないだろ」

　ハルヒロは言おうか言うまいかちょっと迷ったが、思ったことを引っこめられるほど器用じゃないし、堪こらえ性しようもない。「……これ、変な意味にとって欲しくないんだけどさ。マナトなら、仲間なんていくらでも見つけられたんじゃない？　誰だれかに頼んでパーティに入れてもらったりとか」

「義勇兵のパーティに？　正直、ほとんど考えなかったな、そんなこと。俺、たぶん好きじゃないんだよ、人に頭下げたりするの。上下関係なんかも、きっと苦手なんじゃないかな。ここにくるまで何してたのかとか、覚えてないからよくわからないんだけどね」

「あー……」そういえば、そうだ。昔のことを思いだそうとしても、何かふわっとしたものをつかまえたような気がするだけで、形が残らない。そのこと自体を忘れていた。考える余裕がなかったのかもしれない。「おれも、そのへんは同じかも」

「なんとなく――」マナトはそこで少しためらったみたいだ。「俺は、みんなに仲間扱いしてもらえるような人間じゃないような気がするんだ」

「そんなこと……」ない、と思う。思うのだが、断言できない。ここにきてからのマナトのことしか知らないし。マナトもそうなんだ。マナトだって、マナト自身のことがわからない。もちろん、ハルヒロもそうだ。

　考えるとわけがわからなくなってくる。だから、考えないほうがいい。考えたってどうにもならない。だって、思いだせないんだし。

　やることもある。やることっていうか、生きないと。稼がないといけない。

「前のマナトがどうだったか、とかさ」ハルヒロはわざと明るい声音で言った。「関係ないって。誰も気にしないし。今のマナトは、おれたちの仲間だろ。リーダーみたいなものだし。いてくれないと困るよ」

「俺も、みんながいないとだめだ」

　ハルヒロはうなずいた。だけどマナトはベッドの下段にいる。うなずいたって見えない。声に出して何か言わないと。でも、なんて言えば……？　迷っている間にマナトが笑いだした。「しかし、おかしいよな。何もかも。俺たち、何やってるんだろ。剣とか、魔法とか。まるでゲームみたいだ」

「ゲームか。ほんと――」ハルヒロはまばたきをして、首をひねった。「……ゲームって、どういう……？」

「え？」マナトもしばらく考えこんでいた。「……わからない。でも、今、俺が言ったんだよな。ゲームみたいだって。そのときはそう思ったんだけど」

「や、おれも、言われてみたらそうだなって。だけど、ゲームって何のゲームなのかな。ゲーム……」

　違和感がある。喉のどに何かが引っかかっていて、どうやってもとれてくれないような、そういう種類の違和感だ。でも、きっと蓋ふたをしてしまったほうがいい。それどころじゃないし。ハルヒロたちは明日もダムロー旧市街に行く。あくびが出た。ようやく眠れそうだ。
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「――一匹そっち行ったぞ、ランタ！」ハルヒロが声をかけると、ランタは「おうよ！」と即座に応じた。「言われなくたってわかってるっつーの……！」

　前衛のモグゾーとマナトが引きつけていたゴブリン三匹のうちの一匹が、後衛のユメとシホルのほうへ向かった。中衛のハルヒロとランタはゴブリンどもの背後や側面に位置取って攻撃を加えていたのだが、後衛を守らないといけない。そこで、後衛の二人に近い場所にいたランタがゴブリンを抑えに行く。ダムロー旧市街でゴブリンを相手にしはじめてから、かれこれもう十三日も経たったので、これくらいの連係プレーはあうんの呼吸でできる。まあ、ランタはたまに、自分の戦闘スタイルとかスキルとかに酔って、連係も糞くそもへったくれもなくなったりするんだけど。今回は大丈夫だった。

「うぉらぁーっ！　憤慨突アンガー……ッ！」

　――そうでもないかも。

　ランタは相手の間合いの外から思いきり踏みこんでロングソードを突きだす、最近新しく習得したスキルを使って、物の見事に外した。「――なっ!?　さてはおまえ、ただのゴブリンじゃねーな……!?」

「どう見たってただのゴブリンだろ！」ハルヒロはマナトに目配せをした。モグゾーとマナトは二匹なら確実に引き受けてくれる。ハルヒロは駆けて、錆さびた剣でランタを攻めたてているゴブリンの背後をとった。

「クッソ……！」ランタはゴブリンの錆びた剣を弾はじきながら、ちらっとハルヒロを見た。見るなよ、とハルヒロは思いながら、狙ねらいを定めようとする。新しいスキルを覚えたのはランタだけじゃない。みんな一つずつ、それぞれのギルドでスキルを習ってきた。でも、覚えたてだから、使い方を知っているというレベルだ。実戦で活用できる自信なんて微み塵じんもないが、積極的に試さないといつまでたっても実用可能なところまで持っていけない。せっかく高い金を払って身につけたスキルだ。絶対、物にしてみせる。

「……っていってもな」

　ゴブリンは後ろを気にしてちょくちょく振り返るし、ひょこひょこ動きながら錆びた剣を振りまわして牽けん制せいしてくる。なかなか狙いをつけられない。ランタがゴブリンを釘くぎ付づけにしてくれればいいのだが、期待するほうが間違いか。敵の矢面に立つのはランタの本分じゃない。それはハルヒロも一緒だ。ランタもハルヒロも、まともに斬きり結ぶのは怖いから、どうしても敵の後ろか、せめて横に回ろうとしてしまう。そのせいで、二人はゴブリンを中心にしてぐるぐる回転するような格好になって、当然、背後をとられたくないゴブリンもくるくる回転するので、何がなんだかよくわからないことになっている。

「もお！　何をやっとうねん！」ユメが剣けん鉈なたを抜いてゴブリンに躍りかかった。ゴブリンは意表を衝つかれたみたいだ。動作が一瞬、止まった。ユメは×印バツテンを描くように剣鉈を振りまわす。「斜め十字……っ！」

「ヒギャッ」ゴブリンはとっさに下がったが、肩から胸のあたりを浅く斬られた。ちょうどハルヒロに背を向けている。今だ、とハルヒロは思った。思ったときにはもう身体からだが勝手に動いていた。ハルヒロは一息に、すっと詰めよってゴブリンの背中にダガーをねじこんだ。背面打突バツクスタブ。ゴブリンはやわらかい革の鎧よろいを着ているだけだった。そのせいか、ハルヒロのダガーは十センチほども一気に突き刺さった。ゴブリンが振り返ろうとしたので、ハルヒロは「っ！」と力をこめてダガーを引き抜きつつ後退した。ゴブリンは血ち反へ吐どを吐いて、何かしようとしたのかもしれないが、ばったり倒れてしまった。まだぴくぴくしている。でも虫の息だ。そうじゃなかったら暴れるだろう。

「……あれ？」ハルヒロは自分のダガーと倒れているゴブリンを交互に見た。「なんか、あたりどころ？　が、よかった？　のかな？　それとも、悪かった……？」

「うぉっ!?　とどめ刺さねーと！」ランタがゴブリンに飛びかかって、ロングソードを首に叩たたきつけた。「――よっし！　悪徳ヴアイスゲットォーッ！」

　ユメが眉まゆをひそめてハの字にした。「毎回思うねんけど、暗黒騎士は野蛮やなあ」

「野蛮じゃねえ！　より高尚に、残虐と言え！　オレたち暗黒騎士は暗黒神スカルヘル様に仕える、血も涙もない残虐非道、冷酷非情の騎士なのだ！」

「オーム・レル・エクト……」シホルが杖つえでエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えだした。「ヴェル・ダーシュ……！」

　魔法使いはエレメンタルという魔法生物の力を行使する。シホルが呼びだしたのは影のエレメンタルで、見た目は黒い藻のかたまりみたいだ。それが、ヴヲォンッ、という感じの特徴的な音を鳴らして飛んでゆく。影鳴りシヤドービートの魔法だ。シホルは炎熱魔法アルヴマジツクでも氷結魔法カノンマジツクでも電磁魔法フアルツマジツクでもなく、影魔法ダーシユマジツクを覚えることにしたらしい。なんとなく性格が出ているような気もする。

　影のエレメンタルはマナトとやりあっていたゴブリンの後頭部に命中した。ゴブリンの頭だけじゃない、その全身が瞬間、細かく震える。ゴブリンは「ガガッ」と変な声をもらした。影鳴りシヤドービートは高熱でも冷気でも電撃でも衝撃でもなく、超振動によるダメージを与える魔法だ。すかさずマナトがショートスタッフでゴブリンを打ちすえ、蹴け倒たおした。転倒したゴブリンにランタが猛然と襲いかかる。「どぅらぁっ！　憎悪斬ヘイトレツドォォ……ッ！」

　追い撃ちをかけるのはランタの得意技だ。弱って転んだゴブリンにスキルを浴びせなくたっていいのに。そんな理屈、ランタには通用しない。ランタのロングソードはゴブリンを一刀両断――はしない。ロングソードはゴブリンの側頭部にガゴッと当たって頭ず蓋がいに撥はね返されてしまった。それでランタはキレた。「てめえ！　生意気なんだよ！　この！　この！　このっ……！」

　瀕ひん死しのゴブリンをランタがいじめている間に、モグゾーが相手をしている残りの一匹を片づけないといけない。いや、ハルヒロが何かする必要はなさそうだ。ゴブリンが「ギャギャア！」と叫びながら錆びた剣で打ちかかって、モグゾーはバスタードソードでがっちりとそれを受け止めた。鍔迫り合いバインドになる。こうなったらモグゾーは強い。腕力があるし、鍔迫り合いバインド状態から攻撃に移行するスキルも覚えた。

「ぬがーっ……！」モグゾーは錆びた剣を巻きこむようにバスタードソードを動かし、剣先でゴブリンの顔面を切りつけた。巻撃ウインド。モグゾーは素早くはないが、けっこう器用なのだ。ゴブリンは怯ひるんで下がる。ハルヒロは「行け！」と声をかけた。モグゾーは行った。踏みこんで、力いっぱい斜めに斬り下ろす。「どぅもーっ……！」

　憤怒の一撃レイジブロー。戦士にとっては初心者合宿で教えてもらえる基本中の基本スキルだし、見様見み真ま似ねで誰にでもできそうだが、ここぞというときに放って命中させるのはたぶん難しい。ちなみにモグゾーの憤怒の一撃レイジブローは、なぜか「どぅもー」と掛け声をかけることから、仲間内ではど・う・も・斬・と呼ばれている。かわいげのある名前とは裏腹に、その威力はなかなかすごい。モグゾーのバスタードソードはゴブリンの肩口から胸の真ん中にまで達した。モグゾーがそのまま「ふおーっ」とバスタードソードを振りまわすと、ぶん投げられたようにゴブリンが吹っ飛んだ。

「ヒャッホーッ！」ランタがゴブリンに走りよって、ロングソードでめった打ちにする。ユメじゃないが、本当に野蛮だ。やっていることが完全に蛮族だ。ランタはゴブリンの尖とがった耳をナイフで切りとって叫ぶ。「グアッハッハァーッ！　悪徳ヴアイス三連続ゲェーット！　これで通算十一悪徳ヴアイスッ！　オレの悪霊デイモンパワーアップ！　気が向いたら敵の耳みみ許もとでなんか囁ささやいて妨害してくれるようになるぜ！　すげえ……！」

「気が向いたらって……」ハルヒロはため息をついた。「ほんとに使えないんだな、暗黒騎士の悪霊デイモンって」

「おい！　聞き捨てならねえぞ、ハルヒロ！　オレのゾディアックんを堂々とディスってんじゃねえ、呪うぞこらっ！」

　ゾディアックんというのはランタが自分の悪霊デイモンにつけた名前だ。いや、ゾディアックが正式名称で、ゾディアックんは愛称だったか。どっちでもいいが、役に立たない。

「だって、そもそも夜しか呼べないし」

「バァーカ。悪徳ヴアイスが十一を超えたらランクアップして、夕暮れどきとか朝日が昇る前とかなら召喚できるようになるんだよ！」

「日が暮れる前にはだいたいオルタナに戻るし、日の出前なんか寝てるだろ」

「んー。そやけどなあ」ユメはむっとしたようにほっぺたをふくらましながら目を輝かせるという、なんとも複雑な表情を浮かべた。「飼い主のランタとはあべこべで、ゾディアックんはちょぴっとかわいいからなあ」

「オレは飼い主じゃねえ！　悪霊デイモンは飼ったりできるもんじゃねーんだよ。どっちかっつーとだな、ゾディアックんはオレに取り憑ついてるわけ。悪霊デイモンなんだからな！」

「……ということは」シホルがうつむいて、くくっと笑った。「ハルヒロくんを呪のろう前に、ランタくんが、呪われちゃってるんだ……」

「ま、まあ、そういうことだな。そ、そうなのかっ!?　マジで？　ゾディアックん、オレのこと呪っちまってんの？　嘘うそ？　ゾディアックん？　どうなんだよ、そこんとこ？　いや、今は昼間だから訊けねーけど……」

「みんな、お疲れ」マナトは笑顔で全員を見まわした。「怪け我がは――してないみたいだけど、もし痛いとこがあったら言って。大丈夫そうなら、ゴブリン袋を確認しようか」

「オレ、オレ、オレ！　オレがやる！　オレが！　オレにやらせろっ！」

　ゴブリン袋三つの中身は、銀貨七枚と、値がつきそうな石ころは二つ、売れるかどうかわからない牙きばや骨が三つ、売れそうにないがらくたがいくつかだった。石の値段次第だが、うまくいけば十シルバー以上、悪くても八シルバーの儲もうけといったところだろう。

　朝七時にオルタナを出て、八時ごろダムロー旧市街に到着、太陽の位置からするともう正午をすぎている。ハルヒロたちはゴブリンの屍しかばねを簡単に埋葬、というか片づけて、少し離れた場所で昼休みをとることにした。各人がパンやら干し肉やらを背負い袋やバッグに入れて持ってきている。楽しい昼飯の時間だ。

「あ、お祈りしないとなあ」ユメは干し肉をナイフで薄く削そいで地面に置き、手をあわせて目をつぶった。「白しろ神がみのエルリヒちゃん、いっつもありがとお。食べ物ちょっと分けたげるから、これからもよろしくなあ」

「それってさ」ハルヒロはパンをちぎった。西町の手前にあるパン屋タッタンのパンは、安くてえらく硬いのだが、地味にうまい。「狩人かりゆうどギルドの掟おきてで決まってる儀式なんだっけ。ご飯食べるたびに、神さまに少し捧げなきゃだめなんだろ」

「そやなあ」ユメは目をぱっちり開けて、こっちに顔を向けた。「白しろ神がみのエルリヒちゃんは、すっごいおっきい狼おおかみやねんかあ。そいでな、やっぱりすっごいおっきい黒くろ神がみのライギルっていう狼がいてなあ、エルリヒちゃんとライギルはものっそい仲が悪いねん。狩人はな、エルリヒちゃんが守ってくれるから、狩りとか毎日つつがなくできるんやって」

「つまり、信仰してるんだろ。狩人は白しろ神がみのエルリヒを。それなのに、ちゃん付けしたり、食べ物分けてやるとか言ったりして、やばくないの？」

「いいねんて」ユメはひにゃひにゃ笑った。「エルリヒちゃん、懐が広いからな、こんくらいで怒ったりしいひんってユメは思うねやんかあ。実際、怒られたことないしなあ」

「……気持ち、は」シホルはドーナツみたいなものを大事そうに持っている。「ユメの気持ちは、神さまにちゃんと、伝わってると思う。あたしがそう思うだけ、だけど……」

　マナトが革水筒に口をつけてから、「うん」とうなずいた。「言葉遣いなんかも大事だけど、気持ちがこもってるかどうかのほうがもっと重要だよ。俺たち神官の光魔法は祝詞のりとを間違うと発動しないけど、エルリヒへの祈りはそういうものでもないだろうしね」

「気持ちはなあ、いっぱい、いーっぱい、あるよ」ユメは両腕を広げてみせた。「ユメ、夜になったら寝るやんかあ。そしたらな、けっこうエルリヒちゃんが夢に出てくるねん。ユメな、エルリヒちゃんにのっていいかいって訊きいてな、そしたらエルリヒちゃん、いいよってゆうてなあ。ユメ、エルリヒちゃんにのせてもらって、エルリヒちゃん、ぱーって走ってな、めっちゃ速かってなあ。すっごいなあ、ゆうてなあ」

「……その話」ランタは干し肉をくちゃくちゃ噛かみながら渋面をつくった。「しっかりオチがあんだろうな。ここまで我慢して聞いてやったのに、もし切れ味鋭いオチが用意されてなかったら本気でブチキレるぞ、マジで」

「オチ？」ユメは目をぱちぱちさせて首をかしげた。「ないよ？　そんなん」

「ずこーっ！」ランタは豪快にずっこけてみせた。「アホかーっ！　オチのない長話はするんじゃねえ！　期待して裏切られる負のスパイラルから抜けだせずに溺おぼれ死んじまったらどうしてくれる！」

「勝手に……」とシホルが小声で言った。「溺れ死ねばいいんじゃ……」

「あっ！」ランタはシホルを指さした。「ああっ！　あああっ！　聞こえたぞ、聞こえちまったぞ、シホル、今おまえ、オレに死ねっつったな、おい!?」

「……あたしは、溺れ死ねばいいとしか」

「ご丁寧に死因までつけてくれやがってんじゃねえか！　最悪だな！　人として最低の行為だな！　史上最低最悪の腐れ悪女だよ、おまえは！」

「気にしなくていいよ、シホル」ユメがシホルを抱きよせて頭を撫なでた。「所しよ詮せん、最低人間がゆうてることやからなあ。シホルはなぁーんも悪いことないよ。悪いのは最低人間のほうやからなあ。あんまり最低すぎるし、人間やないのかもしれんね」

「人間だっつーの！」

「天パだけど？」とハルヒロが言うと、ランタは「そう！　天パだけど……」と一度肯定してからこっちを睨にらんで、くりくり髪を引っかきまわした。「天パは関係ねえっ、むしろ人間の条件にしたっていいくらいだ！　天パにあらずんば人にあらず！　どうだッ！」

「……それなら」モグゾーはげんこつみたいなパンをごっくんとのみくだした。「ぼく、人間じゃなくても、いいかな」

「ユメもやなあ」「……あたしも」「おれも」

「待って」マナトが妙に真剣な顔つきになった。「冷静に考えてみない？　本当に天パが問題なのかどうか。俺は違うと思う。天パに罪はないよ。天パはちっとも悪くない。それどころか、天パは被害者なんじゃないかな」

「ん？」ランタはくりくり髪を引っぱった。「……被害者？　こいつが？　てことは、加害者は……オレかぁぁっ!?　オレのせいで天パが悪に染まったとでもいうのかよ!?」

「冗談だよ、ランタ」

「マナトォッ！　てめえはいっつもニヤニヤしてやがるから、本気か冗談かさっぱり区別がつかねーんだよ！　この仮面を被かぶった腹黒野郎がぁっ！」

「は、は、腹黒、なんて！」シホルが立ちあがった。顔が真っ赤で、頭から湯気くらいは上がりそうな勢いだ。「は、は、腹黒じゃ、ないもん！　マ、マナトくんはっ！　腹黒なんかじゃ、ないっ！　て、訂正してっ！　い、今すぐ！　早くっ！」

「……お、おう」ランタはたじたじとなっている。「いや、でもそんな、な？　マジで思ってるわけじゃねーしな？　売り言葉に買い言葉っつーか、あるだろ、そういうの」

「て、訂正、してっ！」

「わ、わかった、わかったって。するって、訂正。マナトは腹黒じゃねーよ。マナトの腹は白い。風ふ呂ろで毎日見てっから、オレは知ってんだよな。白いんだよ、マナトの腹。マジで。色白なんだよな。男にしては。つーか、女子レベルでも充分白いかもな」

「し、白……」シホルはよろめいた。「……マナトくんの白い、おなか……おふろ……」

「白いかな、俺」マナトは神官服と、その下の肌着もめくった。「そうでもないと思うけど。ハルヒロ、俺って白い？」

「ああ、まあ……」ハルヒロはシホルとマナトを見比べた。マナトも色白だが、シホルのほうが白いと思う。でも、そういうことじゃなくて。なんとなくそうなのかなとは感じていたが、これはもうほぼ確定だろう。シホルはマナトに好意を抱いている。マナトは気づかないのか。そんなに鈍くないはずだから、それはない。ということは、気づかないふりをしているのか。だとしたら、マナトのほうはそうでもないのかもしれない。シホル、かわいそ。おれがかわいそうとか思うのも、なんか違うような気もするけど。「白いっていえば、白いかな。うん。白いよ。肌、つるっつるだし」

「……肌、つる、つる……」シホルは倒れそうだ。「つる、つる……お肌……」

「シホルぅ、だいじょぶかあ」ユメがシホルを支えた。「あんまなあ、妄想したら大変なことになってしまうからな、ほどほどにしといたほうがいいよ。シホル？　シホル？」

「にゃぅぅぅぅ……」シホルは目が回っているようで、ユメにしがみついている。

　しまった、とハルヒロは思った。余計なことを言ってしまったか。なんか、かわいいっていうか、おもしろくて、つい。

　ランタが、ケッ、と吐き捨ててそっぽを向き、パンを食べはじめた。なんだかおもしろくなさそうにしている。どうしてだろう。もしかして、ランタはシホルを憎からず思っている？　シホルはマナトのことが好きっぽいから、それでむかついているとか？　もしそうなら、ランタは反省したほうがいい。だって、女の子に好かれるようなことしてないっていうか、嫌われそうなことばっかりしてるだろ、おまえ。

「いいパーティになってきたな」とマナトが呟つぶやいた。

「え？」

「ゴブリン三匹までは普通にいけるようになった。誰だれも怪我しなかったくらいだから、余裕があったって考えても間違いじゃないと思う。ユメは弓矢より剣鉈のほうがずっと得意だね。けっこう力がある。やり方を考えれば、四匹いけるかもな」

「ああ、それは――」ハルヒロは想像してみた。モグゾーとマナトが一匹ずつ、ハルヒロとランタ、ユメで二匹を受け持つ。シホルの影鳴りシヤドービートを絡めて素早く一匹しとめてしまえば、なんとかなりそうな気がする。「うん。四匹はいけるんじゃない？」

「モグゾーは頼りになるよ、やっぱり。何せ、身体からだが大きいから。いるだけで相手を威圧できる。剣の扱いが正確だから、決めるところは決めるし」

「あ、それはおれも思ってた。モグゾーって器用だよな」

　モグゾーはパンをのみこんだ。「……そ、そう？　かな。わかんないけど。で、でも、細かい作業とかは、けっこう好きかな」

　ランタに「似合わねんだよ！」と八つ当たりされて、モグゾーは首をすくめた。「う、うん、ぼくも、そう思うけど……」

「いいことだろ」ハルヒロはランタを軽く睨んだ。「モグゾーはどっかの誰かさんみたいに雑じゃないんだよ」

「おお？　何だそれ、オレに言ってんのか？　オレの異名は疾風の精密機械だぞ？」

　ユメがシホルをいい子いい子しながらランタに冷たい眼まな差ざしをそそいだ。「だれーもランタをそんなふうに呼んだことないやろがあ」

「ランタだってすごい」マナトの穏やかな表情からすると、冗談を言っているわけじゃないみたいだ。「常に攻めていく姿勢がとくにね。失敗を恐れないから、きっと誰よりも早くスキルをうまく使えるようになるよ。ランタ以外は、俺もふくめてどっちかというと慎重だろ。ランタがいなかったら、なかなか前に踏みだせないかもしれない」

「ま、まーな？」ランタは若干目が泳いでいる。うろたえているのか。「オレの異名は、あれだしな。旋風の前進機械だし？」

　ハルヒロは一応、「疾風の精密機械はどうした……」とツッコミを入れておいた。

「シホルは」マナトは短く息継ぎをした。やっぱりシホルの気持ちを察しているんだろうなとハルヒロは推測した。「――シホルは、周りがよく見えてる。影魔法ダーシユマジツクはたしか、標的を惑わせたり、足止めしたりする魔法が多いんだ。いざってとき仲間を助けられそうだし、助けたいから、シホルは影魔法ダーシユマジツクを覚えたいと思ったんじゃない？」

　シホルは少しの間ぽかんとしていたが、無言でこくっとうなずいた。火とか氷とか雷とかわかりやすいところじゃなくて、あえてマニアックな道を選ぶあたりがなんとなくシホルらしいと、ハルヒロは思っていた。そうじゃなかったのか。単なる好みの問題じゃなくて、シホルはちゃんと考えていたのだ。馬ば鹿かだろ、おれ。何もわかってないし。

　マナトはユメに目をやった。「ユメは物もの怖おじしないよね。ひょっとしたら、俺たちの中で一番勇気があるんじゃないかな。治療者ヒーラーとしては気をつけてほしいけど、何かあったとき、ユメが助けてくれるかもなって思ってる」

「ユメがあ？」ユメは自分を指さして、顔をとろとろにした。「そうかなあ。勇気あるんかなあ。ユメ、そんなんゆわれたことない気がするけど。でも、怖いとかは、あんまり思わんかも。狩人かりゆうどなのに弓矢がへたくそなのは、勘弁してなあ」

「苦手なこととかできないことは、誰にだってある」マナトはまるで自分に言い聞かせるように言った。「一人きりなら致命的になる場合だってあるかもしれないけど、仲間がいるんだ。補いあえばいいんじゃないかと思うよ」

「そっかあ」ユメは何度も首を縦に振った。「そやなあ。これからもみんなに迷惑かけてしまうかもしれんけど、ユメもめっぱい頑張るから、よろしくなあ」

　ランタが、ヘッ、と鼻を鳴らした。「めっぱいじゃなくて目一杯だろ。めっぱいだと、あれじゃねーか。なんか特殊なチチタイプみたいじゃねーか」

「めっぱい……」ユメは自分の胸をさわった。「どんなおっぱいなんやろ。めっぱい。ユメのちっぱいと、何親等くらい離れてるんやろなあ」

　流すのもなんなので、ハルヒロはとりあえず「……親族なの？」と尋ねてみた。

　ユメは大おお真ま面じ目めな顔つきでハルヒロを見た。「ハルくんは、親族やと思う？」

「さ、さあ。どうだろ」

「どうなんかなあ。めっぱい。響きはちょびっとだけかわいいしなあ」

「め――」とモグゾーが言った。みんなの視線が集中すると、モグゾーは一瞬で額に汗をにじませて手と頭を振った。「な、な、な、なんでもない、よ。ほ、ほ、本当に、なんでもないから」

「……気になる」シホルにじっと見つめられて、モグゾーは下を向いてしまった。あげくの果てに「ご、ごめんなさい」と謝ったので、それ以上は誰も追及しなかったが、いったいモグゾーは何を言いかけたのか。シホルじゃないけど、かなり気になる。

　その後は雑談しながらおのおの昼食をとって、午後の部を開始することになった。歩きだしてから気づいた。マナト、他ほかのみんなのことは褒めちぎってたのに、おれのことは一言も言わなかった？　たまたま忘れただけか。それとも、ハルヒロには褒めるようなところが何もないのか。じつは、マナトの中でおれの評価って低かったりして？　マナトとはよく話してると思うんだけど。話し相手くらいにしかならない存在だとか？

　もやもやする。でも今さら、「な、マナト、おれは……？」なんて訊きけない。それはちょっと、いくらなんでも恥ずかしすぎる。

　まあ、いっか。

　たぶんうっかり忘れたか、ハルヒロに言及する前に話題が変わったか、そのどちらかだろう。そう考えることにした。微妙にもやもやするけど。集中だ。集中しないと。

「……いる」

　ハルヒロは手をあげて立ち止まるよう仲間に合図をした。全員いったん物陰に隠れて、まずは偵察だ。もちろん、ハルヒロが一人で行く。稀まれにランタがついてきたがることもあるが、正直、一人のほうが気楽だ。自分のことだけ考えればいいし。

　金を貯ためたら、盗賊作法の忍び歩きスニーキングは必ず覚えたいスキルの一つだ。今も当然、音を立てないように気をつけて歩いている。だけどおそらく、何かコツがあるのだ。それを知りたい。バルバラ先生に教えてもらいたい。

　ゴブリンたちは壊れかけの石造二階建てにいた。その建物の二階部分はほとんど潰ついえていて、一階の壁も一部崩れ落ちている。露台のような二階に、金属製らしいかっちりした鎧よろいを身につけて剣を背に負っているゴブリンが一匹、それから、一階で床に座っているゴブリンは――大きい。

　ゴブリンの身長はたいてい百二十から百三十センチの間くらいだ。百四十センチもあると、そうとうでかい。サイズ的には人間の子供と同程度の種族だ。あのゴブリンは、でも、そんなものじゃない。遠目からなので正確なところはわからないが、二階のゴブリンよりも明らかに一回り以上、二回りほど大きいかもしれない。

　あんなゴブリン、初めて見た。装備は、鎖帷子くさりかたびらを着ているのか。シンプルな形の兜かぶとまで被っている。武器はここからだと確認できない。

　移動して建物の周囲を探ってみたが、他にはいないようだ。ゴブリンは二匹。鎧ゴブリンと、特大ゴブリン。ハルヒロはみんなのところに戻った。

「やばい。二匹だけど、一匹はすっげーでかい。おれらくらいあるかも」

「ホブゴブリンだ」マナトはわずかに目を瞠みはった。「ゴブリンの亜種で、普通のゴブリンよりも体格がいい。凶暴だけど頭はよくなくて、ゴブリンの奴隷みたいになってることもあるらしいから、それじゃないかな」

「ほーう」ランタは舌した舐なめずりした。「奴隷を連れてるってことは、そのゴブ野郎、身分が高かったりするんじゃね？　だとしたら、いいモン持ってるよな、きっと」

　ハルヒロは指先で顎あごをこすった。「……たしかに、板金の鎧をつけてた。ホブゴブリンも鎖帷子を着てたし。それに、兜まで。あの兜なら、おれたち人間でも被かぶれるかも」

「おー……」とモグゾーが唸うなった。とりわけ敵に真っ向勝負を挑む戦士のモグゾーにとって、防具は重要だ。でも、値が張る。新品はとても手が出せないし、中古だと苦労してサイズがあうものを探すか、鎧よろい鍛か冶じに頼んで直してもらうかしないといけない。そんなわけで、モグゾーをふくめて全員、まだギルドでもらったものを使っている。

「二匹か」マナトは目を伏せた。迷っているみたいだ。

「んー」ユメは斜め上のほうに視線を向けた。「二匹ならいけると思うけどなあ」

「あたしが」シホルは杖つえをぎゅっと握りしめた。「最初に一匹狙ねらって、魔法を当てられれば、そのあとたぶん、楽になる……んじゃない、かと」

「ユメもな、弓矢でぴゅーって撃ってみるよ。外れてもなあ、ゴブちんびくっとなってな、がーっといけると思うねやんかあ」

　マナトはざっと仲間の顔を見まわした。みんなやる気になっている。さっきマナトに褒められて、士気が上がっているのかもしれない。いつもよりテンションが高めだ。ハルヒロはそうでもないので、なんとなく取り残されている感もあるが、盛りあがっているところに水を差すこともないだろう。ハルヒロが「やるか」と声をかけると、マナトはうなずいた。「よし、やろう」

　作戦はすぐに決まった。ハルヒロとユメ、シホルが先行して、まず遠距離から攻撃。相手がこっちに気づいた段階で、モグゾーとマナトが前に出る。モグゾーはホブゴブ、マナトが鎧ゴブを受け持ち、ハルヒロとランタ、ユメは後ろや側面から攻めて、シホルは遠くから魔法で援護する。

　円陣を組んで全員の手を重ね、マナトの「ファイトっ」という小さな掛け声のあとで一斉にはねあげて控えめに声をそろえた。「――いっぱーつ！」

　いつからか気合いを入れるためにやるようになったのだが、ハルヒロは内心、不思議に思っていた。「……ファイト一発って何なんだろ」

「……さあ？」シホルが首をかしげた。「でも、なんとなく懐かしい、ような」

「ユメもそんな気がするなあ。そやけど、何かはわからないねん。おかしいなあ」

　ハルヒロはユメとシホルを引き連れて二階建てに近づいてゆく。マナトとモグゾー、ランタの三人も、ハルヒロたちの六、七メートル後方につけている。弓矢はともかく、魔法の射程は十メートルほどらしい。十メートルまで接近できるだろうか。ちょっと厳しいかもしれない。というか無理だ。この塀。二階建てまで十五メートルくらい。ここより先に進んだら、ゴブどもに気づかれてしまいそうだ。

　ハルヒロはシホルの耳に顔を寄せた。囁ささやこうとしたら、かすかに甘いような特徴のある香りがして息が詰まった。「……シホル、何かつけてる？」

「……え？　何か、って？」

「や、なんでもない。ごめん。ここから狙えない？　少し遠いけど」

「……やってみる。自信は、ないけど」

　シホルが胸に手をあてて静かに深呼吸をすると、ユメも弓を構えて矢をつがえた。

　ゴブどもはこっちを見ていない。

　二人が塀から上半身を出した。シホルが杖でエレメンタル文字を描く。「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　シホルの杖の先から、黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルがヴヲォンッと射出された。同時にユメが矢を放つ。矢は鎧ゴブの頭上をひゅーっと飛んでいって、影のエレメンタルはホブゴブの左腕に当たった。ホブゴブが身を震わせて「ゴフッ」と声をもらす。鎧ゴブも矢に気づいたみたいだ。こっちを向く。ハルヒロは叫んだ。「見つかった！」

「出るぞ！」すぐさまマナトが号令をかけた。

　ホブゴブが足あし許もとに置いてあったらしい棘付きの大きな棍こん棒ぼうを持ちあげて、よろよろと立ちあがった。影鳴りシヤドービートの魔法は効いたようだ。鎧ゴブも手に何か持っている。あれは何だ。武器か。がっちりした柄の先に小さな弓のようなものが据えつけられている。鎧ゴブがその先端をこっちに向けた。ハルヒロはとっさにシホルとユメの肩に手をかけた。隠れろ。言おうとした。その前に矢が飛んできた。シホルとユメはハルヒロに押し下げられるようにして尻しり餅もちをついた。ハルヒロは「おっ……」とあとずさる。それから痛みがきた。右胸。刺さってる。矢が。痛い。痛い痛い痛い。ハルヒロはしゃがんだ。体勢を変えると痛い。じっとしていても痛い。息ができないほど痛い。シホルが「ゃぅっ」と短い悲鳴をあげて、ユメがハルヒロの背中に手をふれた。「ハルくん……!?」

「っ……っ……っ……」痛いって。さわらないで。さわるな。痛いから。やばいこれ。もしかして死ぬ？　死ぬんじゃ？　死？　いや、それはない。ないと思う。死にたくないし。痛いけど。痛いって。助けて。誰だれか。だめだこれ。このままは無理。

「ハルヒロ！」マナトだ。マナトがきてくれた。マナトはいきなり矢を抜いた。矢と一緒に何か大事なものも抜けたような感覚に襲われて、血がどばっと出た。し、死ぬってマナト、そんなことしたら。マナトはかまわず六芒を示す仕し種ぐさをして祝詞のりとを唱えた。「光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒し手キユア」

　マナトの掌から放たれる光がハルヒロの傷をふさいでゆく。たぶん治っていると思う。でも痛みが消えない。ハルヒロは息を吸う。吸う。吸う。苦しくて吐くことができない。やがてちょっとましになってきた。まともに息ができる。ハルヒロは右胸をさわってみた。ぐっしょりと血で濡ぬれている。だけど痛くない。

「マ、マナト……！」ランタの声だ。「早くしろ！　も、もたねえ……！」

　マナトは「大丈夫だな!?」と怒鳴ると、ハルヒロがうなずくよりも早く駆けだした。そうだ。ハルヒロが撃たれて治療してもらっている間も戦闘はつづいていたはずだ。建物のほうに目をやると、モグゾーはホブゴブと、ランタとユメが鎧ゴブと激しくやりあっている。マナトはランタとユメに加勢するつもりか。シホルの魔法の光弾マジツクミサイルがホブゴブに命中した。でも、ホブゴブは小揺るぎもしない。ハルヒロは慌てて立ちあがった。鎧ゴブのほうはマナトが入ればおそらく、なんとかなる。ホブゴブをどうにかしないと。

「モグゾー、頑張れ……！」ハルヒロはモグゾーに声をかけてホブゴブの背後をとった。ホブゴブは自分の正面にいるモグゾーしか視界に入っていないのか、ハルヒロには目もくれない。これなら背面打突バツクスタブを狙いやすい。そのはずなのに、どうしても肉薄できない。

　ホブゴブの背丈はハルヒロとモグゾーの中間くらいか。横幅や厚みはモグゾーよりもありそうだ。棘とげ付きの棍棒は木製らしいが、かなりぶっとい。あんなものを食らったら、鎖帷子を着ているモグゾーでもただではすまないだろう。鎖帷子。そう。ホブゴブの鎖帷子が問題だ。上着だけじゃない。鎖を繋つなぎあわせたズボンまで穿はいている。そのうえ兜を被っているのだ。完全防備といってもいい。ダガーなんて通用するのか。

「どぅもーっ……！」と、モグゾーが必殺のど・う・も・斬・を放った。ハルヒロは一瞬、喝かつ采さいをあげそうになって、唖あ然ぜんとした。モグゾーのバスタードソードはホブゴブの左肩をとらえたのだ。それなのにホブゴブはぐらっとしただけで、間髪を容いれずに反撃した。迫りくる棍棒を、モグゾーはあやういところで撥はね返す。いや、押された。モグゾーの体勢が崩れた。まずい。モグゾーがやられる。

「この……！」ハルヒロはホブゴブの背中に体当たりしながらダガーを突き刺そうとした。いやな音がして――だめだ、刃が通らない。弾はじかれた。でも、ホブゴブはつんのめりかけて、こっちに向きなおった。棍棒がくる。ハルヒロは飛びのいた。「――うおっ!?」

　怖い。かすったわけじゃない。余裕はあった。だけどやばい。内臓が縮んだみたいな。生きた心地がしない。ハルヒロは下がる。下がらずにいられない。「む、無理……！」

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」シホルが呪じゆ文もんを唱えた。影のエレメンタルがホブゴブの横っ腹にぶち当たって、超振動させる。「ゴッ……」と震えるホブゴブに、モグゾーがバスタードソードを叩たたきつけた。「ふがーっ……！」

　頭だ。火花が散って、兜がへこんだ。ホブゴブはよろめく。ハルヒロは「い、今だ！」と叫んで助走した。飛とび蹴げりだ。ホブゴブはおっかない、だけど転ばせてしまえば。跳びあがる前に、マナトに呼ばれた。「ハルヒロ、こっちを！　ランタが……！」

「えぇっ!?」見れば、ランタが首から血を流してへたばっている。「く、首……!?」

　マナトがランタの傷の具合を確かめようとしていて、ということはユメ一人で鎧ゴブを相手にしないといけない。まずいって、それは。「シャア！　シャア！」と鋭く剣を繰りだし、ユメを追いつめようとしている鎧ゴブに向かって、ハルヒロは突っこんだ。「おいこら、こっちだゴブ……ッ！」

　それで狙いどおり鎧ゴブの注意を引くことはできたが、おかげで打ちあわないといけなくなった。いや、打ちあうことなんかできない。鎧ゴブはランタのロングソードと同じような長さの剣をひょいひょい振りまわす。ハルヒロは逃げまわる。よけて、かわして、逃げるだけで精一杯だ。鎧ゴブは今まで戦ってきたゴブリンとは比べ物にならないほど敏びん捷しようで、専門の訓練でも受けているんじゃないかと思えるほど巧みに剣を操る。鎧ゴブの剣をダガーなんかでうっかり防いだら、どうなるかわからない。モグゾーは一人で大丈夫なのか。気になる。だけどそっちを見るゆとりがない。

「刈り払い……っ！」ユメが後ろから鎧ゴブに斬りかかった。剣けん鉈なたによる力強い横よこ薙なぎの一撃は、だが、読まれていたのか。鎧ゴブは振り向きざまにユメの剣鉈を打ち返した。剣鉈がユメの手から吹っ飛んで、鎧ゴブは追撃しようとする。「させるかよ……！」ハルヒロは鎧ゴブに飛びかかろうとした。まさか、これも読まれていたっていうのか。鎧ゴブは反転して剣を振りおろした。やばっ。ハルヒロはダガーで剣を受け止める。だめか。受け止めきれない。鎧ゴブの剣がザガガッとダガーの刃の上を走って、鍔つばでも止められない、ハルヒロの右腕に食いこんだ。「――いづっ……！」

　ハルヒロはダガーを取り落とした。鎧よろいゴブが押しこんでくる。斬きられる、と思った。間一髪だった。

「憤激突アンガーァァ……ッ！」ランタだ。ランタが横合いから跳んできて突きを放った。鎧ゴブはしゃがんでこの突きをかわし、息もつかせず逆襲に転じた。ランタは下がる。まっすぐ、斜めに下がる。「――クッソ！　ふざけやがって、ゴブ野郎の分際で……！」

　ランタは顔色が悪い。やたらと汗をかいている。傷は治してもらったみたいだが、流したぶんの血が戻るわけじゃない。だけど助かった。ハルヒロは命拾いした。痛いけど。右腕。かなり深くやられた。左手でダガーを拾う。右手は動かせない。痛い。

「ハルヒロ！」マナトが駆けよってきて、さっそく光魔法の準備を始めた。「光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒し手キユア」

　歯を食いしばって痛みをこらえ、治療してもらいながら、ハルヒロは周囲に目を配った。モグゾーはなんとかホブゴブの猛攻をしのいでいる。でも、だいぶきつそうだ。足許が少しおぼつかなくなっている。シホルの援護は期待できそうにない。たぶん魔法の使いすぎでしゃがみこんでいる。ランタはどうにかこうにか鎧ゴブの攻撃をかいくぐっているという感じか。ユメは腕かどこか怪け我がをしたみたいだ。

「……よし」マナトはハルヒロの右腕をさわってみてから、ユメに向かって叫んだ。「ユメ、こっちにきて！　治療する！」

「ユメ、これくらい平気！　まだやれる！」

「いいから、こい！　ハルヒロ、ユメと交替だ、行って！」

「……わかった！」ハルヒロはマナトの言うとおりにしながら、不安を抱いていた。これでいいのか。マナトもちょっと息が乱れていた。魔法、連続で使いすぎなんじゃ？　でも、ハルヒロは盗賊だ。魔法のことはよくわからない。それに、自分とマナト、どっちの判断が信じられる？　もちろん、マナトだ。ハルヒロはそこまで自信がない。

　いいんだ、これで。いいはずだ。いいに決まっている。

　ハルヒロはユメと入れかわった。鎧ゴブを攻めたい。だけどなかなか手が出せない。攻撃すると反撃を受けそうで、怖いのだ。ランタも同じなのか。鎧ゴブは手強い。隙すきがない。加えて、いつの間にか兜かぶとまで被かぶっている。板金の鎧に、兜。だめだろ。よしんばダガーが当たったって、弾はじかれる。ランタのロングソードでもあやしい。モグゾーのバスタードソードなら？　でも、モグゾーはホブゴブで手一杯どころか、おそらく劣勢だ。

　詰んでるよな、これ、と唐突に思った。そうだよ。詰んじゃってる。勝てない。どうやっても勝てっこない。ほんとはわかってただろ。もっと前からわかっていた。負けるって、これ。負ける？　負けたら――どうなる？　やられる？　死ぬ？　全員？

　ハルヒロはマナトのほうを見た。マナトはまだユメを治療している。いや、終わったみたいだ。マナトとユメがこっちにくる。「ハルヒロ、モグゾーを！」とマナトに言われて、ハルヒロは反射的にうなずいてしまった。いいのかな。だけどモグゾーを手助けしないといけない。それはたしかだ。ハルヒロはホブゴブの背後をとろうとした。そのときだった。ホブゴブが「ヌガアアァァァァッ！」と獣じみた雄叫びをあげて、モグゾーに棍こん棒ぼうを叩きつけた。モグゾーはバスタードソードを横にして「――ふごっ！」とこれを防いだが、ホブゴブは止まらない。「ヌガッ！　ヌガッ！　ヌガッ！」棍棒でバスタードソードを叩く。叩く。ぶっ叩く。棍棒は木製なのに、なんで壊れないのか。モグゾーはたまらずバスタードソードの柄と剣先の近くをつかんで棍棒を防ぐ。どうにか防いではいるが、ホブゴブが圧倒的に押している。「ヌガッ、ヌガッ、ヌガッ、ヌガッ、ヌガァァァ……ッ！」

「ぐぬっ……！」とうとうモグゾーが片膝ひざをついた。頭から血が出ている。棍棒の棘が刺さったのか。ホブゴブはモグゾーを蹴け倒たおして、のしかかろうとする。そんなことされたら。やばい。やばいって。ハルヒロは無我夢中で後ろからホブゴブに組みついた。羽交い締めにできたらいいのだが、とても不可能だ。ホブゴブはハルヒロを振りほどこうとして暴れる。ハルヒロは必死でしがみつく。「うおっ！　おお！　うおおぉぉぁぁああ……!?」

「いいぞ、ハルヒロ！　そのまま時間稼ぎを……！」マナトはモグゾーの手当てをしようとしているらしい。その間はこのままでいろって？　嘘うそだろ？　いや無理だって。ホブゴブは背中にとりすがっているハルヒロに「ヌガッ！」と肘ひじ鉄てつを見舞う。脇わき腹ばらだ。痛いとかじゃなくて、気が遠くなる。まずい。気を失ったらおしまいだ。払いのけられたら、やばい。死ぬ。絶対、死ぬ。「――あっ……」

　恐れていたことが起こった。何がどうしてこうなったのか。そんなこと、わからない。ハルヒロはホブゴブに振りはらわれて、背中から地面に叩きつけられた。ホブゴブに蹴り転がされる。息ができない。ハルヒロは「……た、たすけ」と言った。助けて。誰に向かって救いを求めたのか。わからない。でも、助けてくれた。

「強打スマツシユ……ッ！」マナトのショートスタッフがホブゴブの頭頂部をとらえた。ホブゴブは兜を被っている。それでもいくらか効いたみたいで、ごく軽い脳のう震しん盪とうくらいは起こしていそうだ。マナトは「っ！　はっ！　やぁっ！」とホブゴブを打ちすえて叫んだ。「ハルヒロ、立て！　逃げろ！　みんな、逃げるんだ……！」

　ハルヒロは跳び起きながら、それだ、と思った。それだよ。逃げる。逃げるしかない。駆けだして、すぐ足を止めた。「――マ、マナトは……!?」

「俺も行く！　あたりまえだろ、早く行け！」マナトはホブゴブに攻撃を加えながらも、その場を離れようとしている。マナトに頭の怪我を治してもらったらしいモグゾーが鎧ゴブめがけて「どぅもーっ！」と憤怒の一撃レイジブローを放ち、当たりはしなかったものの怯ひるませた。ランタが、ユメが、身をひるがえす。シホルも走ろうとしている。鎧ゴブが「シェヤァァァァ……ッ！」とモグゾーの背中に一ひと太た刀ち浴びせたが、どうやら鎖帷子くさりかたびらのおかげで大丈夫だったようだ。ハルヒロは後ろを見ながら駆け足でランタたちを追いかけた。「マナト、もういいって！　みんな逃げてる！」

「わかってる！」マナトはザッと跳び下がると、突進してきたホブゴブの胸に二連続の突きをお見舞いした。ホブゴブの足が止まった。マナトの転進は鮮やかだった。鎧ゴブが繰りだした剣もすり抜けるようにかわして、あっという間にハルヒロに追いつきそうだ。まだ安心はできないけど。ハルヒロは前を向こうとした。その間際に、鎧ゴブが何か投げつけてきた。それは回転して、たぶんマナトの背中に命中した。マナトが「っ！」と声をもらして、その足がもつれかけたから、間違いないと思う。「マナト……!?」

「平気！」マナトはすぐに持ちなおした。足どりはしっかりしているし、深ふか傷でではなさそうだ。ホブゴブと鎧ゴブが追いかけてくる。逃げないと。とにかく今は走らないと。

　地図を作っておいてよかった。あの作業のおかげで、ダムロー旧市街の地理がだいたい頭に入っている。それで迷わずにすんだし、ゴブリンがよくいる危険地帯をさけることもできた。ハルヒロたちは逃げて、息が切れても、苦しくても、死にそうでも逃げて、ホブゴブと鎧ゴブの姿が見えなくなってからもしばらく走った。

　最初に立ち止まったのはマナトだった。

　いや、違う、そうじゃない。

　マナトはいきなり地面に倒れこんだ。

「……っ…………」ハルヒロはマナトの名前を呼ぼうとした。声にならなかった。

　背中。マナトの背中に、刺さっている、何か、刃物、刃が反り返っている、投げナイフのようなものが。

　誰だれも、何も言わない。みんなマナトを見ているのに。言えないのだ。何を言えば？

「……くっ……っ、っ……」マナトは起きあがろうとした。できなかった。身体からだを横向きにしただけだった。「……い、いって……もぉ……だい、じょ、ぶ、かな……」

「マナト……！」ハルヒロはマナトのそばに膝ひざをついた。でも、さわっていいのか。どうなのか。わからない。「マナト、け、怪我、ま、魔法！　そうだ、魔法で、なお……」

「……そっか」マナトは右手を額に当てた。その手が力なく地べたに落ちた。「……だ、だめ、だ、あ、あぁ……ま、魔法、つかぇ、な、ぃ……ぅ……っっ……」

「しゃ、しゃべるな！」ランタが叫んだ。「しゃ、しゃべるんじゃねーよ！　ら、楽にしろ、楽に……って、楽にって、どうやるんだよ!?」

　シホルがふらふらと近づいてきて、マナトを挟んでハルヒロの向かい側にへたりこんだ。手をのばす。投げナイフに指先がふれた。その途端、引っこめる。シホルの顔は真っ青だ。それ以上にマナトの顔色が悪い。白いとか青いとかじゃない、土気色だ。

　モグゾーは全身を硬直させて、でかい置物みたいになっている。

「ど、ど、ど……」ユメは髪の毛をぐちゃぐちゃにした。「……ど、どうした、ら？」

「どう……って……」ハルヒロは胸をかきむしった。どうする。どうしたら。考えろ。何かあるだろ。ないわけないだろ。教えてくれよ。頼むよ、マナト。マナト。そのマナトは今、ひゅう、ひゅう、と浅くて心こころ許もとない息をしている。「だ、大丈夫、だから、マナト、な、大丈夫だから、な？　しっかり、しっかりしろ、マナト、しっかり、な？」

　マナトは目だけ動かして、ハルヒロを見た。「……ハル、ヒロ」

「な、何？　どうした？　マナト、どうしたんだよ？」

「……ご……め……っ……な……」

「え？　何？　ご、ごめん？　なんで？　何がだよ？」

「……く……そ……あぁ……なん、で……お、れ…………ハル、ヒロ…………たの、む」

「頼む？　頼むって？　何を？　おれに？　ていうか、そんなマナト、そんな」

「……み、みえ……みえ、な……みえな……く……っ……みん、な……そこに、い……」

「いるって！　みんないるよ！　マナト！　ここにいるから！　行くな！」

「…………ぁ……お……し……っ…………」

「行くなって！　マナト！　行っちゃだめだ！　行くな！　頼むから、マナト……！」

　マナトは、すう、と息を吸って、吐きだした。その瞬間、マナトの目が硝がら子す玉になったように見えた。シホルがマナトの胸に手をあてた。「し、心臓、動いてなっ……」
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「じ、人工呼吸だ！」ランタが叫んだ。すごい閃ひらめきだとハルヒロは思った。それでぜんぶ解決したような気分になって、みんなでああだこうだ言いながら人工呼吸をした。何分も、何十分も、投げナイフを抜いて仰向けにしたマナトの胸を押したり口から空気を送りこんだりしつづけた。もしかすると、一時間以上やっていたかもしれない。

「……も、もう、やめない？」モグゾーは泣きべそをかいていた。「マ、マナトくんが、か、かわいそう……だし」

「じゃあ！」ハルヒロはモグゾーに食ってかかろうとして、やめた。「……じゃあ、どうするんだよ。ほっとけっていうのかよ。マナトを、ほっとくのかよ」

「魔法」シホルが顔を上げた。目が腫はれている。充血して、真っ赤だ。「魔法で、なんとかなるかも。だって、傷を治す魔法があるんだから」

「そうや」ユメは何回も首を縦に振った。「そうや。きっとなんとかなる。なるに決まってる。えっと、どこやったっけ、神官のギルドの、あの、なんやったっけ……神殿！」

「ルミアリス神殿か」ランタは手の甲で涙をぬぐった。「暗黒神スカルヘルに仕えるオレにとっちゃあ敵地だけどな。そんなこと言ってらんねえ」

　モグゾーがマナトを抱えあげた。「ぼくが、連れてく」

　ハルヒロはうなずいた。「よし、行こう」

　ランタやハルヒロが代わろうとか手を貸そうとか言っても、モグゾーは「いい」と拒んだ。オルタナに戻って北区のルミアリス神殿にたどりつくまで、モグゾーは本当に一人でマナトを運んだ。神殿に足を踏み入れると、マナトと同じ白地に青いラインが入った神官服を着ている男たちに制止された。その中の一人がマナトの顔を見知っていたようで、ホーネン師を呼んでまいれ、と他ほかの男に言いつけた。ホーネン師とやらはすぐにやってきた。神官より戦士のほうが似合う巌いわおみたいな大男で、おお、なんたることだ、と開口一番嘆いた声も異常なほどでかかった。そういえば、自分の修師マスターは声が大きくて耳が痛くなったって、マナトが言ってたっけ。ハルヒロはそんなことを思いだして、矢も楯たてもたまらずホーネン師の前に平伏ひれふした。「――お願いします、マナトを助けてください！　おれ、なんでもするんで、どうか！　頼みます……！」

「愚かな！」とホーネン師に一喝された。「輝かしき光明神ルミアリスといえども、死した者を救うことはできぬ！　マナト、なんたる愚か者だ！　稀まれに見る前途有為の若者と見込み、丹精込めて教育つかまつったものを！　あたら若い命を散らすとは何事ぞ！」

「てめえ……！」ランタがホーネン師につかみかかろうとして、ユメに「やめぇや！」と止められた。ランタもあっさり引きさがった。ホーネン師がその両眼から涙を滂ぼう沱だと流していたせいだろう。

　シホルは神殿の冷たい床に座りこんでしまった。モグゾーはマナトを抱きかかえたまま微動だにしない。

「このうえは」ホーネン師の声は震えない。でも、涙も止まらない。「せめて丁重に葬ってやることだ。不死の王ノーライフキングの呪のろいにより、この辺境で適切に埋葬されぬ死者は、彼かの王の従者と化してしまう。長くても五日。三日でゾンビと成り果てた例もあるのだからな」

　ハルヒロはなぜか笑いたくなった。笑うような場面じゃないのに。そんなことはわかってるのに。「……それって、マナトを燃やせってこと？」

「然さ様よう。オルタナの外に焼き場がある。呪いに蝕むしばまれぬよう亡なき骸がらを炎で浄化したのち、丘の上の墓場に葬るのだ」

「一つ、訊きいていいですか」

「何だ」

「それも、金とられるんですよね」

「持ちあわせがなければ、わしが払おう」

「いや」ハルヒロはため息をついた。大きな、大きな、ため息だった。腹は立つ。だけど怒るのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。「……いいよ。金は、ないわけじゃないし。もし足りなくても、どうにかするし。マナトは、おれの――おれたちの、仲間だから」
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　丘の上というより中腹あたりのあいた場所に穴を掘って、白布にくるんだ骨を埋める。抱えて持てる程度の石を、その上に置く。石には名前を刻む。それから、義勇兵は三日月の紋章を彫って、赤い塗料で着色する。見習いでも、義勇兵は義勇兵だ。マナトの墓にはちゃんと赤い三日月が刻みこまれた。見れば、赤い三日月が、そしてもう塗料が落ちてしまった三日月が、あの墓にも、あの墓にも。大勢の義勇兵がこの丘で眠っている。丘のてっぺんにそびえ立つ塔が、なんだか憎らしい。ハルヒロたちはあの塔から出てきた。あれはいつのことだったか。まだ一ヶ月たっていないはずなのに、ずいぶん昔のことみたいだ。あの塔から。本当に？　見たところ、塔には出入口らしいものがない。どこから、どうやって出てきたんだっけ。わからない。どうでもいい。何もかも、どうだって。

　焼き場で五十カパー、墓場で五十カパー。埋葬にかかった費用はしめて一シルバーだ。人が一人死んで、たった一シルバー。とりあえずハルヒロが払ったが、それでよかったのか。マナトは銀貨七枚と銅貨二十一枚を持っていた。服は着せたまま焼いたが、ショートスタッフや背負い袋などの遺品もある。あれ、どうすればいいのかな。どうにかしないといけないのか。考えたくない。億おつ劫くうだ。

　マナト、死んだんだな。本当に死んじゃったんだ。まだ丸一日はたっていない。昨日、マナトを焼き場に連れていったら、今日はもうおしまいだから明日朝一番でこいと焼き場の管理人に言われた。途方に暮れて神殿に引き返すと、明朝まで亡骸を預かってもいいとホーネン師が請けあってくれた。でも、マナトを置いていけるわけがない。結局、神殿の片隅に寝かされたマナトを囲んで、みんなで夜明かしをした。そっか。みんな寝てないんだ。少しうとうとしたくらいで、ちゃんと眠ってはいない。それでぼんやりしているのか。こうやってみんなでマナトの墓の前に座っていても、実感がわかない。

　泣き疲れて憔しよう悴すいしきっているシホルは、座っているのもつらそうだ。地面に両手をついて、なんとか身体を支えている。

　ユメは残酷に晴れ渡った空を仰いで、鳥でも見ているのか。

　モグゾーは大きな身体を縮めて放心している。

　何か言えよ、ランタ。どうしてずっと黙ってるんだよ。おまえがしゃべらないで、誰がしゃべるんだよ。いいよ、もう。だったら、いい。

　ハルヒロは草を引きちぎった。「変、だよな。おかしいよ、こんなの。そう……思うだろ。みんなも」

　ランタがこっちを向いた。だけど何も言わない。腑抜けた顔だ。

「マナトが言ってたな」ハルヒロは草を捨てた。「まるでゲームみたいだって。おれもそうだなって思ったんだけど、何のゲームだよ。わかんねーよ。でも、ゲームなんかじゃないよな。違うよ。おかしいって、絶対。ふざけんなよ。……ふざけるな」

　ハルヒロは何が言いたいのだろう。何を言おうとしているのか。今、何時ごろなのかな。昼はもうとっくにすぎている。夕方が近づいてきているのかもしれない。オルタナでは二時間おきに鐘を鳴らして時間を報しらせる。午前六時の鐘は一回、八時は二回、十時は三回といった具合に。最後に聞いた鐘は何回だったっけ。まるで覚えていない。

　ランタがやおら立ちあがった。「行くわ、オレ」

「……どこ行くん」とユメが尋ねると、ランタはやけくそになったみたいに「ハッ」と短く笑った。「どこだっていいだろ。とにかく……いつまでもここにいたってしょうがねえ。今さら、どうにもなんねーんだからよ」

　ユメに「あほうっ！」と罵ののしられても、ランタは言い返さなかった。らしくない。

　ランタが行ってしまう。ハルヒロはランタを追いかけた。モグゾーもついてきた。一度、足を止めて振り返った。ユメはシホルの肩を抱いていた。こっちを見て、うなずいたのか、それとも首を横に振ったのか。もう遠かったしよくわからないが、二人でもう少しここにいる、とユメは伝えようとしたのだと思う。シホル、大丈夫かな。ショックだろうな。おれよりも、たぶん。シホルはきっと、マナトのことが好きだったはずだから。

　ランタはオルタナに戻るつもりのようだ。ハルヒロは行き先を確かめようとして、思いとどまった。どうでもいいか。

　北区の花園通りにたどりつく前に、鐘が七回鳴った。もう午後六時なのだ。どうりで人通りが多い。ランタは大きな酒場に入ってゆく。看板にはシェリーの酒場とあった。その名前と、義勇兵が集まる店だということも知っているが、ハルヒロは外から見たことしかない。情報収集のために、マナトはたまにきてたんだっけな。任せっきりだったんだ。何でもかんでも、マナトに。おれは何もしてなかった。ただマナトにくっついて、言うとおりにしてきただけだ。

　天井に吊つるされているたくさんのランプが、広々とした店全体を薄明るくしている。シェリーの酒場は本当に大きな店だった。一階だけじゃない、二階もあって、半分くらい吹き抜けになっている。まだ混こんでいなくて、客は半分も入っていない。それでも百人以上いそうだ。大勢の話し声と笑い声が絶えず響いて、ときおり怒鳴り声がまじる。給仕女の威勢のいい声が飛び交っている。ランタは一階の隅にあいている卓を見つけてそこに座った。ハルヒロとモグゾーもランタと同じ卓についた。給仕女がやってくると、ランタは即座に指を三本立てて「ビール三つ」と勝手に注文してしまった。

「……おれ、酒なんか飲みたくないんだけど」

「じゃあ、牛乳でも飲むっつーのかよ」ランタは腕組みをして床を軽く蹴けった。「アホらしい。ここは酒場なんだぜ。酒場で飲むモンっつったら酒だろ、酒」

「で、でも……」モグゾーは肩に首を埋めるようにして、背中を丸めている。「こういうときに、お酒、なんて……」

「バーカッ。こういうときだから、だろ」ランタは鼻を啜すすって目をこすった。「……マナトの野郎、何回かここに飲みにきてたっつー話じゃねーか。だけどよ、あいつはもう、あれだからよ。だから代わりに……ってわけじゃねーけど。そうじゃねーけどよ……」

「うん……」ハルヒロは卓に肘ひじをついて、うなだれた。「……うん。そうだな」

　ビールがきて給仕女に代金を支払い、三人で乾杯をした。喉のどが渇いていたせいか、ビールは苦いのにうまかった。マナトもこのビールを飲んだのか。好きだったのかな。

　おそらく酒のせいだ。顔面が熱くなって、頭がぼうっとしてきた。ランタもモグゾーも顔が赤い。ランタが叩たたきつけるように陶製のジョッキを卓に置いた。「……最悪だぜ。最悪だっつーの。マジで、マジで、マジで。やってらんねーよ。オレァなあ、もういやだ。冗談じゃねーんだよ。もともとこんなの、やりたくてやってるわけじゃねーしよ。こんな思いしてまでやってられっかよ。おまえらだってそうだろ。何が戦士だ、何が盗賊だ、何が暗黒騎士だよ。何が……何が神官だよ。もうやめだ。やめだ、やめ。ぜんぶやめだ。今日をかぎりにやめてやる！」

「やめて……」ハルヒロは奥歯を噛かみあわせた。「……やめて、どうするんだよ」

「どうもしねーよ。いいだろ、べつに。何かしなきゃなんねーのか？　誰だれが決めたんだよ、そんなこと。もしそう決まってるんだとしても、オレは従わねーからな！」

「従うとか従わないとかじゃないだろ。やるしかないから、どうにかこうにかみんなでやってきたんじゃないか！」

「知ったこっちゃねーんだよ！」

「知ったこっちゃなくないだろ、どう考えたって！」

「考えてられっか、馬ば鹿からしい！」

「あ、あの」モグゾーが割って入ってきた。「や、やめて、二人とも、喧けん嘩かは、ね？」

「うっせえ！」ランタは乱暴にモグゾーを押しのけた。「だいたい、やるっつーけどな、どうやってやるんだよ!?　これからどうしろってんだよ!?　あいつがいねーんだぞ!?」

「わかってるよ！　おまえなんかに言われるまでもなく、そんなことは！」

「そうかよ、だったら答えてみろよ！　あのときだって怪け我がしまくってあいつに助けてもらったおまえが、あいつなしでこの先やれんのか!?　ああ!?　どうなんだよ!?」

「それは――っ」

「もとはと言えば、おまえがやられまくってあいつに魔法使わせすぎたから、それでこんなことになったんじゃねーのか！」

「……ランタ、おまえ、そんなふうに思ってたのかよ」

「違うのかよ!?　オレはなんか間違ったこと言ってるか!?」

「間違っては……ない、けど」

「おまえなんか、たいした戦力にもなってねーくせによ！　あっさりやられて足引っぱってんじゃねえ！　おまえのせいで……！」

「やめろ！」怒声が轟とどろいて、店内が一瞬、静まりかえった。誰が怒鳴ったのか。どうやらモグゾーらしい。ハルヒロはむしろ呆あつ気けにとられていた。信じられない。モグゾーが眉まゆを吊つりあげて激怒している。「こんなときに喧嘩なんかするな！　仲間割れしてる場合じゃないだろ！　頭、冷やせ！」

　ハルヒロは椅い子すに座りなおした。「……ごめん」

「いや、つーかよ……」ランタは首をすくめている。「おまえも頭、冷やしたほうがいいんじゃねーの……キレすぎだろ……」

　モグゾーにギロッと睨にらまれると、ランタは縮みあがった。「……す、すみません。い、以後、気をつけるんで。マジで、マジで。……怒らせるとこえーのかよ、こいつ……」

「――だけど」モグゾーはビールを一口飲んで、肩を落とした。「……この先、どうしようっていうのは、正直……ある、かな」

　ハルヒロは首筋を掻かいた。「……だな。おれも、それはね。今はちょっと、考えたくないっていうか、考えられないっていうのもあるんだけどさ……」

「言っとくけどな」ランタはジョッキの底でトントンと卓を叩いた。「オレは何もやけになってるわけじゃねえ。考えてみてその結果として、あいつなしじゃやってけねーって言ってんだよ。あいつの世話になった回数かぞえてみりゃ、それくらいわかんだろ」

「で？」ハルヒロは横目でランタを見た。「何もしないって？　それこそ無理だろ。金はどうするんだよ。食って寝るだけで金はかかるんだから。他ほかの仕事でも探す？」

　ランタは頬ほお杖づえをついて、口をへの字に曲げた。「……まあ、それも一つの手だな」

「おれはいいけどね。おまえは暗黒騎士じゃないか。他の職に鞍くら替がえしたくたって、ギルドを抜けられないだろ」

「あ……」

「忘れてたのかよ」

「わ、忘れてねーよ。そ、そうだっ。オ、オレはな？　あ、暗黒騎士だし？　ずっと暗黒騎士でいるしかないわけだし？　クッソ……なんでオレ、暗黒騎士なんかに……」

　モグゾーが大きなため息をついた。「他の仕事、か……」

「おっ！」と聞き覚えのある声がした。そっちに目をやると、見覚えのある男が手を振りながら近づいてくる。「おお！　おお！　おお！　おまえらじゃん！　名前とか忘れちったけど、ひっさしぶりじゃんかぁ！　ヘーイ、元気かーい！　青春してっかよ！」

「キッカワ」ハルヒロはまばたきをした。あのチャラそうな顔。間違いない。チャラ男のキッカワだ。でも、見違えた。装備だ。板金で補強された鎧よろいを身につけて、柄つか頭がしらに飾りのついた剣を腰に提げている。格好からすると、戦士になったのか。

「ヨーヨォーッ！」キッカワが満面に笑みをたたえてハイタッチを求めてきたもので、ハルヒロは思わず応じてしまった。キッカワはためらいなくモグゾーとハルヒロの間に座って、給仕女に「ビールビール！　ビールねーッ！　ビール！」と注文した。「で？　それでそれでそれで？　どう？　どうなの？　おまえらどうよ？　景気的なもの？　なんかあれだよね、ダムローの旧市街通っちゃってるとか？　聞いたよ聞いたよー。前にここでさ、ほら、マナトっちに会ってさ。聞いたよー。で？　で？　どうよ？」

　久しぶりに会っても、うざい。うざすぎる。ハルヒロは圧倒されて、つい「……どうもこうもない感じ、かな」と正直に答えてしまった。「……じつは、マナトが、ね。ちょっと。や、ちょっとじゃないんだけど。なんていうか……」

「えっ!?」キッカワはのけぞった。「えええ!?　えっ!?　えええええっ!?　ま、ま、ま、まさかっ!?　まさか、まさかのぉっ!?　け、結婚……!?」

　ハルヒロは「なわけないだろ」とツッコミを入れながら、キッカワの後頭部をけっこう本気で思いっきりはたいた。キッカワは「ぐげふぉっ」と目玉を半分飛びださせたが、これっぽっちも後悔しなかった。

「……そうじゃねーよ」ランタは苦りきった表情を浮かべた。「死んじまったんだよ、あいつは。昨日、な。まだ、昨日なんだよな……」

「わおぉー……」キッカワは後ろ頭をさすりながら顎あごを前後にくいくい動かした。「そいつはゴメンちゃい。ゴメン。マジ、ゴメーンね？　いや悪気とかはぜんぜんなくてさ。そんな、ねえ？　まさか死んじゃうとか思わなくない？　マナトっち、できる男って雰囲気だったしさ。レンジとは違うタイプだけど。いやぁー……そっかぁ。マナトっちがねえ。うーん。わかんねーもんだよな。人間。そればっかりはねえ……おっとここで!?　俺ちゃんのビールが登場！　ビールビールッ！　よぉーし、かんぱーぁ……い、はしないよね？　そういうアレじゃないもんなあ。じゃ、勝手にいただきまーす。ぷはーっ」

　ハルヒロは首を左右に曲げた。なんだか猛烈に疲れた。「……キッカワは元気そうだな。どっかのパーティに入れてもらったの？」

「うん。うん。あれからすぐにね。トキムネって人のパーティ。いぃーヤツなんだ、これが。ちょっとオバカなんだけど。店にきてるよ？　紹介する？　しちゃう？」

「……いや、今はいい」

「そっかぁ。だよねえ。マナトっち、神官だったよね？　パーティの要だよなあ。死亡率わりと低くないっていうけどね、神官は。やっぱり狙ねらわれやすいしね」

　モグゾーがのっそりとキッカワに視線を向けた。「……そう、なの？」

「あったりまえじゃーん」キッカワはぐいぐいビールを飲んだ。「――ぷっはー。えっと何だっけ。あそうそう神官ね。神官が治療者ヒーラーだってことは、敵も知ってるわけだしね。まずあいつ殺っとけってなるじゃん当然。俺ちゃんみたいな戦士とかは何？　身体からだ張りまくりーの、とりあえず神官守っとけみたいな？　そういう流れだよね。基本的には」

　モグゾーは頭を抱えた。「……ぼく、守れなかった。助けてもらって、ばかりで」

「いやいやいやぁー」キッカワは馴なれ馴なれしくモグゾーの肩を抱いた。「そんな気ぃー落とすなって。失敗は誰にだってあるしね？　ミステイクとエラーからライトなウェイをディスカバリーしなきゃさ。大丈夫大丈夫、できるできる」

「……だけど」モグゾーは首を振った。「マナトくんは、戻ってこない」

「まーねえ」キッカワは降参するように両手をあげた。「そうだよねえ。でもさ、でもだよ、俺ちゃん思うんだけど、先のこと考えるしかなくない？　いや、俺ちゃんは仲間なくしたことないから言えるのかもしれないけどね？　逆に言えば？　仲間なくしたことないから言える的な？　あれ？　同じか？　とにかくさ、前向きにやろうよ、前向きに」

　ハルヒロは陶製のジョッキが並んでいる卓に目を落とした。こんなふうに下を向いてちゃいけないってことか。キッカワの言うことなんて聞く必要ないけど、マナトだったらどう思うだろう。なんて言うだろう。たぶん、面と向かってはっきりとは言わなくても、みんなが自然と前を向けるような空気を作ってくれたに違いない。

「前なんか向いてもな……」とランタがぼやいた。「この先に何があるっつーんだよ。神官がいなくなっちまったんだぞ、オレらのパーティは」

　キッカワはそれがどうしたとでも言いたげな顔をした。「探せばよくない？　新しい神官。あっ、待って、言いたいこと当てるから。あれでしょ、見習い義勇兵のパーティに入ってくれる神官なんているのかって言おうとしたでしょ。ちなみに俺ちゃんはもう見習いじゃないけどね？　正式な義勇兵。買った団章、見る？　見たい？　見せる？」

「……べつに見たくないから。団章なんか」ハルヒロは一つ息をついた。「だけど、そのとおりだよ。おれらのパーティに入ってくれる神官なんて、いないだろ」

「いないこともないと思うよ？」

「え……？」

「俺ちゃん、こう見えて顔が広いからさ。けっこうね。いろーんな義勇兵知ってんの。で、いるよ。知ってるよ。おまえらでもスカウトできそうな神官」

　ランタが身を乗りだした。「だ、誰だよ、それ」

「そ、の、前、にぃー」キッカワはハルヒロたちを順々に見た。「おまえらの名前って何だっけ？　考えてみたけど、やっぱりどぉーしても思いだせないんだよねえ。ゴメンね？　教えてクレッシェンド？」
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　朝はくるんだよな、とハルヒロは思った。誰が死んだって、朝は変わらずに、何度でもやってくる。

　オルタナ北門前、翌朝八時。高らかに打ち鳴らされた鐘の音の余韻が消え去る前に、やけっぱちっぽくランタが叫んだ。「――というわけでぇ！　みなさんにぃ！　新しいお友だちを紹介しようと思いまぁーす！　神官のメリイさんです、はい、拍手……っ！」

　ハルヒロとモグゾーは一応、手を叩たたいた。でも、ユメとシホルは呆気にとられているみたいだ。二人の気持ちもわからなくはない。朝いきなりハルヒロたちに叩き起こされ、ここまで連れてこられて、こんなことになったのだ。驚かないほうがおかしい。

　それにしても、この女――メリイのことだが、ユメとシホルとは初対面なのに、挨あい拶さつすらしようとしない。見るからに気が強そうで、刺とげ々とげしさを前面に押しだしているから、さもありなんという感じではある。そうはいっても、もうちょっとなんとかならないのかな。ならないか。きっと、だからこそ、ハ・ル・ヒ・ロ・た・ち・で・も・ス・カ・ウ・ト・で・き・た・のだ。

　ランタがもう一度、メリイを示してみた。「メ、メリイさんでーす……」

「ど……」シホルがおっかなびっくり頭を下げた。「……どうも」

「は……」ユメも腰が引けている。「はじめまして」

　メリイはそれでもまだ、会釈すらしない。無言のまま目をすぼめて、シホルとユメをじろじろ見つめている。ハルヒロも昨夜、あの目つきで観察された。あれはたまらない。
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　かわいいんだよな、とりあえず。しかも、並じゃない。目が大きいとか鼻や唇の形や輪郭がすばらしいとかまっすぐで艶のある髪がきれいだとか、そういう次元を超越している。同じ人間とはちょっと思えない。いったい何がそう感じさせるのか。おそらくバランスだ。頭の小ささとかスタイルとか。一見しただけで、これはモノが違うと誰だれだってわかる。ようはオーラがあるのだ。ありまくっていて、最初はメリイの前に立っているだけで緊張した。だけどすぐに気づいた。彼女の視線は冷たい。異様なほど冷たすぎる。これは厄介そうな女だ。できるだけ近づかないようにして、遠くから鑑賞するだけにしておいたほうがいい。そういう種類の女だ。

　でも、残念ながら、ハルヒロたちにはメリイをスカウトせざるをえない事情があった。

　キッカワ曰いわく、パーティにあぶれている義勇兵はもともと多くないが、神官はとりわけ少ない。腕のいい神官をめぐって争奪戦が繰りひろげられることもあるという話だから、よっぽど人材不足なのだ。さらに、ハルヒロたちは見習い義勇兵で、どうやら同・期・のチーム・レンジやキッカワにも後れをとっているらしい。つまり、義勇兵団レッドムーンの最下位集団で、最底辺を這はいまわっている。とても選えり好ごのみなんかできない。そんな立場じゃない。メリイだろうと誰だろうと、パーティに加わってくれる神官がいれば御の字だ。いなかったらあきらめるか、パーティ内の誰かが神官に転職するしかない。

　メリイは髪をかきあげて、ハルヒロを見た。「これで全員？」

「あ……」ハルヒロは慌ててうつむいた。うっかりメリイに見とれていた。見ているぶんにはいいのだ。メリイは神官なので、青いラインの入った白い神官服を着ている。決しておしゃれなわけでも、身体のラインが出るわけでもない服だが、それでもすごくよく見えてしまうのだから、反則だ。「う、うん。これで全員。メリイを入れて、六人」

「そう」メリイは軽く鼻先で笑った。「まあいいわ。分け前さえもらえれば、わたしはどうでも。どこに行くの。ダムロー？」

「そ、そう……」ハルヒロは仲間たちの様子をうかがった。空気悪いなあ。悪すぎ。大丈夫なのかな、これ。「……かな？」

「かな？　はっきりして」

「ダ、ダムロー。旧市街。ゴブリン狙いで。……他ほかは、よく知らないし」

「あっそう。じゃ、さっさと行けば。わたしはついてくから」

「……あ、あのな？」ランタは上目遣いでメリイを見た。「も、もうちょっと、なんつーかその、言い方っていうか態度っていうか、どうにかなんねーのかなとか……」

　メリイは凍いてついた瞳ひとみでランタを射いすくめた。「は？」

「……いや、ご、ごめん……なさい、なんでもない……です」

　怖いよ、メリイ。怖すぎだよ。やばいって、マジで。さすがだよ。

　キッカワによると、メリイにはいくつか異名がある。一つは性悪メリイ。もう一つは恐怖のメリイ。メリイはたいていフリーで、神官がいないか、神官が足りないパーティが彼女に誘いをかける。メリイは拒まない。でも、一つのパーティに長居したことはないらしい。メリイは人を人とも思っていないらしい。神官としての仕事ぶりも微妙らしい。いい噂うわさは一つもない。とにかく、見てくれは極上だが、協調性がない。なさすぎる。ちなみに、パーティに加わらないかという誘いには乗っても、デートの誘いは光の速さで断るらしい。キッカワも見事にふられたらしい。よく誘えたよな。偉大だよ、キッカワ。

　ダムローまでの約一時間、会話は絶無だった。

　なんというか、つらい。つらすぎる。ランタとモグゾーは完全にメリイを恐れまくっているし、ユメとシホルは不審と不信に腐心している。何だ、不審と不信に腐心って。ハルヒロにもよくわからない。わからないが、ユメとシホルは戸惑っているようだし、怒っているっぽくもある。マナトがいなくなって、すぐ新しい神官入れるってどうなの？　みたいなこと？　しかも、それがこんな人ってどうなの？　みたいな……？

　正直、ハルヒロだってそう思っていなくもない。少なくともさ、もう少し時間をおいてからのほうがよかったんじゃ？　ユメとシホルには相談もしなかったし。何も昨日、あの場で決めることはなかった。もっとよく考えればよかった。マナトだったら、こんなふうになりゆき任せで事を進めたりしなかったはずだ。

　だいたい、ここに戻ってくるのは早すぎる。

　ダムロー旧市街。

　マナトが死んだ場所。

「……また、やつらに出くわしたら」とハルヒロが呟つぶやくと、ランタが「そのときは」と暗い声を絞りだした。「――そのときは、やるっきゃねーだろ。あの鎧よろい野郎とホブゴブ野郎の耳ぃ切り落としてスカルヘル様の祭壇に捧げねーと、オレの気がすまねえ」

「でも……」シホルが冷ややかに言った。「勝てない。今のあたしたちじゃ」

　ランタは、ヘッ、と吐き捨てた。「勝てなかろうがやるんだよ」

「それで、死んでしまったら」ユメは声を震わせた。「……死んでしまったら、元も子もなくなってしまうやんか」

　モグゾーが力強くうなずいた。「死ぬのは、だめだよ。もう、誰も死んでほしくない」

「誰か――」メリイは何か言いかけて、唇の端を噛かんだ。「――行くの？　行かないの？　どっちでもいいから、さっさとして」

　ランタがそっぽを向いて、小さく舌打ちをした。「さっさとしようぜ、ハルヒロ」

「ああ……」ふとハルヒロは思った。このパーティのリーダーは誰なのか。前は間違いなくマナトだった。今は？　ランタはリーダーの柄じゃない。モグゾーもみんなを引っぱっていくタイプじゃないし、ユメも、シホルもそうだ。じゃあ、おれ？　いや、だけどおれも統率力とかないって。決断もできないし。マナトに言われたけど。

　マナトが最期に、頼む――って、名指しでおれに。

　あれってやっぱり、仲間を頼むってことだったのかな。でも、マナト、無理だよ。おれにはできない。マナトみたいにはできないって。

　一応、みんなに「行こう」と声をかけてみたが、実際には「い、ぃこっ」みたいな感じになってしまった。我ながら情けない。

　作成途中の地図を頼りに、ゴブリンがよく出没するあたりを慎重に歩きまわる。

　マナトがいないから、ゴブリン三匹は厳しいだろう。でも今日にかぎって、三匹か四匹の集団はいても、二匹以下のゴブリンはなかなか見あたらない。昼過ぎに休憩するころにはパーティ内に焦りや苛いら立だちや疲労や倦けん怠たいが充満していて、ハルヒロの胃が痛みだした。このままだと、いろいろな意味でもたない。ハルヒロはひそかに決意した。もう三匹以下ならいってしまおう。神官がいるのだから、きっとなんとかなる。

　その機会はすぐに訪れた。崩れかけの塀に囲まれた土地に焚たき火びの跡がある。そこにゴブリンが三匹いた。一匹は鎖帷子くさりかたびらを着て短い槍やりを持っているが、あとの二匹は布の服を着ていて手て斧おの、短剣を帯びているだけだ。やや体格のいい槍ゴブが一番偉くて、斧おのゴブと短剣ゴブを従えているらしい。こいつらならなんとかなりそうだ。

「まずユメとシホルが槍ゴブに先制攻撃。おれとランタ、ユメ、メリイの四人で斧ゴブと短剣ゴブを抑えるから、その間にモグゾーとシホルは槍ゴブを倒して。二人できつかったら、おれかランタがヘルプする。槍ゴブさえ片づけちゃえば、楽勝だと思う」

「待って」メリイの声はやたらと切れ味が鋭い。「どうしてわたしがゴブリンと戦うことになってるわけ？」

「え……」ハルヒロは鼻白んだ。「だ、だめだった？　え？　なんで……？」

「わたしは前に出ないから。神官だし、当然でしょ」

「おい……」ランタはキレかけて、こらえたみたいだ。「……おまえ」

　メリイは突き殺すような視線をランタにぶっ刺した。「おまえ？」

「……き、きみ？　いや、おかしいだろ、このオレがきみとか……メ、メリイッ！」

「さん、は？」

「メリイ……さん」ランタは青筋を立ててぶるぶる震えている。「あ、あのな？　神官でも持つモンは持ってんじゃねーか？　その、何だ？　錫しやく杖じよう的な？　持ってるよな？　ようするにそれって、ぶん殴るためのブツだろ？　それとも、単なる飾りなのかよ？」

「そう」メリイは胸を張ってランタを見下した。「これは飾り」

「て、てめえ……」

「てめえ？」

「メ、メリイ……さん、あなたねえ、そんなねえ、あれだよあれ、何だよ、わかんねーわもう、いいや、好きにしてくれ……」

「言われなくても、好きにするけど？」

「ですよねーっ。ハハハハーッ。だと思ったわーっ。クッソ、何だこいつ……」

「いちいち汚い言葉を使わないでくれる？　耳が汚けがれるから」

「すみませんでしたっ！　悪かったですっ！　そんなに気に入らねーんだったら、いっそずぅーっと耳ふさいでたらどうですかねぇっ！」

「なんでわたしがそんなめんどくさいことしなきゃならないの？」

「ま、まあ……」ハルヒロは首筋を掻かいた。「とりあえず、わかったからさ。メリイはいざってときのために、後方で待機しててもらうってことで。ええと、シホルの近くがいいかな。シホルは魔法使いだから、前に出ないし。それなら問題ない……よね？」

　メリイはハルヒロを斬きり捨てるように一いち瞥べつした。「妥当なところじゃない？」

「じゃ、じゃあ、そんな感じで……」ハルヒロは胸を撫なで下ろしながら、むかついてもいた。なんでこんなに気を遣わないといけないのか。メリイは今日からパーティに入った。ハルヒロたちより経験を積んでもいる。だけど仲間じゃないか。もっとも、メリイに向かってそう言い放つ度胸はない。怖いし。円陣を組んでファイト一発と掛け声をかける恒例行事も、ちょっとやれるような雰囲気じゃない。「……ユメ、シホル、お願い」

　ユメとシホルは無言でうなずいた。声を出すのもいやなのか。二人ともかぎりなく不機嫌そうな顔をしている。そういうの、やめてくれないかな。おれだって頭にきてるんだから。でも、しょうがないだろ。理解してくれたっていいだろ、それくらい。

　一度口に出してしまったら、止まらなくなりそうだ。ハルヒロはぜんぶ胸の底に押しこめてしまうことにした。ユメとシホルを従えて先行する。そろそろ魔法の射程だ。ハルヒロが手で合図すると、シホルが杖つえでエレメンタル文字を描きながら低い声で呪じゆ文もんを唱えはじめた。ユメも弓に矢をつがえて弓ゆ弦づるを引き絞っている。シホルの杖の先から影のエレメンタルが放たれた。行け。よし。当たった。胸のど真ん中に影のエレメンタルを食らった槍ゴブは、全身を震わせて短たん槍そうを取り落とした。ユメの矢は外れて、あさっての方向に飛んでいった。メリイが「……外れすぎ」と呟いた声が後ろのほうから聞こえてきて、ユメが弓をぎゅっと握りしめた。

「気にするな！」ハルヒロはユメに声をかけながらダガーを抜いた。モグゾーとランタはすでにゴブどもに襲いかかろうとしている。おれたちも急がないと。倒すんだ、敵を。勝つんだ。負けたら死ぬかもしれない。勝つしかない。

「ぬもーっ」モグゾーは斧ゴブと短剣ゴブに行く手を阻まれた。その間に槍ゴブが体勢を立てなおそうとしている。ランタが「ごらぁっ！」と斧ゴブに斬りつけてモグゾーから引き剥はがしたが、短剣ゴブのほうはしつこい。モグゾーはなかなか短剣ゴブを撥はねのけられないでいる。だったら、おれが。

「背面打突バツクスタブ……！」ハルヒロは短剣ゴブの背後をとってすぐ、ダガーを突きだした。短剣ゴブが「ギギャッ」と振り返ろうとする。ダガーは短剣ゴブの脇わき腹ばらをかすめた。短剣ゴブが短剣を繰りだしてくる。「シギャァ！　シギャァ！　シギャアァッ！」

「くっ、ちょっ、っ……！」ハルヒロは跳びのいて、右に跳んで、ザッと下がった。このゴブ、けっこうすばしっこい。モグゾーが手こずるわけだ。でも、これでモグゾーの前に立ちふさがる者はいなくなった。槍ゴブがモグゾーに突きかかる。モグゾーはバスタードソードで槍ゴブの短槍を打ち払う。一対一が三つ。いや、ユメがハルヒロに加勢してくれそうだ。剣鉈を振りかざして、短剣ゴブに斬りかかる。「――斜め十字……！」

「ッ……！」短剣ゴブは腰を沈めて二メートルばかりも跳んで逃げた。なんて身軽なんだ。たまにこういうゴブがいる。小柄で攻撃力はとるにたらないが、回避能力が図抜けていて、しとめるのが難しい。軽量級のゴブリン。厄介だ。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」シホルが影鳴りシヤドービートを使った。影のエレメンタルが槍ゴブめがけて飛んでゆく。よけられた。モグゾーがすかさずバスタードソードを振るったが、ちょっと遠い。空振りした。槍ゴブが短槍でモグゾーを突く。突く。あんなに突きまくられたら、モグゾーとしては距離をとるしかない。短槍といっても、槍ゴブの背丈以上の長さがあるのだ。モグゾーは槍ゴブを間合いにとらえられずにいる。考えてみたら、槍持ちの敵とまともに戦うのは、これが初めてかもしれない。モグゾーが苦戦を強いられている原因は、そこにもありそうだ。経験不足ってことか。

「――ぃでっ……！」ランタが悲鳴をもらして跳び下がった。左腿ももがざっくり切れて、出血している。斧ゴブは極端に低い姿勢からぶんぶん手斧を振りまわして下半身を狙ねらってくる、これまたやりづらいタイプみたいだ。

「ユメ、こいつはおれがやるから、斧ゴブを！　メリイ、ランタを治療してやって！」

　メリイは間髪を容れずに「イヤ」と答えた。

「イヤ!?　えっ、なんで!?」

「慌てて治すような傷じゃないでしょ。それくらい我慢しなさい」

「……てっめえぇぇぇぇぇぇ……！」ランタは激しく斧ゴブに打ちかかった。「コノヤロコノヤロコノヤロコノヤロッ！　ちょっとっつーかだいぶ見た目がいいからって調子に乗りやがってぇっ！　ざけんなざけんな！　ふっざっけんなぁぁぁぁぁっ……！」

　ハルヒロはユメと二人で軽量級の短剣ゴブを追いまわしているのだが、どうしてもつかまえられない。「痛くないのかよ、ランタ！」

「痛ぇーよ！　憎悪斬ヘイトレツドォッ……！」ランタは斧ゴブに向かって斜めにロングソードを振りおろし、軽々とかわされた。「――血ぃドバドバ出てんだぞ!?　こんなの痛ぇーに決まってんだろ！　あぁー痛ぇーぞコンチキショウ……！」

「ひぅっ……!?」と、ユメが尻しり餅もちをついた。短剣ゴブに足払いをかけられたのだ。やばい。やばいって。ユメが。「んなろっ……！」ハルヒロは捨て身でユメと短剣ゴブの間に割って入ろうとした――って、あっさり逃げるのかよ!?　短剣ゴブはぴょんぴょん跳ねて遠ざかってゆく。あっという間だった。もうハルヒロのダガーは届かない。

「ぐだぐだじゃない」とメリイが呟いた。誰だれのせいだよ、とハルヒロは思った。おまえじゃなくてマナトだったら、これくらいの相手は余裕なんだ。マナトはモグゾーに匹敵する盾役タンクで、治療者ヒーラーで、作戦を立てる役でもあって、リーダーだった。マナトがいてくれたら、百人力といったら大おお袈げ裟さかもしれない、でも、気分的にはそれくらい違う。マナトはおまえみたいな、治療しかしない、その治療さえろくにしようとしない神官とは違うんだ。違いすぎて、比較対象にさえならない。

　だけどマナトはもういない。どこにもいない。おれたちはマナトを失った。

　どうすればいいんだよ、マナト。
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「……やってられっかよ！」ランタは陶製のジョッキを卓に叩たたきつけた。

「あ、あの」とモグゾーがもごもご言った。「わ、割れちゃうよ、ジョッキ」

「うっせえ！　ちゃんと加減してるっつーの！　つーかな、おまえはどうなんだよ、モグゾーッ！　腹ァー立たねーのかよ！　どうなんだ、ああ!?」

「そ、それは、まあ……」

「だろーが！　むかつくだろ、あの女！　何なんだよ、あの態度！　何日一緒にやっても、てんで馴な染じもうとしねーし！　ハルヒロ！」

「え？」

「おまえはどう思ってんだよ！　どう思ってんだ、ああ!?　どう思ってんのかって訊きいてんじゃねーか！　どう思ってんのかって、何回訊かせんだよ、バカッ！」

「何回連続で訊いてんだよ……」ハルヒロはビールをすすった。「……正直、腹に据えかねてるっていうかね。そういうところはなきにしもあらずだけどさ」

「婉曲表現使いすぎなんだよ！　何だ!?　あれか、あの女の見てくれがいいからか!?」

「関係ないよ、そんなの……」

「いいや、おまえは甘いな！　おまえはあの女に甘い！　大甘だな！」

「甘くしてるつもりなんかないし、おまえなんてメリイに弱いだろ。こうやって陰口はたたくけど、本人にはほとんど何も言わないじゃないか」

「言えるかーっ！」ランタは卓に突っ伏した。「こえーんだよ、あの女！　あの眼まな差ざし、あの声、怖すぎなんだよ！　しまいにゃ泣くぞ、ごらぁっ！　泣いていいのか!?」

　モグゾーがランタの肩をそっと撫でた。「な、泣かないで」

「やめろっ！」ランタはモグゾーの手をはねのけた。「オレを慰めるな！　男なんかに慰められたくねーっ！　悲しすぎるだろ！　オレは、オレは……オレはぁぁぁーっ……」

「ほっとけって、モグゾー」ハルヒロはため息をついた。「いつものことだろ。いちいちかまってたら、きりがない」

　メリイがパーティに加わって以来、ダムロー旧市街から帰ったあと、ハルヒロ、ランタ、モグゾーの三人でシェリーの酒場を訪れるのが習慣になっている。べつに酒が飲みたいわけじゃないが、こんなふうに憂さ晴らしくらいしないと、とても寝つけない。明日を迎える気になれないのだ。

　ビールは一杯、団章持ちには割引が適用されて三カパーらしいが、ハルヒロたちは見習いなので四カパー。一杯か、せいぜい二杯しか飲まないとはいえ、無駄遣いをしているという自覚はある。稼ぎはマナトがいたころの半分、いや、三分の一ほどにまで落ちこんでいて、一人あたり一シルバーも儲もうからない日だってめずらしくない。節約するべきだ。わかっている。そんなことは。

　ハルヒロの全財産は、ヨロズ預かり商会に預けているぶんもふくめて、十七シルバーとちょっと。団章の値段は二十シルバーだから、もう少しなのだ。まあ、二十シルバー貯たまったら即、団章を買うってわけにはいかないけど。三十シルバーくらいは持っていないと、二十シルバーの一括払いはできない。分割払いに対応してくれればいいのに。

「義勇兵、か……」ハルヒロは呟つぶやいて、店内を見まわした。どの客もハルヒロたちよりは上等な装備を身につけている。盗まれたりしたら困るから酒場にまで愛用の鎧よろいを着てくる義勇兵も多いのだが、中にはこじゃれた外出着に高そうな剣だけを帯びている者なんかもいて、圧倒的な格差を痛感せずにはいられない。

「わーってる」ランタが顔を上げて、卓に顎あごをのせる変な姿勢になった。「皆まで言わなくてもな、わかってんだよ、ハルヒロ。あれだろ。団章買っていっぱしの義勇兵になるのが、オレらにとっちゃーとりあえずの目標なわけだけどよ。なんかどうでもいいっつーかな。燃えねーっつーか。そういうことだろ、おまえが思ってんのは」

「……おまえに考えてること言いあてられるのって、すげー複雑な気分だよ」

「失礼なヤツだな。たたきのめすぞ、あん？」

「すみませんでした」

「さくっと謝るんじゃねーよ。話が展開しねーだろ。つまんねーだろ。もっと相手しろよ。してくれよ、バカッ」

「めんどくせーやつ……」

「だ、だけど」モグゾーは、むふー、と低く唸うなった。「……目標を見失ってる感は、あるよね。なんか。前は、そうじゃなかったのに……」

「こうもなあ……」ランタは顔を横に向けて、ほっぺたを卓につけた。「こうも変わるモンかねえ。あいつがいなくなっただけで、こんなに変わっちまうのかよ」

　ハルヒロはかっとなって、抑えようとしたが、こらえきれなかった。「……だ・け・って、言うなよ」

「ん」ランタはうなずいた。「悪ぃ」

「……さくっと謝られると、調子がくるうだろ」

「めんどくせーヤツだな」

　殴ろうかなと思ったが、ランタごときを殴るためにわざわざ拳こぶしを振りかぶりたくない。

「目標、ね……」ハルヒロはもう一度、店内に視線をめぐらせた。と、見覚えのある顔に目がとまって、なぜだか心臓が締めつけられた。「……レンジ」

　ハルヒロたちは一階隅っこの薄暗い卓に陣どっている。それに比べて、レンジたちがいるのはカウンターの近くの明るい、けっこういい卓だ。いや、いいも悪いもないのかもしれないが、ハルヒロだったらあんな目立つ場所の卓にはちょっと座れない。立場とか身分とか格とか、やっぱりあると思うし。なんとなく。

「うはっ」ランタもレンジを見つけたらしい。「ド派手だな、レンジのヤツ……」

　モグゾーは叱しかりつけられたように首をすくめた。「す、すごいね……」

　まったくだ。本当にド派手ですごい。銀髪だけでも人目を引くのに、レンジは鎧の上に黒いファー付きの陣羽織みたいなものを着ている。卓に立てかけてある大きな剣も、なんだかすごそうだ。あんなもの、レンジはどうやって手に入れたのだろう。買ったのか。ずいぶん高そうだけど。それとも、どこかで見つけたのだろうか。どこかってどこで？

　レンジだけじゃない。隣にいる丸刈りのロンも立派な鎧を身につけているし、黒縁眼鏡のアダチが着ている黒い長衣も光沢があって高価そうだ。バルバラ先生を思いだすような露出度の高い格好をしているサッサは、もしかして盗賊なのか。もともと美人だし、正直、かなり色っぽい。なぜかレンジの足あし許もとで正座しているチビちゃんは神官なのだろう。でも、チビちゃんが着ている神官服は、明らかにマナトやメリイのものとは違う。見るからに生地がよさそうだし、端々に飾りがついている。

「あいつら、新兵ルーキーなんだよな……」ランタは呆ぼう然ぜんとしているみたいだ。「義勇兵歴、オレらと同じなんだよな……なんでこんなに差がついちまってるんだよ……」

　見習いだろうと、団章持ちだろうと、義勇兵になって日が浅い者は新兵ルーキーと呼ばれる。だけどチーム・レンジを見て新兵ルーキーだと思う者はいないだろう。新兵ルーキー扱いなんかしたら、とんでもない目に遭わされそうだ。

　この差は縮まらないだろうなとハルヒロは思った。縮まるどころか広がる一方だろう。ハルヒロたちは最底辺のまま。ずっと雑魚中の雑魚で、レンジたちはどんどん駆けあがってゆく。やがて誰もが一目置く存在になるだろう。どこかでばったり出会っても、口をきくこともない。ハルヒロたちは忘れ去られて、レンジたちは注目を集めるようになる。

　マナトが死んでなかったら、おれたちはどうなってたかな。

　いいパーティになってきたと、マナトは言っていた。あれは本心だったのだろうか。

　マナトはシェリーの酒場にきていたし、レンジたちの状況を知っていたかもしれない。悔しくなかったのかな。レンジはどんどん階段を上っていっているのに、自分は。もっと使える仲間がいたら、自分だって。マナトだって人間だし、そんな考えが脳裏をよぎってもおかしくはない。だいたい、なんでレンジはマナトを誘わなかったのか。能力は充分あったはずだ。マナトがチーム・レンジに加わっていたら、もっと強力なパーティになっていたかもしれない。そうなっていたら、マナトはきっと死んだりしなかっただろう。絶対、死なずにすんだはずだ。

　ハルヒロはいつの間にかうつむいていた。ランタに「お、おい」と腕をつかまれたので顔を上げると、銀髪の男に見おろされていた。「――え……？」

「マナトがくたばったらしいな」低い、ハスキーな、忘れもしないレンジの声だった。

「だっ……」ハルヒロは何か言いかけて、自分が何を言おうとしたのかわからなくなってしまった。だ。だ？　だって何だ。「……だ、だから、何だよ」

　レンジは無表情のまま手に握っていたものを放ってよこした。とっさに受けとって、見ると硬貨だった。モグゾーが「ぬもっ!?」とひっくり返りそうになり、ランタは目をひん剥むいて「なっ――」と絶句した。掌の上に硬貨をのせているハルヒロの右手が震えだした。実物を見たのはこれが初めてだ。でもたぶん本物だろう。「……き、金貨？」

「見舞いだ。とっておけ」レンジはそう言い捨てて踵を返した。

「……ふ、ふざっ、ふざけっ、ふざ……っ」ハルヒロは立ちあがった。頭に血がのぼりまくっている。追いすがってレンジをぶん殴りたい。しないけど。やばそうだし。結局、追いかけて呼び止めるだけにした。「レ、レンジ、待てよ！　おい、待てって……！」

　レンジはようやく足を止めて、うるさそうに振り向いた。「何だ」

「……い、いや」ハルヒロは唾つばを飲みこんだ。こ、こわっ。マジでこわっ。何だよこの威圧感。尋常じゃないって。「……あ、あの、さ。これは、その、なんていうか、う、受けとれないよ。そういうのは、なんか、違う気がするし……」

「そうか」レンジは右手をさしだした。あれ？　一ひと悶もん着ちやくあるかと思ったんだけど、とくになし？　なくてよかったけど。ハルヒロは一生分ほっとしながら、その右手の上に金貨を置いた。そのあとでほんの少しだけ後悔した。金貨。一ゴールド。百シルバーか……。

　レンジはそれきり何も言わずに行ってしまった。ハルヒロが卓に戻ると、ランタが襲いかかってきた。「――こーのバカッ！　バカヤロッ！　なんで返したんだよ！　もらっときゃいいだろ！　オレとおまえとモグゾーで山分けしたら、オレが三十四シルバーでおまえとモグゾーが三十三シルバーずつだったじゃねーか！　アホッ！」

「……なんでさりげなくおまえが余りの一シルバーもらう計算になってんだよ」

「オレだからに決まってんだろ！　クッソ、もったいねえ！　あの金もらっときゃあ、団章だって余裕で買えたのに！」

「そ、そういうのは」モグゾーは眉まゆ根ねを寄せて、口をへの字に結んだ。「……そういうのは、よくない、と思う。そ、そういうふうに団章を買っても、マ、マナトくんは、きっと、喜ばない……ような」

「知るかっ！」ランタは、ケッ、と吐き捨てた。「あいつはもういねーんだからな。あいつがどう思うとか、そんなこと考えたってしょうがねーだろ。クソッ。金貨だぞ？　よく出せるよな。いくら持ってんだよ、レンジのヤツ。オレなんか、もう三シルバーくらいしかねーっつーのに……」

「へっ？　三シルバー？」ハルヒロはランタの天パをまじまじと見た。「嘘うそだろ？　なんでそれしかないんだよ。何に使った？」

「うっせーな。いろいろだよ、いろいろ。オレがオレの金をどう使おうと勝手だろーが」

「……そんなんじゃ、いつまでたっても団章買えないだろ」

「今さっきオレが団章を手に入れる最大のチャンスをふいにしてくれやがったおまえが言うんじゃねえ！」

「だめだ」ハルヒロは卓に両肘ひじをついて頭を抱えた。「……このままじゃ、だめな気がする。マナトがどうとか、そういうことじゃなくて。おれらの問題だろ。そこだけはランタの言うとおりだよ。マナトはもういないんだから」

　ランタは、ハッ、と鼻を鳴らした。「オレはずっとそう思ってるっつーの」

「お、思うだけじゃ」モグゾーにしては強い口調だった。「だめだよ。思うだけじゃ、なくて、な、何か、行動しないと」

「……ばらばらなんだよな」ハルヒロは唇を噛かんだ。「メリイだけじゃない。ユメともシホルとも、最近、話らしい話はしてないだろ。前はこうじゃなかった」

　ランタは頬ほお杖づえをついて横を向いた。「みんなで仲よくしましょーってか？　できんのかよ、今さらそんなこと」

　できるのか、できないのか。そんなことはわからない。でも、やるしかないだろ。
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　手始めに、ハルヒロはできるだけユメとシホルに話しかけるようにしてみた。

「そういえば、朝、どうだった？　起きられた？　え？　いつもどおり？　そっか」

「そういえば、昨日の晩飯、何食べた？　いつもどおり？　あ、そう」

「そういえば、昨夜、レンジに会ってさ。すごかったよ。あ、興味ない？」

「そういえば、昼飯、何持ってきた？　え？　パン？　そっか」

「そういえば、疲れてない？」

「そういえば……」

　なんだか「そういえば」が口癖の男みたいになってしまった。無視されることはなかったが、最小限の答えしか返ってこなくて、わりと悲しかった。

　メリイは相変わらずとりつく島もなくて、ほとんど声をかけられなかった。こいつって、生きてて楽しいのかな。そんなことを思った。まあ、おれも今はね。そんなに楽しくもないんだけど。

　夕方、ダムロー旧市街からオルタナに戻ってきて戦利品を売り払うと、稼ぎは一人頭一シルバー十五カパーといったところで、このパーティにしては悪くないが、よくもない。ハルヒロは酒場に行かないで宿舎に帰った。沐もく浴よくしたあと、廊下でしゃがんでいたら、湯上がりのユメが通りかかった。

「あ、ユメ」

　ユメは立ち止まってくれたが、こっちを見るでもなく布で濡ぬれ髪がみをふいている。いつもお下げにしているので、髪を結んでいないと別人みたいだ。沈黙が何秒もつづいて、なんとも気まずかった。

「え、と……シホルは？」

「部屋」

「そっか。あの……」ハルヒロは立ちあがって、首筋を掻かいた。「……怒ってる？」

「怒ってない」

「ほんとに？　でも、なんか」

「怒ってないってゆうてるやろ。それとも、ハルくんはユメが怒るようなことしたん？」

「した、かも」

「何したん」

「ユメとシホルに何も言わないで、メリイをパーティに入れた。あのままってわけにはいかなかったと思うけど、早まったかなって。やっぱり。おれが一人で決めたわけじゃないんだけど」

「そやったら、誰だれのせいなん」

「……キッカワがメリイを紹介してくれて、決めたのはおれと、ランタと、あと、モグゾーだから……まあ、三人のせいってことかな」

「ちがうやろ」

「え？」

「ちがうやんかあ」

「……ユメ？」

「ちがうやろお」ユメは布で顔を覆った。「そうじゃないやんかあ。ハルくんのばかあ」

「え、ちょっ、ど――」ハルヒロはユメに向かって手をのばしかけ、引っこめた。「え、ユメ、な、ど、どうし……たの？」

「ハルくんは、なあんもわかってない。そんなんやから、ユメたち、こんなふうになってしまったんやろお」

「いや、だって」ハルヒロは下を向いた。「……わかんねーよ、そりゃ。だって、ユメたちは話してくれないしさ。言ってくれなきゃわかんねーだろ」

「ユメ、自分の気持ちとか伝えるの苦手なんやもん。うまくできないもん。シホルはそれどころじゃなかったやんかあ」

「お、おれだって！」ハルヒロは声を荒らげそうになって、こらえた。「……おれだって、しゃべるのとか、べつに得意じゃないし。ショックだって、受けてたし」

「そやから、みんなおんなじやろ」

「そうだよ。同じ……なんだよ、みんな」

「みんなのせいやんか」ユメはしゃくりあげた。「……こんなんなってしまったのは、誰かのせいやなくて、みんなのせいやんか。ハルくんとランタとモグゾーのせいやないやろ。ユメとシホルのせいでもあるやんか。ちがう？　だって、仲間やろ。マナト入れて、六人で仲間やったやんか。そう思ってるんはユメだけなん？　ユメ、まちがってる？」

「……間違って、ない」

　そうだ、とハルヒロは思った。ユメは間違ってない。間違ってたのは、おれだ。

　マナトは、いいパーティになってきた、と言っていた。マナト、ハルヒロ、ランタ、モグゾー、ユメ、シホル。六人で一つのパーティだった。

　たしかに、六人の中ではマナトが頭一つ抜けていた。でも、マナト一人で何もかもできたわけじゃない。少なくとも、マナト一人ではできないことを、六人ならやれた。マナトはきっと、そのことをよくわかっていたのだ。だから、ランタがわがままでも、ハルヒロが拙つたなくて人任せでも、モグゾーが鈍くさくても、ユメが不器用でも、シホルが臆おく病びようなほど慎重でも、マナトは文句をつけたりしなかった。五人とも半人前以下だからこそ、一人欠けても機能しない。そして、マナトがまとめる。足りないところを補ってくれる。六人そろって、ハルヒロたちは一つのパーティだったのだ。

　いいことも悪いことも、全員に降りそそぐ。きついときはみんなきつい。一人一人は強くないから、せめて痛みや苦しみを分かちあうしかない。でも、ハルヒロはそうしようとしなかった。男同士の気安さでランタと、モグゾーと、くだを巻いてばかりいた。

　ユメとシホルはどんな気分だっただろう。爪つま弾はじきにされたように感じて、寂しかったんじゃないか。

「ごめん、ユメ、おれ――」

　そう言った瞬間、ハルヒロは唐突に理解した。死ぬ間際に、マナトはなんでハルヒロに謝ったのか。

　あの日、マナトは一人一人を褒めた。でも、ハルヒロのことだけは何も言わなかった。それでハルヒロはもやもやしていた。マナトもきっと気にしていたのだ。

「あいつ――っ……」

　一瞬で何も見えなくなった。涙って、こんなにたくさん、一気にあふれるものなのか。ほんのちょっとの冷静さが簡単に押し流された。ハルヒロはしゃがみこんだ。バカだ、あいつ。マナト。なに謝ってんだよ。いいんだよ、そんなの。どうだって。違うだろ。そんな場合じゃなかっただろ。死にそうだっただろ。もうやばいってわかってただろ。おれなんかに謝るより、もっと言いたいことがあったはずだろ。よかったんだよ、謝ったりしなくて。マナトらしいけど。言ってたよな、マナト。自分はみんなに仲間扱いしてもらえるような人間じゃないような気がするって。そんなことねーよ。絶対ない。あるわけねーよ。なんでだよ。なんで死んだんだよ。死ぬなよ。死んでんじゃねーよ。

「ハルくん……」

　ユメがしゃがんで抱きしめてくれた。ユメも泣いていた。泣きじゃくりながら、ユメはハルヒロの背中を、肩を、頭を撫なでてくれた。ふれあった頬ほおと頬は濡れそぼっていた。耳みみ許もとでユメの泣き声が聞こえた。ハルヒロはユメにしがみついて泣いた。どれくらいの間そうしていたのかわからない。

　出しつくして、出るものがなくなったような感じだ。ユメもとっくに泣き止やんでいる。

　それなのに、離れられない。離れるきっかけがつかめない。おかしいとは思うんだけど。こんなのもうただ抱きあってるだけだし。めちゃくちゃやーらかいし。あったかいし。いやいや。だめだ。意識するな。意識すると、まずい。変な気分になってしまわないともかぎらない。もちろん、ユメはそういうつもりなんてないだろうし。おれだってそうだし。なんていうか、仲間として、みたいな。それだけだし。

「ハルくん」と不意に名を呼ばれて、ハルヒロは自分で自分がいやになるくらい慌てふためきながら「う、うん？」とじつに微妙な返事をした。

「ユメなあ」

「う、うん」

「ユメ、頑張ってみる」と言いながら、ユメはハルヒロを抱く腕にぐぅっと力をこめた。いや、それ、気持ちいいんだけど、やめてくれない……？　ていうか、頑張る？

「な、何を……？」

「メリイちゃんのこと。仲よくなれるかはわからんけどなあ、やってみる」

「あ、ああ。そ、それね。うん。それは……そうしてもらえると、助かる、かな」

「ユメにできるかなあ。ほんとはなあ、ちょっと不安やねん。メリイちゃん、ユメのこと嫌いやと思うねやんかあ」

「え？　そう？　そんなことはないと思うけど」

「たまあにやけどなあ、目があうとな、すっごい冷たいねん。目つきとか表情とか」

「や、それ、ユメにだけじゃないから。メリイは平等に冷たいし……」

「そうなん？　それやったら、だいじょぶかなあ。もっとむつかしい気もするねんけど」

「まあ……たしかに、そうかも」

「ユメ、できるかなあ。頑張ってみるけど、ハルくんにお願いがあるねやんかあ」

「お願い？　おれに？　何？」

「ユメ、発見したんやけどなあ、こうやってぎゅってされてるとな、めっちゃ落ちつくねん。そやからなあ、もっとぎゅってしてな、ユメのこと励ましてほしいねやんかあ」

「い、いいけど？」と言ってしまってから、いいのか、と思ったが、いいか。励ますだけだし。他意はないわけだし。あくまで純粋な励まし行為だし。「……じゃあ」

　思いきって、きつく、きつく抱きしめると、ユメが「んっ……」と息をもらして、それはやめろこっちはただ励ましてるだけなんだからと思いながら頭がばくはつしそうになったが、口に出して注意するわけにもいかない。負けるな、おれ。何が勝ちで何が負けなのかよくわからない、でも、とにかくここで負けたら、なんていうかものすごくだめだ。ハルヒロは目をつぶった。「頑張れ、ユメ」

　ユメは黙ってこくっとうなずいた。

　目を開けると廊下の向こうにシホルが立っていて、ハルヒロは凍りついた。「……あ」

「ほ？」ユメもそっちを見た。「……あ」

「え、え、えっ、と……」シホルはふらふらしはじめた。パニックに陥っているみたいだが、それはお互い様だ。というか、シホルはいつからそこにいたのか。どうしてハルヒロもユメもシホルが近づいてきたことに気づかなかったのだろう。それどころじゃなかったからか。なんにしても、やばい。誤解を招きかねない状況だ。むしろ、誤解しないほうがどうかしている。

　ハルヒロとユメは同時に飛び離れた。「ち、違っ！」「ちがうよ！」

　そして、見事にハモってしまい、思わず顔を見あわせた。

「ご、ごめんなさい、あたしっ！」シホルはあとずさりした。「ぜ、ぜんぜん、知らなくて、今まで、ふ、ふとってるし、に、鈍いから、あたし、ほんとに、ごめんなさい！」

「や、だから、違うって！」

「そ、そうや！　ユメはただ、ハルくんにぎゅってしてもらってただけで！」

「……ユメ、それはあんまり適切な説明じゃないと思うんだけど」

「ほぇ？　どして？」

「お、おっ、お邪魔しました……っ！」シホルがぱたぱたと駆けてゆく。

　ユメは「うぅー」と唸ってほっぺたを手でこすった。「まあ、あとでちゃんと話したらいいかなあ。どうせシホルとは部屋が一緒やしな、そうしよかあ」

「そのへんは任せるけどね……」ハルヒロは首筋を掻かいてため息をついた。ちらっとユメを見る。だめだ。なんだか恥ずかしい。女の子と、とりわけ特別な感情を抱いているわけでもない女の子と抱きあったりするべきじゃなかった。そんなことをしたせいで、特別な感情が芽生えてしまったらどうする。いや、芽生えないけどさ。
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　あくる日の朝、宿舎を出たところで、いきなりシホルに謝られた。

「あ、あの！　あたし……ごめんなさい！　てっきりそういう関係だとばかり……早とちりして、ごめんなさい！　事情は、ユメから聞いたから……」

　それはいいのだが、何もランタやモグゾーがいるところで持ちださなくてもいいんじゃないかと思わなくもなかった。

「関係ぇ？」ランタが鼻の穴を広げてハルヒロに顔を近づけてきた。「何だよ、その関係っつーのは。誰だれと誰のどんな関係だ？　ん？」

　ハルヒロは身体からだを少しのけぞらせた。「……なんでもないよ」

「なんでもないっつーことはねーだろ？　教えろ。言え！　吐け！」

「だから、早とちりだったってシホルも言ってるじゃないか」

「こっちは何があってどう早とちりしたのか知りたいっつってんだよ」

「あのなあ」とユメが口を挟んできた。また余計なこと言うんじゃないだろうな。杞き憂ゆうに終わってくれたらよかったのだが、案の定だった。「昨日なあ、ユメな、ハルくんにぎゅってしてもらってたらなあ、それをシホルが目撃してん。それでなあ」

　モグゾーが目を瞠みはった。「ぬぁっ……!?」

「おいおいおいおぃぃぃぃぃぃ」ランタの目玉は飛びだしかけている。「何だそりゃどういうこったマジかよマジか!?　おまえハルヒロいつの間にＢかもうＢの領域かよ!?」

「なんだよ、Ｂって……や、Ｂが何だろうと、違うから。そうじゃなくて――」

「どう違うんだよ!?　やろうとしてたってことだろ!?　事に及びかけてたとこをシホルに見られて慌てて途中でやめたってことだよな!?　寸止めかっ！」

「ハルくん、泣いててん」

「……ユメ、それは言わなくても」

「はあっ!?　泣いて――」ランタはハルヒロとユメを交互に見てから、くりくり髪を引っかきまわした。「……んだよ。そういうことかよ。つまりあれか。別れの愁嘆場っつーヤツか。ハルヒロのヴァカはふられました。でもユメが哀れんで慰めてやってました。そういうことね。なるほどな」

「完かん璧ぺきに間違ってるけど、おまえにはもう説明したくねーよ……」

「ともかくなあ」ユメはマイペースだ。うらやましい。「ユメ、メリイちゃんと仲よくしてみることにしたからなあ。それでな、シホルもなあ、協力してくれるんやって」

　シホルはうつむいて杖つえを抱きしめた。「……うまくできそうな気は、まったくしないけど。やるだけは、やってみようかな、と」

「メリイとぉ？」ランタは思いっきり顔をしかめた。「仲よく、だぁ？　無理だろ、そんなの。だってよ、あいつにそのつもりがさらさらねーんだぞ？」

　モグゾーがうなだれた。「……だ、だけど、今のままは、ちょっと。せめて、治療は普通にしてもらいたい、な……」

　メリイは協調性に欠けているだけじゃなくて、治療者ヒーラーとしても問題がある。モグゾーの言うとおり、普通に治療してくれないのだ。具体的には、軽い怪け我がだと放っておかれる。治してほしいと訴えても無駄だ。無視されるか、一蹴されてしまう。さすがに、身体を動かすのに支障をきたすような負傷や、命に関かかわるような重い傷は癒いやしてくれるのだが、痛がっている仲間を放置するあの姿勢はどうかと思う。

　マナトはそうじゃなかった。誰かが手傷を負うと、すぐに治してくれた。多少やられても大丈夫だという安心感があった。

　メリイがいても、安心はできない。いざというとき、メリイは治療してくれないんじゃないか。見捨てられるんじゃないか。みんなひやひやしている。

「とりあえず、さ」ハルヒロは仲間の顔を見まわした。ただし、ランタをのぞく。「メリイと、信頼関係っていうのかな。そういうのを築くとこから始めないと、前に進めないと思う。メリイだって、何か考えがあるのかもしれないし。それをおれたちがわかってないせいで、しっくりいってないだけかもしれないし」

　ランタが、ケッ、と吐き捨てた。「あれは性格が悪ぃーだけだろ。ビョーキだよ、ビョーキ。あいつは単なる慢性先天的性悪症候群だよ。どうにもなんねーって」

「でも、神官は必要だろ」

「もうあれだ、ハルヒロ、おまえが神官になれ。な！　メリイはオサラバ！　これにて一件落着！　おうっ。オレって頭いいな。すげえ。ナァーイスアイディーア！」

　正直、その手もあるとハルヒロは思っている。だけどそれは最終手段だ。こっそり一人で偵察したり、常に敵の背後を狙ねらう盗賊は自分にあっているし、盗賊としてもっと成長したいという気持ちもある。それに、昨日、ユメと話して気づいたことがあるのだ。

「ランタ」

「あ？」

「メリイをパーティに入れるって決めたのは、おれとおまえとモグゾーだよな」

「その判断が大間違いだったって思うから、さっさとあいつを放りだしちまおうぜって言ってんじゃねーか」

「おれたちのパーティに加わったからには、メリイも仲間だろ」

　ランタは何か言い返そうとしたが、口をつぐんで決まりが悪そうに目を伏せた。

「そりゃあさ」ハルヒロは自分の左手で右手首を握った。「いきなり分け隔てなくってわけには、なかなかいかないよ。メリイはあのとおりだし。でも、いつまでも五対一みたいな感じだったら、馴な染じめるものも馴染めないだろ。メリイは魔法でおれたちを治療するだけの機械じゃないんだから」

「……そやなあ」ユメが顎あごに指をあててうなずいた。「メリイちゃんはユメたちに冷たいけど、ユメたちもメリイちゃんに冷たかったかもしれんなあ」

「うん……」モグゾーはのっそりと首を縦に振った。「そう、かも」

「じ、じつは」シホルがぼそぼそと自信なさげに言った。「いい人、だったりする……かもしれないし。つ、つんでれ、みたいな」

「ねーよ！」ランタはそっぽを向いた。「ねーな。そんなことは万が一にもありえねえ。あいつは性根から腐った意地悪女だ。おまえらがなんと言おうと、オレの意見は変わらねーからな。あいつとは手を切るべきだ。ハルヒロのヴァカが神官になりゃいいんだよ」

「おれが神官になったら、ランタだけは何があっても治療しないけど。だって、おまえ暗黒騎士だし。暗黒神スカルヘルと光明神ルミアリスって、敵対してるんだろ。おれは敵の傷を治してやるほどお人ひと好よしじゃないからさ」

「チッ。おまえも神官失格だ、失格！　モグゾー、は……戦士がいなくなったら困るか。じゃあ、ユメ！　おまえがやれ！」

「ユメは狼おおかみ犬けんが欲しいからなあ、狩人かりゆうどやめられないねん」

「くっ……このワガママ娘め！　だったら、シホル！　おまえはどうだっ！」

「……あたし、治療者ヒーラーは向かないと思う。きっと、誰かが怪我をしたら、治す前に、パニックになっちゃうし」

「使えねーな！　おまえら、ほんっとマジで使えねえ！　ダメだな！　生きつ粋すいのダメダメ集団だな！　こうなったら――」ランタは咳せき払ばらいをした。「……こうなったら、しょうがねえ。あんな女でも、いねーよりはマシだからな。ツンデレであることを祈るしか……いやだけど、もしあの女がガチのツンデレだったら、当然、オレにデレるわけだよな？　それは微妙に……悪くねーな？」

「と、当然、ランタくんにはデレないと、思う……」

「うっせーぞ、モグゾー！　モグゾーッ!?　今、モグゾーにツッコまれたのオレ!?　ねえ、マジで!?　信じらんねーんだけども!?」

　何はともあれ、方針は決まった。メリイをちゃんと仲間扱いして、仲間になる。話はそれからだ。まずそこをクリアしないと、ハルヒロたちは前・に・進・め・な・い・。

　でも、決して楽な道のりではなさそうだ。

　メリイはいつものように北門前でハルヒロたちを待っていた。何事も挨あい拶さつからだと思って、ハルヒロは元気よく「おはよう！」と言ってみた。ハルヒロはただ挨拶をしただけなのだ。それなのに、なんでそんな恐ろしいほど冷たすぎる視線で刺し貫かれないといけないのか。今、おれ、すっげー馬ば鹿かにされてる。嘲あざけられてる。きっと燃えろ屑くずとか消えろ滓かすとか思われてる。

　メリイは絶対零度の目力でさんざんハルヒロをなぶってから、「おはよう」とそっけなく返した。「早く行って。わたしはついてくから」

　この調子なのだ。

　それでもダムロー旧市街までの道すがら、ユメとシホルは健けな気げに何度かメリイに話しかけた。どこに住んでいるのかとか、朝食と夕食はどうしているのかとか、義勇兵になってどれくらいなのかとか。どう考えても当たり障りのない話題なのに、メリイはまともに答えなかった。「さあ」と「適当に」はまだいいほうで、「どうだっていいでしょ」が炸さく裂れつすると、ユメとシホルは何も言えなくなってしまう。

　難敵だ。いや、敵じゃないけど。味方だけど。仲間なんだけど。

　会話が成立しなくても、せめてチームワークはよくしたい。午前中に運よく三匹連れのゴブリンに出くわしたので、苦戦を覚悟で挑むことにした。一致団結してちょっと厳しい戦いを切り抜ければ、何か見えてくるものがあったりするはずだ。

「――モグゾー、ランタ、一匹ずつ頼む！　おれとユメで一匹やるから！　シホルとメリイはモグゾーとランタを援護して！」

　さりげなくメリイにもサポートを要請してみたのだが、影鳴りシヤドービートや魔法の光弾マジツクミサイルをゴブリンに命中させるシホルをしりめに、メリイは突っ立っているだけだ。ランタが左手を軽く斬られて「いだだだづぁっ！」と大おお袈げ裟さに騒いでも知らんぷりしているし、こめかみのあたりを浅く斬きり裂かれて弱腰になったモグゾーは「たかがそれくらいで下がらないで。戦士でしょ！」と一喝される始末だった。

「クッソ、えっらそうに！　おまえは何もしてねーだろうがッ！」ランタは強引にゴブリンを蹴け飛とばすと、それで広がった距離を踏みこんで縮めながらロングソードをまっすぐ突きだした。「――憤慨突アンガーァァ……ッ！」

　ゴブリンは「グギャッ」と喉のど元もとをぶち抜かれて、しばらく暴れていたが、やがておとなしくなった。暗黒騎士の剣技、暗黒闘法は、接近戦を避けて間合いの外から敵に攻撃を加える一撃離脱ヒツト＆アウエイの戦術を旨とするらしい。今のはなんだかちょっと違う気もするけど、まあ結果オーライか。これで敵は二匹になった。いや。

「もぁーっ！」モグゾーが鍔迫り合いバインドからの巻撃ウインドでゴブリンを怯ひるませ、すかさずバスタードソードを叩たたきつける。「ふんがぁーっ……！」

　脳天を割られたゴブリンが崩れ落ちて、これで残り一匹。

「マリク・エム・パルク……！」シホルが杖でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えて、拳大の光弾をゴブリンの胸にぶちあてた。「ギャッ……」

　魔法の光弾マジツクミサイルの打撃力は大人が殴りつけるのと同じくらいだ。ゴブリンは一瞬ぐらっと揺れただけだったが、隙すきができた。ユメがゴブリンに詰めよって剣鉈で薙なぎ払う。「――刈り払い……！」

「ッ！」ゴブリンは、でも、素早く斜め後ろに跳んで逃れた。ハルヒロに背中を向けている。今だ、と思うとハルヒロの身体からだは自動的に動いた。息を詰めて、背面打突バツクスタブ。ダガーは収まるべき場所に収まるかのようにたやすくゴブリンの背中を突き通し、腹に抜けた。間違いなくうまくいったときの手て応ごたえだ。ゴブリンは、ぶるん、ぶるんっ、と身を震わせてから脱力した。ダガーの切っ先を下げて肩を押すと、ずるりと抜ける。ゴブリンは倒れ伏して、微動だにしない。

「クハハハハッ！」ランタがゴブリンの屍しかばねから爪つめを剥はぎ取りながら高笑いした。「連係はクソミソだったけど、このオレの一撃が呼び水になっての大勝利！　さすがオレ！　もはや予定調和すぎてつまんねーけどな！　つーか、手が痛ぇっ！　メリイ！　治せ！」

　メリイはランタを完全に無視して、モグゾーにつかつかと歩みよった。「座って」

「……はい」モグゾーはお座りを命じられた飼い犬みたいに地べたに腰を下ろした。

　メリイはモグゾーの額や後頭部、それからこめかみをさわった。モグゾーが顔をしかめると小声で何か言ったが、ハルヒロには聞きとれなかった。メリイは六芒を示す仕し種ぐさをして、祝詞のりとを唱えた。「光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒し手キユア」

「……戦いが終わったあとなら、わりと治療してくれるんだよな」ハルヒロは呟つぶやきながらゴブリン袋を回収した。中身は銀貨二枚と、きれいな石が二つ。牙きばや歯車などが少々。石の値段次第だが、四シルバーといったところか。

「おい、メリイ！　モグゾーはもういいだろ！　次はオレを治療しろ！」

「あんたはかすり傷でしょ」

「そんなことねーよ！　ほら、血が出てるじゃねーか。止まりつつあるけども！」

「唾つばでもつけとけば。あと、呼び捨てにしないで。腸が煮えくり返るから」

「キィーッ！」

　――といった具合に、ランタはあまり治してもらえないけど。ただ、ランタはなんでもかんでも大袈裟で、ちょっとした怪我でも大騒ぎする。マナトは鷹おう揚ように見えてけっこう神経質で、全員が万全じゃないと気がすまないようなところがあったから、どんな傷でもただちに治療してくれたが、あそこまでする必要があったのだろうか。考えてみれば、少しやりすぎというか、ランタあたりは甘やかされすぎていたような気もする。

　ゴブリンの屍を片づけてから、ハルヒロは思いきって尋ねてみた。

「もしかして、やり方の問題？　なんていうか、メリイは治療者ヒーラーとして、こんなふうにするって決めてる、みたいな」

「は？」

　その「は？」はかなりおっかないので、やめてほしい。ハルヒロはたじろぐ自分をどうにか奮い立たせた。「……いや、神官にも、いろんなタイプがあるのかな……とか。おれは、ほら、知らないからさ。経験が浅いから」

　メリイは何か言おうとしたが、めんどくさくなったのか、ため息をついた。そして腕組みをすると、ぷいっと横を向いてしまった。「さあ」

　出たよ。「さあ」。ハルヒロはむきになった。「お、教えてくれない？　おれは盗賊だから、神官のことはわからないし、わからないわからないって思ってるだけじゃ、ずっとわからないままだし、それでいいとは思ってないし――」

「それはそっちの意見でしょ。わたしはべつにこれでいいと思ってるから」

「ぜんぜんよくなっ……」ハルヒロは慌てて深呼吸をした。まずい。キレそうだった。あぶないところだった。落ちつかないと。頭にくるけど。何なんだよ、こいつ。なんでこんなに頑かたくななんだよ。「……プライベートっていうか、そういうことには立ち入らないからさ。戦闘での役割分担とか、流れとか、あるわけだし。そのへんは、もっとみんなで話しあっていきたいんだけど」

「わたしの仕事が気に入らないなら、はっきり言えば？　今すぐ抜けるから」

「そうじゃないって。おれは、ただ――」

「だったら、何の問題もないでしょ」

「……はい」

　誰だれか教えてほしい。メリイとまともにコミュニケーションをとる方法はないのでしょうか。ない、かな。ありそうにない。

　その後もユメとシホルはメリイに根気強く話しかけつづけて、そのたびに玉砕した。ハルヒロも何度か対話を試みたが、応じてもらえなかった。夕方までにゴブリンを七匹しとめて、稼ぎは一人あたり二シルバー五カパー、まあまあといえばまあまあだが、惜しげもなく金貨を投げてよこしたレンジの富豪っぷりとつい引き比べてしまい、一抹のせつなさを噛かみしめたりもした。メリイは分け前を受けとるとすぐに行ってしまったので、五人で食事をすませてシェリーの酒場を訪れた。

「人がいっぱいいてるなあ。ユメはお酒飲みたくないから、ジュースでいいかなあ」

「……あたしも、お酒は。すごく、賑にぎやか……」

　ユメとシホルはこれが酒場デビューなので、きょろきょろしたりびくびくしたりで忙しそうだ。ランタがいかにも常連ですみたいな顔をして「おい、おまえら、落ちつけ。な。何の変哲もねーただの酒場なんだからよ。頼むぜマジで」とか言っているが、二人はたぶんまったく聞いていない。間もなく給仕女がやってきて、それぞれ飲み物を注文し、代金を支払った。ハルヒロも今日はビールじゃなくてレモネードにした。天てん竜りゆう山脈の天然炭酸水にレモンと蜂はち蜜みつを加えたもので、これがけっこうおいしいのだ。

「――問題はメリイだよな。やっぱり」とハルヒロが切りだすと、ユメが「そやなあ」とうなずいてみせた。「ユメ、シホルとよっぽど話しかけてんけどなあ、ほとんどなしのすべてやったしなあ」

　シホルがすかさず「ユメ、なしのすべてじゃなくて、なしのつぶて、だよ」と訂正したら、ユメは「ふぇ？」と目をぱちぱちさせた。「そうなん？　ユメ、ちょっきりすべてやと思ってたわあ。そっか。なしのつべてやったんかあ」

「……ちょっきり、じゃなくて、てっきり。それから、つべて、じゃなくて、つぶて」

「はれ？　ユメ、また間違えてしまったん？　間違えてばっかしやなあ」

「コ・レ・しかねーだろ」ランタが首を切る仕種をしてみせた。「コ・レ・。さっさとコ・レ・しちまえばいいんだよ、あんな女。コ・レ・な。コ・レ・」

　どうやらランタは首を切る仕種が気に入っているらしい。かっこいいとでも思っているのか。だとしたらユメ以上に間違っている。

「あ……」と、店の出入口のほうに目をやっていたモグゾーが口を開けた。噂うわさをすれば影がさす、というやつだろうか。メリイだ。メリイが酒場に入ってきた。

　ちらっとだが、メリイはこっちを見た。十中八九、ハルヒロたちに気づいたと思う。でも、見て見ぬふりをした。カウンターのずっと奥のほうにあいている席があって、メリイはそこに座った。

「なんっ――」ランタが卓を叩いた。「だよっ！　あの態度は！　仮にも同じパーティなんだからよ！　ちょっと頭下げるとか、最低でもそれくらいはするだろ普通！」

「メリイちゃんはなあ」ユメは眉まゆをハの字にして口を尖とがらせた。「普通の感覚があんまし通用しない子ぉやからなあ。今のはユメも、すこぉーし胸がちくっとしたけどなあ」

　シホルはしきりと唇をさわっている。「……で、でも、あたしたちも、挨あい拶さつとか、しなかったし。どっちもどっち……かも」

「あー」ハルヒロは首筋を掻かいた。「まあね。なんか、無視されそうって身構えてたようなとこはあったかな。で、やっぱり？　みたいな。こういうのもよくないのかな」

「ふっざけんじゃねーよ。なんでそこまでオレらが気を遣わなきゃなんねーんだよ」

「そんなんやから、ランタは女の子全般にめっちゃ忌み嫌われるねん」

「うっせーな！　ちっぱいごときが、勘違いして女全般を語ってんじゃねえ！」

「ちっぱいゆうな！」

「ちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちっぱいちーっぱい」

「むぅぅぅぅぅぅぅ」

「……ランタ、おまえって、どこまでいっても全開で最低だな」

「ハルヒロの分際で余計なお世話なんだよ！　オレは女の顔色なんかうかがわねえ！　オレがうかがうのは胸とか尻しりとか脚とか二の腕だけだ！」

　シホルが汚物を見るような目でランタを見ている。「……気持ち悪い。人として」

「い、言いすぎた！」さすがにランタもまずいと思ったらしい。「オレがうかがうのは女の胸とか尻とか脚とか二の腕だけじゃなくて、顔色はどうでもいいけど顔は重要！　いっくら身体がよくてもな、顔がクソマズかったらやっぱな！　あれっ？　なんかオレを見る目がさらに厳しさを増してるような気がするんだけど？　なんで？」

「……誰かが」モグゾーがメリイのほうを指さした。「メリイさんに、話しかけてる」

「お」ハルヒロはまばたきをした。「……ほんとだ」

　べつに驚くようなことじゃないのかもしれない。だけど意外だ。しかも、笑顔でメリイに何か声をかけている男を、ハルヒロは知っていた。といっても、一度口をきいたことがあるだけだ。やさしげな顔。鎧よろいにマント。剣。全体的に白っぽい。「――あれ、オリオンのシノハラさんだ」

「オリオン？」ランタは首をひねった。「うぉ、マジだ。オリオンっつったら、わりと有名なクランだよな。つーかシノハラって、たしかオリオンのマスターだろ。ま、どうでもいいけどよ。あの女のことなんて。おっ、飲み物きたぞ。乾杯しよーぜ乾杯。乾杯！」

「か、乾杯」と応じたのはモグゾーだけだった。ハルヒロはモグゾー、ユメ、シホルとだけ木製のマグを軽くふれさせて、レモネードを一口飲んだ。甘酸っぱくておいしい。

「なあなあ、ハルくん」とユメに袖そでを引っぱられた。「くらん、て何？」

「ああ、クランっていうのはさ――」ハルヒロもくわしく知っているわけではないのだが、クランとは義勇兵たちが何か目標を掲げたりして結成するチーム、グループだ。パーティの人数はだいたい五人か六人で、これは神官の光の護法プロテクシヨンという必ひつ須す的な強化魔法の効果対象が六人までだからなのだとか。でも、六人では対処しきれない強大な敵だっている。六人では入りこめない危険な敵地もある。どうしても複数のパーティが連携しなければならない局面があって、結束を図るためにクランという枠組みが作られたらしい。「――名が知れてるクランっていうのも、いくつかあって。凶戦士隊バーサーカーズとか、鉄拳隊アイアンナツクルとかね。あと、女の人だけの荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズとか。そっか、オリオンも有名なんだ」

「見ろよ」ランタはシノハラを親指で示した。「マントにＸみたいな七つ星の紋章がついてんだろ。あれがオリオンのシンボルだぜ。そのへんにも何人かいるじゃねーか」

　たしかに、シノハラと同じマントをつけた客がちらほらいる。シノハラも、自分たちはよくシェリーの酒場にいると言っていたっけ。いつかどこかで会ったら挨拶くらいはしようと思っていた。今がそのとき――じゃないよな。メリイと話しているところに割りこむのは抵抗がある。あとでいいか。

　それにしても、シノハラとメリイはどういう間柄なのだろう。ほとんど一方的にシノハラがしゃべっていて、メリイは相あい槌づちを打ったり、首を振ったりしているだけのようだが、迷惑そうにしている様子はない。どちらかといえば、申し訳なさそうにしている。

　やがてシノハラがメリイから離れていった。メリイはしばらくシノハラの後ろ姿を目で追っていたが、うつむいて飲み物に口をつけた。

　ランタが「クククッ……」と邪悪な笑い声を立てた。「で・き・て・やがるぞ、あの二人」

「そんなふうには見えなかっただろ……」

「ハァールヒロォー。おまえの目はマジで節穴だな。どっからどう見たって、そういう雰囲気漂いまくりだっただろーが。あれは確実にやってんぞ。百パーやってるわ」

「おれ、シノハラさんに一言挨拶してくる」

「おいこらてめえ！　オレを無視するんじゃねえ！　悲しくなっちまうだろ！」

　ぞんぶんに悲しくなってればいいんだよと思いながら席を立とうとしたら、店内が騒然となった。理由はすぐにわかった。

「――ソウマ」「ソウマじゃねえか」「ソウマだ！」「ソウマ！」「ソウマ……！」

　客の義勇兵たちが口々に一つの名前を呼んでいる。ソウマとは誰なのか。間違いなく彼だろう。六人連れの男女がシェリーの酒場に入ってきた。その先頭だ。

　まだ若そうな男だが、違う。違いすぎる。まず装備が違う。頭をのぞく身体からだ全体を覆っているのに、ぴったりしていて、やたらと軽そうで、角張ったところがまったくないあの黒い鎧は何だ。たぶん無数の小さな金属の板が組みあわさってできているのだろうが、あちこちからオレンジ色の光がもれている。それが呼吸でもしているかのように明滅しているのだ。下半身につけている左右非対称の長いスカートみたいなものも鎧の一部らしいが、それがまたかっこいい。男が背に負っている長い剣は刀のように反りがあって、その禍々しくも美しい拵こしらえに心を奪われない者はきっともぐりだ。腰に帯びている小振りの刀も見事なもので、正直、そっちでいいから欲しい。そんなあからさまに格が違う武具を身にまとっている男の顔も非凡だ。すっきりした顔だちで、特別男前だとか中性的な美形だとか、そういうわけじゃない、でも、沈着冷静と凄すごみとそれから哀愁をたたえたあの切れ長の目に見すえられたら、誰も平静ではいられないだろう。

　ソウマのあとに従う男女も明らかにただ者じゃない。浅黒い肌をしたドレッドヘアで三白眼の男は、銀色の鎧がきらびやかすぎてまぶしいほどだし、でかい。モグゾーより上背がありそうだ。かなりいい身体をしていそうだが、頭が小さいのでひょろ長く見える。その後ろを歩いている男は、反対にずいぶん小さい。顔も子供みたいだが、それにしては目がどろっとしすぎている。視線があったら呪のろわれそうだ。というか、小柄な男に寄り添っている腕の長い、長すぎる男は、そもそも人間なのか。恐ろしげな仮面を被かぶっているし判然としないが、どうも別の生き物のような気がする。全身に革だの金属だのを巻きつけているかのような防具も異様だし、背中にくくりつけてある鋸のこぎり刃ばの巨大な剣も見るからにやばい。でも、そのあとにあの女性二人を見ると、いい具合に目の保養になって脳がとろけてしまう。ソウマのパーティは男四人に女二人で、その二人が二人とも美人なのだ。

　一人はきれいでかっこよくて色っぽいおねえさんという感じの人で、ドレスみたいな、それも胸や脚がのぞく大胆な服を着ている。首飾りやら指輪やら腕輪やら極上っぽい杖つえやら短剣やら何やらで飾り立てているが、ケバくは見えない。身につけているものに負けないくらい、彼女自身がゴージャスだからだろう。

　もう一人は、なんというか、メリイにちょっと似ている。顔が似ているわけじゃなくて、同じ人間とは思えない、美女なのか、美少女なのか。ハルヒロと同年輩にも見えるし、年上にも見える。精せい緻ちな彫刻が施された胸当てをつけているが、軽装だ。でも、剣を提げている。戦士なのか。女性の戦士はめずらしい。それはそれとして――なんてきれいな銀髪だろう。レンジの銀髪とはまるで違う。本物の銀を溶かしてごく細い糸にしたような髪の毛なのだ。瞳ひとみはサファイアが填はめこまれているみたいだし。肌の白さが尋常じゃない。雪のような、という表現があるが、本当に雪みたいだ。当然血が通っているだろうから、ほんのりと赤みを帯びてはいる、だけど輝いているのだ。メリイなんてものじゃない。人間じゃない。だって、彼・女・の・耳・は・尖・っ・て・い・る・。

「……エルフじゃねーのか、あれ」とランタが呟つぶやいた。

「エルフ……」ハルヒロはまばたきをすることも忘れて彼女を凝視しながら、鸚おう鵡む返がえしに言った。エルフ。何だろう。わからないのに、わかる。エルフ。そうだ。おそらく彼女はエルフだ。

「ヨォーヨォー！」と、誰だれかが駆けよってきた。誰かというか、このやかましさはキッカワ以外の何物でもない。「ハルっちランタんモグちんにユメぴーとシホルんじゃーん！　元気元気？　俺ちゃん大元気！　ねえ見た見た見てる？　すっげーよねソウマ！　いやぁ拝めると思ってなかったよ俺ちゃんラッキー！　みーんなラッキッキー！　だね！」

　なんだかこの間よりテンションが高いような。ソウマのせいなのか。

「……キッカワ、ソウマって？」

「なぁーんだよぉー。ハルっちソウマ知らないの!?　マジで!?　うっそでしょー。ありえないでしょー。ソウマはあれだよ、ナンバーワン義勇兵だよ。義勇兵オブ義勇兵。まあ実力はどうなのかとかいろいろ言われてるみたいだけど、ネームバリューは文句なしでトップだよね。俺ちゃんも初めて見たけどさあ。違うねえ！　違うわ！　かっくいーっ！　俺ちゃんが女だったら抱かれたい！　ソウマ、愛してるーっ！　うん。嘘うそ。そこまでは思ってない。でも、すげーよなあ。憧あこがれるよね。どうせならあんなふうになりたいよね」

「だな！」ランタは爛らん々らんと目を光らせている。「男ならよぉ！　義勇兵なら！　目指すべきだよな！　クッソ！　あの鎧どうやったら手に入るんだよ！　着てえ！」

「……ぼ、ぼく」モグゾーは下を向いてもじもじした。「か、兜かぶと、が、欲しいな。できれば、板金の鎧も。そうしたら、少しは……」

　シホルは思いつめたような表情で下唇をきゅっと噛かんだ。「……魔法を、覚えたい。みんなを助けられるような、魔法を。今のあたしじゃ、まだ……」

「ユメはなあ。ユメも鎧をな、どうにかしたほうがいいかもとか思うねやんかあ。ユメ、弓矢へたくそやから、前に出ること多いしなあ」

「おれは――」どうすればいいんだろ。ハルヒロはまだソウマたちから目を離せないでいる。だけど正直、キッカワやランタみたいに、ソウマみたいになりたいなんて思えない。レンジたちとの差でさえ埋められそうにないと感じているのだ。無理だろ。憧れるとか。どうせ追いつけっこないのに、馬ば鹿かみたいじゃないか。

　だからって、このままでいいのか。そんなことはない。ハルヒロだって、前に進みたいとは思っている。レンジたちみたいに、一段飛ばし二段飛ばしで階段を駆けあがるようなことはできなくても、一段ずつ、じっくり上ってゆくことはできるはずだ。マナトはきっと、そうしようとしていた。自分たちなりのペースで、昨日より今日、今日よりも明日のほうがましになるように。願うだけじゃ、もちろんだめだ。行動しないといけない。

　おれは何をどうすればいいんだろ。

　もっと金を貯ためて、スキルを覚える？　いい装備をそろえる？

　それも大事だ。でも、それだけでいいのかな。

　マナトはおれに、頼む、って言った。あれってやっぱり、マナトがやってたことを、おれにやれってこと？　つまり――パーティのリーダーになれって？

　できるのかな、おれに。誰かがやらなきゃいけないんだろうけど。おれじゃなきゃだめなのかな。やりたくない。背負いたくない。めんどくさい。マナトはどうだった？　やりたくて、好きこのんで、喜んでやっていたのか。もしかしたら、必ずしもそうじゃなかったのかもしれない。本当はつらくて、投げだしたくて、でも、歯を食いしばってみんなを引っぱってくれていた。そんなことないって、どうして言いきれる？

「やーでもでもでも！」キッカワはいつの間にかランタと肩を組んで笑っている。ランタと意気投合できるなんてすごい。「ソウマに会えるとは思ってなかったなあ！　旧イシュマルあたりが主戦場で、オルタナにはめったに帰ってこないって聞いてたからね！　さっすが俺ちゃん、強運すぎて怖くなるね！　いや怖くはないけど！」

「おいキッカワ！　ソウマと友だちになっちまおうぜ！　今のオレらならいけんだろ！」

「いくぅー!?　いっちゃうー!?　ランタん、いっちゃいますかぁーっ!?」

　キッカワとランタが同時に席を立った。まさか、本気でソウマに声をかけるつもりなのか。ハルヒロは椅い子すから腰を浮かして、酒場の中を見まわした。ソウマたちはカウンターのそばの卓に座っていて、その周りには人だかりができつつある。メリイは一人で酒か何か飲んでいるようだ。シノハラの姿は見あたらない。どこかに行ってしまったのか。

　椅子に座りなおして、レモネードを飲んだ。顔を上げると、ユメと目があった。ユメは、どうかしたん、と言いたげに首をかしげてみせた。ハルヒロは、どうもしない、と答えるつもりで頭を振ってみせて、またレモネードを口にふくんだ。どうもしないってことはないんだけど。リーダーか。おれなんかにできるのかな。
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　できようとできなかろうと、息をしているかぎり時間が流れる。眠れば日が昇って、朝がきたらまたダムロー旧市街に向かわないといけない。

　ゴブリン二匹に奇襲をかけて、先制攻撃で一匹に手傷を負わせ、そっちのゴブリンをランタとユメが、無傷のゴブリンをモグゾーとハルヒロが相手にする形に持ちこんだ。

　無傷のゴブリンはへこんだ兜かぶとと粗末な鎖帷子くさりかたびら、傷んだ剣で武装していて、なかなか手強い。そうはいっても、体格ではモグゾーのほうが遥はるかにまさっている。力だってモグゾーのほうが強いはずだ。強引にいけば押しきれそうだが、モグゾーはそうしない。どうしてだろう。モグゾーが臆おく病びようだからか。

　たしかに、モグゾーはランタみたいに向こう見ずじゃない。でも、慎重にならざるをえない理由があるのだ。

　相手のゴブリンがたまたま兜を被かぶっていたので、両者の動きを見ていて気づいた。兜があれば、ちょっとくらい頭を打たれても死ぬことはない。だけど兜がないと、剣がかすっただけで重傷を負いかねないから、どうしても腰が引ける。

　モグゾーが昨夜、兜と板金の鎧よろいが欲しいと言っていた。斬きれ味鋭い新品のバスタードソードじゃなくて、防具が欲しいと。もっと防御力の高い防具で全身をがちがちに固めれば、思いきった戦いができる。たぶんそういうことだろう。

　ハルヒロはだいたい、敵の背後をとることばかり考えている。鎧を着ているわけじゃないので、敵の攻撃はぜんぶ怖い。大おお袈げ裟さに言えば斬られたらおしまいだと思っていて、全力で回避する。でも、モグゾーは正面きって敵と斬り結ばないといけないのだ。モグゾーがハルヒロみたいに逃げまわっていたら、しっちゃかめっちゃかになってしまう。

　役割と立場が違うせいで、わかっていなかった。ハルヒロには何も見えていなかった。いや、見ようとしていなかったのだ。

「モグゾー……！」ハルヒロはモグゾーに声をかけながら、ゴブリンにダガーで斬りつけようとした。ゴブリンがこっちを向く。ハルヒロはすかさず下がった。ゴブリンが一瞬、迷う。ほんの一瞬だ。ゴブリンはすぐにモグゾーに向きなおろうとしたが、そのときにはもうモグゾーがバスタードソードを突きだしていた。「ふぬぁーっ……！」

　バスタードソードがゴブリンの土手っ腹に深々と突き刺さった。だけど生き物はこれくらいで事切れたりしない。ゴブリンは「ギャギャァ」と叫びながら剣を振りまわそうとする。させるかよ。ハルヒロは後ろからゴブリンに迫った。剣を握っているゴブリンの手だ。手を狙ねらう。手首。「――手打スラツプ……！」

　斬り落とすことはできなかったが、ダガーの刃が骨まで達して、ゴブリンは剣を持っていられなくなった。モグゾーが「ぬぁんっ！」とバスタードソードをねじりあげる。ゴブリンが絶叫して、モグゾーにつかみかかろうとする。ハルヒロは左手でゴブリンの兜を引っつかみ、力任せに脱がせて、顎あごの下にダガーをぶちこんだ。「――ぉら……！」

　そこまでしても、ゴブリンが抵抗しなくなるまでいくらか時間がかかった。命のやりとりだから、相手だって真剣で、これ以上ないくらいの真剣勝負だ。簡単なわけない。マナトがそう言ってたっけ。おれたちが死にたくないのと同じで、このゴブリンだって死にたくなかったんだ。それを殺して、持ち物を奪って、飯を食って、おれたちは生きる。

　もう一匹のゴブリンは、ランタとユメ、それからシホルが魔法で弱らせて、とどめはランタが刺した。

　戦闘が終わって、ハルヒロがゴブリン袋を回収している最中に、メリイが右手の五本の指を額にあてて、それから中指で眉み間けんを押さえた。すごく素早かったので、もう少しで見逃すところだった。でも、この目でしっかりと見た。

　あれは六芒を示す仕し種ぐさだ。マナトもよく、敵を倒したあとにやっていた。

　なんだか意外だ。そういうことをしそうな人間だとは思っていなかった。だけどおれ、知らないんだよな。メリイのことなんて何も知らない。知ろうともしなかった。

　昼の休憩のとき、モグゾーに言ってみた。「おれ、少し出すからさ。モグゾー、安物でもいいから兜、買えよ。鎧も、中古でサイズあうのがないか、探してみてさ。見つからなくても、直したらどれくらいかかるのかとか、調べとけば目安になるし」

「……え。そんな。でも……悪いよ。お金、ハルヒロくんが出すこと、ないと思うし」

「いいんだって。おれはとりあえず、これだけあればなんとかなるし」ハルヒロはダガーを叩たたいてみせた。「モグゾーの装備がととのってないと、みんなが困るんだよ。ようは、おれのためでもあるってこと。鉄製の防具ってかなり高いだろ。がっぱがっぱ稼げてるならいいけど、そうじゃないのにモグゾーが自前で防具そろえるなんて、無理あるし」

「あぁー。ゆわれてみたら、そうやなあ」ユメがほわぁっと笑った。「モグゾー、防具買うとき、ユメもいくらか寄付するなあ。かわいい兜、みんなで探そなあ」

　シホルがおそるおそるといった感じで手をあげた。「……じゃあ、あたしも。そんなにたくさんは、できないけど、いくらかは」

「オレは何があろうと一カパーたりとも出さねーからな！　言っとくけど！」

「いいよ。ランタには最初から期待してないし」ハルヒロはちらっとメリイの様子をうかがってみた。メリイはどこか遠くに目をやって、我関せずといった態度だ。でも、心なしか寂しそうに見えるのは気のせいだろうか。

　今度は、余裕があったら戦闘中のメリイを観察してみようと思いたった。錫しやく杖じようみたいな杖つえはただ持っているだけ、決して前に出ない、ろくに治療もしない、やる気がない、ほとんど立っているだけ、というのがメリイの印象だが、本当にそうなのか。

　午後一番に出くわしたゴブリンは三匹連れで、メリイの動向を探るどころの騒ぎじゃなかった。そのあとはなかなかちょうどいい集団または単独のゴブリンにはめぐりあえなくて、旧市街から出る途中に二匹のゴブリンとばったり遭遇した。出会い頭だったので、いきなり乱戦になった。シホル、メリイの後衛組が下がる暇もなかった。一匹のゴブリンがメリイに襲いかかった。「――っ……！」

「ボケッとしてんじゃ――」ランタがゴブリンに体当たりして突き倒した。「ねえよ、クソ女が……ッ！」

「誰だれがボケッとなんか……！」たしかにメリイはボケッとしてはいなかったみたいだ。もう一匹のゴブリンがシホルに飛びかかろうとする。メリイは「えいっ！」と豪快に錫杖を振りまわして、そいつをぶん殴った。あれは神官の護身法スキル、強打スマツシユだ。マナトも覚えていたスキルだから、間違いない。

　相手が二匹だし、初っ端からいい流れだ。ハルヒロはゴブリンの背後をうかがいながらも、たびたびメリイに目をやった。違うなと思った。あの杖は飾りじゃない。ちゃんと護身法のスキルも習得している。前には出たがらないが、シホルを守ってくれた。

　それに、ゴブリンが死にものぐるいでモグゾーにしがみついて、顎に頭突きを食らわせた。その場面を、メリイは真剣な表情で凝視していた。直後、かすかに首を横に振った。これは大丈夫、治療はしなくてもいい、といった具合に。

　メリイは立っているだけ？　やる気がない？　そうじゃない。メリイは後ろから戦況を見渡して、仲間が傷を負うたびに判断を下している。必要とあらば、錫杖だって使う。

　戦闘が終わって、シホルがメリイに声をかけた。「あの、さっきは、ありがとう」

　メリイはそっぽを向いた。「なんのこと？」

　そういう言い方をしなきゃいいのに。普通にどういたしましてと返して、微笑ほほえむくらいしたら、きっと女でも男でもメリイを好きになる。べつに難しいことじゃないはずだ。そうしたほうがメリイだって生きやすいだろう。なんでそうしないのか。

　オルタナに帰って、買取商で戦利品を売り払ったあと、何も言わずに去ろうとするメリイを呼び止めた。「あ、メリイ、ちょっと待って」

　メリイは髪をかきあげながら、めんどくさそうに振り返った。「まだ何か用が？」

　だから、いちいち怖いんだって。もはや嫌われたがっているとしか思えない。でも、同じパーティの仲間じゃないか。嫌われるよりは好かれたほうがいいだろ。言えるものならそう言いたい。だけど言えない。立ち入ったことを言えば、メリイはたぶん逃げてしまう。もういい、さよならと、パーティから抜けてしまうような気がする。

「用っていうほどのことじゃないんだけどさ、飯、一緒に食わない？　それから、そのあとみんなで酒場にでも」

「結構です」

「……なんで敬語？」

　メリイは斜め下に視線を投げて、ほんの少しだけ眉まゆをひそめた。怒っているのか。なんとなく、恥ずかしがっているようにも見える。「……とくに意味はない」

「あ、そうなんだ。ごめん、変なとこにツッコミ入れちゃって」

「べつに……」メリイは口を尖とがらせかけてやめ、うつむいて首を左右にふるるっと振った。それから「また――」と言って、おそらく、明日、とつづけようとしたのだと思う。いつも黙って行ってしまうメリイにしてはめずらしい。そのめずらしいことは、だけど結局、起こらなかった。メリイは、また、とだけ言い残してハルヒロたちに背を向けた。

　メリイは歩くのが速い。でも、あの歩き方はちょっと変だ。なんだか慌てているように見える。

　ランタが、ケッ、と吐き捨てた。「――ったく、いけすかねー女だぜ。マジで」

「そう、かな……」モグゾーは顎を撫なでた。うっすらとだが、髭ひげが生えている。髭濃いな、モグゾー。「今日は少し、違ったような、気がするけど」

　ユメが「うんうん」とうなずいた。「ちがうかったよなあ。今日のメリイちゃんは、ちょぴっとかわいかったよ。なんとなぁーくやけどもなあ」

　ランタはユメを横目で睨にらんだ。「何でもかんでも、かわいいかわいい言ってんじゃねーよ。おまえのかわいいは適用範囲が広すぎて、意味がわかんねーんだっつーの」

「ランタになんか、わかってもらえなくていいねん。わかってもらいたくないもん」

「かぁーわいくねえっ！」

　ユメとランタをなだめて、モグゾーの兜かぶとを探した。市場に中古の鉄兜を並べて売っている露店が出ていて、バルビュートとかいう種類の兜が安かった。バルビュートは鉄の一枚板を鍛造しただけで、造りが簡単なぶん安価なのだという。足の親指に似た形をしていて、被かぶるとＴ字形の開口部から目、鼻、口が露出する。ぱっと見、すぐ脱げてしまいそうだが、内側に革が巻きつけてあるから、そうでもないらしい。

　ランタが執しつ拗ような値引き交渉を展開して、頭が大きいモグゾーにぴったりな、でも、傷やへこみだらけで見栄えのしないバルビュートを、四十二シルバーから十八シルバーまで値下げさせた。代金はハルヒロが四シルバー、ユメとシホルが三シルバーずつ、モグゾーが八シルバー払った。

　屋台で夕飯を食べながら、ランタが「まあ、オレは実質、二十四シルバー出したようなもんだからな！　感謝しろよ、おまえら！」と胸を張ってみせて、ユメとシホルの眉をひそめさせた。ハルヒロも呆あきれたが、まあそうかもなと思いなおした。臆おく面めんがないランタでなければ、あそこまで値引きさせることはたぶん、できなかっただろう。二十四シルバーは大袈裟でも、ランタのおかげで十シルバーかそこらは金を節約できた。

「うん。ありがとな、ランタ」とハルヒロがあえて真顔で言ってやると、ランタは目を白黒させて「お、おう」と下を向いてしまった。「……わ、わかりゃーいいんだよ。オレの実力っつーか何？　価値？　真価っつーの？　そのへんをな、おまえらけっこう、見くびってるからな。心しろよ今後。マジで。頼むぞほんと。いや頼まねーけど……」

　食事をすませてから鎧よろいを見て回るつもりだったが、もう遅いので酒場に行った。メリイはきていないようだ。ハルヒロが酒場に誘ったりしたので、逆に今日は姿を見せないかもしれない。

「マジでかわいくねーよ、あの女。ユメなんてもんじゃねえ」ランタはメリイを助けたのに一言の礼もなかったことを根に持っているらしい。「挨あい拶さつもありがとうもごめんなさいもろくすっぽ言えねーんだからよ。終わってんだろ。見た目だけだな。見た目だけ。見た目はピカイチだけどな。ま、ソウマのパーティのエルフほどじゃねーけどよ」

「……だ、だけど」モグゾーはバルビュートを被ったままでいる。よっぽど気に入ったらしい。飲み物、飲みづらそうだけど。「前、ぼくを魔法で治療してくれたとき、ごめん、って、言ったよ、メリイさん」

「ああぁ？　嘘うそつくんじゃねーよ、モグゾー。あいつがそんなタマか」

「ほ、本当だよ。ぼくが、頭に怪け我がをしたとき。メリイさんの手が、傷にあたって、それで、ぼくが痛がったら、ごめんなさい、って」

「あった、あった」ハルヒロも覚えている。聞きとれはしなかったが、メリイはあのとき、たしかにモグゾーに何か言った。「――そっか。あれ、謝ってたんだ」

「あたしを、守ってくれたし……」シホルがうなずいた。「とっつきづらいけど、意地悪とか、薄情だとか、そういう人じゃないと思う」

「メリイちゃん、ものっそいかわいいしなあ」

「おれ、今日、注意してメリイを見てたんだけどさ――」ハルヒロはメリイの戦闘中の振る舞いについて、気づいたことをみんなに話した。メリイはメリイなりに、しっかりと自分の役目を果たそうとしている。ただ、自分の考えを言わない。口もよくない。態度が悪い。だから誤解される。「――たぶんだけど、メリイのやり方をこっちがちゃんと理解しておけば、うまく回せると思う。でも、それでいいのかなっていうのもあってさ」

「何が悪ぃーんだよ」ランタはビールをぐびっと飲んで、ヘッ、と鼻を鳴らした。「あの女がそれなりに働いてるっつーんだったら、問題なんかねーだろ。まあ、オレはあのクソ女がちゃんとやってるって話には納得できねーけどな」

「ランタがそう思ってる時点で問題だろ」

「オレがどう思おうと、おまえらに関係あんのか？　オレの意見なんか、おまえらいっつも無視しまくってんじゃねーか」

「ふてくされるなよ」

「ふてくされてなんかねえ。オレは事実を言ってんだよ。あのクソ女はパーティの異分子だけどな。オレだって大差ねーだろ」

　ランタはそんなふうに感じていたのか。気づかなかった。メリイだけじゃない。ハルヒロはランタのことも見ていなかった。そういうことか。

　考えてみれば、ランタだって人の子だ。邪険にされて平気なわけがない。だったら、もうちょっと言動をどうにかしろって話だけど。自業自得って感じはするけどさ。とはいえ、性格を直せと言われても、そう簡単には直せるものでもないだろう。今のランタにだって、いいところもあるし。なくもないし。

「悪かったよ」ハルヒロは頭を下げた。「ごめん、ランタ。これからは気をつける」

「そ、そうだな！　せ、せいぜい気をつけろってんだ、バーカ！」

「……バカは余計だろ」

「バカにバカっつって何が悪いんだよヴァーカッ！」

「おまえさ……」ハルヒロは首筋を掻かいた。もう怒る気にもなれない。ガキかよ。ガキなんだな、きっと。いちいちとりあわないで、適当に流したほうがいいのかもしれない。マナトもそうしてたっけな、そういえば。

　ため息をついて酒場を見まわしてみたら、オリオンのマントが目に入った。シノハラだ。階段を上がって二階席に向かおうとしている。「――あ、おれ、ちょっとシノハラさんに挨拶してくる」

「何ぃ？　さてはハルヒロ、おまえ自分だけオリオンに入れてもらうつもりだろ！　そうはさせねーからな、オレも行く！」

「……いや、そんなつもりは毛頭ないんだけど。まあいいけど」

「じゃ、じゃあ、ぼくも」

「そやったら、ユメも行ってみよかなあ」

「え……だ、だったら、あたしも……一人だけ残るのは、ちょっとあれだから……」

　これってどうなのかと思わなくもなかったが、五人でぞろぞろ二階席に上がった。シノハラはハルヒロが声をかける前に気づいて、席から立ちあがった。「やあ、ハルヒロくん。久しぶりですね。そちらのかたがたはきみの仲間ですか？」

　うわ。この人、一回しか会ってないのに、おれのこと覚えてる。なんかすごい。というか、シノハラの周りはオリオンだらけだ。二十人、いや、三十人以上いるだろうか。男がやや多めだが、三分の一くらいは女で、全員、オリオンの白マントを羽織っている。

「あ、ああ……ど、どうも、えっと……」

「さあ、こちらへ。――ハヤシ、彼らに席を作ってやってくれないか」

「はい、シノハラさん」ハヤシと呼ばれた短髪で目の細い男が、そのへんから卓と椅い子すを運んできた。「こちらにどうぞ」

　シノハラはハヤシが持ってきた卓を囲む椅子の一つに腰を下ろして、ハルヒロたちも同じように座らせた。オリオンの人たちはじろじろこっちを見るでもなく、仲間内で穏やかに談笑している。行儀よすぎ。感じよすぎ。注文していないのに、飲み物まできた。モグゾーやユメ、シホルはともかく、ランタまで借りてきた猫みたいにおとなしくしている。オリオン、すごい。

「で、いかがですか、ハルヒロくん。まだ団章は買っていないようですが、この生活には慣れましたか」

「えっ。おれが団章まだ買ってないって、なんで知ってるんですか？」

「新兵ルーキーのことは皆、気になるものです。ダムロー旧市街に通っているのでしょう。きみたちを陰でゴブリンスレイヤーと呼ぶ者たちもいるようです」

「ああ……ずっとゴブリンばっかり相手にしてるんで、たしかに」

　シノハラは少し間を置いてから居住まいを正した。「お仲間のことは残念でした」

「……はい」ハルヒロは卓に目を落として、両手を握りあわせた。そこまで知っているのか。でも、そんなものなのかもしれない。最初は広大に感じたオルタナだが、じつはかぎられたスペースに何でもかんでもぎちぎちに詰めこんでいるコンパクトな街だ。義勇兵の世界はその中のさらに一部でしかない。ことさらに隠そうとしなければ、どんなことでもあっという間に知れ渡る。そう考えておいたほうがよさそうだ。「……なんていうか、おれもすごく残念です。いいやつだったんで」

「口幅ったいようですが、仲間を失うつらさはわかります。私も経験がありますから」

「そう……なんですね。それは……」

「どうかその痛みを忘れないでください」シノハラは静かな、でも、深い悲しみをたたえた瞳ひとみでハルヒロたちを見まわした。「痛みを抱えながらも、きみたちは進めるのです。そのことをしっかりと胸に刻んでおいてください。そして、今いる仲間を大切にしてください。仲間と過ごす時間を大事にしてください。それは過ぎ去れば二度と戻ってきません。悔いることはあるでしょう。ですが、悔いを残さないようにつとめてください」

　シノハラの言葉に耳を傾けているうちに、ハルヒロたちは自然と胸に手をあてていた。今いる仲間を大切にする。マナトが生きている間に、もっと大切にできていたら。もっとマナトのことを理解できていたら。だけどそれはもう叶かなわないのだ。だからこそ、今いる仲間と過ごす時間を大事にしないといけない。悔いを残さないように。

　おれだって、いつ死ぬかわからないんだ。モグゾーも、ランタも、ユメも、シホルも、そしてメリイも。誰だれかが死んでから、あのときこうしておけばよかったなんて、もう思いたくない。みんなに思わせたくもない。

「シノハラさん、相談があるんです」

「何でしょう。私に応じられることならいいのですが」

「メリイのことです。昨日、話しかけてましたよね。メリイがおれたちのパーティにいるってことも、きっと知ってますよね」

「ええ。彼女が何か？」

「教えてほしいんです。メリイのことで、何か知ってることがあれば。お門違いかもしれないけど、たぶん本人から無理やり聞きだそうとしても、話してくれないと思うし」

　シノハラは人差し指で卓を一度だけ叩たたいた。「――それは、私よりもハヤシのほうが適任でしょうね。彼は以前、彼女と同じパーティにいたのです」

「え……？」ハルヒロは隣の卓で酒杯を傾けているハヤシに目をやった。ハヤシはハルヒロの視線を受け止めて、目礼した。
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　……見習い義勇兵のころから、俺とメリイは仲間だった。戦士の俺とミチキ、魔法使いのムツミ、盗賊のオグ、そして神官のメリイ。俺たちのパーティはわりと順調なほうだったと思う。きみらみたいにダムロー旧市街でゴブリンを狙ねらって金を貯ため、十日ほどで団章を買った。装備をととのえて、スキルを覚えて、オルタナの北西八キロのところにあるサイリン鉱山でコボルド狩りを始めてからも、危ない目になんてほとんど遭わなかった。当時の俺は、それがあたりまえだと思ってたから、まるで気づいてなかったんだ。

　俺たちの戦いに安定感をもたらしていたのは、メリイだった。あいつはあのとおり、見た目は完かん璧ぺきなのに、それを鼻にかけることもないし、いつも明るくて、元気で、よく笑って、パーティの雰囲気が暗くなる暇もないくらいだった。それに、光魔法だけじゃなくて護身法のスキルも覚えて、俺やミチキと肩を並べて戦った。もちろん、治療者ヒーラーとしての仕事をなおざりにしたこともない。かすり傷程度でも、あいつはすぐに治してくれた。俺たちのパーティは、前衛が俺、ミチキ、メリイの三人で、怪我をしたらすぐメリイが治療してくれたし、ムツミやオグに危機が迫ると、メリイがすかさず助けに入った。ようするに、メリイが一人で三人分働いてくれてたんだ。それなのに、俺たちは五人のつもりで戦ってた。楽なわけだよ。俺たちは五人じゃなくて、実質的には七人だったんだから。

　俺たちはたまたま同期の義勇兵が多くて、もっと図抜けて優秀なやつもいたから、そんなに注目されてはいなかった。でも、戦えば戦うほど、俺たちは自信を深めた。あのころは怖い物知らずだったな。怖い思いなんかめったにしなかったんだから、あたりまえだ。でも、今ならわかる。メリイは違ったはずだ。俺たちが傷を負うたびに、あいつはきっとはらはらして、だからすぐに治してくれた。ちょっとしたほころびがすべてをまたたく間に台無しにしてしまうこともあるから、それを防ごうと躍起になっていたのかもしれない。あいつはおそらく知ってたんだ。本当は、俺たちの勝利は紙一重だったってことを。俺たちはわかってなかった。驕おごっていた。サイリン鉱山の攻略に挑んでいたパーティは他ほかにもいたから、負けたくなかった。俺たちは負けないと思っていた。奥へ。さらに奥へ。そして、忘れもしない鉱山の第五層で、それは起こった。

　知っているかもしれないが、コボルドっていうのは毛むくじゃらの犬みたいな頭をした人型の種族で、体格は人間より少し小さいくらいだ。でも、鉱山の下には百七十センチくらいある大きなコボルドがごまんといて、こいつらはとりわけ手強い。連中は人間ほど賢くはないものの厳格な階級社会を築いていて、冶や金きんの技術を持っているし、呪じゆ術じゆつも発達させている。集団行動が得意で、少なくとも一部は恐れを知らない勇敢な戦士だ。俺たちはそんなコボルドたちを薙なぎ倒して、一日がかりで第五層まで下りることに慣れていた。正直に言えば、自分たちはコボルドより強い、上等だと思っていた。かといって、油断していたわけじゃない。油断なんかしなくても、やつは俺たちより上手だった。

　黒白斑まだらの被毛と、何人もの義勇兵を手にかけてきたことから、やつは死の斑、デッドスポットと呼ばれている。少数の手下を引き連れて、鉱山中を巡っているとの話は聞いていた。デッドスポットに出くわしたら、一も二もなく即、逃げろ！　やつはときに鉱山の入口付近にまでやってくる。たとえ浅い場所にいても、要注意だ。俺たちもそのことを知ってはいたが、無警戒だった。デッドスポットの影も形も見たことがなかったからだ。とはいえ、向こうからデッドスポットらしき大きな、大きすぎるコボルドが近づいてきたとき、俺たちは脳天気に勝てると楽観したわけじゃない。ただ、そこは第五層だったんだ。地上までは遠いし、簡単には逃げられない。やるしかない、と考えた。

　ミチキと俺が代わる代わるデッドスポットを引き受けて、メリイ、オグ、ムツミが手下を片づけていく。俺たちはその作戦に従って動いた。最初はよかった。デッドスポットは噂うわさどおりの強敵だったが、俺とミチキの二人がかりでなんとか抑えられたし、メリイたちは手下どもを着実に減らしていった。誰かが負傷すると、メリイが即座に治してくれた。ついに手下が一匹もいなくなった瞬間、いける、と俺は思った。何しろ、デッドスポットはすでに手負いだったが、俺たちは無傷だった。正確に言えば、幾多の傷を受けてなお、俺たちは無傷だった。

　未熟で浅はかな俺は読み違えた。あのタイミングで逃げだせば、デッドスポットを振りきってどこかに身を隠すことだってできたかもしれない。でも、そうしなかった。俺たちはデッドスポットに攻めかかって、やつの斑毛を血で汚した。ところが、俺やミチキが、オグがどれだけ斬きりつけても、メリイが殴打しても、ムツミが魔法を直撃させても、やつは倒れなかった。動きが鈍ることさえなかった。やつの体力は無尽蔵で、傷の痛みはやつを弱らせるどころか、かえって猛たけらせた。やつは異様で、俺たちは尋常だった。まずオグがやつの爪つめで顔に裂傷を負わされた。メリイがオグを癒いやしている間に、ミチキが力任せに左腕をへし折られた。ミチキの治療中に、俺がぶん投げられて失神した。

　俺が気を失っていたのは、せいぜい三十秒くらいだ。でも、その間にオグが殺やられた。メリイは瀕ひん死しのムツミをなんとか生きのびさせようとしていた。ミチキが満身創そう痍いでデッドスポットを食い止めていた。

　目を覚ました俺は、必死でデッドスポットを引きつけて、ミチキを下がらせた。ムツミが息絶える前に放った魔法で、デッドスポットが怯ひるんだように見えた。いや、俺がそう思いたかっただけだ。みるみるうちに俺はデッドスポットに追いこまれた。早く、メリイ。早く、ミチキを。俺はそう怒鳴った。何度も怒鳴った。メリイが叫び返すまで、俺は気づいてなかったんだ。

　――ごめんなさい、ハヤシ、ごめんなさい、わたしもう、魔法が。

　魔法は、いくらでも、好きなだけ使えるわけじゃない。魔法使いや神官は、エレメントの力や神の力を行使するために、魔法力と呼ばれる精神の力を費やす。俺だって、それくらいのことはわかっていた。いや、わかってなかったんだ。折にふれてムツミやメリイが瞑めい想そうをして魔法力を蓄えていることは知っていても、今、魔法力がどれくらい残っているのか、余裕があるのか、ぎりぎりなのか、はっきりと把握してはいなかった。ムツミやメリイは、俺たちにそんなことを気にさせなかった。いつでも必要なときに魔法が飛んでくる。怪け我がを治してくれる。そういう感覚でいた。そのために彼女たちがどれだけ苦心しているかなんて、考えもしなかった。

　手下どもを始末し終えた段階でも、メリイはかなり魔法力を使っていたはずだ。そして、長期戦のあげくに、とうとう底をついた。

　俺とメリイを救ってくれたのはミチキだった。ミチキは最後の力を振りしぼってデッドスポットに立ち向かい、矢継ぎ早にスキルを叩きこんで、俺とメリイに、逃げろ、と言った。メリイは拒んで、デッドスポットに突っこんでいこうとした。俺はメリイを止めた。引きずって逃げた。弁解はしない。俺は仲間を見捨てた。ミチキは助からない傷を負っていたし、せめて命がけで俺たちを逃がそうとしている友だちの願いを叶えたかった。

　あの第五層から、よくも地上まで生きて帰ったものだ。何度も死にかけて、一日半かかった。でも、俺たちは失った。大事な仲間を、友だちを、三人もいっぺんになくしてしまった。とくにメリイはひどい状態だった。あいつは神官で、仲間を救う治療者ヒーラーなのに、三人も死なせて、仲間に命を助けられたんだ。あれ以来、俺は一度たりともあいつの笑顔を見たことがない。自分には笑う資格なんかないと思っているのかもしれない。

　その後、俺たちはシノハラさんに拾われてオリオンに入ったが、メリイはすぐに抜けた。たぶん、オリオンの居心地のよさが、あいつにはかえって苦痛だったんだろう。
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　メリイはそれから、誘われるままいろいろなパーティに加わった。でも、どのパーティに入っても長続きしなかった。聞こえてくる評判は、俺が知るあいつとはまるで違っていたから、心配になって話をしたこともある。あいつは、自分は大丈夫だと言うばかりで、俺は壁を感じざるをえなかった。俺が目の前にいるとつらい、あいつの目がそう言っていた。俺はきっと、あいつにとっては失われた過去の象徴なんだろう。あいつには未来が必要なんだ。それは俺じゃない。死んだミチキと、ムツミと、オグと、あいつにとっては亡霊同然の俺は、過去でしかない。あいつは自分で見つけないといけない。そうしないと、あいつはいつか泥沼に沈みこんで、身動きができなくなり、息が止まってしまう。
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　朝八時に北門前でメリイと顔をあわせる前から、もっと言えば、昨夜眠りに就く前から、どうしよう、彼女に何を言おう、おれたちはどうしたらいいんだろうと、そればかり考えていた。結論は出なかった。ダムロー旧市街についたら仕・事・に集中しないといけないし、他のことで頭を悩ませている余裕はない。大事にしないといけない時間は飛ぶように過ぎて、オルタナに帰ってきてからやっと彼女の目をまっすぐ見ることができた。

「メリイ。ちょっと話があるんだけど」買取商を出たところでハルヒロが切りだすと、メリイは「そう」と答えて身構えるように自分の身体からだを抱きしめた。「早くすませて」

　今日のハルヒロたちはおかしかった。どうメリイと接していいのかわからない。みんなそう思っていたはずだ。もちろん、昨日ハヤシからメリイの身の上を聞いたせいだが、当の本人はそれを知らない。メリイはきっと、ただ異変を感じて、何かを予感している。

　たとえば、別れを。終わりを。

　悪いけどパーティから抜けてくれないか、とハルヒロが言う。メリイは即座に、わかった、と答えて、立つ鳥跡を濁さずとばかりに立ち去る。メリイは今、そのための準備をしている。そんなふうにも見える。

　いつもこうだったのかな。どのパーティでも、毎回。それって悲しすぎるだろ。

「メリイ」

　違う、そうじゃない、と伝えるつもりで、ハルヒロはメリイの瞳ひとみから目を離さずに仲間の名を呼んだ。

　メリイは少しだけ眉まゆをひそめた。ハルヒロだけじゃない。モグゾーも、ユメも、シホルも、ランタも、メリイを見つめている。メリイはそのことに気づいて、心こころ許もとなげに身体を硬くした。だから、違うのに。そうじゃないのに。

「メリイ。おれたちのパーティには、神官がいたんだ。マナトっていう名前だった。マナトは死んだんだ。死なせちゃったって言い方をしたほうが正しいのかもしれない。おれたちはあまりにもマナトに頼りすぎてた。完璧主義みたいなところがマナトにはあってさ。おれたちが怪我すると、かすり傷でもすぐに治してくれた。信頼できる治療者ヒーラーで、盾役タンクでもあった。いつもモグゾーと二人で前衛を張ってたんだ。それに、おれたちのリーダーでもあったから、マナト一人で三役こなしてたってことになる。すごいやつだって、思ってたよ。でも、それがあたりまえになってた。マナトは楽じゃなかったと思う。だけどそれを表面に出したりしなかったからさ。マナトの気持ちなんて想像もしなかった。今も、想像することしかできない。マナトは死んじゃったから。もういないんだ」

　メリイは自分とマナトが似ていることに、たぶん思い至ったはずだ。もしかすると、メリイの過去を聞き知ったうえでハルヒロがこんな話をしていることにも、考えが及んでいるかもしれない。

　ハルヒロはずっと迷っていたのだ。話はハヤシから聞いた。昔、何があったのか、だいたいわかったし、どうしてメリイが今こうなのかも、なんとなくわかる。メリイにそう言うべきなのか。でも、何か違う気がした。

　こんなことがあった、だからこうなんだ。人間はそんなに簡単な、単純なものじゃないとハルヒロは思うし、メリイの心を見通せるわけでもない。おれにはきみのことがわかるなんて、軽々しく言えない。おれが打ち明けられるのは、自分のことだけなんだ。

「マナトがいなくなって、正直、もうだめだと思った。マナトなしでやってくなんて無理だ。だけどマナトが死んでも、おれたちは生きてる。生きてれば何もしないってわけにはいかない。とりあえず義勇兵として食っていくしかない。おれたちはまだ見習いだけど。それで、メリイを誘った。神官がいないと、どうにもならないからさ、ただそれだけの理由なんだ。他ほかには何もないんだ。でも、おれも、ランタも、ユメも、シホルも、もともとあぶれ者なんだ。モグゾーは、クズオカって人のパーティに入れてもらったけど、追いだされちゃって、金まで巻きあげられたんだ。マナトがおれたちをまとめてくれて、曲がりなりにもパーティになった。仲間になった。それだけなんだ。でも、仲間になった。うまくいかないこともあるし、腹が立つことも、喧けん嘩かすることだってある。だけどやっぱり、みんな大切な仲間なんだ。なんで仲間になったのかよりも、今、仲間だってことが大事なんだ。おれは、メリイも仲間だと思ってる」

　メリイは何も言わない。たまにまばたきをする以外は、じっとハルヒロの目を見つめ返している。

「……あたしも」シホルがそっと手をあげた。「仲間だと、思ってる」

「そやなあ」ユメはほにゃっと笑った。「メリイちゃん、めっさかわいいしなあ」

「ぼ、ぼくは」モグゾーは相変わらずバルビュートを被かぶりっぱなしだ。「当然、仲間だと思ってるし、メリイさんがいると、心強い」

　ランタが、ふん、と鼻を鳴らした。「オレも、あれだ。ちょっとした傷で騒ぐのはな。反省してなくもねーよ。そのへんはな。……まあ、仲間なんじゃねーの？」

「明日あたり、雪が降りそうだな」ハルヒロは暮れなずむ空を見上げた。「ランタが反省なんかしてるから。雪くらいですめばいいけど」

「オレだって反省することくらいあるっつーの！　オレの学習能力はやばいレベルなんだからな！　今までつきあってきて、それくらいわかんねーのかよ！」

「それはいいとして」

「こらハルヒロ！　堂々と流そうとするんじゃねえ！　むなしくなるだろ！」

「そろそろ、目標をはっきりさせておいたほうがいいと思うんだ。当面の目標ってことだけど――」ハルヒロはメリイの様子をうかがった。メリイはさっきまでと変わらない。ひたすらハルヒロを見つめている。たぶん、拒絶はしてないよな。おれたちのこと。そう思いたい。まずはそれでいい。「――今までどうも曖あい昧まいだったからさ。団章を買うためにがむしゃらに稼ぐって感じでもなかったし、なんとなく日々を生きてるみたいな。そういうのはやめて、進む方向だけはちゃんと決めたい」

「目標は億万長者だな！　あと世界征服……！」

　ハルヒロはランタを無視して、自分の考えをみんなに話した。やかましいランタと黙りこんでいるメリイ以外は、ただちに賛成してくれた。

「オレは金と権力にしか興味がねーんだよ。女にもモテたいけどな。そこは金と権力さえありゃーどうにでもなんだろ。……まあ、その手前の手前の遥はるか手前の目標としては、いいんじゃねーの、べつに」

　ユメがため息をついてみせた。「うだうだぐじゃぐじゃめんどっちいなあ」

　まったくだと思いながら、ハルヒロはメリイを見すえた。「メリイの意見は？」

　メリイは目を伏せた。わずかに顎あごを引いて、あれは、うなずいたのか。そう受けとることにした。

「晩飯、一緒に食べてかない？」

「いい」メリイは小さな声で付け加えた。「……まだ」

「そっか」

　何だって、すぐというわけにはなかなかいかないものだろう。いつ果てるとも知れない大事な時間を費やしてようやく一歩踏みだしても、そのときには終わりが間近に迫っているかもしれないのだ。焦るよ。それはさ。でも、一歩踏みだせた。半人前以下のハルヒロたちは、こうやって少しずつ前に進んでゆくしかない。

　メリイは背を向ける間際に「じゃ、また明日」と、たしかに言った。

　とりあえず、明日はやってくる。
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　鐘が鳴る朝六時には起きて、支度をする。適当に朝食をとって、八時までに北門前へ。メリイと合流して、ダムロー旧市街へと向かう。旧市街の地図作成はまだ完了していない。地図を作りながら、ゴブリンを探す。

　ゴブリン三匹までなら、そこまで無理をしないで捌さばけるようになってきた。ただし、回避特化型の軽量級ゴブリンがまじっている場合は要注意だ。飛び道具を持っているゴブリンもたまにいる。たいていは粗末な短弓で、矢の速度が遅くて威力もないからそう怖くないが、弩いしゆみは危険だ。弩の矢は、あたりどころが悪いと即死する可能性もある。重装備のゴブリンも、妙に強いことがあったりするので、侮ったらひどい目に遭う。

　四匹以上は、よっぽど条件がよくないかぎりやりすごす。まあ、四匹が限度だ。

　五匹以上だと、見なかったことにする。五匹、六匹、それ以上のゴブリンが集まっている場所は、一族か一門か何かの縄張りだと考えたほうがいい。近くに同じような集団がいくつもいたりするので、手を出すのは虎とらの尾を踏むようなものだ。

　単独で行動しているゴブリンは、たいていみすぼらしい格好をしているが、たまに高価な物をゴブリン袋に隠し持っていることがある。地味に狙ねらい目だ。

　一日に一度は、あ・の・場・所・に足を運ぶ。

　旧市街のゴブリンは、一箇所にとどまってあまり動かないタイプと、あちこち渡り歩くタイプとに大別されるが、やつらは後者のようだ。あの場所にはたまにしかいない。

　遠くからやつらの姿を眺めていると、居ても立ってもいられない気持ちになる。でも、だめだ。焦るな。今はまだそのときじゃない。現在、このダムロー旧市街を狩り場にしているパーティはハルヒロたちだけだ。誰だれかに奪われる心配はない。力を蓄えるのだ。

　オルタナに戻ると、毎日じゃないが、みんなでシェリーの酒場に行く。

　べつに何をするわけでもない。ただ飲んで、話をする。メリイはあまりしゃべらないが、うるさくてしょうがないランタよりは一千万倍ましだ。

「ようゴブリンスレイヤー」だの「調子はどうだゴブリンスレイヤー」だの「ダムローは楽しいでちゅかゴブリンスレイヤーたん」だのと、他の義勇兵にからかわれることもある。というか、酒場に顔を出すと、一度や二度は必ずそんなふうに声をかけられる。

　ランタは「うっせーな！」と言い返すこともあるが、いちいち腹を立てていたらきりがない。ハルヒロは、じつはそんなにいやでもなかったりする。地味にそう悪い響きでもないような気がするのだ。ゴブリンスレイヤー。いいよな。わりと。こうなったら、義勇兵団一のゴブリンスレイヤーになってやる。

　くる日もくる日も、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン。ゴブリンゴブリンゴブリン。

　最初はどのゴブリンも同じ顔にしか見えなかったが、ハルヒロはもうけっこう区別できる。オスが極端に多くて、メスがめったにいないことにも気づいた。メリイ曰いわく、大半のメスは新市街で階級上位のゴブリンに妻として囲われているのだという。

「そんなハーレムうらやましくねーな……」

「メスゴブだって、ランタなんかごめんだろうけどな」

「バッカ野郎、ハルヒロ、知らねーのかよ、オレはゴブにだってモッテモテの大モテなんだよ！　さすらいのモテ王ランタ様を舐なめんじゃねえ！」

「そやけどモテ王、いっつも酒場で女の子に声かけて、無視されてるやんなあ」

「そっ、それは、ま、まあ？　常勝将軍のオレでも、たまにはそういうこともだな……」

「モテ王もふられてしまうんやなあ。モテモテのモテ王なのになあ」

「モ、モテ王モテ王言うんじゃねえ！　そもそも、オレの魅力がわからねーバカが鼻クソなんだよ！　わかるヤツにはバシッとわかる！　たとえばメリイ、オレら男三人の中で一人を絶対に選ばなきゃなんねーとしたら、誰を選ぶ！　完全にオレだろ！」

「わたしなら、モグゾーくん」

「なっ……」

「え、ぼ、ぼく……？」モグゾーは大きく目を瞠みはって、照れるよりも仰天している。

「へえ……」ハルヒロはぼんやりとモグゾーとメリイを見比べた。

　ユメは「ほぉー」と感心しているみたいで、シホルはメリイに視線を向けて目をぱちぱちさせている。

「な、ななななななぃづぁっ」ランタは舌を噛かんだようだ。「――な、なんでだよ!?　オレじゃなくて、よりにもよってモグゾーって、そんなチョイスありえねーだろ!?」

　メリイは泰然自若としている。「大きくて、愛らしいから」

「……でかさで……そ、それはかなわねえ……どうしたって、かないようがねえ……しかし、このオレが……モグゾーごときに負けるとはぁぁぁ……クッソォォォォァァァ！」

「残念やったなあ、モテ王。なあ」

「だからモテ王って呼ぶんじゃねえ、ちっぱい！　傷が深くなるだろうが……！」

　ハルヒロもモグゾーに負けたのはちょっとだけショックだった。メリイって面食いじゃないんだ。すばらしくよすぎる自分の顔を鏡で毎日見ているから、他人の顔には頓とん着ちやくしないのだろうか。いやまあ、ハルヒロもランタもとくに顔がいいわけじゃないので、そういう問題でもないか。

　ハルヒロは容姿も能力も平々凡々の最たるものだが、これだけ連日ゴブリンを相手にしていると、さすがに対ゴブリン戦には自信がついてくる。だけど驕おごるな、とハルヒロは自分に言い聞かせる。おれはレンジやマナト、メリイみたいに何かを持・っ・て・る・人間じゃない。マナトが生きていたころはおんぶにだっこで、今はなんとかよちよち歩きをしている一介のゴブリンスレイヤーだ。おれみたいな凡人は、油断したら絶対に失敗する。油断しなくたってあぶない。せめて気を抜いちゃだめだ。

　金は、うまくいけば一日十シルバー以上、悪くても二シルバー程度は稼げる。メリイはそこそこの宿屋を定宿にしているみたいだが、ハルヒロたちは依然として最低最安の義勇兵宿舎暮らしだ。飲食費は一日二十カパー以内に抑えるようにして、貯たまった金は自分自身とパーティのために投資する。

　投資先の一つは装備で、もう一つはスキルだ。

　ハルヒロの場合、防具は中古の胸当と胴巻き、手甲と脚甲を買った。ぜんぶなめし革製で、軽いし動作の邪魔にならない。防御力は気休め程度だが、気休めは重要だ。武器は研ぎ師に研いでもらえば切れ味がよくなるし、手に馴な染じんでいる。今のところ、新調するつもりはない。金があったら、モグゾーの装備につぎこんだほうがいい。

　モグゾーは念願の板金鎧よろいをそろえようとしている。板金鎧の正式名称は甲かつ冑ちゆうで、本来はあつらえ品だが、甲冑鍛か冶じに注文したら安くても金貨数枚どころか十枚以上とられる。当然、手が届くはずもないから、手て頃ごろな使い古しを見つけて、甲冑鍛冶にサイズ直しをしてもらう。それでも一パーツ数十シルバーは下らないという世界だ。

　モグゾーは現在、胴当と背当、肩当、手甲、それから半脛当と呼ばれる脛すねから下の前面だけカバーする装甲を手に入れて、鎖帷子くさりかたびらの上に着こんでいる。兜かぶとはバルビュートのままだ。剣もまだギルドからもらったバスタードソードを使っているが、こっちはだいぶ傷んできたから、そのうち買い換えないとまずいだろう。

　ランタは鎖帷子を買って、その上になぜか革鎧をつけている。スカルヘルの紋章入りの革鎧が、よほど気に入っているらしい。バケツをひっくり返したような形のオームとかいう変な兜に惚ほれこんで、それを被かぶっている。武器は、市場でちょっとよさげなロングソードを見つけて衝動買いしたせいで、ランタは一度、一文なしになった。本当に馬ば鹿かだ。

　ユメはなめし革の上着とズボンを手に入れて、これがなかなか似合っている。その上にフード付きのマントをつけて、けっこう本格的な狩人かりゆうどっぽい。

　シホルは、ギルドからもらった魔法使いのローブと魔法使いの帽子がほつれたり穴があいたりしたので、新しい物を買った。杖つえはもとのままだ。なんでも、シホルが中軸にしている影魔法ダーシユマジツクは、他系統の魔法と違って杖の性能に影響されないらしい。じつは、杖がなくても使えるのだという。シホルは新たに睡魔の幻影スリーピーシヤドーの魔法を覚えた。

　ハルヒロは忍び歩きスニーキングと蠅叩スワツトのスキルをバルバラ先生に教えてもらい、モグゾーは雄叫びウオークライを習得した。ランタは忌避突アヴオイドと排出系イグゾースト。ユメは速はや目めを覚えて矢の的中率が上がり、穴あな鼠ねずみのスキルで素早く敵の攻撃をよけられるようになった。

　メリイはもともとハルヒロたちより力も経験も数段上の神官だし、パーティの実力は間違いなく上がっている。問題は、どれくらい上がっているのか。

　ダムロー旧市街の西に、鍛か冶じ場ばと呼んでいるポイントがある。半壊しているが、炉らしきものや鉄かな床とことおぼしきものなど、天井がないその建物には鍛冶場の痕こん跡せきがいくらか残っている。そこに五匹連れのゴブリンがいた。

　鍛冶場には今までも何度か訪れていて、休憩をとって昼飯を食べたことさえある。今までここでは一度もゴブリンを見かけなかった。

　どうやら、ダムローの新市街に棲すむゴブリンたちと、旧市街をねぐらにするゴブリンたちとの間には、大きな格差があるようだ。新市街で勢力争いに敗れたり仲間外れにされたりしたゴブリンが旧市街に、いわば都落ちしてくるらしい。

　きっとあのゴブリンたちは、そうやって新市街から流れてきた新・顔・だ。

　新顔はまず居場所を決めて、大きな集団なら縄張りを築こうとする。五匹の新顔ゴブリンたちは、おそらく鍛冶場を拠点にすることにしたのだろう。

　偵察をして、鍛冶場から少し離れた場所で待機しているみんなのところに戻ったハルヒロは「やってみよう」と提案した。「相手は五匹。鎖帷子を着たやつが弩いしゆみを持ってる。あとは革鎧で、槍持ちが一匹、短剣にバックラーが一匹、手て斧おのと剣が一匹ずつ。たぶん弩ゴブがボスで、四匹のゴブを従えてるって感じだと思う。強敵だけど、腕試しになる」

「おもしれえ」ランタはぺろりと唇を舐めて、傍らに置いてあるバケツ兜オームに手をかけた。「やってやろうじゃねーか。もうちょいで悪徳ヴアイスが四十一超えるからな。そうしたら、午後にはオレの悪霊デイモンゾディアックんを呼びだせるようになるぜ。クックックッ……」

　ユメが冷たい眼まな差ざしをランタに注いだ。「次はゾディアックん、どうゆうことしてくれるようになるん。今はたまぁーに敵の耳みみ許もとでなんか囁ささやいて、邪魔してくれるだけやろ」

「驚くんじゃねーぞ？　さらにランクアップしたゾディアックんはな、なんと！　たまに敵の手とか足を引っぱって、妨害してくれるようになるっ。――気が向いたら」

　シホルが呆あきれたように笑った。「……結局、気まぐれなんだ」

「それと、あれな。手とか足を引っぱってくれんのは、夕方からな。夕方までは、あれだ。囁き攻撃と、敵がいたら教えてくれるのと、悪霊デイモンジョーク。――気が向いたらな」

　メリイが鼻で笑う。「むらっ気がありすぎ」

「うっせえ」ランタはオームを被ってバケツスタイルになった。「おまえらにゾディアックんの何がわかるっつーんだよ。わかんなくたっていいけどな。ゾディアックんの理解者はオレだけでいいんだよ。ヘッ。暗黒騎士は孤独だぜ。むしろ孤高か？」

「ぼ、ぼく」モグゾーが力強くうなずいた。「できるだけたくさん、引きつけるから。二匹は、確実に。いざってときは、雄叫びウオークライで威嚇するね」

　シホルは杖を抱きしめて顎あごを引いた。「……あたしは最初に、魔法で一匹、眠らせる」

「うん」ハルヒロはうなずいた。「じゃあ、シホルは弩持ってるゴブを眠らせて。最初に一発撃たれるのと撃たれないのとじゃ、ずいぶん違う」

「……わかった。任せて」

「ユメはなあ、弓矢で先制攻撃したあと、できるだけ接近戦で一匹引き受けるよ」

「おれはどんどん背後をとって、チャンスがあったらしとめる。メリイは――」ハルヒロが視線を投げると、メリイは無言で首を縦に振ってみせた。前より口数が少なくなったような気もするが、話を振られれば答えるし、やることはしっかり、きっちりやってくれる。ハヤシが言っていたようなスタイルとは違うものの、メリイなりに大きな、大きすぎる失敗から学んで、やり方を変えたのだろう。決してなまぬるくはないが、メリイは信用できる神官だ。あとは何日かに一回でもいいから、笑ってくれたら最高なんだけど。

「前・哨・戦・だ」ハルヒロは仲間たちの顔を見まわしてから、右手をさしだした。ランタが、モグゾーが、ユメが、シホルが、ハルヒロの右手の上に右手を重ねる。そしてメリイも。鍛冶場までそんなに距離があるわけじゃないから、ハルヒロが小さく「……ファイト」と囁くと、みんなそっと声をそろえた。「――いっぱーつっ」

　ハルヒロはユメとシホルを連れて先行し、ランタ、メリイ、モグゾーがあとにつづく。

　腰を落とし、膝ひざをやわらかくして、足音を立てずに忍び歩きスニーキングする。盗賊じゃないユメとシホルには真ま似ねできないが、ハルヒロが踏んだ場所をなぞって足を進めることはできる。それだけでもだいぶ違う。

　壊れた建物の陰から、建物の残ざん骸がいの陰へ。今にも崩れそうな塀を伝って歩き、瓦が礫れきの山に身を寄せた。睡魔の幻影スリーピーシヤドーの射程は約十二メートル。ここからなら届く。

　鍛冶場は穴だらけの壁が二面しか残っていない。あとはほとんど崩落している。この位置からだと、ゴブリン五匹のうち四匹までの姿を視認できるので、狙ねらい放題だ。

　ハルヒロが手で合図をすると、ユメとシホルが瓦礫から顔を出した。ユメは弓を構えて矢をつがえ、目をつぶって深呼吸をする。瞼まぶたを開けて、速はや目めを発動した。なんでも、特殊な眼球運動と暗示で遠目がきくようにして、さらに動体視力を向上させるのが、速はや目めというスキルの正体らしい。シホルが杖でエレメンタル文字を描きながら、低い声で呪じゆ文もんを唱えはじめる。「……オーム・レル・エクト・クロム・ダーシュ」

　杖の先から、黒い靄もやのような影のエレメンタルが飛びだした。影鳴りシヤドービートほど速くないので、敵に察知されたらわりと簡単によけられる。いけ。大丈夫なはずだ。いけ。いった。

　影のエレメンタルは弩いしゆみゴブの顔面に襲いかかって、鼻や耳、口に入りこんだ。弩ゴブがふらつきはじめる。壁にもたれて座っていた槍やりゴブが、それに気づいて跳び起きようとした。ユメが矢を放ったのはそのときだ。槍ゴブの肩に矢が突き刺さる。立ちあがりかけていた槍ゴブが尻しり餅もちをつく。ハルヒロは叫んだ。「――モグゾー、ランタ……！」

「ふぅぅぅぅぅぅもぉぉぉぉぉぉ……！」「ぐぅぅぅおららららららぁぁぁぁ……！」

　モグゾーとランタが大声を出しながら鍛冶場に突撃する。弩ゴブは地べたに倒れこんだ。眠っている。ただの睡眠よりは深い眠りだが、思いきりつねったり蹴け飛とばしたりすれば目が覚めてしまう。他ほかのゴブが弩ゴブを叩たたき起こす前に、片をつけてやる。

　ハルヒロとユメも、モグゾーとランタを追いかけた。モグゾーが「どぅもーっ！」と手斧ゴブにどうも斬こと憤怒の一撃レイジブローを見舞って怯ひるませれば、ランタは剣ゴブに憤慨突アンガーを叩きこむ。外したけど。モグゾーは体勢を崩した手斧ゴブにはかまわず、バックラーゴブに打ちかかった。バックラーゴブが下がりながらバックラーでバスタードソードを防ぐと、すかさず手斧ゴブに向きなおって斬ざん撃げきをくりだす。モグゾーは手斧ゴブとバックラーゴブを一人で引き受けるつもりだ。ランタは剣ゴブと斬きり結んでいる。ユメは自らの矢で手傷を負わせた槍ゴブに向かって駆けてゆく。

　ハルヒロはちらっとシホルとメリイを振り返った。メリイは怖いくらい真剣な目つきで戦況をうかがいながら、錫しやく杖じようを構えている。もしシホルに近づこうとする敵がいたら、すぐさま迎撃してくれるはずだ。魔法使いのシホルはほぼ無防備なので、メリイが護衛についてくれていると心強い。メリイの手をわずらわせるつもりはないけど。

「――しとめる……！」ハルヒロは再度、仲間たちとゴブどもの位置を確認した。どいつだ。狙いを定める。あいつだ。手斧ゴブ。歩くでも走るでもない、ハルヒロは低い姿勢でするすると地面の上を滑るように移動する。忍び歩きスニーキングと同じ要領だ。程なく手斧ゴブの背後をとった。その瞬間だった。

　手斧ゴブの痩やせた背中が大写しになって、光のようなものが見えた。あくまで、光の・よ・う・な・ものでしかない。たぶん光とは違う。とにかくパッと色のない線が走って、手斧ゴブの背中の一点を示した。

　それが何なのか、ハルヒロにはわからない。毎回じゃない、頻繁でもない、最近ごく稀まれに見ることがあって、理屈抜きに、そ・こ・だ・、と思う。突如として現れ、一瞬で消えた線に沿って、ハルヒロはダガーを動かす。ものすごく簡単に刃が入ってゆく。そして、刃先が何・か・にふれる。こ・こ・だ・、とハルヒロは思う。思ったときにはもう貫いている。

　ダガーを引き抜くと、手斧ゴブは短く呻うめいて崩れ落ちた。すでに絶命している。

　これでいわば相方を失ったことになるバックラーゴブが、浮き足だったのか、一歩、いや半歩下がった。すかさずモグゾーが「ぬもっ！」と渾こん身しんの一撃をバックラーに浴びせて撥はね飛ばし、そのままバックラーゴブじゃなくなったゴブに突進する。ゴブはとっさに短剣を振りまわしたが、わざわざよけるまでもない。鎧が短剣を弾はじいた。モグゾーはゴブを突き倒す。バスタードソードを振りかぶる。「ふんもぉー……っ！」とゴブの脳天めがけて振りおろす。かち割った。あと三匹。

「チィッ！　排出系イグゾースト……！」ランタが舌打ちをして、すさまじい勢いでまっすぐ跳び下がった。排出系イグゾーストは特異な身のこなしで瞬間的に敵との距離を広げるスキルだ。剣ゴブは吸いよせられるようにしてランタを追う。それこそがランタの罠わなだった。ランタはクハッと破顔してさらに後退しながら、鋭くロングソードを突きだした。「――忌避突アヴオイド……ッ！」

　前がかりになっていた剣ゴブは回避できなかった。喉のどだ。ランタのロングソードは剣ゴブの喉を刺し貫いた。ランタはロングソードをねじりながら剣ゴブを蹴け倒たおして「ブハハハハハハァーッ！」と大声で笑った。シホルの呪文は半ばその高笑いというか馬ば鹿か笑いにかき消された。

「――オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」影鳴りシヤドービートだ。シホルの杖の先から影のエレメンタルが放たれて、槍ゴブの胸にぶちあたった。超振動で全身をぶるんっと震わせた槍ゴブに、ユメが詰めよる。剣鉈でまず槍を払いのけ、間髪を容れず「えい！」と首根っこに斬りつけた。かわしきれずに肩を深く斬られた槍ゴブが「ギャッ」と悲鳴をあげた時点で、勝負はついていた。

「どぅもー……っ！」モグゾーが力強く踏みこんで、槍ゴブにどうも斬をぶちこんだ。

「……いける。これなら」ハルヒロはうなずいた。「決行だ」

「ようやくかよ」ランタが寝ている弩ゴブに歩みよって、ロングソードを振りかぶった。芝居がかった残忍な笑みが似合うようになる日はいつかやってくるのか。「まぁーいい。ともあれ、これでジ・エンドだぜ。このゴブどもだけじゃねえ。――ヤ・ツ・ら・もな」
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　だけどそう都合よくはいかないものだ。気合い充分であ・の・場・所・に赴いて偵察に出かけたハルヒロは、思わず息をのんだ。それから「……嘘うそだろ」と呟つぶやいた。こんなことが起こるなんて、想定していなかった。「――増えてる、だって……？」

　石造二階建ての露台のような二階には、甲かつ冑ちゆうを着たゴブリンが偉そうにでんと居座っている。一階には、兜かぶとと鎖帷子くさりかたびらを身につけた大柄なゴブリンの亜種ホブゴブリン。ここまでは予想どおりだが、建物の中じゃない、周りに二匹、鎖帷子を着て兜を被かぶったゴブリンがいる。小さい盾と槍を持ち、腰に剣まで吊つるしていて、さながら衛兵みたいだ。

　二階の甲冑ゴブは床じゃなくて、椅い子すの上に膝ひざを立てて座っている。あの椅子も前はなかった。どこかで調達してきたのだろう。

　まさか、甲冑ゴブは子分を増やして、勢力の拡大を画策しているのか。訊きいてみないとわからない。いや、訊いたってわかるはずもないが、もしそうだとしたらまずい。

　ハルヒロは仲間のところに戻って状況を報告した。「――そんなわけで、相手は二匹じゃない。四匹になった。それから、これはあくまでおれの予想でしかないけど、そのうちもっと増えるかもしれない」

「四匹……」メリイはわずかに眉まゆをひそめて目を伏せた。

　ユメが「むぅー」とほっぺたをぱんぱんにふくらませ、シホルはうつむいてため息をつく。モグゾーがバルビュートのてっぺんを、こつん、と軽く叩いた。

「何だ何だ」ランタは、ヘッ、と鼻を鳴らした。「ビビってやがんのかよ、おまえら。どうしようもねーな。このランタ様の家来のくせに、情けねーぞ」

「いつおまえの……」ハルヒロは言いかけてやめた。「まあ、それはいいや」

「よくねーだろ。途中でやめんなよ。ツッコめよ、そこは。的確にツッコんでこいよ。張りあいがねーだろ。ハルヒロの分際で、このオレから生き甲が斐いを奪うんじゃねえ」

　ハルヒロはランタを無視して、モグゾー、ユメ、シホル、メリイの顔を順々に見まわしていった。「これからもっと増えるっていう予想が当たることを前提にした話だけど、おれたちは決めなきゃいけないと思う。この場ですぐにじゃなくてもいいけど、少なくとも近いうちには。あきらめるか、できるだけ早く挑むか。おれは、でも、あきらめたくない。それに、今のおれたちなら、相手が四匹でもきっとやれる」

　メリイがハルヒロを見すえた。目をそらすことを許さない眼まな差ざしだ。「根拠は？」

「モグゾーの防御力がだいぶ上がった。硬くなって守備を意識しなくてもよくなったおかげで、攻撃力も上がった。シホルの魔法で一匹無力化できる。ユメの弓矢もあてにできるようになってきたし、短い時間ならおれも蠅叩スワツトで敵を一匹引き受けられる。それから、おれたちにはメリイがいる」

「なあ、オレは？　なんでそこにオレの名前が出てこねーの？　おかしくね？　なあ？」

「……わたしは」メリイは横を向いて、斜め下に視線を落とした。「……そんなにわたしを頼りにされても、困る。わたしは……仲間を死なせたことがある神官だし」

「おれたちは神官を死なせた。だから、二度と死なせたくないって思ってる。絶対に。何があっても。メリイも同じだろ。おれはメリイを信じる」

　メリイは返事をしない。でも唇を噛かんで、何かをこらえている。ユメとシホルがメリイの肩に手をかけた。

「言っとくけどな」ランタが親指で自分を示した。「オレは殺しても死なねー不死身の男だからな。くだらねー心配なんかしてんじゃねえ」

　メリイは顔を上げると、ほんの少しだけ口くち許もとをゆるめて、かすかに目を細めた。

　もしかして、笑ったのか。

　慎つつましやかすぎて、確信は持てない。だけどたぶん笑顔だったと思う。それは一瞬でどこかに消え失うせてしまって、ハルヒロを後悔させた。もっとしっかり目に焼きつけておけばよかった。

「わかった」メリイはうなずいた。「わたしは二度と仲間を死なせたりしない。あなたたちの命はわたしが守るから、安心して」

「よし」ハルヒロが右手を出すと、みんながその上に右手を重ねた。ファイト、一発。いつもの掛け声をかけたあとで、メリイが首をかしげた。「……不思議に思ってたんだけど、なんでこれ、ファイト一発なの？」

　メリイをのぞく五人でちょっとだけ笑った。すぐに気を引き締めて作戦を確認する。

　確認。そう。確認だ。ハルヒロたちはこの日のために準備してきた。一から作戦を立てる必要はない。敵が増えたので修正しないといけないが、他のゴブリンたちとは比べ物にならない強敵である甲冑ゴブとホブゴブを、とにかく抑える。これが最重要事項だ。

　衛兵ゴブ二匹を先に、可能なかぎり素早く始末して、本命を倒す。甲冑ゴブとホブゴブの攻略法については何度も話しあい、打ちあわせを重ねてきた。やれる。必ず勝つ。

　いつもどおりハルヒロがユメとシホルを連れて先行した。ランタ、モグゾー、メリイが距離をあけてついてくる。

　第一の関門は、睡魔の幻影スリーピーシヤドーの射程、およそ十二メートルまで接近することだ。十五メートルまではちょうどいい遮しや蔽へい物になる塀があるのだが、この先が難しい。でも研究を重ねて、大回りして反対側まで行けば、二階建てから十メートル圏内になんとか身を隠せる建物の残ざん骸がいがあることを突き止めた。ここだ。ここから攻撃を開始する。

　ハルヒロが手で合図をすると、ユメが弓矢を構えて速はや目めを発動し、シホルは杖つえを握りしめて呼吸を整えた。

　いよいよだ。倒す。甲冑ゴブとホブゴブを。マナトはあいつらにやられた。仇かたきをとる、復ふく讐しゆうだとは、極力考えないようにしてきた。憎悪が思考をかき乱し、手て許もとを狂わせるような気がしたからだ。あいつらは仇じゃなくて、敵。強い敵だ。乗り越えないといけない壁。ハルヒロは残骸から顔を出す。「――っ……」と息を止めたというより止まった。慌てて首を引っこめる。見ていたのだ。甲冑ゴブが、こっちを。

「……気づかれた」でも、なんで？　察知されていた？　今、見つかった？　それとも偶然か？　たまたまこっちを向いていたら、ハルヒロと目があった？　わからないし、そんなことは重要じゃない。ハルヒロはもう一度顔を出して、すぐに頭を下げた。ふっ、ふっ、ふっ、と息をする。甲冑ゴブは弩を持っていた。こっちに狙ねらいをつけている。

「……ど、どうしよ」ユメは弓ゆ弦づるをゆるめた。シホルの顔が青ざめて引きつっている。少し離れた場所にいるランタたちは状況を理解しているだろうか。物陰に隠れていて、ここから見えないのでわからない。どうしよう。どうする？　退く？　いや、だめだ。甲冑ゴブが何か叫んだ。あれは命令だ。きっとホブゴブか衛兵ゴブがこっちに攻めかかってくる。退けない。やるしかない。問題は弩いしゆみだ。撃たれたら誰だれか死ぬかもしれない。

「ユメに任せて」「――え」止める間もなくユメが弓矢を地面に置いて残骸から飛びだした。甲冑ゴブが弩から矢を放つ。ユメは身体からだを丸めてものすごい勢いで前転した。穴鼠。森で遭遇したあの穴鼠みたいな動きで、攻撃を回避しつつ移動するスキルだ。ユメは矢をかわしたのか。かわしたらしい。ハルヒロはシホルの肩を叩たたいた。「魔法！」

「は、はいっ！」シホルは残骸から身を乗りだし、杖でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えた。「オーム・レル・エクト・クロム・ダーシュ……！」

　黒い靄もやみたいな影のエレメンタルが甲冑ゴブめがけて飛んでゆく。ホブゴブは棍こん棒ぼうを持ちあげただけで一階から動いていないが、衛兵ゴブが押しよせてこようとしている。でも、甲冑ゴブさえ眠らせれば――ハルヒロは「あっ」と声をあげた。甲冑ゴブが二階から飛び降りたのだ。影のエレメンタルはさっきまで甲冑ゴブがいたところを通りすぎて、薄れて消えた。しくじった。しくじりすぎだ。だめだ。もうだめだ。違う。そんことない。挽ばん回かいするんだ。うろたえるな。ハルヒロはダガーを抜いた。「――迎え撃つ！　シホルはメリイのそばに……！」

　シホルがまた「はいっ！」と返事をした。ランタが、モグゾーが物陰から出てくる。ユメがまた穴鼠を決めて、衛兵ゴブの槍やりから逃れた。もう一匹の衛兵ゴブはハルヒロのほうにくる。甲冑ゴブと、ホブゴブは？　くそ。確かめる余裕がない。槍。衛兵ゴブの槍が。迫せまりくる槍を、ハルヒロはダガーで打つ。強く打って攻撃をそらし、あわよくば武器を損傷させる、取り落とさせる、体勢を崩す。それが盗賊の喧けん嘩か殺法、蠅叩スワツトというスキルなのだが、衛兵ゴブはけっこう力が強い。ハルヒロがダガーで槍を打っても打っても、どんどん突いてくる。こいつ、並のゴブリンじゃない。

「ぼくが、二匹とも……！」モグゾーが叫んだ。まさか、甲冑ゴブとホブゴブを二匹とも引き受けるつもりなのか。無茶だ。だけど甲冑ゴブにしてもホブゴブにしても、まともにやりあえるのはモグゾーだけだろう。だからまず甲冑ゴブを無力化する。それがハルヒロたちの計画プランだった。根幹だったといってもいい。あっさり崩れた。一も二もなく退却したほうがよかったんじゃないのか。もう遅い。後悔なんかしても意味がない。

「っ！　そっ！　っ……！」ハルヒロは蠅叩スワツトしながら下がる。下がる。下がる。もう一匹の衛兵ゴブはランタとユメが相手をしているみたいだ。シホルがもう一度、睡魔の幻影スリーピーシヤドーを飛ばしたが、甲冑ゴブじゃなくてホブゴブにあたった。ホブゴブがふらついて、眠りに落ちる。その前に、甲冑ゴブが剣の平でホブゴブの尻しりを叩いて覚かく醒せいさせた。あいつ、魔法を知ってる。読まれてるんだ、こっちの手の内を。

「ユメッ！」ランタが怒鳴った。「逃げまわってばっかじゃ、いつまでたっても殺れねーだろうが！　打ちあえボケッ！」

「うっさいわ！　ランタにだけはゆわれたあなぃっ――」ユメはまた穴あな鼠ねずみで逃げようとしたのだろう。だけど少し遅れた。それに、衛兵ゴブもユメの動きに慣れてきていたのかもしれない。「――ぅっ！」衛兵ゴブの槍がユメの右肩をかすめた。いや、抉えぐった。

「てめえ、よくもユメを……！」ランタが衛兵ゴブに襲いかかった。跳んで、斜めにロングソードを振りおろす。「憎悪斬ヘイトレツドォォ……ッ！」「――ガァッ！」衛兵ゴブはこれを盾で防いだ。そして槍を短く持って突く。払う。突く。「お、わっ、くぉっ!?」ランタは衛兵ゴブの連続攻撃をかろうじてロングソードで受けてから、独特の身のこなしでまっすぐ後退した。「――排出系イグゾースト！　こいやぁ！　……れ？　なんで追撃してこねーんだよ！」

「見え見えだからだろ！」ハルヒロは吐き捨てながら、また蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。メリイが祝詞のりとを唱えた。「光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒光ヒール！」見る間にユメの身体があたたかな光に包まれる。癒し手キユアと違って、癒光ヒールは神官が掌を傷にかざす必要はない。離れた場所にいる者の負傷を治療できるし、その効果は全身に及ぶ。マナトは覚えていなかった魔法だ。ユメは右利きで、怪け我がは右肩、負傷の程度も重いと判断して、メリイはすぐに治すことにしたのだろう。これでユメは間もなく戦線に復帰できるはずだが、モグゾーがやばい。ホブゴブの棍棒はどうにかよけているらしい、でも、甲かつ冑ちゆうゴブの剣でぶっ叩たたかれまくっている。一刻も早く、衛兵ゴブを一匹でもいいからやっつけて、モグゾーを援護しないと。何かないのか。策は。何か。

　考えるだけじゃなくて、衛兵ゴブの槍を蠅叩スワツトしつづけないといけない。息が切れそうだ。手が痺しびれてきた。ミスったら終わる。パニックに陥りそうだ。耐えろ。耐えるんだ。耐えて、どうする？　どうなる？

「ハル……！」と名を呼ばれた。ハルなんて呼び方をされたことはないが、メリイだ。メリイの声だった。

　そっちを見るゆとりなんかない。だけど呼ばれた。たぶんこっちにこいということだ。ハルヒロはそうした。蠅叩スワツトしながら、メリイとシホルがいるほうへ。衛兵ゴブを誘いこむ。これでいいんだろ。いいんだよな。メリイが「代わって！」と叫んだタイミングで、ハルヒロは横っ跳びした。メリイが前に出てきて、錫しやく杖じようで衛兵ゴブの槍を受け止める。いや、受け止めただけじゃない。「――突き返しヒツトバツク……！」

　一瞬、メリイの錫杖が槍に弾はじかれたようにも見えたが、そうじゃない。攻撃を受けた反動を利用して、衛兵ゴブの胸を突く。衛兵ゴブは「ギョフッ……」と呻うめいてあとずさった。ここだ。今しかない。ハルヒロの意図を察して、メリイが衛兵ゴブを攻めたてる。槍を構えて防御に徹する衛兵ゴブを崩すことはできないが、充分だ。ハルヒロは衛兵ゴブの背後をとった。見えろ、と念じる。見えてくれ、光。だめか。見えない。でも、失望なんかしている場合じゃない。ハルヒロは体当たりする勢いで衛兵ゴブの背中にダガーをぶっ刺した。鎖帷子くさりかたびらを突き破ることはできたが、浅い。衛兵ゴブが「グギャヒャァァッ！」と暴れようとする。ハルヒロはとっさに衛兵ゴブの首に左腕を回して、ダガーを半分抜いた。そこからまた突き刺した。何度も、何度も、繰りかえした。「――らぁ！　くぁっ！　ぁっ、っ、っ……！」衛兵ゴブが脱力するまで、無我夢中で、何度も。

「……助かった、メリイ！」ハルヒロはついに動かなくなった衛兵ゴブを突っ放して、肩で息をしながらあたりを見まわした。ランタとユメはまだもう一匹の衛兵ゴブを倒せないでいる。モグゾーが「――ふもっ！」とホブゴブの棍棒をバスタードソードで防いで、よろめいた。「モグゾーッ！」ハルヒロは駆けだした。だけど間に合うわけがない。甲冑ゴブが「ヒヒャァッ！」とモグゾーに躍りかかって、斬きるというより剣でぶん殴った。頭だ。モグゾーのバルビュートと甲冑ゴブの剣から火花が散った。いくら兜かぶとを被かぶっていたって、平気なわけがない。モグゾーはぐらついた。でも持ちこたえて、「だぉーっ！」とバスタードソードを振りまわし、甲冑ゴブとホブゴブを下がらせた。モグゾーの呼吸は乱れまくっている。出血はしていないが、鎧よろいを脱いだら打撲だらけだろう。きついに決まっている。それなのにモグゾーは、バスタードソードを振りながら「わははっ」と笑った。「これくらい！　これくらい、なんでもない！　俺！　俺は丈夫なんだ！　わははっ！」

　なんか、人が変わっちゃってるし。やっぱり危険だ。モグゾー一人でもつわけがない。おれが援護する？　だけどハルヒロのダガーでは、甲冑を貫くことも、図体の大きいホブゴブに致命傷を与えることも、そう簡単にはできないだろう。ほとんど不可能と言ってもいいかもしれない。「――ランタ、モグゾーを助けろ！　そっちはおれが！」

「フッ！　真打ち登場っつーわけかよ！」ランタはさっそく三段跳びみたいにジャンプし、甲冑ゴブめがけてロングソードを突きだした。「――憤慨突アンガーァァ……ッ！」

「ケェ……ッ！」甲冑ゴブはたやすくロングソードを払いのけたが、どうやらモグゾーからランタに狙いを移してくれたようだ。「――おっ、お、おっ!?」ランタは一方的に打ちこまれて、あっという間に防戦一方になった。頑張れ、ランタ。死ぬなよ。

　これでモグゾーはちょっと楽になったはずだが、どっちにしても衛兵ゴブをさっさと倒さないとじり貧だ。衛兵ゴブは盾をしっかり持って、防御に重点を置いているみたいだし、ユメは盾役タンクにはなれないから背後をとろうにも――と考えていたら、衛兵ゴブがこっちを向いて、槍を投げた――って、え？　こっち？　おれ？　嘘うそ!?

「う、わっ……！」身をよじって、よけようとしたのだが、槍はハルヒロの脇わき腹ばらを削・っ・て・地面に突き刺さった。しゃがみこんでしまいそうになって、脇腹をさわってみたらぬるっとして、思わず「おぅ……」と声をもらしてしまうほど痛くて、だけどまあ、この程度ならなんとかなる。メリイの「ハル!?」と名を呼ぶ声がちょっと心配そうで、馬ば鹿かみたいだが少し嬉うれしかった。「――おれは大丈夫！　あいつをやらないと……！」

「あたしが……！」と、シホルが衛兵ゴブに突っこんでゆく。ちょっと待った、何やってんの何やってんの。メリイが「なっ――」と絶句してシホルを追いかける。腰から剣を抜いた衛兵ゴブは、シホルに気づいている。シホルは走りながら、杖でエレメンタル文字を描きはじめた。「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　ヴヲォンッと黒い毬まり藻もが杖の先から放たれる。その瞬間、そうか、とハルヒロは気づいた。影鳴りシヤドービートは睡魔の幻影スリーピーシヤドーほど遅・い・魔法じゃないが、それでも回避できない速度じゃない。だったら、接近して放てばどうか。速さが同じでも、距離が近いほうがよけづらいに決まっている。つまり、シホルはより確実に影鳴りシヤドービートを当てるためにあんなことをして、その甲か斐いはあったみたいだ。

「フォゴッ……」衛兵ゴブは影のエレメンタルを顔面に食らって、全身をぶるるんっと震わせた。ユメが駆けよって剣鉈を振るう。「斜め十字……！」

　ユメの叩きつけるような斬ざん撃げきは、衛兵ゴブの盾を撥はね飛ばして、右腕を深く傷つけた。おかげで超振動によるショックから回復しても、衛兵ゴブは満足に剣を使えない。「えい、えい、えいっ……！」ここぞとばかりに、ユメが攻める。攻める。息もつかせず攻めまくる。ハルヒロは苦もなく衛兵ゴブの背後をとって、あの光は見えなかったが、さっきと同じ要領だ。「――らぁっ……！」衛兵ゴブの背中にダガーをぶちこんで、少し抜いてから、ねじこむ。首に腕を絡めて、何回も刺す。一匹目をやったときは何も感じなかったが、今度は気分が悪くなった。こういう殺し方は残酷だ。吐き気がしても、ハルヒロはやめなかった。おれだって、おまえらにこうやって殺されるかもしれない。悪いけどさ、お互い様なんだよ。

　二匹目の衛兵ゴブの息の根を止めると、やけに疲れていた。脇腹も痛かった。でも、そんなことは言っていられない。やっとだ。ようやくこのときがきた。ハルヒロは腹に力を入れて声を張りあげた。「――もうひと息だ！　おれたちがやってきたことは無駄じゃないって、見せてやるんだ……！」

　自分で言っておいてなんだけど、誰に見せるんだよ。マナトはもういないのに。やってきたことは無駄じゃない？　本当に？　そう思いたいだけかもしれない。もっとかっこいいことを言いたかった。言えるようになりたいよ。ここで終わりにしたくない。べつに義勇兵をやりたいわけじゃないけど、明日が欲しいんだ。生きたい。死ぬのはいやだ。少なくとも、まだ死にたくない。マナト、おまえだってそうだっただろ。満足なんかしてなかっただろ。もっといろいろ、何だってできたはずだろ。おれは運よくまだ生きてるからさ。生きるよ。進むよ、前に。みんなで明日を手に入れる。そのためには、勝たなきゃいけないんだ。あいつらを倒さないと。

「まずホブゴブを……！」ハルヒロは駆けて、ホブゴブの後背をうかがう。ユメは側面から攻撃するつもりらしい。モグゾーが「ふんがーっ！　ふんがーっ！」とホブゴブに苛か烈れつな二連撃を浴びせて、一発は棍こん棒ぼうで弾かれたが、もう一発はホブゴブの左肩をぶっ叩たたいた。鎖帷子を斬きり破りはしなかったものの、ホブゴブは「オボォッ！」と唸うなって両手持ちしていた棍棒から左手を離した。きいている。ハルヒロが「畳みかけろ……！」と叫んだ直後だった。甲冑ゴブだ。

「ギャァァァガッ……！」甲冑ゴブがランタを置き去りにして、モグゾーに斬りかかった。ざんっと踏みこんで斜めに振りおろす。まさか、憤怒の一撃レイジブローか。ゴブリンのくせに。モグゾーはバスタードソードで受け止めて、鍔迫り合いバインドになった。そこからの攻撃は、でも、モグゾーの得意とするところだ。モグゾーは甲冑ゴブの剣を巻きこむようにして「ぬがーっ……！」と巻撃ウインドを繰りだそうとした。すると甲冑ゴブはパッと飛び離れて、振り返るなりランタに斬りつけた。「――おっ……」完全に意表を衝つかれたランタは、バケツ兜をガァーンとぶっ叩かれてよろけた。甲冑ゴブが矢継ぎ早に剣で突いて、斬りあげて、斬りおろす。ランタは「たっ、つぉっ、とぁっ……！」と逃げるだけだ。排出系イグゾーストで後退することもできないくらい追いつめられている。まずい。このままだとやられる。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　ランタを救ったのはシホルだった。影鳴りシヤドービートだ。黒い毬藻が甲冑ゴブの肩にあたった。甲冑ゴブが「ギャッ」と身を震わせて動きを止めたのは一瞬だったが、その間にランタは距離をとって一休みできた。「……チィッ！　余計なことしやがって！」

「決め手が……！」ハルヒロは脇腹を押さえた。痛みが気になってしょうがない。焦って集中できていないせいだろう。シホルを見る。つらそうだ。だいぶ疲れている。消耗の激しい睡魔の幻影スリーピーシヤドーを初っ端に二回使って、影鳴りシヤドービートもさっきので二回目。あと何回魔法を使えるだろう。だいたい、睡魔の幻影スリーピーシヤドーはたしか神経が高ぶっている相手には効きづらいはずだし、影鳴りシヤドービートは決定打になりそうにない。ということは、あれしかないか。決めるんだ。ここで。長引いて崩れる前に、ホブゴブをやる。「モグゾー、やれ……！」

「ぬんっ！」モグゾーは即座に両足を踏んばって、絶叫した。「るおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉおおおおおぉぉぉぉおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……！」

　肌がびりびりするほどの大音声だった。戦士の雄叫びウオークライだ。心構えをせずにそばで聞いたら、確実に肝を潰つぶす。仰天するだけじゃなくて、恐れおののく。ホブゴブはまさしくそうなった。金縛りに遭ったように身体からだを硬直させている。すぐ正気に返るだろうが、一秒でもその半分でも、貴重な、貴重すぎる時間だ。

　ユメがホブゴブの腰あたりに剣けん鉈なたをぶちこんだ。「――刈り払い……！」

「っっ……！」モグゾーは一歩下がって、踏みこみながら大きな身体の重みをぜんぶのせたようなすさまじい斬ざん撃げきを放った。「どぅもぉぉぉぉぉぉぉ……っっっ！」

　恐ろしい音がして、モグゾーのバスタードソードがホブゴブの肩口にめりこんだ。おそらく鎖骨まで達している。「――フゴォ……ッ……」ホブゴブは片膝ひざをついたが、立ちあがろうとした。息があるかぎり油断できない。しない。ハルヒロは「ぉりゃあ！」とホブゴブの後頭部に飛び蹴げりをかました。これでまたぐらっときたホブゴブを、モグゾーが滅多打ちにする。「うなぁっ！　なぁっ！　ふがぁっ！　がぁっ、がぁっ、がぁっ！　うおおおおぉぉっ！　うあぁぁぁぁああぁああぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁ……っ！」

　簡単じゃないんだ。死ぬときはあっさり死んでしまうのに、命を奪うのは簡単じゃない。たしかに凄せい惨さんだが、ハルヒロは当事者だ。むごたらしいからという理由で目をそらすことはできない。

　ホブゴブが微動だにしなくなると、モグゾーは四よつん這ばいになった。背中を上下させて、ひゅうひゅう息をしている。きっと疲労だけじゃない。どこもかしこも痛いはずだ。

「は、は、早っ……！」ランタが悲鳴をあげた。「早くたたた助けっ、早、く……っ！」

　見れば、ランタはのけぞるようにして甲冑ゴブの剣を弾き返していた。足あし許もとがおぼつかない。もう限界だ。というか、たぶんとっくに限界を超えている。

「よくやった、偉いぞ、ランタ！」「そやなあ！　今回だけは褒めたげるわあ！」

　ハルヒロとユメは左右から甲冑ゴブを挟み撃ちにしようとした。ところが、甲冑ゴブはランタに一撃見舞って、逃げた。逃げる。するする逃げる。遁とん走そうするつもりなのか。いや。違う。そっちの方向にはシホルがいる。

「っ……!?」シホルは目を瞠みはって杖つえを前に出した。とてつもないへっぴり腰だ。あれじゃ無理だ。だけど心配ない。「――どいて……！」メリイがシホルの前に出て、錫しやく杖じようと身体の向きを斜めにした。待ち構えプリペラル。護身法の防御姿勢だ。甲かつ冑ちゆうゴブが剣を振りかぶる。メリイは弾はじくのか受け流すのか。どっちもできなかった。低い。甲冑ゴブの剣の軌道が。地面だ。思いきり地面を抉えぐって、乾いた土を撒まき散らした。「っ……!?」メリイは目をつぶってしまった。その瞬間、甲冑ゴブは飛びすさって左手で何か投じた。ナイフ。投げナイフか。メリイがあとずさって腹を押さえる。刺さっている。投げナイフが、深々と。

「メリイ……！」やめろ。なんてことを。マナト。メリイが、マナトみたいに。ふざけるな。ハルヒロは突進する。考えなんかない。どうすればいいのか。わからない。そんなことは。気がついたら、甲冑ゴブに肉薄していた。剣。甲冑ゴブの剣が迫ってくる。左上からだ。斜めに振りおろされる。よけられない。じゃあどうする？　突っこむ。このまま。剣が到達するよりも早く。死ぬんじゃないかと思った。でも、ハルヒロは死んでいない。まだ死んでいない。甲冑ゴブに正面から抱きつくような格好になった。顔面が甲冑ゴブの兜にぶちあたったが、かまわなかった。「――くあぁっ……！」そのまま押し倒した。甲冑ゴブが何か言った。人間の言葉じゃないからわからない。剣。剣だ。剣を持っている甲冑ゴブの右腕を左手で必死に押さえた。甲冑ゴブは左手でハルヒロの顎あごを殴った。何度も殴りつけた。頭がぐあんぐあん揺れて意識が飛びそうになった。飛ぶなよ。飛ぶな。鳥じゃないんだから。そう自分に言い聞かせながら、ハルヒロはダガーを逆手に握りなおした。甲冑ゴブが叫んだ。やめろ、と言っているような気がした。やめるかよ。やめるわけないだろ。甲冑ゴブは兜かぶとで頭をすっぽりと覆っているが、目の部分に穴があいている。そこだ。そこにダガーを突っこもうとしたら、甲冑ゴブの左手に阻止された。ダガーの刃を左手で握りしめて止めたのだ。お互いの手が震える。あと少しだ。あと少しでダガーが兜の穴に。そのあと少しが遠い。「――くそ！　くそ、くそ、くそ……！　なんでこんなに力が強いんだよ、おまえ……！」

「ハルヒロくん……！」モグゾーの声だ。足音。モグゾーが走ってくる。ハルヒロはモグゾーのほうを見るよりも先に、甲冑ゴブから飛び離れた。

「ふんなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……っっっ！」

　モグゾーはえびぞりになって振りかぶったバスタードソードを、前転するような勢いで一気に叩きおろした。腹の底に響く重い音がして、モグゾー、すげえ、とハルヒロは思った。モグゾーのバスタードソードは甲冑ゴブの首を断ち斬きっていた。もちろん、甲冑ゴブは息をしていない。死んでいる。

「――やった……のかよ？」ランタがこわごわと呟つぶやいた。

　ユメはぺたんと地べたにへたりこんだ。「そや……なあ？」

「……嘘、みたい」とシホルが言った。

「うおおぉぉぉぉぉぉ!?」モグゾーがバスタードソードを振りかざして歓声をあげたが、まだ半信半疑なのか、どうも中途半端だ。

「……こんなときにごめんなさい」メリイが手をあげた。「治療していい？　ちょっと、わりと、痛くて」

「なに謝ってんだよ」ハルヒロは笑って、脇わき腹ばらを押さえた。おぉう、と声をもらしそうになった。さわらないほうがいいのか。放っておいても疼うずく。とりあえず、これ以上は立っていられそうにないので、うずくまってみた。「……ごめん、メリイ。あとでいいから、おれも治して。いっつぁ……」
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　このときがきたら、なんて言葉をかけようか、ずっと考えていた。

　なんだかすごく長い時間を一緒に過ごしたような気がするのに、本当はそうでもない。むしろ、短いつきあいだった。短すぎた。だから、わかっているようで、わかっていない。人当たりがよくて、話しやすくて、頭がよくて、何でもできて、頼り甲が斐いがあった。非の打ちどころがないやつだと思っていた。でも、欠点に気づかなかっただけかもしれない。短所を隠していたのかもしれない。もっと長く一緒にいることができたら、別の面が見えてきたかもしれない。

　知りたかったな。本当はどういうやつなのか、知りたかった。時間が欲しかった。時間さえあれば、きっといろいろなことがあって、もしかしたらお互いむかついたり、喧けん嘩かしたりすることだってあったかもしれない。嫌いになったり、もっと好きになったりしたかもしれない。ある日突然、シホルが告白したりしてさ。そうしたら、どうしてた？

　失った者に何を言っても届かない、どんな言葉も無意味だなんて、思いたくない。

　だけど考えれば考えるほど、胸が苦しくなる。

　目をつぶれば浮かぶ在りし日の友は、動かなくなり、慈悲か無慈悲の炎に焼かれ、骨と灰ばかりになって、今は夕陽に影を落とすこの墓の下にいることを知っているからだ。

「おれたち、義勇兵になったよ」

　結局、ハルヒロは友の名と三日月が刻まれた墓石にそう声をかけて、銀貨に似た団章を掲げてみせた。

　ランタも、モグゾーも、ユメも、シホルも、それぞれ団章を出して、今は亡き友に見せてやる。

　メリイは五人から少し離れて、目を伏せ、胸に手をあてていた。

「団章を買う金がなかったわけじゃないんだけどさ」ハルヒロは団章を握りしめた。「けじめっていうか、ちゃんと区切りをつけてからにしたくて。それからにしようって、みんなで決めてたんだ」

　ランタが、ふん、と鼻を鳴らした。「オレは正直、どうでもよかったんだけどな。おまえらがうるせーもんだからよ」

「ばかランタ」ユメがランタの肩をぺしっと叩いた。「何もこういうときに、憎まれん口たたかなくたっていいやんか。ただでさえ憎まれてるんやからなあ」

「上等だっつーの。なんたってオレは暗黒騎士だからな。憎まれてナンボだぜ」

「……というか、ユメ」シホルがユメのマントを軽く引っぱった。「憎まれん口じゃなくて、憎まれ口だよ。憎まれん口だと、憎まれないし……」

「ほぇ？　そうなん？　ユメ、今まで憎まれん口だと思ってた」

「あ、あの」モグゾーがシホルに顔を向けた。「そろそろ、あれを」

「あっ……うん」

　シホルが進みでて、墓の前にしゃがんだ。ポケットからもう一枚、団章をとりだして、少し迷ってから、まさか、墓に刻まれた三日月のところに填はめこむつもりなのか。

「や、シホル、それはちょっと……」とハルヒロが止めると、シホルは「えっ」と振り向いて、顔を真っ赤に染めた。「……ご、ごめんなさいっ、ど、どこに置けばいいのかなって思って、あ、あたし……」

「まあ……いいんだけどね。でもたぶん、入らないと思うんだよね。形があわないし」

「……そ、そっか。そう……だよね。ごめんなさい。あたし、ふとってるのに、そそっかしいから……えと、じゃ、じゃあ、ここに」シホルは墓石のすぐそばの地面に団章をそっと置いた。「……これ、マナトくんのぶんです。マナトくんが持っていたお金と、それから、足りないぶんは、みんなで出しあいました。メリイさんも、出してくれました。受けとってください」

　もし聞こえていたら、そんなことしなくていいって、笑うかな。金の無駄遣いだから、装備を買う足しにでもしたほうがいいよって。俺はもうこっちにいるから、金はそっちにいるハルヒロたちのために使うべきだ。冷静にそう言うかもしれない。何を言われたって、聞き入れたりしないけど。

　だって、マナト、おまえの声は聞こえないからさ。言うとおりにさせたかったら、声、出してみろよ。聞かせてくれよ。わかってる。無理だって。

　おれが死んだら、どうなるのかな。天国みたいなものがあって、いつかそこでまた会えるのかな。わからない。わかるはずがない。死んだあとのことなんて。だけど少なくとも、それまでは言葉を交わせない。

　生と死の間には、あまりにも広くて深い、そして流れの速い河が横たわっている。ひとたびその河を渡ったら、絶対に、何があっても引き返せない。完全な一方通行だ。

　涙は出てこない。
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　ただもう少しここにいたくて、ハルヒロは草むらに腰を下ろし、片方の膝ひざを立てて抱えこんだ。

　シホルが墓石に手をかけて、背中を震わせはじめた。ユメがシホルの隣にしゃがんで肩を抱き、頭を撫なでた。

　ランタは腰に両手をあてて上を向いている。

　モグゾーが大きく息を吸って、ゆっくりと吐きだした。

　メリイは髪を押さえて、どこか遠くを眺めている。

「おれたち、いいパーティになってきたよ」

　ハルヒロは二度と帰ってこない友にそう告げて、オルタナのほうに目をやった。鐘が鳴っている。午後六時を報せる鐘だろう。

　水平線の近くに赤い半分の月が浮かんでいる。そういえば、どうしてここの月は赤いのだろう。――こ・こ・？

　丘の上にそびえ立ってハルヒロたちを見おろしている塔に視線を向けた。塔。あの塔。妙だ。何か忘れているような気がする。ハルヒロたちはこ・こ・にきて、それから見習い義勇兵になった。その前は？　どこにいた？　何をしていたのか？　わからない。覚えていない。ハルヒロだけじゃない。みんな同じだ。とにかく、ハルヒロたちは気づいたらこ・こ・にいた。こ・こ・。ど・こ・だっけ？　たしか、暗い――暗い？　わからない。あれはいったいど・こ・だったのか。塔。塔だ。あの塔に関係がある。でも、どんな関係が？　わからない。考えれば考えるほどわからなくなる。手をのばして、そ・れ・にふれると消えてしまう。

　なあ、マナト。

　おれたちなんで、ここでこんなことやってるんだ……？

　そんな疑問さえあやふやになって、今にもとけてなくなってしまいそうだ。
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　鐘が鳴っている。午後六時を報しらせる鐘だ。七回目の鐘の音が名残を惜しみながら街のそこかしこに沈んで失うせると、オルタナに夜が訪れる。

　時鐘は午後六時までで、翌朝六時まで打ち鳴らされることはない。早朝から仕事に精を出す職人たちはとっくに晩飯をかっ食らって寝酒をやっているころあいだが、午後六時の鐘を合図に店仕舞いをする者も多い。食い物を出す屋台は逆に繁盛する時間帯だし、酒場もこみはじめる。明日に備えて英気を養うべく、大勢の義勇兵たちが集まってくるシェリーの酒場は、これから夜更けまでの間がまさにかきいれどきだ。

　それにしても、今夜は度を過ぎた賑にぎわいを見せている。義勇兵だけじゃない。老いた職人も、若い見習いも、恰かつ幅ぷくのいい商人も、あでやかな商売女も、それから辺境軍の軍人まで交じっている。見渡すかぎり、人、人、人。二階席まである広い店が狭苦しく感じるほどだ。もちろん満席だし、席がない者は立っている。一階、二階の床だけじゃない。階段まで人で埋まっている。

　皆、ある噂うわさを聞きつけて、シェリーの酒場に詰めかけたのだ。

　名うての義勇兵は普通、クラン何々の誰だれそれ、といった具合に称される。オルタナ周辺ならともかく、人間族の勢力圏を離れれば離れるほど、敵対種族やモンスターどもは手強くなり、また、数を頼んで人間を殺そうとするのだ。クランは必要に迫られて生まれた組織で、ある程度以上の戦果をあげるためには参加したほうがいい。しなくてはならない。必ひつ須すといってもいい。

　それなのに、今までどこのクランにも属さず、四人の義勇兵と一人のエルフ、そして、義勇兵の一人である死霊術師ネクロマンサーピンゴが造りあげた人造人間ゼンマイのあわせて六人だけで、彼らは戦い抜いてきた。

　ゆえに、彼らは義勇兵の中の義勇兵と評され、その名声はオルタナ中に響き渡っている。オルタナ辺境伯ガーラン・ヴェドイーの晩ばん餐さん会に招待された義勇兵は、今もって彼らだけだ。しかも、彼らはそれを断ったのだ。

「ソウマ、そろそろいいんじゃない？」

　妖よう艶えんな女に声をかけられて、ソウマは椅い子すから立ちあがった。たったそれだけであっという間にざわめきがやみ、酒場の中に静寂が張りつめた。

　当然といえば当然だ。誰も彼も、ソウマの宣言を聞きたくてここにいる。ソウマが口を開くとあらば、黙って耳を傾けなくてどうする。何しろ、今日は記念すべき日なのだ。あのソウマが、ついにクランを結成する。そのために、仲間を募るのだという。

　でも、本当にそんなことが？　所しよ詮せん、噂にすぎない。デマじゃないのか。もちろん、疑う向きもあるが、ソウマは実際、シェリーの酒場に現れた。そして、いよいよ群衆の前で言葉を発しようとしている。

「シマ」とソウマが呼びかけると、妖艶な女が微笑ほほえんで軽くうなずいた。「ええ」

　ソウマはそれから、ドレッドヘアの男を見た。「ケムリ」

「おう」ケムリと呼ばれたドレッドヘアの男は、だるそうに首を左右に曲げた。

　ソウマは子供みたいな男に目を向けた。「ピンゴ」

「……うん」ピンゴは下を向いてため息をついた。「……そういうの、好きじゃないな」

「そうか」ソウマはかすかに口くち許もとをゆるめてから、恐ろしい仮面を被かぶっている人造人間に視線を投げた。「ゼンマイ」

　ゼンマイはゆっくりと首を縦に振ってみせた。

　ソウマは最後にエルフを見すえた。「リーリヤ」

　リーリヤの鮮烈なサファイアの瞳ひとみがソウマを見つめ返した。「はい、ソウマ」

　ソウマは一度、目をつぶって、深呼吸をした。それから唇だけ動かして、声には出さずにもう一人の名を呼ぶ。ニノ、と。

　彼女はもう、どこにもいない。

　かつてソウマたちは神官だったニノを失い、ケムリは戦士から聖騎士に鞍くら替がえした。シマは盗賊を辞めてエルフたちが住む影森で呪医シヤーマンになった。リーリヤが仲間に加わった。

　ニノは死んでしまった。ソウマは彼女をとりもどす方法を探し求めているが、いまだ見つかっていない。不死の王ノーライフキングの亡なき骸がらが眠るという旧イシュマル王国領の奥地に、何か手がかりがあるかもしれないとは思っている。とはいえ、確たることは言えない。

　死者を蘇そ生せいさせるすべなど、この世界には存在しないのかもしれない。

　こ・の・世・界・には。

　だが、こ・の・世・界・とは何だ？

　俺たちはどこからこ・の・世・界・にやってきたんだ？

　そもそも、月が赤く輝き、異形の化物どもがあたりまえの顔をしてのさばっているこの馬ば鹿かげた世界は、果たして本・物・な・の・か・？

　ずいぶん前のことだが、ケムリが「これって、まるでゲームみてーだな」と呟つぶやいて、ソウマは「そうだな」と返事をした。そのときはたしかにそうだと思ったのに、すぐに二人とも何のことだかわからなくなった。ゲ・ー・ム・と・は・何・だ・？

　違和感がある。

　何度も薄れて忘れかけた違和感を、ソウマは今も胸に刻みこんでいる。

　もし、この世界が本物でなく、紛まがい物もので、どこかに本物の世界があって、ソウマたちはそこからきたのだとしたら、紛い物の世界で死んだニノはどうなっているだろう？

　もとの世界に戻ることができれば、ニノはまだそこにいるんじゃないのか。

　可能性だ。あくまで可能性にすぎない。でも、可能性はある。ないとは言いきれない。

　ソウマは目を開けた。「――俺たちはクランを結成することにした」

　どよめきが起こって酒場全体が震えた。

「目的は、旧イシュマル王国領、不死の天領アンデツドＤＣへの侵入だ」とくに張りあげなくても、ソウマの声はよく通る。低く気合いを発しただけで、臆おく病びような化物は尻尾しつぽを巻いて逃げだしてしまう。ソウマの前で気丈に振る舞うことができる化物は、よほどの大物だ。「俺たちは、不死の王ノーライフキング復活の兆候ありとの情報をつかんでいる。その調査と、不死の王ノーライフキングが復活した場合は即座にこれを討ち滅ぼす。当然、たやすくはないだろう。そのための手段を探りあてないとならない。力も必要だ。俺たち六人だけじゃ足りない。大きな力がいる」

　義勇兵たちが一斉に喚声をあげて、野次馬連中が囃はやしたてた。割れんばかりの声と拍手と口笛で空気が破裂しそうだ。ソウマは彼らを半ば欺くことになる。しかし、信頼できると認めた者には、いずれ真の目的を明かすことになるだろう。

「どうか俺たちに手を貸してほしい！　我こそはと思う者は、参加を申し出てくれ！」

「名前！　クランの名前は……!?」と誰かが叫んだ。

　ソウマはうなずいた。「――今このときから、俺たちは〝暁連DAY BR隊EAKERS〟を名乗る！　猛たけき者よ、聡そう明めいなる者よ、気高き者よ、凜りん然ぜんとして果断なる者よ、俺のもとへときたれ！　死を恐れず、死に立ち向かい、死中に活を求める勇敢な者は、誰であろうと歓迎する！」

　熱狂の渦中で、ニノ、とソウマは胸中で呟く。

　俺はこの世界の謎なぞを解き明かしてみせる。

　そして、いつの日か、おまえに会いに行く。







　――彼らの運命と交わる自分たちの行く末を、ハルヒロは知るよしもない。
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あとがき







　ドラゴンクエスト、ウィザードリィ、ファイナルファンタジー、女神転生、メタルマックス、ロマンシングサ・ガ、ブレスオブファイア、ライブ・ア・ライブ、クロノ・トリガー、アークザラッド、タクティクスオウガ、幻想水すい滸こ伝でん、テイルズオブファンタジア、ワイルドアームズ、ファイナルファンタジータクティクス、スターオーシャン、マリーのアトリエ、サガフロンティア、ゼノギアス、等々、といった、家庭用ゲーム機のロールプレイングゲームや、その要素を多分にふくむゲームは、僕にとっていつも救いでした。シューティングゲームやスポーツゲーム、格闘ゲームのようなアクションゲームが苦手で、うまく没頭できない僕でも、ロールプレイングゲームだと集中して取り組むことができたのです。一人きりでこつこつ進めて楽しめるという点も、僕には重要でした。現在に至るまで一貫して、僕は友だちが多いほうではありません。とても少ない、と言ってもいいかもしれません。もちろん、一人もいない、というわけではないのですが、みんなで楽しく遊ぶ、何かで盛りあがる、といったことが、僕にはできないのです。本当はしたいのですが、どうしても上手にできません。僕が子供だったころは、ドラゴンクエストやファイナルファンタジーの新作が発売されると、誰だれも彼もがこぞってプレイしはじめて、どこまで進んだとか、今レベルいくつだとか、学校で毎日語りあったものです。そういう会話にも、僕はあまり加わることができませんでした。僕にできることは、睡眠時間を削ってゲームをプレイして、とにかく他ほかの人たちより先に進み、誰かが「ここまで行ったぜ！」と自慢しているのを聞いて、ひそかに「まだそこか。たいしたことないな。おれはもっと先まで進んでるし」とほくそ笑むことくらいでした。ようするに、僕は暗い少年だったのです。そんな僕が、物語の主人公になって、波は瀾らん万丈の冒険をして、強くなって、世界を救ったりしてしまう。僕はいつも、ロールプレイングゲームに救われていました。

　そんな根暗で孤独なゲーム人間に転機が訪れます。Diablo……Ultima Online……EverQuest……Dark Age of Camelot……これらはアメリカのゲームですが、国産でも、ダークアイズ、ライフストームといったゲームがありました。オンラインＲＰＧです。インターネットを介して、どこかの誰かと一緒にロールプレイングゲームをプレイできる。誰かと一緒にロールプレイングゲームをするというと、テーブルトークＲＰＧがあります。でも、人づきあいが下手な僕にはハードルが高すぎました。オンラインＲＰＧなら他人と顔をあわせなくてもいい。いくらか英単語がわかれば、海外の人とも遊べる。僕は熱中しました。今のようにインターネットの環境が整備されていなかった時代のことです。光回線でもＡＤＳＬでもない電話回線を利用してインターネットに接続していたので、ゲームをプレイしている間は電話が通じなくなったりしました。テレホーダイという、深夜から早朝にかけて指定電話番号への通話が月つき極ぎめ定額になるサービスを利用して、その時間内は一分たりとも逃さずゲームをプレイしつづけたものです。その時間をついはみ出してしまって、しかも大幅に、電話代がとんでもない額になってしまったこともあります。あの時期、僕にとってはオンラインＲＰＧが現実で、それ以外は睡眠をとったりご飯を食べたりぼうっとしたりゲームについて考えたりするための時間でしかありませんでした。僕は毎晩、血湧わき肉躍るオンラインＲＰＧの世界に飛びこんで、朝がくると渋々つまらない世界に戻りました。僕はゲームの中で生きていました。ゲームに生かされていました。

　どうして小説を書くようになったのかとたまに訊きかれるのですが、やはりゲームの影響は非常に大きいと思います。ロールプレイングゲームに出会っていなければ、きっと小説を書いたりはしなかったでしょう。とりわけ、オンラインＲＰＧに夢中になったあのころがなかったら、僕のデビュー作である『薔ば薇らのマリア』（角川スニーカー文庫）が生まれることはなかったはずですし、それは本書も同様です。また、ロールプレイングゲームを題材にした小説、水みず野の良りようさんの『ロードス島戦記』と、ベニー松山さんの『隣り合わせの灰と青春』を読まなければ、仮に小説家になっていたとしても、こういった小説を書くことはなかったかもしれません。本書のタイトル『灰と幻想のグリムガル』は『隣り合わせの灰と青春』から着想をえたものですし、『薔薇のマリア』の原型となった小説のタイトルは『薔薇のマリア戦記』でした。僕はオンラインＲＰＧをふくめたロールプレイングゲームに想像を、もしくは妄想をかきたてられ、ロールプレイングゲームと深く関かかわっている小説に導かれて、ここまできました。ずいぶん長らく、たくさんのロールプレイングゲームをプレイしてきたので、「あのころ」のような気持ちでゲームをプレイすることができなくなってしまいました。それでも僕は、また「あのころ」が蘇よみがえってくるようなゲームとの出会いを熱望しつづけています。「あのころ」の感覚を反はん芻すうするようにして、この小説を書きました。その向こう側に、まだ見ぬ世界が広がっているに違いないと信じているのです。これからも機会があるかぎり、僕は「あのころ」の小説を書きつづけると思います。

　今回、その機会を僕に与えてくれた編集者Ｋさん、透明感があって空気感があって現代的でかわいらしくてかっこいい、すてきなイラストを描かいてくださった白しら井い鋭えい利りさん、この小説にぴったりな本にまとめてくださったデザイナーさん、その他、本書の制作、販売に関わった方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆さんに、心からの感謝と、胸一杯の愛をこめて、再会を願いつつ、今日のところは筆をおきます。
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